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体感温度




「結婚式ってやっぱりいいよねぇー」

「ついつい、自分がするときのこと考えちゃうよね」

「白しろ無む垢くもいいけど色内掛けもいいよね」

「やっぱり純白のウエディングドレスだなぁ。カラードレスも二着」

　同僚が羨せん望ぼうの声をあげる中、安やす井い果か歩ほは同調しないが、とりあえず頷うなずいてみた。

　六月初旬、今日は同僚の結婚式。挙式から披ひ露ろう宴えんへと移り、ケーキ入刀や余興、キャンドルリレーを見送って、クライマックスを迎えるところだった。

　社会人になり、結婚式に出席する回数がどんどん増えてきた。二十五歳を迎えた今年は結婚ラッシュ。ジューンブライドにかこつけて、六月は同期、友人、親戚と三回もあった。

　フォーマルな衣装も、共通する知人の目があるから、いつも同じというわけにはいかず、やむを得ず増えていく。今日はその中でも、お気に入りのブランド『マーベラス』のピンク色のドレスを着ている。

　結婚はうらやましいけれど、結婚への焦あせりは果歩にはまだない。それどころか、海外に行ったきりの四つ年上の彼氏を、長い間待っているのが現状だ。

「で、果歩は、いつまで待つ気」

　友人の浜はま野の結ゆ衣いから言われて、果歩は振り向く。

「え？　何、ハマちゃん」

　浜野だからハマちゃん。果歩は彼女のことを親しんでそう呼ぶ。

　三つ年上の彼女は姐あね御ご肌はだで面倒見のよい人物だ。フリーのコピーライターで、果歩が勤めている広告代理店に常駐しているのだが、入社以来、一緒に仕事をしているうちに仲良くなり、今ではよく相談事を聞いてくれる頼もしい存在である。

「あれ見てどう？　遠恋、見切りつけるっていうのも大事じゃない？」

「そうは思わないけど……」

　これといって、航介のほかに好きになれそうな人はいないし、浮気心だって生まれない。ただ寂しい……声が聞きたい、顔が見たい、会いたい……そういう感情だけが湧き上がっては鎮まって、日常に戻っていく。その繰り返しだった。

「それ、絶対に体感温度ずれてるよ。大体、海外に出ていって二年でしょ？　半年に一回会えるか会えないかなのに、月一回しかメールくれない彼氏ってどうよ？」

「どうよって言われたって、彼、カメラマンで忙しいし、そういうスタンスなんだもん。しょうがないよ」

　信じて待つほかにないって言えば、聞こえはいい。

「スタンス？　違うよ。〝都合のいい女〟っていうの、それ」

　容よう赦しゃない突っ込みにグサリと突き刺さるものを感じるが、果歩の心は友人の忠告を頑かたくなに受け入れない。

「まだ二十五歳だし、三十歳までに結婚できたらいいの」

「そんなこと言ってると、あっという間に三十よ？」

　結衣の口ぶりに、果歩は拗すねたフリをして逃れようとするが、そうはいかなかった。

「私だったら別れるね。遠距離恋愛中、会えたの何回？」

　そう言われるとつらい。この二年で会えた回数が片手で足りるところが悲しい。

「ちょっと考えたくないかも」

　もっと突っ込まれそうだったから、曖あい昧まいに濁にごした。

「でしょ。ていうかこっちが浮気してなくても、向こうはわかんないわよ。心配じゃない？」

　〝私だったら〟……彼女の口グセはいつもそうだ。断定的じゃないだけマシだ。

　体感温度かぁと、果歩は苦笑しつつ、新郎新婦の幸せそうな様子に目を細めた。

　感動的な締めくくりとなる謝辞も、自分にはまだピンとこない。自分にとって結婚はずっと遠く、まだ縁のない話に感じていた。




　大手広告代理店、クリエイティブ・エモーションズに勤める果歩は、ＣＭプランナーとして日々企画立案とコンペに励んでいた。入社三年目の果歩の実力はというと……少々頼りない。あまりに企画が通らず、配属を変えたほうがいいんじゃないかと周りに噂うわさされている。それが、この浮かない気分を手伝っていた。

　広告代理店の仕事は、端的に言うと、主にクライアントの依頼をもとにテレビや雑誌などのメディアを使って商品のＰＲを代行する仕事である。果歩のいる企画部は、化粧品やお菓子、飲料品などのパッケージデザインを初め、テレビＣＭなどの広告を企画、制作する部署だ。会社がファッションショーなどの大規模なイベントを運営しており、ショーのプロデュースをすることもある。

　一本の広告を制作するにあたって、企画部にいるプランナーは企画を提案するばかりでなく、営業と一緒にクライアントのもとでプランをＰＲし、それが採用されたら今度は起用するタレント、カメラマン、美術、デザイナーなどを手配し、現場を監督する。

　商品がどれだけ魅力的に映るかは各々の相乗効果によるが、肝心なのは最初の一歩。クライアントの気持ちをつかむプラン作りだ。それに果歩は煮詰まっていた。

　でき上がった企画書をまずは上司に見てもらい、部署内のチームコンペや会議にかけるのだが、考えた案がなかなか通らない。このところずっとそうだ。

　新人が次々に賞候補の作品を生み出していっている傍かたわら、果歩のプランはシュレッダー行きが日常茶飯事。

（入社したての頃は、いい線行ってたんだけどなぁ……）

　そんな果歩がカメラマンの彼、谷たに口ぐち航こう介すけと知り合ったのは、とあるメーカーのＣＭ撮影がきっかけだった。

　重たい機材を相手にするだけあって、二の腕から上腕にかけての美しい筋肉、カメラに向かう広い背中に見惚れた。なんて背格好のきれいな男性なのだろうと思った。

　興味が湧いて近づくと、緩くパーマがかかった前髪から覗のぞく、彫りの深い凛り々りしい顔立ちや、男らしい真剣な眼まな差ざしにドキドキした。まるで彼の動きそのものがひとつのシーンのようだった。

　外見はワイルドなイメージだが、こちらに気づき、『よろしく』と挨あい拶さつを交わしたときの微ほほ笑えみは、まるで砂糖菓子を舌で溶かしたような甘さで、果歩は航介のギャップにすっかり惚れ込んでしまったのだった。

　彼はスチール写真のフリーカメラマンで、撮影現場などのほか、仕事場で自然と顔を合わせる機会が多かった。

　あるとき、クライアント側とタレント側の価値観が噛かみ合わず、現場で揉もめてしまったところを、その場にいた航介に救われたことがあった。

『自分の主張ばかりしてたって仕方ないでしょう？　各スタッフが協力し合って作り上げていくものなんだから。プロなら想定外のことが起きても、柔軟に対応していかないと。揉めても時間が無駄。進まないですよ』

　航介のひと声で、バラバラだった現場が引きしまった。

『ありがとうございました。もしフォローしてくださらなかったら、どうなっていたか……』

『現場担当者の君がもっと堂々としていないと。君がすべてを握っていると言ってもいいんだから』

　厳しいことを言うようで、その声色はねぎらうようにあたたかかった。

　それからも仕事を通して会ううちに、いつの間にかプライベートでのつき合いに発展していった。穏やかな航介とは、美的感覚というか、趣味や好みがすごく合い、一緒にいて居心地がよかった。

　カメラを構える真しん摯しできれいな横顔。彼が覗くファインダーの奥には、何が写っているのだろう。その先に自分を写してくれることはあるのだろうか。そんなふうに思うようになった。

　告白したのは自分からだった。出会ってから半年が経過した頃だ。ＯＫの返事をもらったとき、舞い上がるほど嬉しかったのを覚えている。

　ところが翌年、航介は海外の企業からオファーを受け、日本を離れることになった。今はニューヨークを拠点に、アメリカに長期滞在している。会うのが三ヵ月に一度、半年に一度……とだんだん開いていき、いつしかつき合っているのかどうかすらわからなくなるほどになっていた。そして、自分から別れを切り出すこともできず、二の足を踏んでいる。




　フラワーシャワーの一片を拾い上げ、果歩はため息をついた。

　披露宴の最後はフラワーシャワーで色鮮やかに締めくくったのだ。

　結衣や果歩の、髪や肩に花びらがついている。ホテルのロビーから出ると、思いを散らすように風が吹いて、その花びらが夜空に舞い上がった。

「ねえ、ハマちゃん、別れるのも勇気いるね。たとえ一年に数回しか会えない関係でも、二年見送っちゃうと」

「……すごい好きだってことでしょ」

「うん……だからなおさらタイミング失ったかなぁって。離れてるのはつらい。でも、別れるのはもっとつらい」

　素直に果歩が本音を漏もらすと、結衣はまるで姉のようにやさしく諭した。

「先行きがあるんならいいけど、ね」

「わからない……そういう話、したことないし」

　だから言わんこっちゃないと結衣がため息をつく。

「うーん。この際、新しい男、作っちゃえば？　そしたら向こうだって慌てるかもよ。それぐらい許すようじゃなかったら、置いてきぼりで海外に行かないっていうの。音信不通とか果歩のことなんだと思ってるのよ。ほら、このあとの二次会で、どう？」

「ええ？」

　果歩の気分が沈んでしまったのを察したのだろう。結衣はきついことを言いすぎたとでも思ったのか、気分を盛り立て始めた。

　当の果歩はというと、別の誰かとの出会いなど期待していなかったが、気分転換に二次会に参加するぐらいなら、と思い、会場になっているダイニングレストランへと移動した。

　一流シェフのコース料理と飲み放題が振る舞われ、お腹いっぱいだ。二次会のみに参加するメンツが来るのを楽しみにしている新郎新婦が遠くに見える。

　テラスにも何席かあって、果歩と結衣はそこへ移動し、乾杯した。

　すると、ひとりの男性が現れた。目を引く彼のルックスに、会場が突然わっと歓声に包まれる。

「何、有名人なの？　あの人」

「あれ、デザイナーのＫＯＵＳＥＩコウセイじゃない。すごい……かっこいい」

　女性たちのとろけてしまいそうな声色につられ、果歩は結衣のほうを振り向く。

「すごい歓声。ハマちゃん知ってる？」

「神じん野の昴こう生せいでしょ。ていうか、こっち向かってきてるよ」

　結衣が説明する。

　果歩もその名前だけは知っている。

　ファッションデザイナーとして一躍名の知れた彼が、若くして第一線から退いたというニュースを見たことがあった。詳しくはわからないが、こうしてパッと見ただけで皆が気づくぐらいなのだから、大物なのだろう。

　その彼が、こちらに向かって歩いてくる。背はすらりと高く、八頭身どころか九頭身あるのではないかと思えた。艶つやのある黒髪に縁取られた端正な顔はとてもセクシーで、男らしい体たい躯くに細身のスーツがしっかりとはまっていてかっこいい。彼は主役のふたりを差し置いて会場の視線をひとりさらっていく。

　果歩は彼と目が合い、ドキッとした。

　通り過ぎていくのを見送るつもりが、想定外のことが起きた。

「初めまして」

　自信に満ち溢あふれた顔が、にこりと果歩に向かって微笑んだのだ。

　重量感のある低い声が鼓膜にまとわりついている。果歩は吸い込まれるように、彼を見上げた。

「こんばんは、初めまして……」

　とっさに挨拶するが、すぐに彼の雰囲気に呑のまれた。

　気高く雄々しい獣に魅せられてしまったかのように、果歩は彼を見つめる。

　彼のなだらかに流れる眉はやさしそうに見えるが、鋭く目力のある二ふた重えの双そう眸ぼうは漆黒で、何かの宝石のようにきれいだった。すっと通った細い鼻び梁りょうは高さがあり、薄く引かれた唇くちびるは、そこはかとなく甘い雰囲気を醸し出している。芸能人やモデルが持っている艶やかなオーラがあり、彼自身がモデルのようだ。加えて、甘い声。これでは女性がほうってはおかないだろう。

　隣にいた結衣は、頭をぼうっとさせている果歩を肘ひじでつついてウインクをし、そそくさとほかの席へ移った。

（え、ちょっと……ハマちゃん……）

　果歩は急に近づいてきた彼に、警戒心を抱いた。かっこいいのは認めるけれど、プライドの高そうな自信家にも見えるし、こういう人は遊び人の可能性が大である。間違いなく敬遠しなくてはならないタイプの彼と、わざわざお近づきになる必要はない。

　だが、彼の鋭さと甘さを内包するような瞳には、間違いなく果歩が映っている。ターゲットを射抜くような眼差しだ。

「今夜、よかったら一緒にどうかな？」

「ごめんなさい。あの、せっかくですけど、友人と一緒に、少し早めに帰宅するつもりなんです」

　嘘うそぶいて彼を見上げる。彼の視線に耐えきれず、空調のせいにして腕をさすった。

　果歩の悩みは自分の見た目だった。

　二重のぱっちりした瞳とあどけなさの残る唇が特徴的で、猫毛のふわふわしたウエーブは胸の辺りまで伸びていて、標準身長に満たないわりにバストのボリュームがいい。

　仕事でスーツを着るのがもったいない、女らしいワンピースが似合う体型……結衣曰いわく、その身体つきと幼い顔立ちのギャップが、男心をくすぐり、妙にエッチっぽいのだという。

『私が男だったら、絶対に果歩のこと口説いてると思うわ。エッチしてみたいって思うもん。本能的にムラムラッとね』

（つまり、簡単に釣れそうに見えるだけじゃない）

　昴生もそう思ったのではないかと直感が働いた。こんなイケメンが近づいてくるなんて、何か理由があるに違いない。自称〝一途な女〟である果歩としては不本意だ。

「ちょっとだけでいいんだ。ああ、名刺があれば、安心してもらえるかな？」

　あからさまに態度に表したつもりはなかったが、警戒心が伝わったのかもしれない。

　ハイと手渡されたのは『企画制作会社・オフィスＡＭＧ』という名刺だった。

「オフィスＡＭＧ……さんの？」

　オフィスＡＭＧならよく一緒に仕事をするところだ。けれど、昂生の姿を見たことはない。

　と、肩書きを眺めていたら、ひょいっと取り上げられた。

「ごめん。今はこっちだ。会社起ち上げたばかりなんだ。君に、第一号をあげるよ」

　そこには『神野デザイン事務所　代表取締役社長　神野昴生』と書かれていた。

　で、そっちは？と期待を込めた顔をされて、自己紹介しないわけにもいくまい。

　果歩はダミエ柄の名刺入れからすっと一枚引き抜き、不本意ながら名乗る。

「広告代理店でＣＭプランナーしてます。安井です」

「へえ、クリエイティブ・エモーションズさんか。オフィスＡＭＧにいた頃は、よく一緒に仕事させてもらったな」

「そうですね。オフィスＡＭＧさんとはしょっちゅう。でも、お会いしたことはありませんでしたよね？」

　仕事の話ならしやすい。そう思ったのも束の間だった。

「ああ、もっと早くに知り合いたかったなって、今ちょっと思ったところ」

　にこり、と愛想のいい笑みを浮かべ、昴生が言う。

　口説きモードたっぷりな感じが伝わってくる。

　口がうまいなぁ、などと果歩は思いながら、とりあえず仕事に支障を来きたさないよう作り笑いをした。

　一緒にいた同期たちは、ほかの男性グループと、和気あいあいと楽しんでいる。その中に盛り上げ役の結衣の姿があった。

（ハマちゃんってば、友達甲が斐いなさすぎ……）

　心の中で文句を言う。きっと彼女なら、『逆でしょ、逆』……と突っ込んでくるだろう。浮気の既成事実を作る作戦……ということだろうか……と、さっきまでの結衣との会話を思い浮かべる。

（浮気はやっぱりダメだよ……ハマちゃん。当てつけに一夜限りとか……私には無理だよ）

「下の名前、かわいいね、果歩って。名前の響きが、君に似合ってる」

「ありがとうございます。初めてです。そう言われたの」

　褒ほめ言葉もさり気ないところから、慣れてるんだろうなと思った。

「果歩さんは、歳いくつ？」

「二十五です」

「俺は二十七。もっと下かと思ったら、そんなに変わらないんだな。入社して三年？　じゃあさ、転職とか興味ない？　企画とか営業とか、してくれると助かるんだけど。ＣＭプランナーなんて特に」

「私はまだ新人も同然で……毎日必死なんです。神野さんみたいな起業家についていくなんてとても無理。足手まといになっちゃいますよ」

　こっちは企画コンペやプレゼンに日々もがいて、二十代半ばにして早くもリストラ候補と言ってもいい状況。とてもスカウトされるような人材ではない。

「とりあえず……そっちで、お酒でも飲んで話そうよ」

　昂生は、さりげなく果歩の肩を抱こうとする。テラスの外、プール沿いの人ひと気けのないところだ。彼の表情が甘い誘惑を孕はらんでいる。

　果歩は彼の意図を汲んで、改めて拒絶を試みた。

「あの、せっかくのお誘いなんですけど、私、そろそろ行かないといけないから、本当にごめんなさい」

「そう、残念だな。じゃあ、また今度」

　昂生は本当に残念そうに眉を下げたあと、笑顔で手を振った。

　果歩もなんとか笑顔でお辞じ儀ぎをして、くるりと踵きびすを返した。

　心臓がドキドキしている。彼のつけていた香水のせいか、なんだかくらくらする。

（また今度は……絶対ない。確かにイケメンかもしれないけど、浮気なんてできない）

　心の中で言いわけをしていたら、酔ってしまった。結衣は、ほかの友人たちと盛り上がっているから、メールを入れておいて、このまま帰ってしまおう。社交辞令で気を遣うぐらいなら、〝彼氏と約束している〟となぜ嘘でも言えなかったのだろう。

　そう考えたら、胸の中にすっと風が吹き抜けた。

（彼氏って……今でも言えるの？）

　一向に連絡のつかない航介を彼氏と言うには、説得力がない気がしたのだ。

　結衣の言うように、もしかしたら自分だけが今も恋人気分でいるのかもしれない。

（航介……今、何してるの？　会いたいよ……）










お隣さん




　帰宅して二時間後。ゆっくり湯船に浸かり、消化不良だった気分を補うように、軽めのスパークリングワインをたしなんでから、さあベッドにもぐって寝ようというところ。時計を見ると、二十二時半を過ぎていた。

「しばらく、結婚式は出たくないなぁ。あーいうナンパも苦手……確かにかっこよかったけど……」

　果歩は独りごちて、あくびをする。

　夢に持ち込んで、明日にはきれいさっぱり忘れよう。

　電気を消し、目をつぶると、航介のことが浮かんだ。今頃どうしているのか気になって、恋しくて仕方なくなった。

　隣の部屋から、物音が聞こえてくる。男と女の声だ。ここは壁が薄いので、イチャついた会話や聞きたくない音まで筒抜けで、しばらくヘッドフォンをつけて聞こえないフリをする。

　結局寝ついたのは、午前二時過ぎだった。やっと深い眠りに落ちたのも束の間、目覚ましが不快音を高らかに奏でる。

　あっという間に朝はやってきてしまった。

「寝不足の顔、ひどいな」

　鏡を見て、目の下のクマにがっかりする。コンシーラーと下地プラスファンデーション等で隠せるレベルではない。

（髪もボサボサだし、なんとかしないと）

　眠気覚ましのコーヒーを喉のどに通すと、誰もいない部屋だが「行ってきます」と声に出して玄関のドアを開けた。すると同時に隣の五〇六号室のドアが開いた。

「じゃあね」

　浮かれぎみの声で、彼女がかわいく手を振って帰っていく。お泊まりのあとらしい。

　この状態で出るのも引くのも気まずい、と思っていたところ、男とばっちり目が合った。

「あっ!!」

　思わず大声をあげた果歩に、男が目を丸くする。

　それよりもっと驚いているのは、果歩のほうだ。

　目の前にいた男が、なんとあの、神野昴生だったのだから。

（冗談でしょう!?　どうして有名なデザイナー兼社長ともあろう人がこんな安いマンションにいるのよ）

「あ、あれ、あのときの……安井さんだ。ここに住んでたのか。すげー奇遇……」

　果歩は思わず、部屋番号を確認した。隣の五〇六号室と自分の五〇五号室の白い表札。そして、昴生が彼女を見送ったシーンを振り返る。

（彼女……いたんだ。それなのに誘ったってこと？）

　ワックスなどつけていないサラ髪の奥から覗く瞳を果歩に向けて、昴生はにこりと微笑む。

「なんか、運命感じない？　俺が隣に住んでるなんて、宝くじ当てたみたいな気分だろ？」

（何？　この自信満々な男）

　勝ち誇ったように言われて、果歩はすかさず反論する。

「貧乏くじのほうですよ」

　唇を尖とがらせる勢いの果歩に、昂生はバツの悪い顔をする。

「なんか怒ってる？　たった一度誘ってきただけの男に、なんか恨みでもあるの？」

「私、仕事なので失礼しますけど、ご自分の胸によーく手を当てて考えてみたらどうですか」

「ああ、気にしないで。さっきの子なら彼女じゃないよ。もしかして嫉妬してくれたのかな？　やっぱり誘いに乗っておけばよかったって思った？」

「ちが――」

「じゃあ、今夜どう？　お望みなら昨晩できなかった分、抱いてあげるよ」

（なんなの、この人）

　果歩の頬ほおに熱がかーっと走った。

「お断りします！」

（女の子と関係持ったあとに言う!?）

　これからずっと変な声聞かされるくらいなら、いっそのこと引っ越してしまおうかと、これまで以上にそう思った。

　さっきの子が〝彼女〟……と言ってくれたら納得できたのに、つまり遊びということだ。それなのに運命とか言えてしまう神経が理解できない。

（やっぱり、苦手だ。こーいう不誠実そうな人は、好きじゃない！）




　その日のランチ時間に、結衣に今朝の話をすると「何それオイシイじゃん」と言われ、がっかりしてしまった。

「どこがオイシイの、ハマちゃん」

「次の就職先」

　ニヤニヤといたずらっぽい結衣の視線に、果歩は、はぁとうなだれる。

「私、辞める気ないんですけど？」

　いくら才能がないっていったって、と果歩は唇を尖らす。

「そうじゃないよ。永久就職先」

「は、はあ？」

「航介なんて、やめちゃえば。彼、有能だから、いったん海外出たら戻ってくるなんて無理。いい加減、わかってるでしょ？」

　いつもながら結衣の言葉はグサグサとくる。

「痛いこと言うんだから」

「異国の王子よりも、近場のイケメンよ。いいじゃん、神野昴生、超優良物件」

「どこが？　不良物件だよ。彼女じゃない女の子、部屋に連れ込んでるんだから」

「そういう人を相手にするから面白いんじゃない。果歩も少しは免疫つけとけばいいのよ」

「ヘンな免疫なんていらないよ」

「君ら、昼からどんな会話をしているんだ」

　いくらランチどきとはいえ、男がどうのという話は不謹慎だったかなと振り返る。そこにはアートディレクターの有あり沢さわ圭けい吾ごが立っていた。圭吾は最近、この部署に来た果歩の直属の上司である。

「安井さんに、いいお見合い相手を打診してたとこですよ。有沢さんどうです？」

「ちょ、ハマちゃ――じゃなくって、浜野さん、上司にそんな失礼なこと聞かないでよ」

　ちら、と圭吾を見て、意識してしまう。大人で紳士な雰囲気を持つ四つ年上の彼は、女子社員の憧れの的でファンが多い。

「安井さんさえよければ。でも、彼氏いるんじゃなかった？」

「アレは彼氏とは言わないですよ、ねえ」

　もう結衣の中ではアレとぞんざいな扱いである。

「……一応彼氏です」

　なんて虚むなしいんだろう。

（一応なんてつけなくても、彼氏います。愛し合ってます。将来誓い合った仲です。とってもラブラブなんですとか、そう堂々と言えたら、こんなに悶もん々もんとしないのに）




　今夜は涼しそうだ。たまにはベランダに出て夜風に吹かれてみようか。

　果歩は梅酒缶を一本持って、素足をサンダルに通した。生あたたかい風がふわっと肌を包み込む。湿度は高いが、イヤな気はしない。人肌みたいで気持ちいい。

　隣の情事はどうなのか知らないけれど、好きな人と抱き合って眠れる夜がうらやましい。こちらはケータイを見ても着信どころかメールもない。メールはいつの間にか、仕事関係や友人からのもののほうが多くなっていく。最近甘い気分になったのは、どれくらい前だろう。

　ぼんやりと月を眺めていると、ゆらりと動く影を感じて、果歩はハッとして隣を見た。

　このマンションは個々に独立したベランダなので、仕切りは洗濯物が見えなくなる程度。こうして手すりに寄りかかっていると人の顔が見える。左側は……昴生のほうだ。

「やあ、どうも」

　低い声が響いて、ドキッとした。

　よりにもよってなんで今夜、彼は外に出ているんだろう。こちらはスッピンでルームウエアのままだというのに。

「どうも」

　果歩は素っ気なく頭を下げた。

「おひとり様？」

「そっちこそ、今日は誰かといないんですか？　それともベッドに寝かせてる？」

「いや、俺も、おひとり様」

　昴生は苦笑いを浮かべて、長い足を交差させ、手すりに寄りかかった。

　なんだか今夜は、仕事で徹夜したような獣っぽい男の色気があって、最初に出会った軽薄な感じはしない。

　確かふたつ年上の、二十七歳。このぐらいの男が遊んでないほうが不自然か、と彼の代わりに言いわけをしてみる。これだけ見た目がかっこいいなら、女のほうがほうっておかないだろう。

　さて、彼と何を話そうか考える。

　日頃の鬱うっ憤ぷんにイライラしていると、彼はこっちを向いて言った。

「迷惑してない？　そっち」

「え？」

「聞こえてるでしょ、結構」

　果歩は、昴生がわかったうえで言っているのだと察した。

　ふいを突かれ、みるみるうちに頬を赤くした果歩を見て、昴生は続けた。

「ここ、隠れ家でさ。一ヵ月前に越してきたんだ。お隣さん、出ていく予定とかある？」

「全然ありませんけど」

（まさかこの男、迷惑ならそっちが出ていけとでも言いだすつもり？）

　果歩はイライラとしながら、口元を引きつらせた。

「ここ、知ってる通り、声響いてうるさいし、そっち行ってもいいかな？」

「えっ」

　冗談にもほどがある。こちらの返事を待つ前に、ベランダの端っこに足をかけてくるものだからたまらない。

「ちょっ！」

　上背もあるし、長い足ならば、ひょいっと伸ばすだけでこちらに来られる。

　唖あ然ぜんとする果歩をよそに、昴生はカラッと笑った。

「隣同士って、やっぱり運命的なもの感じるよなー」

「……なんで、そんなに軽いんですか。外国育ち？」

「まぁ、まぁ。人生、不真面目なほうが楽だよ」

　小学生か、この男は。ここまで野性的な人間なんて見たことがない。例えるなら動物園の檻おりから脱走したライオン。そう思ったらちょっと笑えた。

「何？」

「警戒心っていうのが、ないのかなあって。もしも私がすっごいストーカーみたいな女だったらどうするんです？　その逆だって怖いですし、ケーサツ沙汰ですよ」

「そう硬いこと言わないで。ちゃんと名刺交換して挨拶したでしょ。とっくに知り合いじゃん。昴生でいいよ。果歩ちゃん。あ、果歩でいい？」

「呼び捨ては、好きじゃないです」

　彼氏以外の人から呼ばれるのは、やっぱりなれなれしくて不愉快だ。

　ムスッとしていると、昂生が顔を覗き込んでくる。

「ごめん。イラついてる理由わかってる。今度からここに女を呼ぶのはやめるわ。それでＯＫ？」

「女の人呼べなくても、私のせいにしないでくださいね？　ここ壁が薄いから、気にしないようにしてても、気になっちゃ――」

　と口が滑って、思わず手をあてがう。

「ああ、わかった」

「な、なんですか」

「ひとりで悶々としてたんだろ？　呼んでくれたら相手してやったのに」

　昴生はくすっと笑い、目元をイジワルく歪ゆがめる。

「信じられない。違います！」

　母が父と喧けん嘩かするたびに『血圧が上がる』と言っていたけど、それがよくわかった。

「せっかくのかわいい顔が台なしだぜ？」

　ひそめていた眉をすっとなぞられて、昴生の顔が近づく。

　最初に結婚式の二次会で出会ったときも思ったけど、きれいな甘い顔……嫌味なくらい端正に整っていて、獲物を獲りに行くような強い眼力にこうして見つめられたらひとたまりもない。おかげで勝手に心臓が早鐘を打ち始めてしまった。

　昴生は口の端っこを引き上げて笑いたそうにしている。

　これでは格好がつかないじゃないか。自分に自信満々の男ってこれだから苦手だと、果歩は再び、眉をひそめた。

「俺たち、結構いい相性してると思うんだよね」

「根拠のない口説き文句は、やめてください」

「いや、なんとなくっていうのが大事なんだぜ。人間に備わった直感ってやつさ」

　なんとなく……直感。

　昴生の何気ないひと言を、これから先ずっと引きずっていくことになろうとは、思ってもみなかった。このときは……。










半年ぶりの帰国




　人生、いいことと悪いことは、同じ分だけ用意されているに違いない。

　果歩は久しぶりに届いた航介からのメールに喜び、定時直後、ケータイを握りしめたまま、社内のティーラウンジで休憩していた結衣のもとへ走った。

「ハマちゃん、どうしよう。航介が帰ってくるって」

　そう、嬉しいニュースが舞い込んだのだ。航介の帰国は実に半年ぶりである。

『果歩へ。元気にしてますか。一時帰国できそうなので、会いませんか』

　シンプルな一文だけだったが、飛び上がるように嬉しかった朝。仕事など放り投げて会いに行きたい気持ちをなんとか抑え、定時が来るのを待っていたのだ。

「おっ。よかったじゃない。健けな気げな祈りが通じたかねぇ」

「どーしよう。今日これから到着するって。美容室に行っておけばよかった。ネイルなら間に合うかな」

　腕時計を見てみるが、頭に入らない。すっかりのぼせ上がっている。

「なーんだ、ちゃんと恋する乙女やってるんじゃない。この間はアレだ、ほうっておかれて、いじけてたわけね、果歩ちゃんは。愛ういのお」

　冗談交じりの口調で、結衣が茶化す。

　果歩はすっかり舞い上がっていた。

「満たされておいで。それで、そのままゴールインまで持ち込め」

「安井さん、今日――」

「ノーモア残業！」

　声がかぶった。

「え……」

　後ろを振り返ると、圭吾が驚いた顔をしている。

　果歩はしまった、と口元に手をあてがう。

「残業、今日は無理ってことかな？」

「すみません。今日だけ……どうかお願いします」

　今までイベントのシーズンには自分が残業を買って出ていたが、今日だけは断固として譲ゆずりたくなかった。

「ダメとか言ったら、一生恨まれるレベルですよ。なんせ半年ぶりですから、ダーリンの帰国」

　結衣がさりげなくフォローしてくれた。

　すかさず両手を合わせて果歩が頼み込むと、圭吾はしょうがないと肩を竦すくめた。

「まあ、君はいつも残業してくれていたしね。その代わり、来週は忙しくなるから、覚悟しといてくれないと」

「はい。ありがとうございます。有沢さん、もう、大好きです！」

　果歩は瞳を輝かせて、ふたりに頭を下げ、ティーラウンジを出ていった。

　はたから聞いたら誤解するような発言に、圭吾は呆あきれ顔を浮かべ、結衣は苦笑していた。

「大好きって……なんだ、あれ、キャラ違わないか」

「しょうがないですよ、恋する乙女に変身しちゃったんですから」

　二十五歳にもなってスキップでもしそうな果歩の背を見て、結衣はまた、「愛いのお」と呟つぶやいていた。




　オフィスを出てから、雲にでも乗っているかのような浮かれた気分だった。とにかく早く会いたくて、いてもたってもいられずまっすぐに空港に向かった。

　予定時刻を確認しながらドキドキして待っていたのだが、航介から電話があり、驚かせようと、一本前のフライトでもうマンションに到着したという。

　果歩は急いでタクシーに乗り込み、自宅マンションまで戻った。

　部屋の前まで息を切らしていくと、ボストンバッグひとつ抱え、キャリーバッグをそばに置いて、座っている男がいた。

　足がそこから先へ進まない。

（航介……帰ってきた）

「果歩、ただいま」

　手を上げて、やさしい微笑みを向ける航介に、果歩はゆっくりと近づいた。

　日に焼けて健康な色に染まった彼は、一瞬別人のように見えて、戸と惑まどう。

　自分から抱きつきたい衝動があったが、それより先に航介が腕の中にぎゅっと入れてくれた。

　嬉しくて、言葉にならなかった。

　会いたくて。

　会いたくて。

　会いたくて、しょうがなかった。

　〝おかえりなさい〟という言葉は涙で震えてしまって、出ていたのかどうかはわからない。

　部屋に入って、アイスティーを煮出すと、ふたり揃そろってソファに腰かける。しばらくは航介の海外での仕事や生活のことを聞きながら、果歩も近況を話した。

「なんか、こうしてると半年ぶり……っていう気がしないね」

「そんなふうに自分に思い込ませていたんじゃない？」

　航介が労いたわわるように言う。

　切なげに伏せられた瞳を見て、果歩は泣きたくなってしまう。

「……うん。あんまり考えないようにしてた。離れてるって思いたくなくて……」

　会話は途切れ、航介が果歩の髪を撫なでる。目尻、頬へとキスが降りてきて、唇を重ねた。

「ひとりにしてごめん」

　甘く、低い声が果歩の耳の輪郭をなぞる。

　埃ほこりにまみれた匂いがして、ふたりでシャワーを浴びた。

　待っていられないで航介が愛あい撫ぶを浴びせる。濡ぬれた肌をバスタオルに包んで、そのまま航介は果歩を抱き上げベッドに運んでくれた。

「……航介……会いたかった」

　顔が見たかった。声が聞きたかった。

「うん……」

　キスしてほしかった。抱いてほしかった。いろんな欲求が、噴き上がってくる。

　航介は宥なだめるように、果歩の唇に自分のそれを重ねた。

　久しぶりのキスはしびれるくらい心地よくて、抱きしめられた腕の中で、落ち着きのなかった感情がようやく安あん堵どに変わっていく。

　果歩はいつの間にか昇りつめていたことに気づき、航介の背にしがみつく。

　汗ばんだ肌を寄せると、航介はまた最初のように髪を撫でて、背中を抱き寄せてくれた。

「果歩、次は多分、三ヵ月後。でも、もしかしたら半年後……いや、もっと延びるかもしれない」

「……うん。わかってるよ」

　いつも別れ際に、航介は決まってそう言う。曖昧な言葉でも、言わないと果歩が傷つくことを知っているからだ。

　けれど、今回は違った。

「約束はしていかないから」

「……それ、どういう意味？」

「不安定になってるだろ、果歩。俺を待つことを義務に感じてほしくない」

　沈黙が続く。

　切り出してしまったら怖いけれど、今度ばかりは聞かずにはいられなかった。

「別れたいっていうこと？」

「そうじゃない。でも、その準備はできてるってこと……言いたかったんだ」

　航介の表情が今ひとつ見えない。

　冷たく突き放すような口調に、果歩はショックを受けた。

「久しぶりに会えたのに、言うことはそれなの？　会えて……すごく嬉しかったのに」

　だったら身体を求めたりしないでほしかったのに。

「果歩……」

　宥めるように名前を呼ばないでほしい。さよならの予感がしてしまうから。

「ちゃんと待ってるから。二番目でかまわないから、だから――」

　果歩が言葉を選びながら言うと、航介が同情するような瞳を差し向けた。

「二番目……」

「あ、二番目って、カメラのことよ？」

　果歩は慌てて訂正した。

「果歩は、それでいいの？」

「……航介が、一番に好きなものでしょ」

　航介は、やりきれないようなため息をついて、果歩の額に唇を寄せた。

（捨てないで。そばにいさせて）

　溢れそうな気持ちをギリギリで抑えた。きっと航介はそういうの嫌いだから。

　子猫のようにしがみつく果歩の頭を、航介はやさしく撫でる。てっぺんにキスを落として、やさしく抱きしめてくれる。

「おいで。シャワーを浴びながら、しよっか」

「うん」

　甘えれば受け止めてくれる。けれど束縛はしない。〝自由を与えてもらう分、君にも同じだけをあげる〟と言われているみたいだった。

　不安で、その分、身体の奥で彼を感じたかったのかもしれない。何度も、彼の名前を呼んで、何度も、昇りつめた。ひとりで彼を想っていたときよりも、ふたり重なり合っている今のほうが、なんだか切なかった……。










昴生という男




　翌朝の土曜日、航介はニューヨークに発った。

　たった半日しか一緒にいられないのに、わざわざ来てくれたのだ。貴重な時間をくれたことを、愛の証拠と捉えてもいいだろうか。

　次に会えるのは三ヵ月後……いや、多分それ以上。半年、一年……。気の遠くなる日々。

　たくさん会話を交わした気がしても、足りなくて、抱き合ったのも、あっという間の時間で、心は決して満たされはしなかった。

　航介を玄関先で見送ったあと、なんとなくドアを開けたまま、部屋に入れずにいる。彼がまたいなくなってしまったことを認めたくなくて。

　約束はしないから、という航介の本心がわからない。

　自分から『二番目でかまわない』だなんて、とっさにヘンなことを言ってしまった。一番にしてほしいと本当は思っているけれど、彼はカメラマンとしての仕事を大事にしていて、そんな彼を好きだからこそ、わがままは言えなかった。

　もしかしたら航介は果歩のことを想って、別れを望んだのだろうか。

　どうしてきれいにけじめをつけられないのだろう。また、半年を待たなくてはいけないんだろうか。くすぶった気持ちだけが残っている。

　午前六時。もうひと眠りしようかな、と果歩は欠伸あくびをする。

　……と、隣のドアが開いてギクッとした。

　気づかれないように部屋にさっと入ろうとしたけれど、一歩遅く、昴生がぼうっとした顔をして出てきてしまった。

「おは」

「……おは、ようございます」

「結構、あれだな。想像をかきたてられて、エロいね」

　昴生の言わんとすることを果歩はすぐに理解した。

　それを告げたくて出てきたのだろうか、この男は。呆れてものが言えない。

「音を気にして風呂でヤッてたんだろーけどさ、わりと筒抜け。イイ声してんね、果歩ちゃん。すげ、マジで勃たったし」

　昂生の口元がニヤついている。

「しんっじらんない。さいてーです！」

　果歩は真っ赤な顔をして、非難した。

「いやいや、君のほうでしょ。人の盗み聞きして。そんで自分も大胆に。計、二時間くらい？　や、結構長かったよな。二回戦あった？」

「さいてーのさいてーのさいてーです！」

　何回言っても足りないぐらいだ。

「俺だったら寝かさないけどな。それに女ひとりにして去っていかない。でもあれだね、果歩ちゃん」

（ああ、もう、どこまで筒抜けだったのだろう。恥ずかしすぎる）

「もう、なんですか」

「君って、男にはベタ甘なんだな。普段はスーツをパリッと着こなして、いーお姉さんふうなのに、甘えたがり」

「悪いですか？」

　果歩が上目遣いで抗議すると、昴生はニヤリとした。

「いーや。そういう子、好き。いじりがいがあるじゃん？」

「何かにつけて好きって言ってると、信用なくしますよ」

　もうすでにこのチャラけた感じには、ついていけない。

「何？　遠恋だって？　寂しくなったら、いつでも頼ってくれていいよ」

「神野さんにだけは頼りません。じゃ」

　と、果歩が切り上げて部屋に入ろうとすると、「ちょっと待った」と声がかかる。

「今日、暇？」

　期待に満ちた雄の瞳が怖くて、果歩はふいっと視線を外す。

　嘘のつけない性格は、こういうときに困る。

「暇じゃないですけど」

「いやいや、休みでしょ。また寝ようとか思ってただろ」

　そう言い、昂生がこちらにやってくる。

「だ、だからなんですか」

「実は、煮詰まってる案があって、第三者の意見が欲しいんだ。ちょっと来てくれないかな？」

「絶対にイヤです。仕事で釣ろうとしないでください」

「じゃあいいわ、女の子呼んで、これからそーゆう時間に当てようかな」

　ちらり、と向けられる昂生の視線を、果歩は見なかったことにする。

「なら、私はさっさと出かけます。煮詰まっているといえば、私も仕事が残ってるんです。絵コンテ用の文房具を買ってこなくちゃいけないし、資料集めにブラブラしたかったし。あ、そうそう、ちょうど冷蔵庫にお酒しか入ってなかったし」

　そう言い、果歩がドアを閉めようとすると、昂生がぐっと引っ張ってきた。

「ちょっと」

「本気で出かけるのか？　雨だぜー」

　わざとらしい昂生の声を振りきるべく、果歩は反論する。

「どいてください。私は別に天気とか気にしませんから」

　と言ってドアノブを引っ張り返そうとしたところ、両手でぐいとドアを開かれ、一歩足を入れられたから唖然とする。

（背が高いし、この恵まれた容姿の、迫力がありすぎること……）

「なっ……何するんですか。今どき、悪徳商法でもないです、その手口。警察レベルですよ」

　果歩の抵抗などかわいいものなのだろう。昴生は笑って言う。

「じゃ、こっち」

　首を傾かしげてみせて、親指を隣に差す。

　入られたくなかったら、こっちに来いって、どれだけ自分勝手なのだろう。一体何様なのだろうか。

「イエスを聞けるまで、どく気ないから。悪いね」

　イジワルな目元。どこまでも挑発的。なんて強引な人なのだろうか。こういうとき、女って不利だ。

　このまま部屋に入られたら食べられてしまう……そんな妄想が頭の中に浮かぶ。

（どっちにしたって食べる気だったら同じじゃないの？　いやいや……待ってよ……どうしたらいいのよ）

　隣に行けばとりあえず、話をしてその隙に逃げることだってできるかもしれない。名刺も交換しているし、顔見知りなのだから妙なことはしないだろう。

「で、答えは出た？」

　飄ひょう々ひょうとした態度がムカつく。果歩は昴生を睨にらみつけた。

「……言っときますけど、私、神野さんを男として意識してませんからね」

「ハイハイ。ご自由にどうぞ。ってことで、こっちね」

　ぐんっと手を引っ張られ、果歩は慌てる。

「ちょっと鍵、閉めてない！」

「何？　そんなに長居する気満々だった？」

「違いますけど！　ちょっとの間だって泥棒が入ったら……」

　昂生は我関せずと言いたげに、ルンルンと鼻歌まで歌う始末。

　こうなったらもう、どうにでもなれ！と開き直るしかない。

　昂生の部屋に入ってみると、きれいに白黒のモノトーンで統一されている。小ざっぱりしていて、男の人の部屋の匂いがした。

　間取りは一緒だ。対面キッチンの前にソファとテーブルがあり、パーテーションで仕切った奥にワークテーブルがあるようだ。パソコンと製図用の作業台、それからぎっしりと詰まった本棚。その隣にベッドがあるようだが、なんとなくそっちは見れない。

「気になる？」

「……ときどき、私の心の中、読まないでくださいよ」

「あからさまな顔するからだ」

　昴生がふっと笑う。

「どうぞ」と促され、果歩がソファの端っこに座ると、彼は「コーヒー淹いれてやる」と言い、キッチンに向かった。

　ガラステーブルには、コレクションと思われるオブジェが透けて見え、その上には手のひらを広げてもつかみきれないほど厚いデザインブックが一冊ドンと置いてあった。

「ＫＯＵＳＥＩ」

　果歩が表紙のタイトルをなぞり上げると、昴生も「ああ」と気づく。

「それ、俺が今まで手掛けたやつ。元職場からもらってきた。卒業制作みたいだよな」

　お湯をカップに注ぎながら昴生が言う。

　ほどなくしてコーヒーのほろ苦くて芳ばしい香りが漂ってくる。

「オフィスＡＭＧ、いいとこなのに辞めるなんてもったいないですね」

「会社の意向に従うのがイヤでさ。こう、もっと自由に提案しながら進めたいと思ったんだ。それに実積が会社のものになって埋もれるの、シャクじゃねえ？」

「そーいうのが会社ってものじゃないですか」

「いいや。会社は都合よく社員が動けばそれでいいわけ。会社の方針に従って、妥協することも必要になる。もっと……いろいろできることあってもさ。そのうえどんな手柄を立てようと、それは会社のものになる。君も会社にいればわかるだろ？　それでも納得できるうちはいいけどね」

「はい、どうぞ」とカップを置かれ、果歩はお礼を言った。

　昂生は果歩の隣に腰を下ろし、さっそくカップに口をつける。

「いただきます。神野さんの事務所はもしかして、ここ……ですか？」

「いや、まさか。都内にちゃんとあるよ。まぁでもケータイとパソコンさえあれば連絡に困らないし、俺はここのほうが作業しやすいから、大抵の仕事は社員に任せて、俺はほとんどここで仕事してる。言うならここは俺個人のオフィスのようなもんだ」

「……そのオフィスで」

　いやらしいことしてしまうのだから、問題ありだ。

「ん？」

「いえ。ちゃんと仕事は会社でしたほうが、けじめになっていいと思いますけど」

　こほっと咳払いついでに、小言を加えてみる。

　だが、昴生には効き目がないらしい。

「そうそう、果歩ちゃん、今の仕事に不満があるなら、うちに来ない？　ＣＭプランナーの経験を生かせる仕事があるんだけど」

「いいえ。それに、どうせ行くなら、オフィスＡＭＧに行きます。同期で、最近転職していった子がいるんですよ。優秀なデザイナーがたくさんいて勉強になるし、待遇いいって言ってましたね」

　オフィスＡＭＧは企画制作会社だ。クリエイティブ・エモーションズのような大手ではなく中小規模の会社で、ＣＭやイベントといった大掛かりなものよりも、商品パッケージとなるデザインの企画提案に強い。

　しかし、ほんの少し嫌味を含めたくらいでは、気づいてくれなかったようだ。

「へえ。じゃ、俺の後輩が教育するって言ってたの、その子かもしんねーな」

　若い頃もモテモテだったに違いない。十代の頃、二十代前半の彼、想像がつくから怖い。

　外見の魅力はわかる。素直にかっこいいと思う。デザイナーという肩書きでますます女が釣れるだろう。性格はまだよくわからないけれど、独立して会社を起こすぐらいだから、彼が自分の仕事に自信とプライドを持っていることだけはわかった。

　果歩はオフィス化している部屋の中を眺めた。

「いいな。こういう小さなオフィス。宝物みたいに……いっぱい好きなもの詰まっていて」

　果歩はぼんやりと航介の部屋を思い浮かべた。カメラマンの彼も自宅がオフィスで、専門道具がぎっしり置かれ、写真が展示され、まるでアトリエのようだった。

　昴生の場合は、写真ではなくデザイン画だが、センスがあって洒落ているな、と眺める。

「だろ。どう？　さしあたってアシスタントとか。一緒に仕事してみる気ない？」

「ブー。彼氏も、こういう部屋に住んでたんだって思い出しただけです」

「コースケ、だろ」

　ここでカウンターが来るとは思わなかった。

「……なんで名前知ってるんですか」

「あんだけかわいい声を出されれば、覚えないわけにいかねーだろ。惜しいなと思って。ニアミス？」

「何が？」

　言われていることがわからずに聞き返すと、昴生は意味ありげに笑いかけてきた。

「俺の下の名前、覚えてる？」

「それは……一度名刺見ましたし」

「んじゃ、言って」

「……こー……」

　しまった、と思ったが遅い。

　覗き込んでくる顔が、イジワルに笑う。

「ほら、いいね。甘ったるい声、ぞくぞく来る。果歩ちゃんの声、好きだわ」

「やっぱりさいてー。そういうふうに、からかうのやめてください！」

　殴るフリをしてみせると、昴生は適当に置いてあったデザインブックで応戦する。

「なんでだよ、褒めてんだろー」

「なんでも下半身で考えるからですよ」

　頬を真っ赤にしてバシバシとデザインブックを叩たたく果歩に、昂生はますます追い打ちをかけてくる。

「恋人絶賛募集中」

「そんなキャッチはいりません！」

「どこが好きなの？　彼氏」

「……全部。でも、神野さんには教えません」

　ふんっと顔を逸らすと、お姉キャラみたいな声でひと言。

「あら、残念」

　思わず、果歩はガクッとした。

「ていうか、神野さんって、いつもそういうキャラですか。……普通に口説いてくれたら、違うかもしれないのに」

「ふうん、普通にね。じゃ、こんなのどう？」

「え？」

　思いきり手首をつかまれてぐいっと引っ張られた。

「きゃっ」

　驚いて顔を上げると、キスするような斜め四十五度の唇すれすれの距離で、低い声が甘ったるく囁ささやいてきた。

「おまえのことが好きだ。あいつやめて、俺とつき合えよ」

　鼓膜に残る、溶けそうなほど甘くて低い声。

　つかまれた手が熱い。

　濡れた目元が獣みたいにきれいで、くっつきそうな唇が、試してみればと誘惑してくる。

　勝手に心臓が早鐘を打ち始めてしまう。頬の高揚具合は、昴生が三秒後に破顔するほどだったようだ。

「そ……そうやって二次会の夜も、口説いてくれたらよかったのに、残念でした」

　果歩は慌てて取り繕つくろった。

　ドキドキ、ドキドキ、久しく感じなかった鼓こ動どうのアップダウンに軽く目め眩まいがする。

「よく言うよな。びびって拒否ったくせに」

　少年のように笑った顔は、今魅せた男の顔と同じだけ魅力的に見えた。

「弱い女の心につけ込むのは、一番のワルですよ」

　果歩は釘くぎを刺すように言った。

「たまには、悪い男に騙だまされれば？」

（半分、二重人格なんじゃないだろうか。この人……）

　意地の悪い顔つきを見て、思う。

「もう、充分すぎるほど痛い目見てます。だから神野さんの彼女にはなれません」

「果歩ちゃん」

「そろそろ行きます。用事って口実なんですよね？　これで満足ですか？」

「エッチしてかねぇの？」

　懲こりもしない昴生のひと言に、思わずクッションを鷲わしづかみし、ボスッと投げつけてしまった。

「ごちそうさまでした！」

「ハイハイ。じゃ、また今度な」

「今度はありません。じゃあ私帰ります！」

　果歩は昴生を見ずに、立ち上がった。

「それじゃあ」

　と玄関先で振り返ろうとした刹せつ那な、ぐいと腹部に腕が回って、背中にピッタリと昴生の体温が触れた。

「ちょ……っと」

「や、マジ、寂しくなったらいつでも抱いてやるから、心の片隅にでも入れといて」

　すぐに腕が緩んだけれど、身体が熱い。胸がちりちり痛む。罪悪感ではなくて、なぜか切ないもどかしさのようなものを感じる。

　絆ほだされる……というのは、こういう感情なのかもしれない。寄りかかってしまいたいな、とギリギリで思うくらい、心が疲弊している。そのことを改めて思い知らされてしまった。

「寂しいのって、神野さんのほうじゃないですか。女の人、毎晩抱いてないと不安なんですね」

　ちくちく嫌味を言ってやった。

「ビンゴ」

「古い」

「つか、他人行儀いらねーよ。名前も、こー……せい、でいいし」

　果歩の声色を真似して、昴生が言う。

　果歩の顔は真っ赤だった。

「また、わざとらしい」

「俺も、果歩って呼ぶから」

　――果歩。

　名前を呼んでくれた航介の余よ韻いんが、もう消えかけている。

　ひとりでいたらきっと、部屋の中で鬱うつ々うつと塞ふさぎ込んでいたかもしれない。昴生がそんな気の回し方をする男には、思えなかったが、果歩は心の中で少し感謝する。

「部屋にはどうぞって言えないから、今度、おかずでも作っておすそ分けしますね」

「マジ？　期待して待つよ、俺」

　子供みたいに喜ぶ昴生に、果歩は少し笑う。

「おやすみなさい……って、もう起きる時間ですけどね」

「ああ、お互い夜型だな」

「今度、誰かを抱くときは、壁でも叩いて合図してください。外出しますから」

「参戦してもいいぜ」

「バカじゃないですか」

　キリがないからダメだ。この人とつき合うとずっとこんな調子なのだろうか。

「果歩、おやすみ」

　果歩は玄関のドアを勢いよく持って、「じゃあ」と去った。

　慌てて出ていったのは、昴生に近づきすぎてしまったと思ったからだ。

（あんなに手の早そうな男とつき合ったら、絶対苦労する。遠くても一途な彼氏のほうがいい）

　果歩は言い聞かせ、部屋に戻っていった。










オイシイ関係




　週明けは、覚悟していた通り、コンペの準備で忙しかった。

　でも、忙しいほうが余計なことを考えずにいられるからずっといい。航介を見送ったあとの寂しさは三日がピークで、一週間は抜けないから。

　新しい月曜日が始まるとき、ようやく日常に戻れるようになる。

　さあ気を入れ替えて、と会議に臨んだが、真夏に冬季限定のコーヒー企画を考えるのは、なかなかイメージが湧かなくて難しかった。

　企画書を持ち帰り、家でも頑張ろうと考えて帰宅すると、マンションの部屋の玄関前に腹を抱えてうずくまっている男がいる。

　果歩が驚いて目を見張ると、背格好や髪型から、すぐに昴生というのがわかった。

「神野さんっ？　どうしたんですか」

「……果歩、助けて」

　低く呻うめいて、昂生は虚うつろな表情で腹を押さえている。

　まさかついに腹でも刺されて……青ざめて身体を揺すると、自分よりも青い顔をした昴生が果歩の手を引っ張った。

「腹減りすぎて……死にそうだ」

「ハイ？」

「や、マジで。煮詰まってそのまんま徹夜明け」

　ここで見捨てるのは、人としてどうよ？と考える。

（そうそう餓死することもないだろうけど、苦しんでいる人をほうっておくわけにいかないし……）

　果歩は仕方なしに、腕を振るうしかなくなる。

　そして自分の部屋の冷蔵庫から適当に材料を持ってきて、昴生に声をかける。

「三十分、待てますか？」

「多分……」

「ちょっと待っててください。リンゴならあるから、これかじって」

　冷蔵庫から出してきたリンゴを押しつけ、昴生を彼の部屋に押し込む。

（なんで私がこんなこと……）

　二年つき合っている彼氏の航介にすら、まだ手料理を振る舞ったことはないのに。

　結局、昴生の部屋で素直にエプロンの紐をきゅっと締めてキッチンに立った。

　ブリ大根、ケンチン汁、野沢菜とレンコンの胡麻和え、それから簡単ホイコーロー。ふたり分をテーブルに並べると、昴生はしばらく見惚れるように眺めて、果歩を見上げた。

「召し上がれ」

　噛みしめるようにパクつく昴生を眺めて、果歩はホッと胸を撫で下ろし、エプロンの紐ひもを緩める。

「美お味いしいですか？」

　ライオンのように貪むさぼり食う彼を見て、男っぷりのよさに感心しつつ、半分は同情の目である。それにしても意外に箸はしの使い方がきれいだ。

「美味しい、マジで。命拾いしたわ、サンキュ」

　テーブルに所狭しと並ぶ料理の数々に、昴生は瞳を輝かせ、次から次へと頬張る。

　なんだか、こういうところを見ると母性本能をくすぐられてしまう。こんな手のかかる大きな子供はごめんだけれど。

「……玄関前でうずくまるのとか、本当心臓に悪いので、やめてほしいです」

（まったく、こっちが生きた心地しない）

「最近さ、アシスタントが機嫌損ねて来ないんだよ」

　昴生はお腹が満たされて、ようやく愚痴をこぼす元気を取り戻したようだ。

「アシスタント、いたんですね」

「ま、ね。煮詰まったときは買い物に行ってくれてたし、いろいろ便利だったんだけどな」

　なんとなく頭に浮かぶようで、果歩はその女性を気の毒に思った。女性とは言っていないが、昴生のことだから〝そういう女性〟に違いない。

「想像するところによると、手を出して懐かれて、『本気だと思ったのに最低』……バチン、ていうオチですか」

「ビンゴ。効果音までピッタリ」

「だから、古いですって」

「で、実は、いろいろ果歩ちゃんの過去を調べてみたんだけど……」

　突然そう言いだす昂生にぎょっとする。

「なんの過去ですか？　私、人に言えない過去なんてありませんけど」

「いやいや紛らわしくてごめん。仕事のだよ。新人同然って言ってたけど、一応、実績残してきてるわけだろ？　俺が知ってるＣＭもあったし、商品パッケージもあったな。いい線いってると思うんだけど。で、悩んでるんだったら、どう？　うちで企画の仕事やってみない？」

　急に現実に引き戻されて、果歩はため息をつく。

　昂生が言うように、新人同然ながらもいろいろ頑張ってきたつもりだ。それが、この頃うまくいかない。仕事も恋愛も空回りばかりだ。

「今度、缶コーヒーのテレビＣＭのプレゼンがあるんです、冬季限定の……。それ頑張らないと、本当にＣＭプランナーから外されるかもしれなくって、必死なんですよ。私、ＣＭプランナーになりたくて入社したんです。だから、それは私にとってクビも同然なんです」

　果歩がそう力説すると、昴生は意外といったふうに、果歩を眺めた。

「これでも、ちゃんと仕事してます」

「ああ、わかるよ。そういうのは……ちゃんと伝わってくるから」

　昂生が真顔でそう言うので、果歩のほうが照れくさくなってしまった。

「意外って顔したじゃないですか」

「あまり評価されてないってのが不思議なんだよ。いいとこまでいくのに今ひとつ、運がない。なんつーか、果歩ちゃんってエロい雰囲気あるし、いろいろ想像させてくれる落ちこぼれのグラドルみたいだな」

「……よく言われます。外見で判断されて損することが多いから、神野さんに口説かれても、ちっとも嬉しくなかったです。好きだった先輩に、『ＡＶ女優に似てる』って言われて、悲しくなったことだってありますし、エロいなんて褒め言葉じゃないですから。それに運が悪いっていうのも納得してます。ツイてないことばかりあるし。ほら、こうして神野さんの件も」

「ひねくれてんなぁ。かわいいって言ってんだからさ、素直に喜べば。エロこそ美学だよ」

「そんなこと言うなんて」

「エロは芸術だろ。カメラマンも画家も音楽家も、エロから創造が始まるんだよ」

「そうじゃない人だっているでしょう？　当然のようにエロエロばっかり言わないでください。気がヘンになります！」

　いちいち真っ赤になったり真っ青になったりと、忙しい果歩の表情にひと笑いしてから、昴生は真顔に戻って言った。

「俺らの仕事は特に、ずっと先の季節をイメージしなきゃいけないから、体感温度、狂うよな」

「体感温度……ハマちゃん、コピーライターの友人がいるんですけど、同じこと言われました。私なんてますます体感温度、狂ってきてるかもしれない……」

　思わず、ぽつりと呟いてしまった。

「うーん、なんでそう思うわけ」

　よりにもよって、昴生に相談するなんて、どうかしている。

「なんでだろう」

「その答えが出るまで、合宿やろっか」

「え？」

「お互い、別の企画で刺激し合って」

　ちら、といやらしい感じの目に、たじたじする。

「〝私にだけは〟絶対に手を出さないでくださいね」

　前半を強調しながら果歩が睨みを利かせれば、昴生はいつもの調子で軽く笑い流す。

「果歩ちゃんが、シたくなるまで待つわ」

「残念ですけど、ぜーったいないです」

　会話が止まることがない。昴生とはいつもこんな調子だ。

　もしかしてこの男は口から生まれてきたのではないかと本気で疑いたくなるぐらい、黙っている時間がない。一度、真剣にデザインに向き合っている姿を見てみたいものだ。

「私、今、件くだんの企画が煮詰まってるんです。商品のサンプルもらってきたけど、イメージがパッと湧かなくって」

「ああ、さっき言ってた缶コーヒーね。見た目がヘンに洒落たものより、結局は味だぜ」

「……個人の主観はいいんです。これは仕事だから」

「そっかぁ？　主観って大事なんじゃねーかな。ＣＭなんかもっとそうだろ」

　今、わずかにピンときた気がして、脳内にメモ帳が欲しくなる。

「主観……」

　なんだろう。何か手に届きそうな……。

「ああ、例えば〝うまい〟って言葉を客観的にどう伝えるわけ？　有名タレント起用して任せっきりか？　うまいにもいろいろあるしな。その体感温度とやらをどう伝えるかさ」

「……神野さんって、わりといいヒントくれますね」

「だろ？」

　昂生は初めて褒められた子供みたいに、瞳を輝かせた。

「セックスもそうだろ。気持ちいいって感じるのは主観。相手がどう感じてるのかなんて、わかるわけねーし」

「それは、ちょっと冷たい感想ですね」

「果歩ちゃんがどれだけ感じても、俺にはわからない。同じだろ。俺がイキそうになっても、果歩ちゃんにはどれだけ気持ちいいのかわからない」

「だーかーらー、例え方が、いちいちエロいです。セクハラですよ」

　果歩が真っ赤な顔で睨むので、昴生は肩を竦め、それ以上はやめた。

「まあ、俺も人のことは言えないな。オフィスＡＭＧにいた頃は、似たようなことで悩んでたわ。今は自由気ままにやってるけど、来週は締め切りが重なってるから、そろそろ本腰入れねーとな」

「思ったんですけど、神野さんてファッション関係はもうやらないんですか？」

「……ああ、事実上ファッションデザイナー引退。オフィスＡＭＧでは商品パッケージをやってたけど、それも最近は経営が忙しくなってきたから、ほとんどほかの社員に任せてる。今は空いた時間に自分の好きなものを自由にデザインしてるよ。職業病でさ、何か見ると、すぐデザインしたくなるんだけど、他人と深く関わると何かとやりづらい。だから今の状態がちょうどいいんだ。ま、リハビリのようなもんかな」

（リハビリ……？）

　昴生は曖昧に濁すが、彼の表情が一瞬だけかげったのを、果歩は見逃がさなかった。昔見たニュースが今になって気にかかる。お調子者を気取っている彼が、深く傷つくような何かがあったのだろうか。

　はぐらかすように、昴生は続ける。

「こんな俺に、たまにごちそうしてくれると嬉しいんだけどな」

　猫撫で声を聞いて、果歩は我に返った。

「勘弁してください。私なんかが作らなくても、ほかにいっぱい作ってくれる人、いるんでしょ？　それに、私、今度のプレゼンに賭かけてるんですから。次こそうまくやらないとリストラですよ？」

「だから、その果歩ちゃんのリストラ、俺的にはオイシイんだって」

「人を呪わば、穴ふたつって知ってます？」

「別に呪ってないし、不幸になれとも言ってない。果歩ちゃんに興味がある。それで、君のことが欲しいだけ」

「欲しい欲しいって、子供のわがままみたいに言わないでください。なんでも願えば手に入ると思ったら大間違いですよ？」

　口減らずの昴生にため息交じりに返して、果歩がキッチンへ立とうとする。

「俺も」と立ち上がりそうだった昴生に、「後ろから抱きついたら、包丁グッサーと刺さりますからね」と脅おどしておいた。

　昴生は肩を竦め、残りのおかずに手をつけ始めた。

　本当に箸の使い方が上手だ。もしかして育ちがいいんじゃないだろうか。食事の姿勢には家柄や人柄が出るというけれど……。姿勢はすっと伸びてきれいで、ひとつひとつの仕し草ぐさがお手本のよう。

　結衣に報告したら、ますます『超優良物件』とでも騒ぎ立てるだろうか。ひとつ難点があるとしたら女にダラシナイところ。それが果歩にとっては『超不良物件』だ。

「ごちそうさまでした」

　両手を合わせて上品に食事を終わらせた昴生が、果歩を見上げる。まるで子供が母親を慕うような瞳をしていて、心臓が妙な音を立てた。

「果歩ちゃん、いい嫁さんになるよ」

「……それは、どーも」

　なんだか調子が狂う。ぽぅっと頬がほんのり熱くなった。

「照れんなって」

　からかうような目線を感じて居心地が悪い。料理を褒められたら誰だって悪い気はしないけれど。

「初めて言われましたから」

　顔を見られたくなくて、お盆を持って片づけをしていく。二時間も長居することになるなんて思いもしなかった。さっさと家に帰らなくては。

「お、なんで。彼氏は？　美味しい、早く嫁に欲しいって言うだろ」

　果歩はううんと首を振る。

「……言っときますけど、こういうことするの神野さんが初めてなんですから、ありがたいと思ってください」

「マジ？」

「マジです」

「何、すげー嬉しいね、それ」

　無邪気な少年のように喜ぶ昴生に、こんなふうにも笑えるのか、と戸惑う。

（女は手料理で男心につけ込む……なんて言うけど、これじゃあ……逆じゃない？）

　恋愛対象にはほど遠く思えた男だけど、そんなに悪い人間じゃないというのはわかった。互いの距離が縮まっていくのを感じる。だからこそ、遠ざけておかなくてはと、果歩は心にバリアを張り直した。

　遠距離で彼氏とうまくいっていないのを理由に、そばにいる誰かに甘えてしまうのではないかと怖くなってくる。その相手が万が一、昴生になってしまったら、泣くハメになるだろう。

　その後、自分の部屋に戻ると、航介と過ごした日の匂いがした。それなのに、自分の身体には昴生の移り香がまとわりついており、ふわふわと鼻を刺激して落ち着かなかった。




　翌日。どうにか徹夜してやり遂げた企画のプレゼンがなかなかの好感触だった。ランチのあとに、企画責任者である圭吾からの呼び出しがあった。

「企画コンペ、君のプレゼンがわりとよかった、って話が出てるよ」

　にこやかに圭吾が言う。

　果歩は舞い上がるような思いで、次を急せかした。

「本当ですか？」

「ああ、ようやくだな。散々、芽が出ないって言われてたもんな。見返してやれよ」

「はい！　ありがとうございます」

　果歩は頬を紅潮させ、弾むような声で返事をした。すると、圭吾が見守るような穏やかな瞳で果歩を見る。

「それで、よければだけど、今夜食事でもどうかな。企画の前祝いをしよう」

　気にかけてくれていた圭吾の気持ちが嬉しい。

「いいんですか？　よろしくお願いします」

　果歩が返事をすると、圭吾は嬉しそうに微笑んだ。

　それからふたりは、仕事が終わったあと、和風の小料理店に足を運んだ。圭吾の行きつけの店だという。

　果歩は隣に並ぶ圭吾を眺めて思った。四つ年上だと考えると、航介と同じだけれど、やはり上司という目で見ているからか、彼よりもぐっと大人に見える。

（それから、ここにもいた……お箸の使い方がきれいな人）

　背筋がすっと伸びて、ひとつひとつの仕草が上品。

　昂生と違って普段から温和な人だからか、違和感がない。

（って、なんで神野さんのこと考えてるの……）

「どうした？」

「いえ、お箸の使い方が、きれいだなって思ったんです。男の人にしては珍しくて」

「ああ。うちは呉服屋をやっていたこともあって、礼儀や作法にはうるさかったんだ。そこに目をつけられるとは思わなかったな」

「そうなんですか。見習わなくちゃって思います」

　呉服屋さんの息子というのは初耳である。どうりで彼の立ち居振る舞いが優雅なわけだ、と改めて見惚れる。

「君は、無邪気で、素直で……仕事には、真面目で。ひたむきに頑張っているのは、すごく伝わってくるよ。あの企画はきっとうまくいく。もっと自信を持つといい」

　ふわりと微笑まれ、照れてしまう。気づくと圭吾はいつも励ましてくれていた。社内でどんなに「仕事ができない」「異動だ」などと噂されようと、圭吾だけはいつも味方でいてくれる。

　彼のやさしい言葉に、航介に会えないことへの寂しく不安な気持ちが、少しだけやわらいだ。




　翌日――。

　外部スタッフの会議室に行くと、結衣とグラフィックデザイナーの森もり山やまという男が話をしていた。

「食と性ってすごい近いものがあるのよね。目に見えない部分は、食べ方で判断するのよ」

「お疲れさまです。なんの話？」

　タイミングを見計らって、結衣に尋ねる。

「お疲れ。箸使いがきれいな男は……セックスが丁寧でうまいっていう話」

　タイムリーな話題に、ドキッとする。

　いつもの結衣のからかい含みのセリフじゃないのに、果歩の脳裏に浮かんでくるのはふたりの男だった。

「何、安井さん、純情ぶって顔赤くしてるの？」

　そばにいた森山に突っ込まれ、つい口を尖らせそうになる。

「〝ぶって〟って、一応、心は乙女ですけどー」

「そうよね。二年も海外から帰らない彼氏を待てるぐらいだし」

「ハマちゃん、余計なことはいいよ」

「で、何が図星だった？　神野昴生のほう？　それとも有沢さん？」

　結衣の洞察力は素晴らしく優れていて、当たらないことのほうが少ない。興味津しん々しんな森山に「そっちは締め切り近いんだから作業続けて」と結衣が苦言を呈ていすると、肩を竦め、パソコンの前に戻った。

「なんで、そー来るかなぁ」

「大事な子には、幸せな恋愛をしてほしいだけよ」

　結衣は思いを込めてそう言った。

　幸せな恋愛がしたい……というよりも、航介ともっと近い場所で、感じ合いたい。

　果歩の願いはそうだった。ニューヨークにいる航介には届かないかもしれないけれど。ただそばにいて、手を繋いで、髪を撫でて、抱きしめて、ひと晩中、他愛もない会話をして、ときどき求め合って、朝まで一緒に眠る。そんなやわらかな日常が欲しい。










予感




　〝踏んだり蹴ったり〟という言葉が、今日ほどピッタリな日はないと思う。

　幸せに浸る時間など、どこを探してもなく、ちょっとだけいいことのあとには、ものすごく悪いことが待っていた。

　午前十時、果歩の電話中、シュレッダーの音が絶え間なく鳴っていた。

　この後のプレゼンに使う資料がどこにもない、ということに気づいたのは電話を終えたあとだった。

「誰か、ここに置いてた資料知らない？」

「ああ、それだったらさっき、事務員さんが処理してくれてたよ」

　パソコンに向かっていた同僚に言われ、果歩の顔からさっと血の気が引いた。

　間違えてシュレッダーにかけられてしまったらしい。事務員を責めることはできない。大切な資料を不注意に置いていた果歩の不手際だ。そして、それに気づくには遅すぎた。

　前日寝ないで揃えた資料は、あっという間に粉々の紙かみ屑くず……。

　……やってしまった。額を押さえて、すぐ先方との約束時間を確認する。あと一時間しかない。

「急いで準備し直さなくちゃ」

　今日は十一時から缶コーヒーメーカーのＡＣＣ本社で企画の最終プレゼン。これが最後の大詰めという大事なときに、こんなミスをしてしまうなんて……。

　心が焦ると、手も震えてしまう。果歩は急いで保存していたデータを取り出し、プリントし直したが、時間ギリギリだった。

　資料の上にプレゼンの補足となるメモを事細かに手書きしていたのだが、それをやり直す暇はない。これではクライアントに詳細を追及されたときに、うまく答えられるだろうか。

（どうしよう。落ち着いて……ちゃんと伝えたいことは頭の中にインプットしたんだから、大丈夫よ）

　もたついている果歩に、圭吾が声をかけてきた。

「どうした。あと三十分……そろそろ出ないと間に合わないぞ。営業は？」

「別件で出ていて、向こうで合流します。それより、有沢さん、実は……資料がバラバラで。いえ、間違えてシュレッダーに、それで……」

　果歩が言い淀よどむと、事情を察したらしい。次を急かした。

「シュレッダー？　メモリは？」

「全部あります。たった今、出力し直しました。でも、内容が、しっかり頭に入っていなくて。資料に必要なこと書きとめてあったんです。自分でシミュレーションしていましたし、大丈夫だと思うんですけど、今、頭が真っ白で……」

「まずは、落ち着け」

　果歩が優秀でないのは、上司の圭吾はよくわかっている。

　仕事に取り組む姿は、一生懸命で評価されているのだが、どうにも詰めの甘い部分がある。

　自戒の意味もあって、果歩は自分をリストラ候補とおどけて言うが、その実情はシビアなものだった。まだ二十五歳だが、若いというだけで残すほど、業界も会社も甘くない。

「しょうがない、では済まない。先方は、君の企画を選んだのだから、しっかりやってもらわないと。とにかく今は早く行くことを優先して。遅れたほうがずっと迷惑だろう」

　圭吾が促す。もたもたしている果歩の腕を引っ張り、エレベーターへと誘導した。

「あ、有沢さん」

「車を回そう。この時間ならそんなに混んでいないから、電車で行くよりいい。君にはその間に、冷静になってもらわないと困る」

「申しわけありません」

「フォローはしないからね。君を送り込むだけ。失敗を恐れず、君の伝えたいことをひとつでも多くＰＲしてくるんだ」

　後頭部をぽんと押されて、果歩は、ほんの少し気を持ち直す。

「はい」




　圭吾の車から降りて急いで受付に行くと、すぐにＡＣＣの担当が現れ、挨拶を交わした。すでに重役が勢ぞろいしているという会議室に、果歩はひとり踏み込む。五名並ぶ長テーブルの前へ案内されると、緊張で足が竦んだ。

「今日はおひとりで？」

　と、専務に聞かれ、果歩の顔からさっと血の気が引く。

（営業と待ち合わせてたこと、忘れてた！）

　すると、ドアが開く。

「失礼します。遅くなりまして、申しわけありません」

「いやいや、まだ時間があるからね。さて、よろしく頼みますよ」

　滑り込みでやってきた営業の宮みや地ちが、果歩を見て、大きくため息をついた。

（待ち合わせしてたのに、なんで勝手にひとりで行っちゃうんだ？）

（ごめんなさい）

　視線で会話するほかない。

　営業とはエントランス前で落ち合うはずだった。急いで中に入っていく果歩を見て、慌てて追いかけてきたのだろう。

「このたびは、弊社のプランにご賛同いただきまして、ありがとうございました」

　挨拶でどうにか立て直し、ＡＣＣ側の希望を聞きながら、プレゼンを進めてゆく。

　平静を取り繕っていても、ところどころ詰まってしまう。自信のなさが透けて見えていたことだろう。厳しい追及には動揺してしまい、心の準備をしていたのにもかかわらず、うまく機転の利かない自分に落ち込んだ。

　会議は一時間ほどで終了した。コンペで通った企画だが、結局、もう一度検討したい……と振り出しに戻ってしまった。

　会社を出た瞬間、怒号が走る。

「安井さん、君は一体何やってるの！　俺らが走って駆けて、根回ししてるってことわかってもらわないと！」

「……ごめんなさい」

「次はないよ」

「後日、改めてもう一度説明に行きます。きっとわかってもらえるはずです」

「そうじゃない。君みたいな人は向かないんじゃないかって言ってるんだよ。営業部の誰もが、君とは組みたくないって言ってるよ。せめてそのツラ使って、愛あい想そよくしてくれないと」

　くどくどと説教が続いた。社内にいたら間違いなくセクハラ、パワハラ、と言われる類たぐいの文句を片っ端から浴びせられ、ますます落ち込む。

　……わかっている。向かないっていうことをこの三年間、耳にタコができるほど、しつこく聞かされ続けてきたのだから。

　もう潮時なのだろうか。恋も、仕事も……。そんなことがふっと脳裏を掠かすめていった。




　オフィスに戻り、真っ先に圭吾に報告をすると、彼は難しい顔をした。

「今日は、申しわけありませんでした」

「理由をよく考えてみた？　君に足りないもの」

「……足りないものが多すぎて、反省しています」

　すっかりしょげ込んでしまった果歩に、圭吾が首を振る。

「だから、〝それ〟だ」

　語気を強めて、圭吾が言う。

　果歩はつられて顔を上げた。

「え？」

「〝自信〟だよ。どうしたら、ちゃんと仕事をこなせるようになるか、考えたことはない？」

　圭吾の深い眼差しが、果歩を捕らえる。

「向いて……ないっていうことですよね」

「違うだろ。君が、仕事に堂々と向き合っていないんだよ。せっかくいいものも、ちゃんと向き合わなければかたちにならない」

〝向き合っていない〟

　果歩は、圭吾の言葉の意味を探るように彼を見る。

「きっと先方もそれを見抜いたんだろう。自信のなさが表に出れば、不安に思われるのは当然だ。それが、今後の課題。もっと知りたいなら、相談にはいくらでもつき合うけどね」

「有沢さん……とにかく私、クライアントに連絡を入れてみます。もう一度じっくり話をさせてもらいたいって……。今回は私のミスです。営業に任せず、自分でやります」

　宮地はもう一度説明に行く気はないだろうし、自分で納得いくまで頑張りたい。

「ああ。そうしたほうがいい。営業サイドとは僕が話をつけておくよ」

　圭吾に背中を押されて、果歩はなんとか気持ちを奮い立たせた。










待っていてなんになるの？




　落ち込んでいる暇はない。だが、ツイていないときは本当にツイていない。そして、悪いことがとことん続くものだ。

　撮影現場に使用するスタジオの下見を済ませ、ケータイを取り出したときだった。ふと、隣のスタジオの奥にいるカメラマンが目に入り、立ち止まる。果歩はついに幻でも見るようになったか、と思った。

　なぜなら、ニューヨークに戻ったはずの航介が、そこにいたからだ。他人の空似だったら、どれほどよかっただろう。ずっと見慣れてきた面影と、これほどピタリとはまる男はいない。

（……どうして）

　帰国したなら喜ぶところだが、今回は素直にそうはいかなかった。果歩はすぐに自分のケータイをチェックして、航介から連絡が入っていないのを見て、落ち込んだ。

　航介と目を合わせるのが怖くて、一瞬、逃げ出そうかと足が動く。しかし、間に合わず彼の視界に映り込んでしまった。

　航介は気まずそうな顔をして、一歩こちらに踏み出した。

　果歩は小さく手を振り、笑顔を浮かべてみせ、ぐっと我が慢まんした。今は仕事中なのだから。スタッフから声をかけられた航介が仕事に戻ると、果歩はため息をつき、彼の様子をぼんやりと眺めた。

　こんなに近くにいるのに遠い……。もし果歩に見つからなければ、黙ったままだったのだろう。

（本当は別れる気だったのかな。この間は、言いきれなかっただけで……。いや、急に決まって、ただ忙しくて連絡できなかっただけかも）

　いろいろと自分に言い聞かせるが、納得はできなかった。考えすぎて、吐きそうなくらい胃が痛くなった。

　それでも、今は自分が蒔まいた種を自分でなんとかしなくては。

　果歩はＡＣＣに電話を入れ、後日、もう一度説明する機会をもらうことができた。なんとかアポが取れた分、最悪の事態は免れたと思う。




　残業はいいところで区切りをつけ、二十一時には帰宅した。

　あれからも航介からは、電話はおろかメールの一通もない。もし別れようと言われたらと思うと怖くて、自分から連絡することもできない。

　シャワーを浴びてルームウエアに着替え、ベランダで梅酒缶を開けると、今にも雨が降りそうだった。

「おつ」

　と、左側から声が聞こえてきて、果歩は言葉を返す。

「……かれさまです」

　隣の五〇六号室のベランダにスタイルのいい人影……。端正な顔をこちらに向けて、手を振っている。

　大体、二十一時過ぎには、必ずといっていいほど、昴生はベランダにいる。

　もうこのシチュエーションにも驚かなくなった。というより、今日はそれどころじゃないというのが正しいが。

「今日は、なんかやらかしたろ」

「わかります？」

「その顔見ればね」

「……ハイ」

「言えば？　言うだけタダだし、スッキリする。会話漏れんのがヤなら、添い寝して聞いてやってもいいけど？」

「お断りです」

　昴生が挑発的なのも、果歩が反抗的なのも、いつものことだ。

「じゃあ、特別。しょうがねーな。そっちに行ってやるよ」

　ベランダのヘリに、ひょいっと長い足をかけて、やってくる。

「あ、また、もうっ……」

（……懲りない人）

　けれど今は拒まなかった。誰でもいいからそばにいてほしかったからだ。

　ひとつずつ浮かんでいたシルエットが、ふたつ肩を並べる。ビール缶と梅酒缶で乾杯して、昴生が先を促した。

「で、どうした？　言ってみな。吐き出したほうが楽になれるって」

「……ひとつは仕事のこと。初歩的なミスで、大事な資料をシュレッダー行きにさせちゃって。もとのデータがあったからそれはいいんですけど、そのあとのことが問題なの。動揺してプレゼンがグダグダだった。クライアントを相手にするときは、何を聞かれてもいいように、シミュレーションしていたはずなのに。ＣＭのキャッチフレーズまで飛んじゃって……あんた向いてないんじゃない？って、また言われちゃった」

「上司に？」

「ううん。営業担当の人に。っていうか、皆そう思ってるよって……とどめ刺されて」

「なるほど、きついな」

「私、チームワーク乱してるのかな。辞めたほうがいいのかな……本当に向いてないのかもしれない。新人でももっと仕事できる人いっぱいいるし。私、不器用だし、応用利かなくって、その場を取り繕うのだけで精一杯で……」

（いつだったか、航介に助けてもらったあのとき、予想外のことが起きても冷静にならなきゃって、学習したはずだったのに）

　そこまで考えて、また落ち込んだ。

「で、もうひとつは？」

　昴生が先を促すと、果歩は言葉に詰まってしまった。

「……彼氏が、帰国していたんです。でも、私は一切、知らされてなくて……。前に会ったとき、次に会う約束はしないからって宣言されたんです。別れようっていう意味じゃないって言ってたけど、本当は別れたかったんじゃないかって、思っちゃって」

　だんだん声が、頼りなく震えてくる。

　約束しないと言った航介の冷たい瞳や、今日、気まずそうにしていた彼の表情を思い出すと、心が凍りつきそうだった。

「……なるほどね」

「今まで、仕事と恋、どっちかでバランスをとってたのかも。両方うまくいかなくなったら私、なんのために存在しているのかわからなくなっちゃう」

「バランスね。ひとつじゃダメなんだろうな。人生にはふたつ、支えが必要なのかもな」

「ふたつ……？」

「そ、男女が、ふたりでひとつになるように」

　昴生が、缶と缶を近づけて、キスをするように先端同士をくっつける。

　カツンと小さな音がして、果歩のほうへ意味ありげにしてみせる。

「ロマンチックですね。意外と」

　果歩が言うと、昴生はいつになくやさしげに微笑む。

「居場所ならあるだろ。俺のために存在してくれたらいいよ」

　いつものように軽い調子。だけど、なぜか胸に染みた。

「もう、真面目に愚痴ってるのに」

　と照れ隠しで反論する。

「いや、マジで。向かないって自分で見切りつけられるなら辞めればいい。しがみついているよりも、もしかしたら果歩ちゃんにはほかにできることがあるかもしれないだろ。その可能性を追求したほうがずっといいと思うね。ついでに、コースケ？　見込みのない遠恋なんて、やめちまいなよ。百パーセントって言ってもいい、幸せになれねーよ、そういう男相手じゃな」

「……そんな」

　見切りをつける。それができないから、今に至るのだ。

「待っていてなんになるわけ？　コースケを理解してます、待ってますって……それでどうなんの？　泣きそうな顔してるくせに、我慢してもなんにもならねえよ。イイ子でいる必要なんかないだろ。自分から幸せつかみに行けよ」

「……それができたら、苦労してないです」

「自分から苦労を背負い込んでるだけだ。嫌われるのが怖い、別れるのが怖い、そうやって我慢して、相手に合わせるだけが恋愛なのか？」

　悔しいけれど、昂生の言うことは的を射ている。

「ダメになったら、俺が拾ってやるよ。おまえのこと」

　急に偉ぶって命令してきた昴生に、ムッとして口を尖らせる。

「拾ってやるって、適当なこと言わないでください」

「いや、本気で。素直に甘えられるほうが、男は嬉しいもんだよ。セックスのときだけじゃなくてさ」

　ハイどうぞと言いたげに、昴生の手が果歩の背を押す。不覚にもそのまま彼の胸に吸い寄せられてしまい、思考回路がいったん停止状態になる。

「あっ……」

　ぎゅっと抱きしめられ、手元から離れた缶が、転がって音を立てる。

　慌てる果歩をよそに、彼は腕を放してくれない。

「いい。ほっとけよ。今は、おまえのほうが大事だ」

　大事……という言葉が胸に染みた。

（あったかい。人肌の温度。身体で感じる温もり。すごくホッとする）

　自分の存在を受け止めてくれる強い腕に、ずっと寄りかかっていたくなる。

　言葉が出なくて、指先ひとつも動かせない。昴生の表情は見えない。鼓動はゆっくりと打っていて、広い胸の中は予想外に気持ちよかった。

　顔だけでなく身体もしっかりと均整がとれているのがわかる。男らしい喉仏が動いたことで、やっと果歩は我に戻った。

　果歩は慌てて身動きし、昂生の胸を押した。

「や、い、いいですよ。もう、そんなことしてくれなくて。ていうか迷惑です」

「あんま動くと、くすぐったいんだけど。小動物みたいな動きするなよ」

「じゃあ、離してください」

　首をふいっと振って拒否しながら、頬を赤く染める果歩を見て、昴生はやさしい笑みを浮かべた。

「ダメだ。そーいう顔されると。ほうっておけねーんだよ」

「……私、ペットじゃないですよ。それに、神野さんって……ライオンみたい」

　ドキドキするのは仕方ない。しないほうがどうかしている。これ以上くっついていたら、体温が上昇していきそうだった。

「ライオンって」

「いつもお腹空かせてるオオカミとか、そういう類の」

「何それ。君を食べてもいいってこと？」

「ちが……」

　唇を突き出してくるので、首根っこを引っ込めると、ますますすっぽりと抱きしめられてしまった。

「ハイハイ。イイ子は、大人しくしろよ」

　ぽんぽんと頭を撫でられ、果歩はむぅと唇を尖らせる。

「バカにしてるんですね、結局のところ」

　ふわふわ、あったかくていい匂いがする。厚い胸板、力強い腕、広い背中……それらをまた意識してしまい、全身に熱が回る。

「いや、だいぶかわいがってるんだけど。ちっこいのに、抱き心地いいところとか」

「……ヘンなこと考えないでくださいね」

「まあ、考えんなっつーほうが無理だけどな」

　昴生はふざけて言う。

　果歩にはそれが恋愛感情ではなく、彼のやさしさだということが、わかっている。

　昴生よりも、航介のほうがずっとわかりづらいと思った。好きでいてくれているのかも、自信がない。昴生の言うように、もっと泣きついて、甘えて、言いたいことを言えばよかったんだろうか。そうしたら大事にしてもらえただろうか。

「いいな。彼氏に大事にされる人が、うらやましいな。誕生日とか忘れないで、ピアスのひとつでもいいからプレゼントしてくれて、まめにメールくれて……そういうの」

　腕が緩んだ拍子に、果歩は昂生のそばから離れて、空を見上げた。

「それが、果歩ちゃんの理想？」

「……例えば、ですよ。そういうの全然なかったから。ただ、航介はああいう仕事だから、理解しようって最初から考えてた自分がいて。航介はやさしいから、私が別れたいって思うまで、言えなかったのかなって。私は、ただ、こうやって抱きしめてくれたら、それだけでよかったのに。『好きだ』って、『愛してる』って、一回でも聞けたら、それでよかったのに。そういえば……ずっと聞いてないかもしれない」

「アホ。そんなのはやさしいって言わねえんだよ。都合のいい女になるんなら、もっと近い男選べよな」

　下心アリアリな昴生の言い分に、果歩は苦笑いする。

「もう、苦労する人を好きになりたくないから……そのヘンにしてください」

　いつになく瞳がやさしいのは、月光がやわらかい輪っかをつけているせいか、それとも、果歩に同情しているせいか。

　果歩は、自分の目尻に透明な粒が伝うのを感じた。

「あれ、何、泣いてんの？」

　昂生の瞳が驚いたように開かれる。

「違います。雨粒、入ってきてる。ベランダまで」

　果歩の苦し紛れの言いわけに、昴生は顔を覗き込んで、からかった。

「泣き顔もかわいいな。ますます抱いてみたくなるね。ベッドの中で、イヤってほど焦じらして泣かせてやりたいよ」

「ドＳ」

　咎めるように言うと、昴生は笑う。

「で、乾杯する？」

　こくんと素直に頷くと、昴生はまるで妹でも見るような目で笑い、新しいビール缶をふたつ持ってきて開けてくれた。

「お互い、冷蔵庫にはふたつずつ、用意しとこうぜ」

「ビールより、梅酒とかサワーのがいいです」

「ハイハイ。次ね」

　乾杯のカツンという音が、なんだかやけに切なく響きわたった。

「浮気のひとつやふたつ、してもいいかも」

　やけになって結衣のセリフを真似すると、昴生が手を上げる。

「お、マジ？　じゃあ、ハイ。立候補」

「ブー。残念でした。神野さんは対象外です」

「じゃあ誰だよ。悪い男にはくれぐれも気をつけろよ」

　嫌味っぽく昂生が言うので、果歩はムッとする。

「心配しなくても大丈夫です」

「いや、果歩ちゃん見た目はかわいいけど、幸薄い感じするからな～」

「ビンゴ、じゃないですからね？」

　次を言おうとする昴生のセリフを先取って言う。やり取りの合間に昴生が笑うと、果歩もつられたように小さく笑う。

　ほんの少し、風がふわりと吹くように、元気が戻ってくる。

（今夜、ひとりきりでいなくてよかった）

「神野さん」

「ん？」

「ちょっとだけ、ありがとう」

　おずおずと口にする。素直な気持ちだが、くすぐったい。

　果歩が自然と上目遣いになると、昴生は照れたような顔をしていた。

「あんま、ムラッとするような顔するなよ」

　両手で果歩の頬をムニュと包んで遊ぶ昴生。ぷっと噴き出して笑う。

「やだっ、やめてっ」

「わかったら早く寝ろ。目の下のクマが酷むごいぞ。添い寝は――」

「襲わない自信があるなら、お願いするのに」

　果歩はおどけて言ったつもりだけれど、昴生は視線を逸らした。

「ごめん。それは無理だ」

　と断言して、果歩を解放する。何もしないでは、いられないという意味かと思ったが、違うらしい。

「おまえを好きになったら、はまりそうだから」

　急に真顔になった昴生に、果歩はドキッとした。言葉が出ない。湿気を孕んだ夜の風だけが、ふわふわとまとわりついてくる。

（どういう意味？　いつもなら強引に部屋に連れ込むような人なのに）

　果歩だって添い寝をお願いするなんて冗談だ。本当に一緒に寝たら、彼を男だと意識しないわけがない。

　ドキドキ、ドキドキ……鼓動が速まってくる。

「仕事、戻るわ」

　今日は、昴生のほうから切り出された。

　名残惜しいと感じるのは、果歩の心が不安定だからだと思う。

　頭にぽんと手のひらを置かれて上を向くと、穏やかに微笑む昴生がいた。

「おやすみ」

　彼はそう告げて、手をひらひらと振る。

「おやすみなさい……」

　果歩がポツンと言うと、昴生が振り返る。

「そんな心細いような顔すんなよ。なんかあったら壁でも叩け」

　昴生は冗談っぽく言った。ついでに、「今夜は女いないから安心して寝ろ」とつけ加えて笑った。

　ベランダにひとり残されて、静かになる。

　そういえば、あれから声がしなくなった。仕事が忙しくなったからだろうか。

『おまえを好きになったら、はまりそうだから』

（あれは、一体どういう意味で言ったんだろう。やっぱり、いつものジョークかな）

　まだ身体が火照ほてってドキドキしている。まるで微熱がずっと続いているかのように。










ふたりでひとつ




　果歩はベッドに横たえていた身体を起こし、電気をつけた。

　深夜一時過ぎ。なかなか眠れずソファでぼんやりしていたら、パッとひらめいたのだ。

「絵コンテをやろう。名誉挽ばん回かいしなくちゃ……会社のためにも、自分のためにも、これからのためにも！」

　気合いを入れ直すつもりで、声に出して宣言する。

　白いテーブルの上に、ＣＭのイメージを描く絵コンテ用のスケッチブックと、サンプルのコーヒーを並べる。

　――ふたりでひとつ。

　昴生が言っていたことを思い出しながら、乾杯した缶と缶を思い出す。

（そういえば、コーヒーで乾杯とかしない。なぜだろう……）

　コーヒーを飲むのは、大抵孤独なときではないだろうか。皆、コーヒーを喉に流し込みながら、視線はどこか遠くを見ている。

　航介もそうだった。向かい合ってコーヒーを飲んでいるときも、カウンターで横に並んで飲んでいるときも、ずっと遠いところを見ていた。

（……会いたい）

　そういえば、こんなふうに寂しいときに、自分はコーヒーでごまかしていた気がする。喉に流し込んだコーヒーの苦さと、脳を刺激するように広がっていく甘さ。それらが孤独な思いを打ち消し、「よし、仕事！」と心を切り替えさせてくれる。

　果歩は、食器棚に並べたまま、しばらく使っていないマグカップに目をとめた。

　それは航介とペアのもの。半分になった赤いハートがくっつくとひとつのハートになるというベタ甘なカップル向けグッズだ。つき合いたての頃、果歩が雑貨屋で見つけて、購入したものだった。

　そして缶コーヒーふたつに目を向ける。ふたつの缶をくっつけてみたら、表面の雲の模様がハートに見えて、驚いた。

「これ……すごくいいかも。パッケージデザインも任せてもらえないかな。例えばハートの片割れを色違いで、とか。ＣＭにしたらいい構図ができそう」

　少し新しい感じがした。期間限定のものだから、遊び心を入れてもいいと思う。タレントを起用するとしたら、どこかホッとさせてくれるような雰囲気の人がいいだろうか。それとも意外性を狙って、そのイメージと真逆の人を起用しても面白いかもしれない。

　煮詰まっているときはどれほどアイデアをひねり出そうとしても出てこないのに、ひとつひらめくと次から次へと溢れてくるから不思議だ。

「キャッチフレーズ……なんだろう。ふたつでひとつ……」

　ふいに、隣の部屋が気になり、こっそり壁に耳を当てた。

（神野さんはもう、眠ってしまったかな）

　トントンと壁を叩くと、しばらく無言だったそこから五秒後くらいに同じようにトントンと返ってくる。

　果歩はつい頬を緩ませて、トントントンと三回叩いた。もしも返ってきたら偶然じゃない。

　今度はひとつ増やして、四回連続で叩かれた。

　果歩が玄関のドアを開くと、何秒か遅れで隣のドアも開いた。

「だから、うるせーっつーの」

「ね、私の気持ち、わかってくれました？　だって、叩いていいって言うから」

「……何、寂しくなったのか？　俺も仕事が煮詰まってて、だるいんだけどさ」

　ふぁーと欠伸を噛み殺して、昴生が聞いてくる。

「ちょっとクライアントになってもらえませんか？　いつものお詫わびとして」

「この真夜中に？　いや、何時……寝ろよ。美容に悪い」

「善は急げって言うでしょ？　今、ひらめきそうなの。こういう勘ってプランナーには大事なことなの」

　いつもこっちが振り回されているのだから、お願い、と泣きついても罰は当たらないに違いない。

「お礼次第で考えてやってもいいけど？」

　挑発的な目をして、昴生が言う。

「お礼が欲しいのは私のほうです。いつも充分、お世話してますけど？」

「そのかわいい顔で、上目遣いしてもダメ。どーせなら、顎あごまで上げろよ」

　くいっと顎をつかまれて慌てる。

「ちょっと」

　すると、額にかわいがるようにワンクッションのキス。

　果歩が思わずそこに手を当てて膨れると、昴生はイジワルに微笑んだ。

「期待した？」

　顔を真っ赤にしてしまった果歩に、昴生は笑いを噛み殺す。

「じゃー、またメシごちそうして。そんならいいよ」

「どっちで？」と、果歩がドアの両方を交互に指差して聞く。

（女の部屋に男を呼び込むのも。男の部屋に女が入り込むのも。どっちも危険だ）

「やっぱり、やめるー」

　子猫が逃げ込むように去ろうとすると、昴生に首根っこをつかまれ、ドアをぐいと開けられた。

「おまえ、人を呼び出しといて、アリか、それは」

「やんっ」

「ヘンな声出すなっつーの」

「ヘンなところつかまないでくださいっ」

「仕事道具があるのは、おまえのほうだろ。お邪魔～」

　入った瞬間、昴生からの第一声は「コーヒーくさい」のひと言だった。

　それもそのはず。コーヒーを飲んで、どう感じるか……その感覚からＣＭ構想を練りたくて、缶コーヒーからスティックコーヒーに至るまで、いろいろなものを試飲しながらアイデアを考えていたのだから。

「朝まで試飲とプラン作りにつき合ってくれますか？」

「これは胃がもたれそうだな」

　ははは……と空そら笑わらいをする昴生。

「でしょう？　でもそうも言ってられないんです。美味しいかマズイか、感想だけ言えばいいわけじゃないし」

　昴生の口ぶりを真似して果歩が言うと、昴生はまた笑った。

「恩は売ってなんぼっていうしな」

「え？」

「貸しは多いほうがいい。倍で返してもらうために」

　昴生が意味ありげに口の端っこを上げる。果歩が文句を言おうとすると、ますます顔を近づけた。

「やっぱりやめます、っていうのはナシだぞ」

　唇を塞がれる、というほんの手前で、息を詰めた。

「浮気はしませんからね」

「航介とはもう終わったようなもんだろ。それに、これが浮気なら、何回目だよ。さっき未遂までヤッたろ」

　と悪びれもせず言い、昴生は部屋の中に入っていく。まるで自分の部屋扱い。

「ヤ、ヤッた？　誤解されるような発言しないでください。あれはアクシデントです！」

「いちいち声が大きいよ、人のこと言えるのか？」

　昂生の揶や揄ゆめいた視線を感じ、果歩は口ごもる。

「うっ……」

　昂生はソファにどっかりと腰を下ろし、「仕方ないな、果歩ちゃんのためなら」と言って、サンプルのひとつに手を伸ばす。

　果歩はため息をついて、彼の隣にちょこんと座ることにした。

「今のほうがいいよ、果歩ちゃん」

「え？」

「寂しいからかまってほしい。ひとりでいたくないからそばにいてほしい……そう思ったろ？」

　そう言いながら、昂生はふたつの缶をコツンとぶつけ合った。

　図星すぎて、言葉が出ない。

「そのほうがずっと素直でかわいいよ」

　励ますように頭をぽんと押される。

　ベランダで涙が溢れたときのように、胸がヒリヒリ焼けるような気持ちがした。誰かの言葉にこんなに泣きたくなるぐらい、張りつめていたなんて、知らなかった。

（あと、どれくらいこの夜を越えたら、忘れていけるだろう。自分から、航介にちゃんとさよならを言えるだろう。怖くて逃げ出しそうな気持ちに、向き合えるだろう）

「こんな人でも無駄にイイ男に見えちゃうから、失恋手前って怖いですね」

　心の叫びを隠しつつ、昴生を見上げる。

「おまえな、そう言うか」

「どれにします？　缶コーヒーからスティックコーヒーまで、いろいろありますよ。モカ、ジャバ、キャラメル……試飲大会スタート」

　雨音がかき消されていく夜、はしゃいで過ぎていく時間が、心を宥めてくれる。

　出会い方は、最悪だったけど……昴生がいてくれてよかったと思った。




　翌日、スタジオ撮りに立ち会ったときだった。

　とんぼ返りでニューヨークにでも戻っているかと思ったが、現場の担当が航介だったことを知った。果歩は仕事としての形式的な挨拶をしたあとで、なんの気なしに航介に探りを入れた。

「帰国してるなら、連絡してくれたらよかったのに。滞在はいつまで？」

　声が震えてしまわないように、果歩はなんとか自然な表情を心掛ける。

　だが、航介は目を合わせてくれない。淡々と言葉を紡ぐだけ。

「どうしてもってモデル側の事務所に言われてね。二日だけ」

「そうだったの……。本当にびっくりした。思いがけずに会えたから」

　じゃあ、もし都合が合えば……と口を開きかけたときだった。

「いちいち、果歩に相談しないといけないことかな？」

　何にイラ立っているのかを追及するのが怖くなった。

　航介の瞳には、抱いてくれたあの晩のときのような甘い雰囲気など欠片かけらもなかった。

　言葉が喉元まで出かかって、何も言えない。彼を引き止めるようなことも、果歩がどれだけ想っているかも。悔しくて涙が滲にじむ。

「……そういうつもりじゃなかったんだけど、気になって」

（顔が見たくて、声が聞きたくて。たったひと声だけでもいい、たった一秒でもいいから、そばにいたい。それは思ってはいけないことだったの？）

「悪いけど、仕事に戻らないと」

「うん、わかった。邪魔してごめんね……」

　震える声でそれだけ言うのが精一杯だった。

「また、連絡するから」

　また、という言葉にビクッと反応する。それを悟られたくなくて、俯うつむいた。航介の顔を見られなかった。彼の瞳を見つめられなかった。

　もう、二度と会えないって言われたほうが、ずっと楽なのに、航介はそう言ってはくれない。

　自分から別れを切り出す勇気は、持てなかった。

（どうして、待っているだけじゃダメなんだろう。そばにいることが許されないなら、待つことしかできない私に、何を求めるの？）




　空が泣いている……雨粒が頬を伝うのを感じる。

　梅雨のシーズンのわりに天気が続いていた空も、今日はぐずついている。雷まで鳴っているのだから、本格的な土砂降りになりそうだ。

　雨粒がポツポツと肩を濡らしていくが、あいにく傘を持っていない。

　マンションまであと少し。近所の公園に咲く紫陽花あじさいを眺め、すぐ先のコンビニに目を移す。

　すると、広い背中がビニール傘を広げるのが見えた。特徴のある背格好、すらっとしたスーツ姿に見惚れて「あ」と声に出す。結婚式の二次会の夜を思い出したからだ。

「神野さん」

　果歩が呟くような声を出すと、彼も気づいて振り返った。

「お、かえり」

「ただいま……お仕事だったんですか？　スーツ」

　スーツを着ると、チャラチャラした彼でも、きちんとした大人に見えるのだから、不思議だ。社長といっても、誰も疑わないだろう。

「そ。うちは独立してからいろいろ大変なんだよ。社長自らなんでも自分でやんないと仕事になんねーから。売り込みしないとね」

「会社の仕事もあるし、自宅でも作業してるなら、アシスタントさんがいなくなって、ますます大変なんじゃないですか？」

「ああ、アシ係がいないと不便極まりないね。雑用くらいでもいいから、やってもらえると楽なんだけどさ」

「私はダメですよ？」

「まあ、そう言わずにさ。夜になるとベランダに出てくるお姉さんのために、新発売の梅酒買っておいたんだけど、どう？」

　昴生が手に持ったビニール袋をくいっと上げてみせる。

　中身は、ビールと梅酒がふたつずつ。

「私に？」

「ついでにな。今度、乾杯しようぜ……で、今日は、何また落ち込んでんの？」

「……うん」

　マンションまでの帰り道、果歩はとつとつと事情を話す。

　隣を歩いていた昴生はいつになく、航介の横柄な態度にイラ立ったようだ。

「なんだよ、それ。感じわりいな。もうこっちから別れるって言っちまえば。大体この間から、つらそうな顔しかしてねえじゃん、おまえ」

　それに反応して果歩も、つい昂生に当たってしまった。

「簡単に言わないでくださいよ。神野さんこそ、いつも女の人、適当にあしらって。本気で好きになったことなんてないくせに」

　つい航介をかばう発言をしてしまうと、昴生の刃がこっちにも来た。

「プライドで恋愛してるおまえに言われたかねーよ」

「エッチなことばかり考えてる人に言われたくないです」

「エロくて上等。たまに女の勘違いもあるけど、俺の場合は、いつも互いに合意のうえだからな」

「都合のいい言いわけですよ、それ」

「ヤッたら満足して出てったまま、自分だけ海外で自由気ままに過ごして、大事な彼女を泣かせてる自己中男よりマシだ」

　昴生は、あくまでも果歩の味方だった。

　なんだかそれが、急につらくなってきた。でも、涙を見せる相手は昴生じゃなく、航介のはずだ。

　理性でなんとか涙をせき止めたが、代わりにみぞおち辺りがキュっと痛む。

「……かーほ」

「なんですか。この間からお兄さんぶっちゃって。食べるために手なずけようってことなら、今すぐＵターンしてください」

　泣きそうになっているのを悟られないように髪で顔を隠して俯くと、昴生の長い指がするっと髪の中に差し込まれた。

「顔、上げろよ。寂しいなら寂しいって、声に出してあいつに言ってやればいいんだよ」

　昴生の手が、果歩の震える肩をぐいと引き寄せ、顔を覗き込んでくる。

「なんで素直に言わねえの？　行かないで、そばにいて、連れていって……簡単なことだろ。求めて当然の権利がおまえにはあるんだよ」

「簡単じゃないよ。好きだから言えないことだって……たくさんあるでしょ。困らせたくないし」

「いや、違うね。嫌われたくなかった……だろ？」

　悔しいけれど、昂生の言う通りだ。

「で？　心の中は？」

　行かないで、そばにいて、連れていって……何度、思ったかわからない。でも、笑顔で見送るのが当然なのだと言い聞かせていた。

「果歩ちゃんにはさ、もっとイイ男いるよ。例えば上司……とかさ」

「例えば俺、とか言わないんですか？」

「まあ、例えばの話ならな」

　例えばじゃなかったら、どうなのだろう？と、胸の中に風が少し吹いた。

　なぜ昴生がこのとき、いつものように自分を差し出さなかったのか……このときの果歩には考える余裕がなかった。

「今夜も、乾杯しますか？」

「……ごめんな。仕事、結構スケジュール詰まっててさ」

「そうですか。ごめんなさい」

「つらくなったら、壁叩け。ＯＫ？」

　素直に頷く果歩に、昴生はため息をつく。

「航介の態度はムカつく。いい加減、見切りをつけることも必要なんじゃねーのか？　しがみつくだけが恋愛じゃない、俺はそう思うけどね」

　彼は宥めるように果歩の頭をぽんと叩いて、自分の部屋に入っていった。

　ハート型で一対になった缶コーヒーが、ぼんやりと浮かんだ。

　ひとりひとりが孤独でも、お互いが想い合っていたら、この缶コーヒーのように、あたたかな関係でいられるのに。

　航介とは、そうはいかない。きっと、これからも……ふたりでひとつにはなれないのだろう。




　――数週間後、果歩は航介に電話した。彼はもうニューヨークに戻っていて、現在はミズーリ州のほうに仕事で向かっているという。

　次に会える日程を聞いた。自分の休みにこちらから会いに行ってもいいから、時間を作れないかと問えば、やはり半年は難しいらしい。

　そして、二年分とは思えないほど、恋はあっけなく短く、終わりを告げた。

「これ以上は待てない」と素直に言うと、あっさり『別れよう』と言われたのだ。繋ぎ止めようとする言葉の欠片もなかった。

『別れよう』

　ずっとその言葉を聞きたかった気がする。自分から言ってしまったら、相手の気持ちはまだ残っていたのかもと引きずりそうな気がしたから。航介の口から最後を宣告されたかった。

　せめて好きだったとか愛していたとか、過去形でもいいから聞きたかった。

　そう思う時点で、自分は悲劇のヒロインを気取っていたのかもしれない。遠くにいる彼氏を健気に待つ彼女という構図を作って。

（別れたくなかったのに。待っていたかったのに……）

　覚悟していたとはいえ、つらい。食事も喉を通らない。彼を支えに頑張ってきたことが、何もかも色褪あせていく。

　こんな状態になって初めて、自分が恋愛に依存しやすい人間だと気づいた。

（今までだって、航介が去ったあとの禁断症状は、いつの間にか消えていったじゃない。きっと、今回も同じ。そうして忘れていくしかない）

　そう言い聞かせるけれど、今まで乗り越えられたのは、次の約束があったから。でも、もう〝次〟は、永遠に来ない。

　いつもと様子の違う果歩を気にした結衣に事情を話すと、まるで母親のように力いっぱい抱きしめてくれた。一緒にカラオケに行き、「乙女の青春二年分返せ！」と騒いでくれた。

　泣きたい気分を笑いに変えてくれる彼女には、いつだって感謝せざるを得ない。

　誰かにそばにいてほしい。だけど、一番そばにいてほしい人は……ここにはもういない。

　果歩の心は絶望に暮れていた。




　三日見送った週末の金曜日。ここが一番つらい地点だ。

　残業を申し出たのは、仕事に集中したかったから。そして、疲れてぐったりしたまま寝てしまおうと考えていた。

「元気ないな。あんまり根詰めるなよ。企画はいい具合に乗ってきてるんだから」

　圭吾から声をかけられて、果歩は曖昧に微笑んだ。

「ちょっといろいろあって。でも、大丈夫です。次のコンペも頑張ります。営業に任せないで、自分からも動きたいなって」

「彼氏とうまくいっているかどうか聞くのは、セクハラなんだったっけ」

　聞かれて、果歩はノリよく返す。

「……そんなことないです。もう、彼氏はいません。フリーになっちゃいました。立候補してくれる男性を探してます！　なんて」

　痛々しくするつもりはないのに、圭吾には通じなかったようだ。果歩は勢いあまったなと反省しつつ、圭吾を見上げる。

「公私のけじめをつけるのは大事なことだけど、人間なんて感情で動いてるわけだし、なかなか割りきれるもんじゃない。前にも言ったけど、君に足りないのは、自信だよ」

　やさしい圭吾の口調に、絆されてゆく。我慢しきれなくて涙線が緩み、圭吾の顔がぼやけて見えた。

（愛される自信がない。大切にされる自信がない。ずっと好きでいてもらえると思っていたのに、違った……）

　航介はずっと、ファインダーの奥に、ほかのものを見つめていた。果歩とは重なり合わない人生を。

「ごめん、なさい」

　涙がぽろぽろこぼれていく。泣くつもりなどなかったのだが、やさしく触れてくれた航介の温もりや声を、思い出してしまったのだ。

「いや。泣かせるつもりはなかったんだけど、まいったな」

　泣き顔をさらすのがみっともなくて顔を手で覆ったら、圭吾の手が、果歩の頭にそっと降りてきた。

　その手が、なんだかあたたかかった。

「……有沢さん。私なら……大丈夫ですから」

「強がらなくていい」

　別れのあとの週末はつらい。ひとりっきりになるのが怖い。

　今までは離れていても、かたちさえ繋がり合っていれば、どこかで心の支えがあった。

　今は何もないのだ。これから先、何も――。

　果歩が思っていたよりずっと、失恋の傷は深いものだった。










触れちゃいけない




　夏が駆け足でやってくる。

　何もかも洗い流して、まっさらなシーツにくるまって、素肌で過ごしたくなる季節は、もうすぐそこ。

　入道雲が伸びた青空からは、希望に満ちた黄色の光が燦さん々さんと降り注ぎ、早咲きの向日葵ひまわりが小さく風に揺れていた。

　ちょうど果歩の両耳のピアスも同じように軽快に揺れる。

　結衣とオフィス近くのイタリアンレストランでランチを食べていると、彼女が問いかけてきた。

「ねえ、そのピアスかわいいね」

「でしょ？　ブルーサファイア。夏っぽい感じ」

　耳たぶを人差し指でつついて、揺らしてみる。

　小粒の青い宝石がキラキラと光りながら揺れる。ピアスがしっかりと見えるように、今日は髪型もハーフアップスタイルだ。

「ブルーサファイアって、果歩の誕生石じゃなかった？」

　結衣に突っ込まれると、果歩は照れくさそうに言った。

「実は自分へのご褒美に、買ったんだ。ＡＣＣの企画が通ったから」

　あのあと、必死に食い下がった結果、どうにかいい返事をもらうことができた。順風満帆とまでは言えないが、これからが頑張りどころだ。

「それだけ？　なんか、いいことあったんじゃないの？　新しく好きな人ができたとか……。神野昴生？　それとも有沢さん？」

　言われて、一瞬ドキッとする。

「違うよ。本当に気分転換したかっただけ」

「でも最近、神野昴生とは仲良くやってるみたいじゃない」

「神野さん相手だったら、それこそ私……捨てられるオチだと思う。神野さんってオオカミっていうか、ライオンだし」

「ライオン？」

　意味がわからず首を傾げる結衣に、果歩は曖昧に濁す。

「とにかく、彼からしたら私なんて、前にハマちゃんが言ってたみたいに、エッチしたい対象でしかないってことよ」

　昴生は、からかって面白がっているだけだ。彼の本心に触れたことは一度もない。

　拾ってやるとか言うぐらいなのだから、ペット、さし当たって妹くらいには思ってくれているだろうか。性の対象なんだったら、とっくにライオンに食べられているだろう。ということはもうターゲットからはとうに外れていて、落ち着いてしまったのかもしれない。

「そうかなぁ。なんか大切にされてるふうじゃない。果歩の話からすればさ」

　結衣がそう言う。

　果歩は心の中で、何か引っかかるのを感じた。いつだったか、昴生に言われたような気がするのだ。

　――最初の頃だっただろうか。

『俺ら、結構いい相性してると思うんだ』

『なんとなくっていうのが、大事なんだぜ。人間に備わった直感ってやつさ』

　確か、そんなセリフを言われた。

「そういえば、彼、今週の週刊誌に出てたわよ」

「え？　週刊誌って……」

「モデルの子と一夜をともにしたって。それで、ファッション業界から退いたいきさつなんかも書いてあったわ。信しん憑ぴょう性せいはどうかわからないけどね」

　結衣は「待ってて」と言い、バッグの中から週刊誌を取り出した。

　そこに書かれていたのは、浮かれたような熱愛記事ではなく、バッシングとも思えるような内容だった。

『――婚約者のモデルが失しっ踪そうしたことからファッション業界から退いたとされるデザイナーの神野氏。相変わらず浮き名は絶えないようで、モデルたちの間で元彼がダブることはよくあるのだという。それもそのはず、彼自身がモデルと言っていいほど、恵まれた美貌の持ち主だからだ。本業が軌道に乗らないのであれば、モデルになればいいのではないだろうか――』

　皮肉を込めて書かれた記事の後半よりも、果歩は冒頭の一文が気になった。

「婚約者のモデルが失踪って……」

　それが本当なら、笑えるような事情ではない。

「ああ、昔ね。昴生がつき合ってたモデルの子、当時ナンバーワンの人気だったの。でも、ランウェイで失敗しちゃって、大怪我したのよ。それ以来、出番がなくなってしまった。芸能界は水ものじゃない？　その後、彼女は失踪したっていう噂が立って、周りがこぞってつぶしにかかったの。おまけに昴生のブランドが盗まれたっていう話もあって……当時はすごい騒ぎになってたわ」

　知らなかった。そんな事情があったなんて。

「当時って……どのくらい前？」

「四年ぐらい前かなぁ」

　果歩はまだ大学生で、就職活動に一生懸命になっていた時期だ。

　一体、どんなモデルの子だったのだろう。果歩は今でこそ広告代理店でタレントのことをある程度知っているが、社会に出るまでは芸能界に疎うとかったから、よく知らない。

　結衣はショートボブをかき上げ、はたと果歩を見た。まるで時間が止まったかのように。

「何、ハマちゃん。怖いよ」

「ちょっと果歩に似てるかな。雰囲気とスタイルが。昴生が二次会で果歩に声をかけてきた理由、それかなって」

「冗談やめてよ。モデルなら背が高いんじゃない？　私百五十六センチしかないよ」

「そこも似てるのよ。彼女も小さなモデルっていうことで有名だった。ランウェイを歩いたときには、二十センチのヒールを履いていたのよ。それが災いだったのね。命じたのは昴生だって噂」

　心が締めつけられる気分だった。

「ショック？」

　覗き込むように、結衣が聞いてくる。

「別に。そういう過去、掘り起こそうとするマスコミはひどいね」

　果歩は動揺をなるべく悟られないように、さっくりと答えた。

「矛盾よね。そういうマスコミさんたちがいないと、うちらの仕事も成り立たないわけだし。それはいいとして。果歩に声をかけた理由、それも少しあるんじゃないの」

「考えすぎじゃない？　四年も前のことだし」

「果歩だって二年待ってたでしょ。それに、案外、男のほうが女よりもそういうのずっとこたえるんじゃない？　ま、あくまでも私の推測ね」

　だからといって、自分に何ができるというのだろう。同情するだけ煙たがられるだけじゃないだろうか。

「なんていうモデルさん？」

「矢や吹ぶき果か菜な。ファッションイベントにいっぱい出てたから、すぐにわかるよ」

　雑誌に掲載されていた彼女は、とてもきれいで……こういう人が好きなのか、と興味本位に眺めるだけ。自分と似ているなんて少しも思わない。

「名前まで似てる」と結衣が言いだすものだから、気にかかってしまう。

　でも、昴生が果菜の面影を自分に感じているなんて、考えすぎだと思う。女の人をとっかえひっかえ抱けるぐらいなのだから。




　帰宅していつものようにベランダを伝ってやってきた昴生と乾杯したあと、企画が順調に進んでいることを伝えた。

「お」

「三度目の正直」

「……めでとう」

　手を差し出され、ぶんぶんと握手する。

「努力が報われるって気持ちいいですね」

　昴生は果歩の浮かれっぷりに笑う。

「なんですか」

「いやいや、かわいいなと思ってね。感謝しろよ。夜明けまで女と一緒にいて何もなかったのは、おまえが初めてだよ」

　昴生と企画を考えたあの日のことを思い出して、果歩はおかしくなる。

「上司に褒められて……すごくうれしかった。『君ならきっとできる』って励ましてもらえたの。おかげで、ちょっとだけ自信を持てるようになったかな」

　はにかむような笑顔を咲かせる果歩に、昴生が探るような目を向けてくる。

「まさか、やさしくされて、上司以上の気持ちを持っちまったんじゃないだろうな？」

　鋭いセリフに、果歩は頬を赤らめた。

「マジか……」

　昴生は苦い顔をして、ため息をつく。

「神野さんこそ、好きな人とか、本当にいないんですか。モデルの子とか？」

　軽快に流れていた会話の調子が、急に滞る。

　昴生は、視線を外して、真顔で言った。

「……悪いけど、過去の話は好きじゃない」

　いつになく冷たい口調だった。

　一瞬、言葉に詰まった彼の瞳から、何か複雑な事情があると窺えた。果歩は声を封じられ、昴生をじっと見つめた。

　つかもうとしてもつかめない、雲のようだ。なんとなく、彼には踏み込んではいけない領域がある。昴生の漆黒の瞳の奥に、深い孤独がある気がした。

「いつでも相談に乗りますからね」と探りを入れる果歩に、「よく言うよ」と昴生は笑った。

　雨の匂いが広がる夜、甘くてほろ苦い香水の匂いがする……この匂いは嫌いじゃない。航介のつけていたのとは違う。いつの間にか、隣に彼がいることに、慣れていたんだなと果歩は思った。

「あっという間に……夏が過ぎていく気がする。それで、あっという間に失恋したりして」

「まだ、始まってさえいないだろ」

「……なんとなく、そう感じて。そうだ、ここから花火見えるんですよ。ビールでこうやって乾杯しながら見るのっていいかも？」

「味気ねえな。祭りにでも行ってくれば。それよりおまえ、なんか、最初に会ったときよりも、丸くなったな。性格がやわらかくなったっていうか……。おまえのよさが出てるんじゃねえの」

「そうかな？」

　聞き返すと昴生が手を伸ばし、果歩の右頬にやさしく触れる。

　一瞬、だけでなく。一秒、二秒、三秒……五秒。

　声を封じられたみたいに無言のまま、まばたきもせず、やさしい笑みを浮かべる昴生の様子に、果歩はドキッとした。

（何？　今の）

　すぐに昴生は向き直ったけれど、果歩の心臓に新たな火がついた気がした。

（気のせい。ハマちゃんがヘンなことを言うから）

　気を紛らわすように、果歩は話を続けた。

「結局、アシスタントさん、戻ってこないんですか？」

「もう来ねーよ。次にアシスタント頼むなら、もう誰かは決まってるから」

　指を差されて、果歩は目を丸くする。

「はあ？　わ、私？　……また、そんなこと言って、からかわないでください」

「本当だ。おまえは不器用だけど、なんだかんだ言って根性あるし、発想もセンスもいいところついてる。それに試してはないけど、俺ら相性よさそうだしな」

　真面目なセリフに感心したのも束の間、身体をじろじろ見てくる昂生の顎をぐいっと押してやる。

「エッチ。どこ見てるんですか。そういうこと言うから、信用ないんですよ」

　昂生は笑って、髪をかき上げる。

「まあ、上司に惚れちまったんなら、仕事辞める気なくなっただろ？　しょうがねえなー、ほかにアテを探すか、マジで」

　言いながら、ちらちらと視線を向けてくる。

　人の罪悪感を利用するつもりだろうか。

「……辞める気なんてもともとありませんけど」

「いちいち噛みつくな」

　うざったそうに頭をぐいっと押された。

「いたっ。そっちこそ、ネチネチ言うからでしょ」

　文句を言うと、頭をかき撫でられて、髪がグチャグチャになる。

「おまえで遊んでると面白い」

「遊ばないでくださいっ」

　じゃれ合いながら、ふと視線が交わる。そして無言になったとき、ドキリと鼓動が跳ねる。

「な、なんですか。神野さんが黙ると怖い」

「ようやく幸せそうな顔してるおまえを見ていたかっただけだよ。つか、俺は年中喋ってなきゃダメなのかよ」

　ムスッといじけたような顔をする彼に、果歩は喉まで上がってきた鼓動の感覚を振り払おうと、一気にまくし立てた。

「だって、そういうキャラじゃないですか。出会ったときから」

「じゃあ、別のキャラも用意しとくわ。おまえがストンって落ちてくれるような」

「……無理です。本性が知れたあとですもん」

（そうよ、なんで……神野さんに、ドキドキしなくちゃいけないの）

　彼の大きな手は、骨格がごつごつとしていて男らしい。航介とも圭吾とも違う。だからこそ、その手で背中を押されたり、頭を撫でられたりすると安心するんだろうか。

『……悪いけど、過去の話は好きじゃない』

　昔のことを聞いてみようとした気持ちは、そのまま封印された。

　事実がどうであれ、中途半端な好奇心で、彼を傷つけるようなことはしたくなかったから。










ライオンハート




　一週間まるまる昴生の姿が見えなかった。

　壁を叩いても無視……か、寝ているのか、出かけているのか。気配がないのが不思議だった。

（まさか、また腹ペコのライオンがうずくまっていたらどうしよう……）

　だが、すぐに思い直す。

「これが普通のことよね」

　独りごちて、キッチンに立つ。朝日を浴びてゆったりと朝食をいただく。こんな穏やかな日は久しぶりだ。

　ひとりきりを孤独と感じなくなったのは、昴生の存在があるから……それは確か。

　おかげでインパクトのある日々に慣れ、彼の姿が見えないと物足りなさを感じてしまう。

　腹ペコのライオンを想像してしまって、気になって仕方がないので弁当箱におすそ分けを用意した。

　そういえば誰かのためにこうすること、滅多になかったなと思う。

　航介はずっと海外だったし、自分は仕事が忙しくて、余裕などどこにもなかった。でも今は頼りになる上司がそばにいて、しかもいい雰囲気で、仕事も順調にいっていて……そうして満たされているからかもしれない。

　準備を終えて玄関のドアを開くと、スーツ姿の男がいてあれ？と思う。昴生ではない。来客のようだ。

　爽やかなツンと跳ねた茶髪。年齢は同じくらいだろうか、にこりと愛あい嬌きょうよく頭を下げられたので、果歩もつられて挨拶をする。

「こんにちは。五〇六号室の神野さん、いるかどうかわかります？」

「え、実は、ちょうど私も用事があって……今、訪ねようとしてたところだったんです」

　果歩がお弁当を抱きかかえながら言うと、男はパッと表情を明るくさせた。

「そうなんだ。お隣さんに、こんなかわいい人がいると……大丈夫ですか？　ここの人、手が早いから気をつけてくださいね」

　話を合わせて笑ってみるが、実際手を出されそうになっているとは言えない。

　彼が抱えている封書に『オフィスＡＭＧ』と書かれてあって、ハッとする。

「もしかして、失礼ですけど、神野さんの、前の会社の方ですか？」

「あ、ああ。神野さんは俺の尊敬すべき先輩なんです。よかったら宣伝ついでに」

　名刺を渡されて、受け取る。

『オフィスＡＭＧ　プランニング第一課　主任　久く住ずみ真しん二じ』と書かれている。

「私は安井です。神野さんとは……えーっと」

（なんて説明しよう）

　結婚式の二次会で出会ったが、隣に住んでいたことは偶然で、たまにベランダで話したり、お互いの部屋を行き来したりする仲……なんて言ったら誤解されるのではないだろうか。

「そう、お隣同士で、たまに差し入れしてるんです」

「もしかして、アシスタントの子？」

　今度は、こちらが聞かれる番だった。

「え？　いえ、違います」

「そう、困ったな。いないなら出直すけど、いる感じするよね」

　確かに、シャンプーかボディソープかお風呂の匂いがする。

「出直すと逃げられそうだしな」

　まるで捕獲作戦。

　なんだかおかしくなって果歩がぷっと噴き出すと、真二が首を傾げた。

「あ、ごめんなさい。やっぱり野生なんだなって。ベランダ伝ってきたり、自由人ですよね」

「そんなことしてるんだ、相変わらず」

　真二が眉尻を下げて、呆れたようにため息をつく。

　すると噂の主が、ようやく玄関のドアを開けた。

「あっ」

「あ」

「……あ？」

　異なるハーモニーが重なった。




　＊　＊　＊




　男と女の声が煩わずらわしい。ここまで壁が薄いマンションも稀まれだ。

　シャワーを浴び終えた昴生は、玄関前で聞き慣れた声がしたので近づいた。

（果歩の声と、もうひとりは……）

　ドアを開けると想像した通り、オフィスＡＭＧにいたときの後輩、真二だった。

　すると、間髪いれず悲鳴のような声があがる。

「上半身、なんか着てください。下着だけで出てくるなんてサイテーですよ」

　人を見るなりヘンタイ呼ばわりするのだから、たまらない。

「シャワー浴びたばっかですぐに服なんか着られるかよ。つーか、なんでおまえら、顔見知り？」

　昴生は、話の筋が見えず、真二と果歩を交互に見る。

「今、会ったばかりですよ。ちょっと、同どう棲せいしてるのかと思いましたよ。千ち夏なつちゃんは？」

「あいつなら、先月、出ていったままだよ」

　果歩がまた獣を見るような目を向けてくるので、さっさと終わらせたかった。

　大方、アシスタントの名前だと察したことだろう。

「何、そっちは？　果歩」

　昴生が顎で促すと、果歩は弾かれたように手に持っていた包みを差し出してきた。

「あ、これ。メシ係から差し入れです。しばらくずっと顔見てなかったから」

　はにかんだように笑みを向けてくる。

（……本気にしたのか、あれを）

　いちいち小憎たらしいというかかわいいというか、果歩にかまうと妙な気分にさせられる。胸の奥がむず痒かゆくなるような。

「それだけです。これからデートなので、っていうのは冗談で、仕事で……そろそろ行かなくちゃ」

　元彼の航介といい、今の上司といい、相手の顔が見えないだけに、昴生としては面白くなかった。

「あっそ。じゃ、いらねーよ」

「なんで」

　ショックを受ける果歩を見て、してやったりと思う自分はどうかしているんだろうか。

「浮かれて作って、妙なもの入ってんじゃねーか」

「ひどい」

「彼氏にやれ、彼氏に」

　しっしっと追い払うように手を振ると、果歩はムッと口を曲げた。

「だから、冗談ですってば。これは、神野さんがお腹空かせてると思って」

「ガキじゃねえんだから」

「腹ペコライオンでしょ」

　髪をかき上げながら、だるそうに言うと、果歩は執しつ拗ように食い下がってきた。

　ふたりのやり取りをニヤけたまま黙って見ていた真二だが、何を勘違いしたか余計な口出しをしてきた。

「はいはい、わかった。神野さんのやきもちでしょ？　いじめるのもそれぐらいにしてあげたら」

　肘でつついてからかう真二に、胸くそ悪くなる。

「真二、うるせーよ。つか、何しに来たんだよ」

「カムバックの提案っス。無理ならクライアントの引き継ぎです。うちもそのまんまにされると、いつまでも神野さんの指名がかかってくるから困るんですよ」

　昴生がオフィスＡＭＧを辞めてからも、こうして真二は仕事の話を持ってやってくるのだ。

「おまえ今、教育係してんだろ。俺よりもその子のフォローしてやれ」

「まあ、それなりにやってます。かわいい子が入ってきて、浮かれてますけどね。神野さんみたいに」

「それはよかったな。ところで果歩、弁当やっぱいる。腹減った」

「ほらぁ。天あまの邪じゃ鬼く！」

　非難しつつも、受け取ってやったほうが、女心としては喜ぶだろう。

　果歩が笑顔を咲かせて、キラキラした瞳を向ける。

「じゃあ行かなくちゃ」と弾けたように手を振る果歩が、眩まぶしく見えて目を細めた。

　ゴホッとわざとらしい咳払いが横から聞こえてきて、現実に引き戻される。

「……んだよ」

「かわいいっすね。ちまちましてて。やっぱ、あーゆう子がタイプ？」

　睨みを利かせると、真二がヤバイという顔をして目を逸らした。

「まだ、引きずってるんですか、昔のこと。三み上かみは逆恨みしてるけど、神野さんはもう気にしなくても……」

　言われて、思い出したくもない男の顔がちらついた。腹が減っているせいもあって、余計にイライラする。

「いい。その話をしに来たんなら、おまえも帰れ」

「クリエイティブ・エモーションズからの仕事の依頼です。実は、神野さんを指名してきてるんです。神野さん……やりませんか？　独立したばかりだし、大手にコネを作っておいたほうが、後々楽だと思うんです。一個うまくいけば、これからもガンガン依頼が来るでしょうし」

「おまえなぁ、世話かけた分の恩返しのつもりなわけ？」

「もちろん、それはそうです。神野さんがいたから、オフィスＡＭＧはあったようなもんですし」

「優秀なやつはいくらでもいるだろ」

「知らないかもしれないけど、神野さん退社後もどれだけ指名が入ってたか……。神野さんがいないと知って、引いていったところもあるんですよ。責任は大きいです」

「今度は脅しかよ」

「すいません、そういうつもりじゃなかったんですけど」

　昴生は断ろうと思っていたが、ふと果歩のことが頭をよぎり、思いとどまる。

「まあ、おまえの言うことも一理あるな。せっかくだから受けてみるか」

（ついでに、あいつの上司とやらを拝んでやろうか）

　真二は瞳を輝かせた。

「よかった。今から話、回しておきましょうか？」

「いい。やるなら、こっちからアプローチする。おまえから話をもらったって連絡入れるよ。それと、大事なこと言っておく」

　昴生は急に神妙な顔つきになる。

「三上には言うなよ」

　三上は、昂生がファッション業界から姿を消したことに関係している男だ。

「新しい会社のことですか？　言ってませんよ。でもデザイナーとして仕事してたら、いずれはわかるんじゃないかと思いますけど。まさかデザイナーのクレジットを自分じゃない誰かに譲って、ゴーストデザイナーにでもなる気ですか？」

「そこまでするかよ。だから、わざわざこの隠れ家っぽいマンションに越して仕事してんだよ。まあ、ゴーストって言えば、ある意味合ってるな」

　昴生は自じ嘲ちょうぎみに言った。

　ファッションデザイナーの道から離れたあとも、情熱はまだくすぶったままでいた。オフィスＡＭＧではモノのデザインをしていたが、会社の意向に従っているうちに、自分の中で矛盾を感じるようになり独立した。

　今は、事務所でモノのデザイナーとして仕事する傍ら、この隠れ家でファッションデザインを自分の好きなように行っている。

　結局、自分にはデザインしかやれないことが、昂生にはわかっている。今さら別の分野に転職する気はない。ただ、この先どうするか、今は模索している段階だ。

「あと、あいつ……果歩のことも、黙っといてくれ」

　昴生は、声を潜め、真剣な表情で言った。

「わかりましたよ」

　真二が意味深に笑いかけてくる。

「以上。じゃあな」

　面倒くさくなって、追い払うように、彼の背をぐいと押しやる昴生に、真二は苦笑するだけだった。

　結局、真二が引き継いでくれと残していった分だけを、昴生は仕方なく受け取った。

「……ったく、よそへの仕事増やして、どうすんだ」

　大手にコネを作るのは賛成だが、半分は心配性の真二の思いをくみ取ってやろうと引き受けた。

　企画書をめくりながら、昂生は手元を止める。

「待てよ、これ……ＡＣＣの？」

　偶然に驚きながら、ＣＭプランに目を通した。季節限定の商品パッケージ制作と同時進行で進められているらしい。企画書をめくるにつれ、果歩につき合わされた夜のことが思い出され、同時に彼女が健気に頑張っていた様子が目に浮かんだ。

（責任者はおそらく、果歩の上司……か）

　冗談で考えていたことが、現実になりそうだ。

　それから昂生は、真二と話しているうちに乾いた素肌へ、ワイシャツの袖を通した。

　思い立ったらすぐに行動に移すタイプの昴生は、いても立ってもいられなかった。急ぎ連絡を入れて、午後から会う約束を取りつけた。

　せっかくだから、果歩からもらった弁当を食べてから行こう。

　布包みを開くと、長方形の弁当箱が現れ、白い紙が入っていることに気づく。

　ふたつ折りのそれを開くと、文字が書かれていた。

『ライオンさんへ……頑張って』

　素直に果歩の心遣いが嬉しいと思うし、こういうことをする彼女がかわいいと思う。

　おそらく自分がしばらく顔を見せないので、寂しくなったのもあるんだろう。

　冗談で『おまえを好きになったら、はまりそうだから』と言ってみたものの、案外、的を射ているかもしれない。

「隙がありすぎだ。アホ」

　思い浮かんだ果歩の笑顔を打ち消すように、残りの弁当をきれいに平らげる。約束の時間まで、昂生は缶コーヒーのデザインに没頭した。




　昴生がクリエイティブ・エモーションズ本社を訪ねていくと、企画室内ではちょうどコピー機の辺りに果歩が立っていて、昴生を目にするなり、驚いた表情を浮かべた。

　当の本人は我関せずを貫き、応接室に入る。今は仕事が優先だ。

　しばらくして、圭吾が現れた。

「お待たせしました。有沢です」

「お忙しい中、ありがとうございます。神野です」

　アートディレクターの彼こそ、果歩の上司だろうと容易に見当がついた。会って気づいたが、彼とは前にも一緒に仕事をしたことがある。

「神野さんとは以前、オフィスＡＭＧでもお仕事させていただいたかと思いますが」

　にこやかに挨拶を交わし、握手と名刺交換を済ませる。

「ええ。その節はお世話になりました」

「こちらこそ。独立なさったんですね」

　印象は、物腰のやわらかな保守的な男。

　甘いルックスを見るに、果歩は外見でも惚れたな、と推測する。

「さっそくですが、クライアントの要望に添った案をいくつかお持ちしましたので、見ていただけたら」

「わかりました。お話を伺い、それからこちらで検討させていただきます。二、三日はお時間をいただきたいのですが、よろしいでしょうか」

「もちろんです。それでご相談なのですが、この企画を考えた安井さんに、ぜひうちに来ていただきたいのです」

「え……おたくに……うちの社員を？」

　あまりにも挑戦的なセリフに、圭吾は目を丸くして昴生を見る。驚くのも当然だろう。失礼は承知のうえだ。

「ええ。安井さんの発想力やセンスに惹ひかれたんです。今後も一緒にいろいろな仕事をしたいと思っています。もちろん、この企画が落ち着く頃でかまいません」

　突然の申し出に、圭吾は警戒した目を昴生に向ける。

「安井さんにはすでに声をかけてますが、入社してずっと頑張っていたからか、まだ未練があるようですね。彼女とは友人で、個人的にいろいろ親しくさせてもらっています」

　昴生は圭吾の顔をまっすぐに見ながら、語っていく。

「失礼ですが、御社のような大手はたくさん社員がいすぎて、ここにいては、せっかくの才能が埋もれてしまうでしょう。彼女はいいものを持っていながら、実力を出しきれていないようです。今の環境は、彼女の自信を失わせているように感じます。だからこそ、新しい場所で才能を生かしたほうが彼女にとっていいと思うんです」

　昂生が訴えると、圭吾は険しい表情で答えた。

「いや、まさか、そういうお話になるとは思いませんでした。お言葉ですが、この企画こそ、彼女が勝ち取ったものです。それはうちにいたからこそできたものだと思っています。僕も上司として、彼女の才能は認めていますよ」

　圭吾がきっぱりと言いきる。その表情には不愉快さが滲んでいる。上司として以上の気持ちが見てとれた。昂生と果歩の関係を訝いぶかっているようにも窺える。

「いずれにしても、安井さんとは一緒に仕事をしたいと思っています。どうかよろしくお伝えください」

　圭吾はそれには答えずに、険しい顔をしたまま事務的に商談を終えた。

　昴生は久しぶりに疲労から解放され、さっさとその場から離れようと動く。エレベーターのそばで、圭吾と誰かが話すのが見え、耳に入ってきた会話に、なんだって、と足を止める。

　彼らはこちらには気づかずに話を続けた。

「奥さんと、うまくやっていけそうか？」

　重役だろうか、貫かん禄ろくのある男が窺い立てると、圭吾は曖昧に濁した。

「まあ、なかなか、厳しいですね」

　左薬指には指輪の影も形も見えない。

　今、なのか、過去、のことなのか。

　昴生はなんとなく興味を引かれ、聞き耳を立てる。

「ヒステリックで困ってしまって。子供がなかなかできないのは仕方ないと思っているんです。『負担がかかるのは君のほうだから、無理しなくていい』って言ったのですが……。『諦めるの？』って、泣き喚わめいてしまって。今は、別居中ですよ」

「つらいね。あんなに幸せそうだった君たちが」

　苦々しく微笑む圭吾の姿が、焼きついて離れない。

　妙な話を耳に入れてしまった、と思った。

　一体、どういうつもりで、果歩に近づこうとしているのか。果歩は知っているのだろうか。

　不快な思いを抱えたまま、昴生は立ち去る。

（ここで話して余計な動揺を与えても仕方ないだろう。大体自分が動いたところでなんになる？　なるようにしかならない。冷たいようだが、恋愛なんていうのはそんなものだ）

　昴生は聞こえなかったフリをして、ロビーを出ていった。










三十七度




「デザイン担当が神野さんだって知ってびっくりしました」

　仕事帰り、圭吾と歩いていたときに、ＡＣＣの缶コーヒーのパッケージデザインを、昂生が担当すると聞かされた果歩は、偶然の話にとても驚いた。

「神野さんとは知り合いなんだってね。君のことをすごく褒めていたよ。ＣＭもとてもいいものになるだろうって」

　圭吾が穏やかに答える。

「本当ですか？　滅多に人のことを褒めない人なので、社交辞令だと思いますけど」

「君とこれからも一緒に仕事をしたいって言っていたよ。できたら、彼のところに来てほしいっていう話だった」

「え……」

「確かに彼のデザインのクオリティは素晴らしいし、実績もある。それを売り出すプランナーが欲しいんだろう。気持ちはわかるけど、僕は手放す気はないと伝えておいた。よかったよね？」

　圭吾の言葉の意味を一瞬考えて、昂生からスカウトされていたことを思い出す。

「もちろんです。せっかく、いい方向に進んでいるんですし……」

　昂生には、会ったらしっかり断っておかなくては、と頭にインプットする。

（冗談……じゃなかったんだ、神野さん）

「それで突然なんだけど、もしよかったら……今度、一緒に花火を見に行かないか？」

　ふわりとやさしく微笑まれて、圭吾を見つめた。

（花火に誘ってくれるなんて……）

　彼の気持ちが嬉しくて、ほんのり胸が熱くなる。

「はい。行きたいです」

　そう答えたとき、ガードレールのそばに一台のバイクが停まったのが見えた。

　エンジン音がやみ、バイクから降りた男が、ヘルメットを外して髪をフルフルとかき上げ、黒い缶コーヒーのプルタブを引き上げた。

　なんだかこういうＣＭ、あったような……と感じたのも束の間、果歩の関心はその男のほうに向いた。

「あれ」

「……知り合い？」

　どう説明していいかと果歩が悩んでいると、男がこちらを向いて、目と目が合う。

（やっぱり、思った通り、神野さんだ）

　バイクに乗っているだなんて、初めて知った。

　黒いレザージャケットが似合っていて、ますますワイルドな感じでかっこいい。モデルになってしまえば……という皮肉めいた雑誌の内容も、その部分だけは当たっていると果歩は思う。

　昴生は知らないフリをするだろうと勝手に思い込んで方向を変えようとした果歩だが、彼の意外な行動に驚いた。彼の長い足がガードレールを跨またいだのだ。しかも、こちらにズカズカとやってくるではないか。

　そして、一メートル手前まで来たとき、彼の手から丸いものが放り投げられ、果歩は慌ててキャッチをする。

「なっ……何これ」

　シンプルな黒艶のあるヘルメット。

「ちょっとつき合えよ。いいとこ連れていってやる。この間の礼だ」

「そんな、いきなり言われたって」

　うろたえる果歩をよそに、圭吾は早く先に行きたそうだった。

「ああ、気にしないでいいよ。もう行くから――」

　と圭吾が言いかけると、今度は昴生が間に入ってくる。

　一体、どうしたというのだろう。

「すみません。有沢さん。先日はどうも」

　圭吾も驚いたようだが、すぐに大人な対応を心掛ける。

「やあ、神野さんでしたか。お仕事のときとは違った雰囲気ですね」

「今日は、プライベートでこいつ、借りていきます」

　借りる、と言いながら、至極当然のように果歩の手を引っ張ろうとする昴生に、果歩は戸惑うばかり。

「神野さん、突然来て、なんですか……」

「ご心配なく、手は出しませんので」

　その言葉は果歩に……ではなく、圭吾に向けられたもの。

「ちょっ」

　こいつ呼ばわりしたあげく、強引に引っ張っていく昂生に、果歩は困惑する。

「ああ、違った。出したくなった過去はありますけどね。彼女いい身体してますもんね。本妻がいても手を出したくなりますよね。ま、俺は妻がいたら、しませんけど」

　昴生が妙に饒じょう舌ぜつに突っかかる。果歩は話が見えないで慌てふためくばかりだ。

「神野さん、やめてよ。何言ってるの？　失礼じゃない。どういうつもり？」

　信じられない。何を言うのだろう、この男は。かりにも仕事でつき合いのある相手に。

　しかし、抗あらがう隙さえ与えず、果歩の手はしっかりと昴生に握られたままだ。

　気を悪くするだろうと思った圭吾だったが、嫉妬の色などどこにも見せず大人の余裕顔で、「じゃあ、また」と告げる。

「あ、有沢さんっ、待ってください」

　圭吾は手を振って、去っていった。

　果歩は呼び止めるのを諦あきらめ、思いきりため息をつく。

「ああ、行っちゃった。おっとなー。ライバル現れても、どーでもいいってわけ」

　昴生がわざとらしく言う。

　その言葉に果歩は本気でイラついた。

「……どういうつもりですか？」

「おまえ、また泣くハメになるぞ。やっぱ見る目ねーな。見ててイライラする」

「はあ？　こっちのセリフだと思うんですけど！」

「おまえさ、とりあえず避妊だけはしっかりしといたほうがいいよ。男任せにだけは絶対にするな」

　真顔で言いだすから、タチが悪い。

「そういうことばっかり。ていうか、神野さんに言われたくないんですけど？」

「いや、マジで。俺はその辺りちゃんとするし。好きなもんは否定しないし、しょうがねえと思うけど、ルール違反はダメだろ」

　イライラし始める昴生に、果歩のほうこそイラ立ってくる。

（一体、何がしたいの？）

「この間の商談、もしかしてうまくいかなくて、八つ当たりでもしようとしたんですか？　有沢さんは私の上司ですし、神野さんだって仕事相手でしょう？」

「アホウ、わかってるよ。そんなガキみたいなことするか。大手敵に回すと怖いからな。そんなヘマしねーよ」

「今のだって充分ガキです！　大体、ヘンな誤解されたらどうするんですか。せっかくいいところなのに」

「本気でおまえ、そう思ってる？」

「もう、なんなのよ」

「おまえ、仕事も恋愛も素質ナシ。辞めたほうがイイよ」

　昴生の人とは思えない言い方に、果歩は思わず手が出そうになり、かろうじて頬で寸止めする。

「で、その手どーすんの？」

　昂生はまばたきすらもせずに構えている。殴ってしまいたい。けれど、できなかった。別に彼が嫌いなわけじゃないのに、こんなに理不尽な彼は初めてだ。

「今日の神野さんは、嫌い。どうしてイジワルするの？」

「……ああ、俺も、今のおまえ嫌い」

　昂生の言葉が、ガラスのように胸に突き刺さり、押さえ込んでいた怒りがプツリと弾けた。

「じゃあ、前の私は何？　ずっと沈んでいればよかったの？」

「おまえこそ、俺の何がわかってるんだよ」

「ちょっとはわかりますよ」

　果歩は、手をもとに戻す。

「私、まだどこか無理してるって、自分でも思う。神野さん……心配してくれたんでしょ。それぐらいわかります。だけど、神野さん自身のことは……よくわからない。私が知ろうとしても、拒絶するでしょ。そのくせ、こうやって人のことはかき乱して。そんなに面白いですか？　自分勝手にもほどがあります」

「やめれば？　つーか、やめろ、あの男は」

「どうして突然そうなるんですか。人の話、ちっとも聞いてない」

　理由を知りたいのに。それを言ってくれたら納得するのに。

「俺がイヤだからだよ。おまえ、取られんの」

「なっ……」

　子供染みた理由に果歩は声を失ったまま、昴生を見た。

（信じられない、信じられない、この傍若無人っぷり）

　モデルとの一夜、過去のこと、彼は孤独を味わい……孤独を嫌っている。だから、誰もいない夜は耐えられないのではないだろうか。結衣の言う通り、果歩を果菜になぞらえているのなら、いっそ、もとの生活をしてくれていい。

「いいですよ。隣の部屋でエッチしても。私を気にしないで、どーぞ、女の子連れ込んでやりたいだけやれば？」

「はっ？」

　昴生が片眉を吊り上げた。彼もだんだんとイライラしてきている。

　お互いが身体も心も熱っぽい。こういうときは、何を話しても無駄だとわかっている。見当違いのことでもなんでも、とにかく言いたいことをぶつけたほうが楽だった。

「欲求不満を、こういうときに解消されても困ります。それに、私、神野さんのものじゃないですし、メシ係も降ります」

　もっとまくし立てやろうと思った。

　だが、その一瞬を突いて、昴生の顔が近づく。二十センチないし三十センチほど開きのある身の丈の差が、あっという間に縮まっていく。

　怖い、と身構える隙もなかった。挑発的な視線が獲物を捕らえるように突き刺さる。ぐいと顎をつかまれたかと思えば、唇を噛むように奪われてしまい、果歩は目を見開いた。

「……んっ、んーっ……！」

　もがいて、ようやく唇を離され、互いに荒い息を吐く。

　昴生のしたいことがわからない。心臓がキリキリと痛んでやまない。

　どうしてこういうことができるのか、ちっとも理解できない。

「女を黙らせるのは簡単だ。キスかセックス、どっちかがあればいい。ここが外でよかったな」

　昴生は冷たい顔をして淡々と言い放った。

　果歩は、今度は本気で手のひらに力を込めた。

　パチンと勢いよく昴生の頬を弾くが、彼にとってはどうということもないらしい。

「キスで黙らせるとかっ……古い手使わないでください！」

「今までに、そうされたことあんのかよ」

「ないです！　今までも、これからも、この先も、ずーっとないです！　神野さんとだけは！」

　言いきって、肩で息をする。

「浮かれすぎて、何も見えてねーからだ」

　昂生は冷たくそう言い放った。

　すっかり頭に血がのぼった状態で、果歩はそれ以上何を言ったらいいかわからなかった。

（何も知らないくせに。何を知っていてそんなふうに言うの？）

「……送ってく。乗れ」

　そう言い、昂生は顎をしゃくった。

「やっ、いいです」

「どーせ、同じとこに帰るんだ」

「そんなこと言って、どっかに連れていって、今度はエッチで黙らせるつもり？」

「お望みなら」

　表情をひとつ変えないで、見下ろすように言われ、腹が立つ。

「ほら、もう！　だからあっちに行って」

　人前で、みっとない。どんどん目立ってきているのだ。何もかもが彼のせいで。

「果歩」

　と、突然、背中に手を回されたかと思うと、すっぽり昴生の腕の中に入り、ぎゅっと抱きしめられてしまった。

「ちょっ……」

「メシうまかった。また作って」

　耳に触れるライオンの低い声、それは子供みたいにやわらかくて頼りない。

　わざとやっているのだとしたら、断固として許すわけにはいかない。

「……俺のためだけに作って」

　甘い声に、胸の奥がキュンと小さく絞られる。

（寂しげにそんなこと言われたら、突き返せないじゃない）

　イライラと同情が混ざった気持ちで動けなくなると、昴生の腕の力が解かれてゆく。

「なんっで……そんな自己中なんですか」

「今、キスしたら、怒る？」

「当たり前です！　もうとっくに怒ってますよ！」

「おまえがあいつのものになってからじゃ、浮気になっちまうだろ。それは互いのポリシーに反する」

　昴生はやりきれないような声を吐き捨て、果歩から離れた。

　本気でキスしたそうな顔をして、試すように見つめてこられると、ドキッと心臓が妙な音を立てる。いつものことだ。平気なフリをしてしまおう。

「神野さんのポリシーなんて、あってないようなものじゃないですか」

　ふいっと視線を逸らすと、ヘルメットを強引に被せられた。

「今、キスしたら、怒りますからね」

　果歩が咎とがめるように小さく言うと、昴生は口の端を引き上げて、やさしく笑った。

「しねえよ。殴られたくねーし。さっきのおまえ、すげー顔だった」

「誰のせいだと思ってるんですか」

「俺のせいだろ。だから送ってく」

　コツンとヘルメットを叩かれ、先にバイクに跨った昂生の後ろにちょこんと乗る。エンジンがかかった瞬間、すごい振動が腰から背中に走った。

「これ、落ちませんか？」

「手を放せば落ちる。走るぞ。ちゃんと捕まってろ」

　心臓の音が、エンジンの音をどんどん追い越して高鳴っていく。焼けたオイルの匂いが早くしろと言わんばかりに果歩を追い立てる。

「……私、初めてで……怖いっ」

「大丈夫。死ぬ気でしがみついてれば」

　昴生はそれだけ言った。

　果歩はためらいながら昴生の背中にしがみついた。

「そうじゃなくて、こう」

　腕をぐいと前に引っ張られて、密着度が上がる。

　今ドキドキしているのを勘違いされはしないだろうか。

（どうして彼とこうしていられるんだろう。まるで兄妹……いや、兄妹だったら、あんなキスはしないよね）

「すげー。エンジンより速いな」

　果歩の鼓動を感じたのか、昴生が笑う。

　照れ隠しで果歩は背中をバンバンと叩いてやった。

「うるさい」

「絶対に離すなよ」

「そっちこそ、落とさないでよね」

　果歩はバイクが走りだした瞬間、思いきりしがみついた。

「果歩、目を開けてみろよ」

　果歩はつられて、そっと目を開けてみた。

（初めて。こんな人）

　少しオレンジ色のフィルムがかったヘルメットのシールドから見えた空は、ますます夕暮れを美しく魅せる。

（……すごい、きれい）

　もしも彼に関わらなければ、絶対に見られなかった世界だと思うと、不思議でたまらない。

　気を取られているとスピードが上がって、早くも煌きらめきだした都会の灯りが、キラキラキラキラ、星の世界に見えてくる。まるでプラネタリウムを早回ししているかのようだ。

　気を抜くと落っこちてしまいそうで、広い背中に頬を預けてしがみつく。

　風に流されて長い髪が絡まる。

　カーブを曲がってミラーに映った昴生の唇が開く。

　風の音が一瞬やんだように感じた。

「今度乗るときは、髪、切るか結んどけ」

「……今度なんて、ないですから」

　小さな声は、彼には伝わらない。

「なんつった？」

「なんでもないです！」

（……初めて。何もかも）

　うまく説明つかない気持ち……ただ、どこか胸の奥がぎゅっと詰まるように切なくなった。










気になる存在




　バイクから降りたあとは、膝ががくがくして地に足がつかなかった。

　昴生は黒く磨かれたバイクを住人専用の駐車場に入れていく。やたらスタイルよく着こなされたライダーズジャケットを脱いで、髪をかき上げる。

　何もかもが様さまになっているから憎たらしい。置き去りにされた果歩は、ヘルメットを外す指さえ震えて動けなかった。

　昴生がどんどん近づいてきて、果歩をじっと見下ろす。いつもの飢えたライオンの目だ。

　さっき重なった唇につい目が行ってしまい、頬に熱が走る。

「……えっと」

　言葉が出ない。この場合、なんて言うべきだろうか。

（勝手に連れ去られたんだから、ありがとう、と言うのは違うような。でも……）

　果歩がまごついていると、昴生は器用に果歩の頭からヘルメットをスポッと強奪し、背中を押した。

　あり……まで言いかけたときだった。

「メシ作れ」

　と命じて、手を引っ張る昴生。

「なんで？」

　長い髪が乱れて絡まってくるのを手で整えつつ、不満を漏らす。

　ヘトヘトなのに……と言ったら、思いっきりど突かれそうな雰囲気だ。

「ありがたいと思ってるんだろ。だったら、行動で示せよ」

「……偉そうに。私、連れていってなんて、ひと言も言ってないんだから」

（ドＳにもほどがある！　大体、私はあなたのなんなのよ!?）

　なぜかエレベーターを素通りし、階段を歩かせようとする昴生にうんざりした。

「五階まで上がるんですか？」

「その理由を知りたいか？」

　不敵な笑みが振り返った。

　獲物をとことん疲弊させて、最後にパクッと食べてしまうつもりだろうか。

「もーライオンさん、許して」

「お望みならって言わなかったか？」

「まさか、本気でそうするつもりとか言いだしませんよね？」

　警戒オーラを漂わせていると、がくんっと手を引っ張られる。

「うまいメシを出してくれたら、納得してやるよ」

　飄々と言って、階段をのぼっていく。

　ただでさえ長い足のコンパスで二段ないし三段跨いでのぼっていく昴生に、果歩は一段ずつ必死についていく。手のひらに力を込めると、昴生は楽しそうに笑った。

「いい眺め」

　胸の谷間に集中する視線に、果歩は手を離そうとするが、離してくれない。だから声を張り上げるしかなくなる。

「どこ見て言ってるんですか」

「逆でもいいぜ」

　ハイ、と果歩を上に行かせて下からスカートの中を見ようとする彼に、果歩はお尻を隠す。

「セクハラ大王」

　会社でセクハラ男と噂の禿はげ部長よりも悪質だ。ちょっと顔がいいからって許されると思ったら大間違い……いや、許されること前提の昴生にますます腹が立つ。

「なんとでもドーゾ」

　手を握られて、指が絡む。ぐいっと手を引っ張られ、ぐんぐん連れていかれてしまう。ごつごつした指輪が当たって、ちょっとだけ痛い。ふいに彼の手に目がいく。

　大きな手、しなやかな骨格、長くて芯のある男らしい指先……。

（なんて体温の高い手なんだろう。どこまでも強引な手……一体どれくらいの女性を抱いてきたのだろう。この指先で、どんなふうにデザインを描いてきたのかな）

　そして、彼の見つめる先には何があるのか……そんなことまで考えてしまった。

　見上げると彼の左耳につけられたピアスが、さっき見た街並みのようにキラキラと煌めいていた。




　昴生の過去……どうしても気になって、果歩は少しだけ調べてみた。

　簡単に情報が拾えるネットって、素晴らしいけど恐ろしい。葬り去りたい過去のことも、いったん露出してしまえば、永遠にさらされてしまうのだから。

　果歩は中でも、信憑性のありそうな記事を探した。

　コレクション前のインタビューで、最高に幸せそうな表情の人物に目をとめる。多くのモデル、カメラマンなど各関係者の中に、ファッションデザイナー神野昴生の姿がそこにはあった。そして、そのすぐそばには羨望の眼差しで彼を見つめるモデルの姿があった。

　矢吹果菜は確かにヒールの高い靴ばかりを履いていた。二十センチなんて相当じゃないかと思うが、厚い靴底から伸びたピンヒールが華きゃ奢しゃな足首を支えている。

　小さくて華奢で人形みたいだ。ぱっちりとした瞳とシャープな輪郭、少しはにかんだような笑顔が愛らしい。さらに胸元まで緩く巻かれたパーマが、やわらかい猫っ毛を思わせる。

　スタイルがよくてきれい……写真映えするモデルだった。

『ちょっと果歩に似てるかな。雰囲気とスタイルが』

　結衣の言葉を思い出したが、自分は彼女ほどきれいではなく、似ているとは思えなかった。

　しいて似ているところを挙げるとすれば、背格好ぐらいだ。名前がひと文字同じ、というのも、なんだかもやもやする。それは、嫉妬のような感情に思えた。何を意識しているのだろうか。

（彼女にはやさしく接していたのかな。大事にしていたなら、どんなふうに……？）

　あと一階上がれば到着というところで、息が苦しくなる。

「女性には皆、そうなんですか。もっとやさしくすれば、いいのに」

　息を切らしながら、五階まで階段でのぼる理由がどこにあるのだろう。ぞんざいに扱われる自分が、悲しくなってくる。というより、これはもういじめの域じゃないだろうか。

「いくらでもベッドの上で」

　返ってくる言葉は、いつもこれだ。

「もうイヤ！」

　泣き言を言おうが、昴生は絶対に聞き入れはしない。

「ハイハイ、到着。部屋に入れ」

（逃げるが勝ち？　鍵を開けて中に入るまで……五秒は絶対にかかる）

　その間、檻から出たライオンが待っていられるとは思えない。

　仁王立ちして腕を組まれていると、ものすごい迫力。果歩は身長がないだけ不利だ。

　観念して肩を竦めると、昴生の指図通りに彼の部屋に入ることにした。

「後ろからハグしたら、このヒールで思いきり踏みますからね？」

　一応つけ加えると、両手を挙げて降参ポーズをする昴生。

　律儀に『お邪魔します』なんて言ってやるものか、とヘンな意地を張ってみる。

　部屋に入ると、資料の山々が高く積まれたキャビネットと本棚に圧倒されてしまう。

「ここ、オフィスとしては狭いですよ。ちゃんと事務所で仕事したらどうですか」

　果歩の場合はひとり暮らしなので一ＬＤＫでも贅ぜい沢たくに考えているが、昴生は窮屈そうだと思った。

「しばらくはそうしてたんだよ。おまえさ、俺がいなくて寂しかったんだろ？　あんなにメシ係を嫌がってたのに、率先して弁当まで作るんだもんな」

　意地の悪い目を向けてくる。

　果歩は、見ないフリをしてキッチンのほうへ行く。

「飢え死にされてたらイヤだからですよ。酒とメシと女……本当にロクな男じゃないですね」

　メシ係は降りると言ったのに、結局彼に料理を作ってしまう。

　冷蔵庫に何も入ってないんじゃないかと思い、開けてびっくりする。

　キャベツ、ニンジン、トマト、ホウレンソウ……とにかく野菜はひと通り揃っているし、卵なんかもある。肉や豆腐のパックなんかも適当に入っていて、何事かと思った。

「これ……どうしたんですか。自炊に目覚めたとか？」

「メシ係がやりやすいように。やさしーだろ？」

「……結局、人をアテにしてるんじゃないですか」

（どっちが寂しがり屋なんだろう）

　それを言ったら、余計に煽あおるだけだからやめておくことにする。

「エプロン忘れていったろ。洗濯しといてやったから、それ使え」

　ご丁寧に畳んであったので、果歩はふうっとため息をついて、黙々とエプロンの紐を締める。

　昴生の気配に警戒すると、さっさとデスクに向かって仕事を始めたものだから、肩透かしを食らってしまう。

　三十分ほど何も喋らないままで、果歩は料理に、昴生は仕事に、集中していた。

（まるで恋人同士か夫婦みたい。どうしてこんなことしてるんだろう）

「できた。召し上がれ」

　普通の煮豚とチンゲン菜を合わせてスープにした。キャベツとニンジンとネギをいっぱい入れた子供ふうのチャーハンに、とろとろのチーズオムレツを加えて完成。

「スペシャルお子様メニュー」

　嫌味をたっぷり込めても、ごちそうの前にいるライオンには効き目などない。

「お、うまそー」

　製図板に向かっていた彼だが、仕事をサクッと放り投げ、「いただきます」と正座する。美味しそうに頬張る彼を見て、果歩はつい笑ってしまった。

　食べっぷりが男らしい反面、やっぱり箸使いはきれいで、見守る間もなく、平らげた。

「マジで嫁さんにしたいわ」

　大体褒めるときは、果歩がメシ係のときだ。都合がいいんだから……と軽く睨みつつ、言われて嬉しくないわけでもない。

「〝メシ使い〟でしょ？　これぐらい誰でもできますよ」

　いつになくキラキラした顔で満足した顔を見せるところは、やっぱり子供みたいだ。果歩はつい笑ってしまう。

「大きな子供って、こういうこと言うのかな」

　くすくす笑う果歩に、昴生はきまり悪そうにしていたが、感謝を込めて両手を合わせた。

「料理って、人間味が出るよな。レシピを覚えれば誰でも作れるけど……この味は、果歩特有だろ」

「うーん、〝お袋の味〟みたいな？」

「まぁ、言えばそうかもしんねーけど。俺の母親は一切、料理しない人だったから、なんだかしっくりこないフレーズだな。うちは、両親ともにデザイナーで、忙しかったから」

「そう……なんですね」

　デザイナーの両親を持つのなら、さぞ厳しい評価をされてきたことだろう。親の七光りと言われたりすることもあったかもしれない。それで彼女のランウェイでの事故があって……過去に触れられたがらないのは、やはりそのことがあるからだろう。

　どれが本当の彼なのか、果歩にはわからない。知ろうとすると、詮索するなと線引きするのに、距離を置こうとすると面白がってかまってくる。

（私、神野さんにとってなんなのだろう。それを言うなら、私にとっての彼は？）

　果歩が悶々としていると、今度は、「こっちに来いよ」と手招きされた。

「風がいい具合だ。外行かねー？」

　と、昴生がベランダのほうを指す。

　さわさわと木々が揺れるのが見えた。月光が入っているのか、カスタード色の光が見えた。

「お酒のおつき合いですか？　今度は。片づけたら帰りたいんですけど」

　結局、いつもとは逆側のベランダへ。右側にダイブしてしまいたい。果歩の場合は落下して大事故になりかねない……のでやめた。

　諦めて缶を開けて乾杯をする。

「喧嘩ふっかけられて、拉ら致ちされて、食事作らされて、晩ばん酌しゃくつき合わされて……本当にメシ使いです」

「あぁ、その通り」

「何度も言いますけど、長期的なアシスタントは無理ですからね」

　と振り返ってフリーズ。昴生の顔がいつの間にか目の前にあった。

「やっ……な、何？」

　彼はじりっと近づいて、果歩の右耳に触れる。

「あっ」

　ピクッと反応して首をすぼめると、昴生は楽しそうに笑った。

「ふうん。そういう顔して、感じるんだな」

「もう、離してくださいっ」

「これはキープしておこうか」

　昴生がちらつかせて見せるもの。眩まばゆいくらいのブルーサファイア。

「あ、返して」

「やだね」

「返して！」

　ヒュッと投げようとする昴生に、果歩が青ざめるとニッと笑う。

「次も来てくれたら、返してやるよ」

「信じらんないっ。根っからのいじめっ子体質でしょ、神野さんって……本当に、子供」

（ご飯なんて作ってあげるんじゃなかった）

「ああ、好きな子、限定でね」

　都合のよいセリフなんて、軽く聞き流してしまえ。

　果歩は聞こえなかったフリをしてベランダから逃げる。

　昴生はライオンでありハンターなのだから、隙をついて離れない限り危険だ。

「私も仕事があるんです。いい加減におやすみなさい」

「こっから伝ってけば？」

　バカにしたような声に、再び反発する。

「どう考えても、鍵開いてないでしょ。私、そんなバカじゃないですし。なんでこんなイジワルするんですか？　いいです、もう。そんなことするなら貸してあげます。だけど、ちゃんと気が済んだら絶対に返してくださいね？」

「男に絆されて、浮かれてるからだ」

　吐き捨てるように言って、目を細める昴生にドキッとした。何か見透かすような視線だったからだ。

「……何よ、その言い方。散々航介とは別れろって言ってたくせに」

「まあ、航介もズルズルしてたもんな。ついでに俺が言ったこと忘れたか？　バイク乗る前だよ」

『やめれば？　つーか、やめろ、あの男は』

『俺がイヤだからだよ、おまえ、取られんの』

　身体に熱が灯る。

　どういうつもりで言ったのか、深く追えば知らないでいいことを知ってしまいそうで、そこから思考を遮断する。

（神野さんは……私が好き？　……そんなわけない。からかってるだけ。乗せられちゃダメ）

「……そんなの。なんだったかなんて忘れました。おやすみなさい！」

　くるっと背中を見せてすぐ「果歩」と声がかかる。

　再び振り返り、再々反発。

「もうっ、なんですか」

「メシうまかった。サンキュ」

「……どう、いたしまして」

　急に大人の顔をする昴生に、果歩はもう何も言うのをやめた。

「おやすみ。ライオンさん！」

　部屋のドアを開けて、振り返りもせずに閉めた。










胸騒ぎの夜




　ランチに出かけようと席を立ったところで、打ち合わせに出ていく圭吾の姿が目に入る。

（花火、楽しみだな……）

　果歩は、圭吾との花火デートのために、新しい浴衣を買うことに決めた。当日のことを考えると頬が緩みそうになるが、どうにか持ちこたえてオフィスを出た。

　レストランの隅で珍しくひとりでランチを終えたあと、浴衣のカタログを眺める。

（有沢さん、どんなのが好きかな。いつもと違う雰囲気にしてみるのもいいかも。清楚な白地か、大人な黒か……）

　果歩は悩んだ末、花火の輪がきれいに描かれたデザインに印をつけた。色はピアスにも合いそうな、夜空に限りなく近い濃紺色。

　もしも夏が終わっても、花火が夜空に舞い、散ったとしても……余韻がずっと続いていくように。願いを込めて。

　思わず頬が緩んでしまう。思えば、こういう色は初めてだ。これからも落ち着いた色合いを選んでみよう……そう思って嬉しくなる。

　――ライオンのいいなりになんて絶対にならないんだから。

　最後に浮かんできた昴生のイジワルな顔を打ち消して、足取り軽くオフィスへと戻った。




　ピアスを取られてから、果歩は何度か昴生のところを訪ね、返してもらおうとしたが、ここ最近、またしばらく姿が見えなくなった。

「会いたくないときにはひょっこり現れるくせに、肝心なときにはいないんだから」と玄関に文句をぶつける。

　日中はもしかしたらデザイン事務所のほうへ出向いているのだろうか。そのうち、ひょっこり帰ってくるだろう。今は会わないほうがいいのかもしれない。

　お互いがカッカと熱を出していたあの晩、ずっとそばにいたら……今あるかたちも変わっていたかもしれない。

　焼けつくようなキスだった……身体中を蝕むしばんであっという間に、全部が持っていかれるような。引く波のように力強く、抗えなくなってしまったら、と思うと怖い。

　……何を考えているんだろう。

　果歩は、味気なくなってしまった両耳に触れて、ため息をついた。

（片方だけっておかしいし、取るしかないじゃない。浴衣に合わせたかったのに）




　――デート当日。

　大丈夫だなんて張りきっていた果歩だったが、運悪くイヤな予感が的中してしまった。朝から悪寒がして、測ってみると三十七度の微熱があった。

　花火デート、せっかくなのに行かないわけにはいかない。浴衣も、自分で着つけられるように練習したのだ。このぐらいの熱ならなんともない、と言い聞かせる。

　だるい身体を起こして、しばらくぼんやりとしたあと、果歩は時計を気にしながら、白銀のたとう紙を丁寧に開いた。

　濃紺に花火が美しく描かれた浴衣に見惚れながら前支度をし、長なが襦じゅ袢ばんに袖を通して、腰紐を締めた。それから姿見の前で浴衣に袖を通していく。袷あわせを確認して形を整え、帯をしっかりと巻いて帯紐で締める。

　いつも暖色系の淡い色合いを選んでいた自分が、濃い色で引きしまって大人っぽく見え、まるで自分ではないみたいだった。

「色っぽく見えるんだ……濃い色って」

　着物に惚れ惚れとしながら、髪をまとめ上げた。ハーフアップにした髪をまた後ろでひとつにまとめて団子を作り、かんざしやお飾りをつける。最後に着物映えするようにメイクを合わせて終わらせた、その時――。

　ピンポーンと高らかに呼び鈴が鳴る。

　無視を続ければ、そのまま立ち去るだろう。

　そう思って目をつぶっていたのに、嫌がらせのようにしつこくなる。間隔をおかずに、ピンポンピンポン……そのうちリズムをとり始める。

　これはれっきとした嫌がらせだ。相手が誰だか、想像はつく。

『やめれば？　つーか、やめろ、あの男は』

　昴生の言葉が頭の中でこだまする。

　このまま開けたら、また何か言われるだろう。しかし、無視すればしつこくドアを叩いてくるかもしれない。果歩は仕方なしにドアを開けた。

「お、なんだ、これからデートか？　ってどうしたんだよ、その顔」

「ちょっと風邪ひいて。熱っぽいんです。なんですか？　用事」

　言いながら足元がフラつく果歩の体を、昴生の逞しい両腕がしっかりと支える。

「バカ、無茶すんな。そんなんで花火デート楽しめるのかよ。おまえに頼みたいことがあってきたんだけどな、今は無理か……とにかく部屋で寝てろ。入るぜ」

　昴生は、果歩を支えながらベッドのほうへ連れていこうとする。

「大丈夫ですからっ！」

　抵抗しようとするけれど、力が入らず、そのままベッドに寝かされてしまった。

「大丈夫じゃねぇ。おまえ、なんか食ったのか？　昨日のまんまだろ」

　そう言って昂生は果歩の浴衣姿をまじまじと見つめてくる。

「へえ。濃紺か。おまえらしくない色だな」

「じゃあ、私らしいって……どんな色？」

「それは、えっちー色。白、ピンク、赤、なんでも。黒でもいいな」

　昴生がわざとらしく言う。それというのは浴衣ではないだろう。

「下着の好みじゃないです！」

「とにかく、今日のデートはキャンセルしろ。倒れられたら、相手も迷惑だろ。俺が食べられるようなの、なんか作ってやる」

「えっ。いいですよ。神野さんこそ、料理したことないでしょ。何かやらかしたって今日はもう面倒なんて見れませんよ」

「いいからさっさと着替えて、寝てな」

　本気でキッチンに立つつもりだ。果歩は驚いて目を見開いた。

「慣れないことしなくていいですってば」

「やれないわけじゃない」

「だったら普段からやればいいのに」

「自分のためにはやりたいと思えないからだよ。とにかく、キャンセルするのが億劫なら、俺が電話してやる」

　そう言いつつ、昴生がケータイを取り上げ、勝手にかけてしまった。

「ちょっ……」

「あ、すみません。果歩、高熱出して、今日行けそうにないので、代わりに僕が電話しました。……ええ……すみません。じゃあ」

（もうどうにでもなれ）

　昴生が電話しているうちにパジャマに着替えて、ベッドに潜り込んだ。

　圭吾には悪いことをした。明日、自分からも連絡しなければ。

　少しして、風邪薬の影響で眠たくなってくる頃、額にひんやりと冷たいものが当たった。瞼まぶたを開いて見上げると、昴生の顔が映る。

「保冷剤があった。少し頭を冷やしな」

「……なんか別の意味に聞こえるような。『浮かれてたから』とか、嫌味言うつもりですか？」

　恨めしい顔つきで果歩が言うと、昴生はふっと笑った。

「ひねくれすぎ」

「神野さんがそうさせたんですよ」

「雑ぞう炊すいぐらい食べられるだろ。あと、リンゴ」

　いつだったかうずくまっていた彼。即席でリンゴを押しつけて、彼のためにスーパーに走ったんだっけ。

　果歩は熱でボヤボヤする中、まさかと青ざめた。

「あのときのリンゴ？」

「あのな、そんなわけねーだろ。俺はおまえにとってどんな存在なわけ」

　昴生はいい加減、呆れたようにため息をついた。

「ほら」と促されて、果歩はだるい身体を起こし、とりあえずソファに座り直した。

「セクハラ大王で、飢えたライオンですよ、もちろん。そんなにやさしいと裏がありそうで怖いです」

「ああ、もちろん、治ってからな。もういい。ぐずぐず言わず、なんでもいいから待ってろ」

　珍しくやさしいとやっぱり裏がありそうで怖い。だけど、言い合いする気力がもうない。

　キッチンから芳ばしい香りが漂ってくる。

　鍋を焦こがしたりしないだろうか。どんな料理の仕方をしているのだろう。

　気になるけれど身体が動かない。

　ダシの匂いが食欲をそそるような、いい匂いに変わってゆく。

　それからほどなくしてでき上がったらしい。小どんぶりとカットされたリンゴが揃ってやってくる。しめじ、鶏肉、ニンジンが入っており、卵でとじられた上に細かく刻んだネギが乗っていて驚く。立派なきのこ雑炊だったからだ。

「嘘っ。これ、本当に神野さんが作ったの？　レトルトじゃなくって？」

「レトルトで時間稼ぎしてどうするんだよ」

　昴生は苦笑しつつ、れんげを添えて、果歩の前に置く。

「すごい見た目がきれいだから」

「味もうまいから食べてみろよ」

　おそるおそる、ひと口入れてみると、意外にも、昴生の作った雑炊は美味しかった。塩加減とダシの利かせ方が絶妙で、普段から食べたいと思えるほど。少し感激しつつ、果歩は平らげる。

「美味しかった。ごちそうさま。なんだ、やればできるんじゃない」

　食欲が急に湧いて、リンゴもペロリと堪能。ごちそうさまと告げると、昴生が顔を近づけてきて、キスをされてしまった。

　ちゅっと軽く重なるようなキス……彼は試すように見つめてくる。ほんの一瞬の隙を狙って、いつもそうだ。

「どうして……。いつもいつもなんで勝手にキスするの？」

　忘れようと思っていたのに。あの日、ふいに落とされたキスの熱を。

「感覚でしたくなるんだよ。理由なんかない」

　昴生は真顔のまま、果歩を見つめ返す。

　どうして、そう平気でいられるのだろう。

「私には好きな人がいるんですよ？　神野さんの自分勝手なんてもう通用しませんからね」

　懲りる様子のない昴生を瞳で責めると、逆にこちらが叱られた。

「懲りもせず、お幸せなやつだよな」

「何よ。意味わかんない」

　果歩が文句を言い始めると、昴生は果歩の腰を引き寄せ、ひょいと抱え上げた。

「ちょっと持ち上げないで。やだっ、何っ。ライオンに食べられるっ！」

「バカ。ちっこいから引っ張るより、簡単なんだよ」

「落ちるから、やめて」

　足をばたつかせるがおかまいなし。

「捕まってればいいだろ。ほら、下ろすぜ。とにかく食ったなら、静かに寝ろ」

　ぽんっと下ろされて、雑に布団をぽんぽんとかけられる。そして何を思ったのか、ベッドの端っこに座り込んでケータイをいじり始めた。

「それで？　帰らないんですか……」

「気が向いたらな」

　さすがにこんな状態のときに、迫ったり襲ったりすることはないだろう。

　昴生はしばらく黙ったまま。

　彼の香りには慣れた。目をつぶっても彼がいる気配がそこにある。

　さっきは、ほうっておいてほしかったけれど、今はそばにいてくれることが……心強かった。普段あまり風邪などひいたりしないからか、病人になった途端、不安になる。

　自分の口から我慢していたはずの言葉が、素直にこぼれてゆく。

「……そばにいて。行かないで……」

（……どうしていつも言えないのだろう。航介のときは、いつもそうだった……それで、さよならを待つの？　永遠に続くものは、何ひとつない。いつも手のひらからこぼれていく。それが悲しい）

　寂しさを抱えながら、いつの間にか眠っていた。熱くなっていく額を保冷剤が冷ましてくれている気がする。

　ふと瞼に濡れた感覚がした。あたたかな唇の感触。

　多分これは……キス。まるで〝そばにいるよ〟と言われているように感じた。

　今、目を開けたら、いけないような気がした。彼はまだ自分を見つめているだろうか。意識すると瞼に力がぐっとこもる。そのまま眠ったフリをしているうち、労わるように髪を撫でられ、昴生の気配が消えた。

　遠くでパタンと玄関のドアが閉まる音がして、ホッとした。

（まただ。あのときと同じ）

　胸の奥が詰まって、疼いていく。説明のしようのない感情が湧き上がってくる。心臓はドキドキとせわしなく打っていた。

　手を伸ばして体温計で測った温度は、とっくに三十六度に下がっていたのに。




　朝方目覚めると、テーブルの上に『神野デザイン事務所』の封筒が置いてあった。

　中身を開くと、そこには雇用契約書と企画書一式が揃って入っていた。

　まだ、何かが入っている感触がして封筒を逆さにする。すると最後に、コロンと転がってきたのは、ブルーサファイアのピアスの片割れだった。










知らないフリはできない




　総合病院の待合室にいた果歩は会計を済ませるため、受付窓口へ向かった。ふいにロビーで立ち止まる。

　見たことある人がいる……と思ったら、圭吾だった。しかも女性の肩に手を回して、何かを話している。

　――ドクン。心臓がイヤなふうに脈を打つ。

　圭吾は女性と何かを話して、別れたようだ。こちらにやってくる。

　果歩は慌てて隠れようかと思ったが、間に合わない。

　圭吾が果歩の視線に気づいてしまい、立ち止まったまま、気まずそうな顔をした。

「……どこか具合でも悪いんですか？」

　果歩は、当たり障りなく聞いたのだが、圭吾はそのことに触れたがらない。

「いや。君こそ、風邪は大丈夫？」

「はい。この間はせっかくなのに、すみませんでした。私は薬ももらったし、もうちょっとで、よくなると思います」

「そっか。よかった」

「……あの、さっきの方は？」

　果歩がおそるおそる聞くと、観念したのか、小さな声が返ってきた。

「ごめん。ずっと黙っていて」

　ふと、圭吾の左手の薬指に目をとめると、今まではなかったはずの指輪が、きちんとはまっていた。

　ショックでしばらく言葉にならなかった。

「結婚……してたんですね。知らなかった」

　果歩は自分から告げた。

　航介とのことがあったから、先に何かを言われるのが怖かったのだ。

「あぁ。……妻とは別居中で、いろいろ揉めてたんだ。なかなか子供を授かれなくてね。女性はデリケートだから、精神的なケアが必要だったけれど、そのうち、喧嘩ばかりするようになった。……情けないけど、僕のほうが限界を感じるようになってしまったんだ。愛していたはずだったのにね」

　圭吾の悲しい微笑みに、胸が締めつけられる。

「少し距離を置いて心境の変化があったんだと思う。ヨリを戻したいって……妻から申し出があった。今日はその返事をするつもりで……。本当にごめん。現実逃避をして、君のやさしさに甘え、癒しを求めてしまったんだ」

「……奥さんのこと、愛してるんですね」

　圭吾は頷かなかったし、口にして言わなかった。果歩に遠慮をしているのだろう。けれど、彼の表情から伝わってくる。

「私こそ、甘えていたと思います。失恋してぽっかりと空いた穴を、有沢さんがそばで、やさしく埋めてくれた。上司として尊敬していますし、感謝しています」

「……ごめんな」

　圭吾の思いを込めた謝罪に、果歩はどうにか表情を取り繕って、ううんと首を振った。

「それじゃあ、私、もう行きますね」

　涙が溢れそうになるのをぐっと堪こらえながら、心の中でさよなら……と告げて、果歩は頭を下げ、踵を返した。




　すっかり落ち込んで帰路に着くと、マンション前で、昴生がケータイで誰かと話している姿が見えた。

　商談か何かだろうか。スーツを着ているし、髪型もいつもよりしっかりと整えてある。

　こんな顔を見られるのがイヤだったので、そそくさと中へ入っていく。……が、ちょうど電話を終わらせたようで、声がかかってしまった。

「かーほ」

　その声に肩をビクッと震わせると、昴生はふうとため息をついた。

「無視することねえだろうが」

「……別に無視なんか、忙しそうだったから」

「これでも、おまえのこと心配してんだよ」

　たとえそれほど心を込められていなくても、心配という言葉は、このときの果歩に充分効果があった。

　さっきから堪えていた涙がまた溢れそうになり、目が潤んでいく。

　昴生は少し驚いた顔をして、やっぱりなというため息をつく。

「……懲りたか？」

「どうして、そういう言い方するんですか」

　やっと、いつもの調子が戻ってきた果歩を、昴生は黙り込んでじっと見つめ、バツが悪そうに切り出した。

「悪いけど、知ってた。あいつの本性」

　昴生はズボンのポケットに手を突っ込みながら言う。

「……え？」

「それがイラついてた理由。おまえの会社に行ったとき、あいつが妻のことを話しているの、聞いちまったんだよ」

「だったら教えてくれたらよかったのに」

「言ったらわかったか？　この間までのおまえが聞く耳持てたか？　現実を思い知って打ちのめされなきゃ、人は諦めきれないんだよ」

『打ちのめされなきゃ、人は諦めきれないんだよ』

　吐かれた言葉は重たくのしかかって、そのまま心がつぶされてしまいそうだった。

「……だから」

　昴生が口を開くより早く、身体中から熱が湧いた。

「だから、ざまあみろとか思ってる？」

　昴生は知っていたのだ。知ってて教えてくれなかった。

　だが、昴生の言うことはもっともで、いくら忠告をされても、浮かれていた自分は、聞く耳を持たなかっただろう。バカで情けない自分をあざけるように見られていたと思うと、悔しくて仕方なかった。

「そんなこと思ってねーよ」

「思ってる！　いつだって、神野さんは私をからかって、それで高みの見物してるじゃないですか。航介のときだってそう」

「果歩は、ただ、運がないだけだよ」

　諭すように言われて、ますます腹が立ってくる。何かを反論しても、あっけなく三倍返しで戻ってくる。はがゆくてイライラしてキリキリして、どうにもならない思いは、沈黙に変えてしまうほかなかった。

　黙り込んでしまった果歩に、昴生は歩み寄る。

　甘くて苦い香りがする。彼のトワレの。それから焼けたオイルの匂い。

　スーツを着ていても、バイクに乗るのだろうか。

　ふと、ぼんやりと思った。あの風に吹かれて突っきったら、何もかも忘れられるだろうか……と。

「神野さんなんて……嫌い……っ」

　ぽろぽろこぼれてゆく涙が邪魔をして、昴生の顔が見えない。

「……はいはい」

　昂生は果歩の目尻についた涙を親指で拭って、果歩の頭をぐいと彼の胸に引き寄せた。

「本当に、嫌い、なんだからね……」

「わかったよ」

　我慢できずに声を出して泣いた。

「全部、吐き出せよ。つき合ってやるから……それで嫌われるなら、上等だ」

　昂生はただそれだけ言って、宥めるように頭を撫でてくれた。

　もう反発する気力は残っていなかった。ただ、広い胸に額を寄せていると、安心していられた。低くてやわらかい声が、悔しいけれど、果歩の唯一の救いだった。










アシスタント命令




　缶コーヒーで乾杯というのも味気ない。しかし、冷蔵庫の中はすっからかんで、残っているのはこれくらいしかない。

　昴生と果歩は三人掛けのソファにふたりで端っこ同士に座った。適当な距離感のほうが、人は居心地がいいのだ。

　背の高い昴生では、ひとりでふたり分を取るようなものだったが。昴生の部屋なのだから、文句は言えない。

「……ライオンの口説き文句にまんまと騙されるくらい、弱ってたんだ、私」

「なーに言ってんだ。嫌い嫌いって散々言われたんだぞ。しかも俺が泣かせてるように通行人に見られて、こっちのほうがまいったっつーの」

　昴生の長い手が伸びてきて、ぽーんと頭を叩かれた。

「もう、手が早いです」

「失恋するのが、早いです」

　果歩が頭を押さえながら文句を返せば、昴生が口調を真似して言う。

　ムッと口を尖らせると、昴生は口の端っこを上げて勝ち誇ったように微笑む。それが憎たらしくてたまらなかった。

　何度も、何度も、昴生には、みっともないところを見られている。好きな人になら絶対に見せたくないようなところも、何もかも。

「……それで、絆されてキス……とか、もう懲りましたからね？」

　一応、念押ししてみる。

　意外にも昴生は、何も反応はしなかった。

　逆に気まずいので、果歩は視線を逸らし、話題を探す。

　ふと思い出して、果歩はバッグに入れたままだった、ピアスの片割れを取り出した。キラキラと煌めくそれは、晴天にとても似合うし、夜にはやさしく揺らめくので気に入っていた。

「ブルーサファイア……誕生石なのに、誕生日を迎える前に失恋して……心機一転のつもりで買ったのに。哀しい思い出ができちゃったな」

「いい思い出を塗り替えればいいだろ。ヤなことは忘れちまえよ」

　昴生はそっけなく言った。

「なんか気まずくて会社に行きづらい」

　膝を抱えながら果歩が愚痴をこぼすと、昴生はあっさりと言ってのけた。

「辞めちまえば」

「……もう、さっきから簡単に言わないでくださいよ、辞めるとか！　そんなのわかってるんです。聞き流してくれたらいいのに」

「俺は、おまえの保護者になるつもりはねえからな。それより、やることあるだろ」

　ん、と差し出された二枚の用紙。一枚は雇用契約書で、もう一枚は試用期間について記されたものだった。

「おまえの部屋にも置いてったけど、どうせ、中身見てないんだろ。予備があるから」

　果歩は弾かれたように顔を上げ、昴生を見た。

　まるで、恋の終わりに嘆なげくのはここまで、と言いたげだ。

　いや、恋だけではない……。

「前に俺が、拾ってやるって言っただろ。この間はおまえが具合悪そうだったから説明できなかったけど。今度は悪ふざけじゃなく、ちょっと考えてみろよ」

「考えるって……私、そんなつもりないのに……」

「俺、おまえには才能あると思ってるよ。発想力とか感性とかセンスが絶妙なところ。ＡＣＣのプランを見て感じた。それに努力もしてるだろ。妥協しないで、理想をとことん突き詰める。そういうところいいなって思ってる。だから、うちでプランナーとして採用したい。このままクリエイティブ・エモーションズにいても埋もれるだけだ。もったいなさすぎる」

　昴生がこちらを見る。こんなに真摯に話してくる彼は初めてだ。

　だからこそ果歩はまっすぐに見つめ返せなかった。

「どうして、私にそんなふうに言ってくれるの？」

「だから今、説明してるだろ。ちゃんと聞けよ」

　今は、恋も仕事も、誇れるものが何ひとつとしてない。

「私……神野さんが言ってたみたいに、ただ浮かれてた。寂しかったっていうのもあるし、仕事も恋愛も、何をやってもうまくいかなくって、心が疲れてたの。それでも、ちゃんと恋愛したいし、仕事にだって向き合いたい。けど、うまくいかなくて、イヤになる」

　次から次へと愚痴がこぼれていく。自分のイヤなところばかりが出る。

「果歩、顔上げて、こっち見ろよ」

　昴生の力強い手のひらが、両頬を包んだ。

「……私、このままずっと幸せな恋愛できないのかな。次もまた同じこと繰り返すのかな……って……怖くなってきちゃった」

　昴生が顔を覗き込んでくる。

　こつっと額が当たって、果歩は涙で潤んだ瞳で彼を見た。心配そうにしている彼がわかるから、果歩はそこまでにした。

「ダメですよ。今、めちゃくちゃ口説くいいタイミングって尻尾振ってるでしょ？」

　言っているそばから両手首をつかまれて、ソファの背面に張りつけられて、動けなくなった。

「……私、本当に懲りました。だから神野さんだけは……対象外だってわかります？」

「そうだな。俺には本気にならないほうが身のためだ。けど……」

「けど？」

　構えると、思いのほかやさしく頬に口づけられて、血液が一気にざわついた。

「……ダ、ダメ」

「何がダメ？」

　唇と唇が重なり合いそうで合わない。息遣いだけがこぼれて、声が掠れていく。

「前にも言った通り、キスしたくなる理由は……感覚以外の何ものでもないわけ」

「詐さ欺ぎ師！　かっこいいことばっかり言ってるけど、やっぱり下半身で物事考えてる」

「そりゃ、男だし……かわいい子が泣いてたら、シたくなるに決まってる」

「ちょっと待って……」

　イヤイヤとかぶりを振るが、顎をがっしりとつかまれてしまった。

「どうせなら、とことん泣かされれば？　本気で懲りれば、それ以下はないんだ」

　強引に唇を重ねられ、力が抜けていく。

　何度も、何度も、啄ついばまれ、瞳が潤んでしまう。

「……果歩、目を閉じて」

「……ん……ダ……メ……」

「ダメじゃない。もうなんも考えるな」

　最初に奪われたようなキスではなかった。

　やさしくあたたかい唇が、ゆっくり啄むように重なるのだ。

　舌を絡めようとはしない。ただ、もどかしいほど、くっついてあたためるだけのキス。

「……ん……」

　深く食はまれて、身体が熱を帯びていく。胸がトクトクと鼓動を打っている。

　不思議だ。とても気持ちよくて、どんな言葉をかけられるより、痛みが癒されていく。好きな人とのキスじゃないのに。昂生と恋をしているわけじゃないのに。気づけば、もっとキスしてほしいと望んでいる自分がいた。

　唇が離され、荒々しい吐息がこぼれる。ずるりと身体が滑り落ち、昂生に組み伏せられる格好になって、果歩は慌てた。

　構えた途端、昂生はすっと果歩の上から身体を退いた。

「泊まってけ。このまんま寝ろ」

「やらしいことしませんからね？」

　真っ赤な顔を見られたくなくて、俯きながら上体を起こす。

　踏み込んでくると思った昴生はあくまでもクールだった。

「今のおまえには、シない。本気で惚れられると困る。いくらでも拾ってはやるけど。アシスタントとしてなら」

「……奪うくせに、とことんは奪わないなんて、とんだ野生動物ですね」

「ああ、うまいとこだけな」

　近づけば引いていく。引けば踏み込んでくる。昴生はいつもそうだった。

　ふいに、昂生が抱き上げてきた。

「きゃっ、ちょっと！　何するんですか」

「ベッドに連れていくんだよ」

「エッチなことしないって言ったのに」

　果歩がジタバタと暴れていると、ぽんっと投げるようにベッドの上に下ろされた。

「あのさ、これが最後だと思うからつらいわけ。そうじゃないんだから落ち込むだけバカだ」

「それって、遠回しに慰なぐさめてくれてる？」

　言い方は乱暴だけど、これが昴生のやさしさだとわかる。

「いいから寝ろ。夢の中で履歴書でも書いとけ」

「え、いるんですか」

「当然。おまえ、俺をなめてるだろ。いちおー社長なわけ」

「従業員数は？　デザイン事務所の場所は？」

　そういえば、彼の会社について何も知らない。

「ついでに面接は来週だ。それまでに辞表出してこい」

「ええ？　勝手に決めないでください」

「これは社長命令だ」

「社長命令……って、まだ返事していませんけど」

「はいはい、終わり」

　昴生は言って、ベッドの縁に寄りかかった。果歩からは、彼の頭から背中までしか見えなくなる。

「やっぱり私、戻ります」

「ダメだ。逃げるなら襲うぞ」

「どうして？　私がベッド占領しなかったら、神野さん悠々と寝られるでしょ」

　言ってて、すごく恥ずかしくなってきた。

　思えば、このベッドは自分のではなく、昴生のもの。しかも、誰かとエッチしたかもしれない……。

「ヘンな想像するな」

　と叱られた。

「だって……」

「隣でわんわん、しくしく、泣かれてみろよ。深夜に気味悪くて寝られるか」

「ひどい……」

「ゴチャゴチャうぜーんだよ。寝つけねえって言うなら、隣で添い寝してやろうか？　ま、その一分後には、真っ裸だけどな」

「わ、わかりました！　とにかくこれ以上、ライオンにならないでくださいね」

　微かすかな笑い声だけが聞こえて、果歩は時計がカチカチ鳴る音に耳を済ませた。

〝そばにいて〟

　そんなふうに、想いがこぼれていった、いつかの夜。

〝そばにいるよ〟

　昴生はどういうつもりなのだろうか。この間の、熱を出したときみたいだ。

　静寂の中、昴生の香りがする。

　誰かがそばにいることがこんなにも心強くて安心するなんて、その存在が彼だなんて、考えもしないことだった。




　夢の中で履歴書は書けなかったけれど……昂生が言ってくれた言葉が果歩の胸に染みた。

『俺、おまえには才能あると思ってるよ。発想力とか感性とかセンスが絶妙なところ。ＡＣＣのプランを見て感じた。それに努力もしてるだろ。妥協しないで、理想をとことん突き詰める。そういうところいいなって思ってる。だから、うちでプランナーとして採用したい。このままクリエイティブ・エモーションズにいても埋もれるだけだ。もったいなさすぎる』

　彼はいつも適当なことを言うけれど、仕事に関してはちゃんとしている。

　自分のＣＭプランナーとしての実力を認められたいと、もがいてきた三年間。なかなか思うようにやれていないのは才能がないからだと思っていた。そんな自分を彼は認めてくれた。

（神野さんって、どんなふうに仕事をするんだろう。一緒に仕事をしたら、どんなふうに変わっていけるんだろう。新しい場所で新しい人たちと……）




　翌週、圭吾に退職したい旨を伝えた。

　一瞬彼は動揺したが、すぐに上司として冷静な顔に戻った。

「本当にいいのか？」

「いろいろ考えて決めたんです。自分の力をまた違った方法で生かせる場所が、ほかにあるかもしれないと思って」

　果歩は圭吾をまっすぐに見据えて、言葉を続ける。

「ここにはたくさんの社員がいます。私は遅かれ早かれ、部署を異動させられてしまうかもしれない。そんなふうに怯えて仕事をしていたら、きっといいものを作れなくなってしまう。ちゃんと自分を見つめ直して、自信をつけて仕事に臨めるようにしたいんです」

　しがみつくことだけがすべてじゃない。見切りをつけることも大事だ。そして新たな希望を抱いたっていいと思う。自分の人生なのだから。

　果歩の出した結論はそれだった。

　ＡＣＣの仕事が終わったら、昂生のところに行く。

「もちろん、今回任された企画は、最後まで責任を持ってやり遂げます」

　果歩が宣言すると、圭吾は深いため息をつく。

「そう。ＡＣＣの企画が落ち着く頃だとすると、あと一、二ヵ月くらいか……。君がいなくなるのは残念だよ。僕も君の才能を認めていたんだけどな」

　圭吾は本当に残念そうに眉尻を下げた。

「わかった。上にも話しておく。後日、退職願を預かるよ」

「よろしくお願いします」

　果歩は頭を下げて、圭吾に背を向けた。




　外部スタッフの企画ルームにいた結衣が出てきて、「コーヒーでも一杯どう？」と誘われた。

　果歩はそこで圭吾のことを報告すると、「なるほどね」と結衣はため息をつく。

「そっかぁ。遠距離恋愛歴が二年、失恋期間が一ヵ月、交際歴は勘違いで……」

「もういいよ、勘違いまでカウントしなくたって」

「たまにはフリーでいる時間もいいかもしれないよ。果歩みたいな子は特に。まあ、ほうっておかないライオンがそばにいるかもしれないけど」

　やさしくキスされた夜を思い出して、顔を赤くさせる果歩を、結衣はからかう。

「絶対に、ありえない。大体、釣った魚に餌やらなそうな人、イヤだし」

「ムキになるの怪しいな」

　結衣がニヤニヤするので、果歩は念を押した。

「……何もないから、ヘンに探らないでね」

　昴生には想っている人がいる。それが例のモデルなのかどうかはわからないけれど、彼の押して引く態度を見れば、なんとなくわかる。

「そう？　冗談はさておき、友達として絡むだけなら自由だけど、昴生はやめたほうがいいと思うな」

「……え？」

「釣った魚に云々はわからないけど、さすがに三度も泣かされると、親友としてもつらいしね。果歩って、恋愛にどっぷりはまっちゃうタイプでしょ。周りが見えなくなっちゃうし。幸せなときはいいのよ、それで。でも、この男しかいないって……そこまでの気持ちになったとき、怖いよ。まだ航介や、有沢さんのほうがずっと、傷は浅いわ」

「……やだ、ハマちゃん、何か知ってるの？」

「なんとなくね。メンドーそうな男じゃない」

　……言われればそうだ。それは身をもって感じている。

「だったら、心配しなくたって、神野さんとはどうにもならないから」

「そうかな。果歩が今、そうして前に踏み出せたの、誰のせい？」

　結衣がいつになく試すように、果歩を見つめた。

　ドキッとして落ち着かなくなる。〝誰のおかげ〟ではなく、〝誰のせい〟と聞いてくるのも、結衣だからこそ何かを意図しているようで不安になる。キスは……何度かしてしまっているし。

　と、途端に結衣が声を大きくする。

「……ほーら、かかった。催眠術」

「えっ。何よ、ハマちゃん。からかったの？」

「ほらほら、化粧品会社のキャッチフレーズ」

〝きれいになるのは、誰のため？〟

〝きれいになるのは、誰のせい？〟

　並べられた原稿用紙に、いくつかの案が書かれている。

「どっちがいいかなぁって。ニュアンスが違うでしょ。考えちゃわない？」

「……確かに」

　謎掛けされて、試されているようだ。

〝一体、誰のためにきれいになろうとしているのか〟

〝一体、誰によってきれいになっていっているのか〟

「私は、後者のほうがいいと思うの。特に若い子向けのキャッチだからね」

　結衣は言った。

「恋愛すると、相手から必ず影響は与えられるのよね。つき合った男のせいで、変わっていく。よくも悪くも」

　結衣は言って、サーモマグに口をつける。

「果歩は、どんどんきれいになっていってるよ。恋愛の毒みたいなの知って、熟していく感じ。私からするとね、果歩には、誰かのためにきれいになろうとするんじゃなく、愛されてきれいになってほしいわ」

（つまり神野さんとつき合うと、きれいに熟していくかもしれないけど、愛されてきれいになるわけじゃない……ということ？）

　結衣の言いたいことは、半分しか理解できなかった。

　続けて彼女は笑って言った。「ＣＭなりキャッチコピーは、一見わかりやすいものよりも、意味深なメッセージを込めてあるほうがいいのよ」と。

　果歩にとって、結衣のほうこそ、とても意味深だと思った。










広い背中




　それから一週間後の金曜日。

　果歩は、昴生の部屋の前で、インターフォンを押すタイミングを見計らっていた。

　玄関から出て、どのくらいそうしていたかわからない。退職願を提出したことを報告したかったのだが、なんとなくこの間のことがあってから、関わるのをためらってしまう。

『教えてくれたらよかったのに』

『言ったらわかったか？　この間までのおまえが聞く耳持てたか？　現実を思い知って打ちのめされなきゃ、人は諦めきれないんだよ』

　ボタンを押そうとすると、蘇ってきてしまう。昴生の言葉が、今も、胸に深く突き刺さる。

（なんて言えばいいんだろう。あと二ヵ月後には無職になるので、私でよかったら雇ってください？　いや、ダメだよね。相手が神野さんとはいえ、デザイン事務所の代表取締役なんだし、失礼だよね。代表って柄じゃないけど……でも、ここはビシッと。この間の神野さんみたいに、私も真面目に伝えないと）

　ぶつぶつと独り言のオンパレード。知らない人が見たら、完璧不審者だ。

（とりあえず謝ろう。あんな八つ当たりのようなことを言ってしまったこと。そしてクリエイティブ・エモーションズを辞めることにしたと伝えよう。それから……）

　ふいに、キスされたことが蘇ってきた。

　思い返せば思い返すほど、とんでもないことを、やらかしてしまった気がする。あれは気まぐれだったと告げておこう。仕事がやりづらくなったら、向こうだって困るだろう。

「つまり、これからは節度を持って、清きおつき合いのほどをどうかよろしくお願いいたします……これいいんじゃない？　よし」

　いざ出陣――と意を決したとき。

「果歩」と声をかけられてビクッと肩が震えた。

（しまった！　背面から来られてしまった）

　果歩は動揺するが、今聞こえたのは昴生の声ではないことに気づく。

　そろりと振り返ると、航介が怪け訝げんな顔をして立っていた。

「嘘……航介」

「隣の人に用事？」

「ううん。なんでもない。それより、どうしたの？　びっくり……仕事？」

　心臓がバクバク早鐘を打っている。しかも航介に対してじゃなく、見えぬ昴生の存在に対して。

　そんなに緊張してしまっていたのか、と自分自身に驚きながら、航介のスーツケースに目をとめた。

「まさか、航介が……またここに来ることがあるなんて」

　航介と会うのは三ヵ月ぶりになる。確か、半年は戻らないで、アメリカのミズーリ州で仕事だと言っていたのに。

「あ、部屋に上がる？」

　果歩は他意などなく聞いたわけだが、航介のほうが気を遣って、首を横に振る。

「契約の関係で帰国してたんだ。果歩とはあのままだったから、気になってた」

　航介が窺うように見つめてくる。

　そうだ。あのとき航介はアメリカにいたから……ふたりは電話で別れを告げるしかなかった。

「いいのに……。会ってさよならしなくちゃいけないなんてルールないでしょ。もう、せっかく吹っきれたのに、そういうことしてもらわなくたって。あ、わかった。私のことだから泣いて落ち込んでると思って心配してくれたの？」

「いや。元気にやってるって人づてに聞いてた」

　懐かしむように目を細める航介を見て、果歩は眉尻を下げて声のトーンを落とし、

「うん……」とだけ、小さく頷いた。

「今日、会いに来たのは、渡したいものがあってさ」

　航介が「ちょっと待って」と言うので、果歩はなんだろうと彼の手元を見る。

　すると航介は、スーツケースの中から、一冊の本を取り出した。

「仕事の合間に撮った写真。果歩にまだ見せてなかったから」

　航介が手渡してきたのはＡ４サイズぐらいの写真集だった。

「見てもいい？」

　どうぞと言われる前に、果歩は丁寧に帯を押さえながら開く。

　最初に現れたのはモノトーンの都会の風景。キスシーンだ。それもロマンチックなもの。載っている写真は主に風景がメインで、ある種のデザインのようだ。水彩のような海を仰ぐ女性、抱ほう擁ようし合うカップルのシルエット、何気ない日常の、色彩鮮やかな写真たち。まるで密やかな会話が聞こえてきそうな雰囲気に、果歩は思わず息を呑む。

「きれい……」

　自然と笑顔がほころんでいく。

　映画のワンシーンをカットしているようなコマが続いて、遠い異国の地を一緒に旅しているような気持ちになる。

「やっぱり……航介の写真、好きだなぁ……うん、大好き……。なんていうのかな、惹き込まれて、わくわくと胸が弾んで、それでね……心が満たされるの。見せてくれてありがとう。嬉しい」

　素直な感想だった。

　つき合っていた頃も航介はよくこうして写真を見せてくれた。普段は人物を撮ることが多い彼だけど、風景写真もとても上手なのだ。もっと、と次をめくろうとすると、航介がその手を止めた。

「続きは、連れていってから見せたいと思って」

　意図することがわからず航介を見上げると、写真集は閉じられて、航介の手元に戻った。

「やり直せないかな、俺たち」

　一瞬、果歩の思考回路がプツリと途絶えた。

「え……？」

　航介の表情を見る限り、冗談ではないらしい。

「ごめん。勝手なことだってわかってる」

（そんな……終わったことだと思ってたのに。どうして、今になって……？）

　果歩は圭吾のことを思い浮かべた。これから始まろうとしたときに終わってしまったひと夏の恋のことを。

　航介との傷が癒えようとした矢先、上塗ぬりするように傷が増えたばかりだ。

「……私ね、あれから……実を言うと、ほかに好きな人ができて……」

「つき合ってるっていうこと？」

「ううん。そうじゃないの。失恋しちゃった。でも好きというより寂しい気持ちが大きかったのかなって。あ、でも、航介のせいじゃないよ。ちゃんと私、前向こうと思ってるの」

　航介のことは嫌いになれない。大切にしていた二年間があるから。嫌いで別れたわけじゃないから。そう言い聞かせて自分なりに納得して終わらせたつもりだった。

　こんなふうに航介から会いに来てくれて、嬉しくないわけがない。けれど、もう終わったことなのだ。

「嫌いで別れたわけじゃないんだ」

　今まさに思っていたことを、航介から言われてしまい、果歩は戸惑いを隠せない。

「じゃあ、どうして、あのときは別れるって言ったの？」

　責めるつもりではなく、冷静に理由を知りたかった。

「果歩がいると思うと、どっかで休んでしまうんだよ。ずっと悩んでたんだ。待つのを義務に感じてほしくないって言ったのは、本当の気持ち。健気に待っていられると、仕事に対する決心が揺らぐ。今でさえ果歩を大事にできていない俺が、これから先も幸せになんかできないと思ったから。仕事を頑張りたいって言ってた果歩を、こっちの都合で連れていくことなんてできなかった」

　そして次の瞬間、航介ははっきり言った。

「でもやっぱり果歩が必要だって気づいたんだ」

　彼が初めて本音を見せてくれたことが、嬉しいというよりも恥ずかしかった。自分は仕事も恋も放り投げて、宙ぶらりんなのに。

「今でも、果歩のことを想ってるって言ったら？」

「冗談なら、もうやめて……例えば、でしょ？」

　心の準備が整っていない。なんて言えばいいだろう。

「本気で」

　航介のまっすぐな瞳……見つめられたら溶けそうなぐらい好きだった。

　つき合っていたとき以上の、熱い眼差しが向けられる。だけど、どうしても彼の気持ちが見えてこない。

「どうして、今なの……？　惜しくなったから？」

　先の言葉を探していると、大胆な足音が近づいてくるのが聞こえた。

「ちょっと待った、コースケ。それは反則だ」

　声に振り返ると、昴生が長い足をズカズカと踏みならしてやってくるのが見えた。すごい勢いでそばまで来ると、果歩はぐいっと肩を引っ張られ、よろめく。

「神野さん！」

「いい加減、こいつを都合のいい女にしないでやってくれませんか？」

　航介は驚いて、果歩を見た。

「好きな人って彼のこと？」

「あ、ううん。だから好きな人には振られて……で、これは彼氏じゃなくて、その、友達よ、友達」

　友達という言葉が出てきたのは、初めてだと思う。これまでふたりの関係を表す言葉がなかったから。もちろん、昴生がどう思っているのかはわからない。

　あれこれ果歩が考えていると、航介はスーツケースの中へ写真集を押し込んだ。

「とにかく、今回は半年くらい日本に滞在できそうなんだ。また会いに来るよ」

　そう言い、昂生に頭を下げて、航介は背を向けた。

「あっ。航介っ」

　呼び止めると、やさしく微笑んで、手を上げて去っていく。

　果歩が追いかけようとすると、昴生が立ち塞がって行く手を遮さえぎる。

「ちょっと待って！　……あ、もう……」

「かーほ」

「神野さん、邪魔です！」

　睨みつけても、子猫の逆襲ぐらいにしか思っていないだろう。仁王立ちされると迫力があるったらない。

「いいから、追いかけるな。もう終わったことだろ」

「……だって、ちゃんと言っておかないと。今度、いつ会えるかわからないのに」

　はやる気持ちをよそに、もう航介の背中は見えない。

「あの調子だと連絡よこすだろうな。おまえはどうなんだよ。やり直す気はないんだろ？」

　聞いておきながら、断定的だ。

「う、うん……もう、何よ。保護者になる気はないって言ってたくせに」

「俺には止める権利があるんだ。連れていかれると困るんだよ」

「なんで、どこにそんな自分勝手な権利があるんですか」

「おまえ、辞表出したんだろ？」

　驚いた果歩は、一瞬言葉に詰まる。

「……情報早すぎです」

「前にここに来た久住真二ってヤツ、覚えてるか？　真二がクリエイティブ・エモーションズに行ったとき、耳に入れたんだよ。おまえと上司の噂が広がってるって。勘づいてたやつがいたんだろうな、あることないこと言われてるみたいだ。しばらくあいつとは必要なこと以外、話さないでおけ。それで、おまえはおまえで仕事にきっちりけじめつけて退社すればいい」

「……神野さんがわからない。チャラけてると思ったら、たまにシビアになるし。どれが本当の顔なの？　航介のことからも、有沢さんのことからも、私を守ろうとしてくれるつもり？　そんなタチじゃないくせに」

　果歩がそう言い、昴生を見上げると、彼は追及してほしくないような顔をしていた。

　あのモデルとのことを聞いてはダメだろうか。

「恋愛、しようと思わないのは、どうしてですか？」

「前にも答えただろ。終了」

「ほら、自分のときはそうやって逃げる」

「逃げるが勝ちだ」

　堂々巡りの言い合いになって、果歩はため息をつく。

「で、その後……考えてみたか？」

「その件で話をしようと思ってたら、航介に捕まったんです。神野さんのせいですよ。だから……責任持って面倒見てください」

　果歩が照れ隠しに言うと、ぐしゃぐしゃと髪を撫でられた。

　文句を言おうとしたのに、満足そうな顔をした昴生が見えて、言う気力がなくなってしまった。

「よし、メシ係、釣れたな」

「……神野さんの会社に必要だって言われて嬉しかったんですけど、メシ係を釣るために騙したわけじゃないですよね？」

「とりあえず、明日、デザイン事務所に連れていく。今晩はいろいろと打ち合わせだな」

　こっちに来いと部屋に入るよう手招きされて、警戒する。

「どうせ、メシ係だけさせる気でしょ」

「お望みなら、それ以上のことも。まあ、これから先は長いんだ。ゆっくりイチャつこうぜ」

「……神野さんのバカ」

　果歩がかわいく文句を言うと、昴生は楽しそうに笑った。

「大事にしてやるよ。おまえの上司と違って、フリーだしな」

〝大事〟という言葉を嬉しいと思ってしまうのが、悔しい。

「フリーって、神野さんの場合は意味が違うでしょ。自由気ままなだけ。公私混同は困りますからね？」

「嘘は言ってないだろ」

「あー言えばこー言う」

「おまえもなー」

　そう言い、昂生は背中を向け、部屋のドアを開けようとする。

「あ、今度は言い逃げ」

　ふいに、昴生の広い背中を見つめて、彼とはこれからも、ずっとこういう感じでいられるだろうか、と思った。

　くるり、と振り返られ、ドキンとする。

「な、何？」

「ひと走りしようぜ。冷蔵庫の中、何もねーし」

　昴生は言って、ポケットからバイクのキーを出してくるくる回す。

　果歩は空を見上げた。

　さっきから雲行きがどうも怪しい。

「バイク？　なんか雷鳴ってますけど」

「夕立が来たら、どっかで雨宿り」

　昴生が胸元へ目を行かせるので、果歩は慌てて両腕で隠した。

「いやらしいこと考えてる」

「それはいつも」

「なら、行きません！　大体、バイクって不便じゃないですか。荷物ちょっとしか詰めないし」

「車も一応あるぜ。いいのか？　それこそ場所かまわず、やりたい放題」

「さいてー」

「事務所のガレージに入れてるから、今は使えねーけど。そうだ、ちょっと待ってろ」

　頭を撫でられて、ペットにでもする気かしら、と恨みがましく思う。

　遠くで雷の音がする。夏の終わりが近づいている。通り雨の予感がして、空を見上げた。

　少し待つと、昴生が出てきて、ピンク色のヘルメットを果歩に被せた。

「え、何？」

「おまえ専用」

　顎に通されて、カチャッとはめられてしまった。

「え？　いいですよ、そんな……」

　条件反射で顔が熱くなる。

　するとヘルメットをトンと叩かれた。

「何勘違いしてんだ。義務なんだよ。あれは老朽化してるから処分するつもりだったしな」

　昂生が勝ち誇ったように笑うので、ますます果歩の顔が赤くなる。

「それならそう言ってください。誤解させるようなことばっかり」

「おまえが期待してるからじゃねーの？」

「違います！」

　昴生はしつこい。何度も言い返してくる。キリがない。

「やり直そう。嫌いで別れたわけじゃないんだ。今でも想ってる」

「えっ」

　果歩がドキンとすると、昴生は小憎たらしく笑う。

「どーせ、そうやって口説かれたんだろ。足元見られてんだよ、おまえ。そういう男はやめとけ。急に惜しくなったから戻ってこいって、都合よすぎだろ」

「じゃあ、どんな男を選べば――」

　言葉を遮るかのように手を引っ張られて、連れ去られていく。そのまま果歩は昂生が跨ったバイクの後ろに乗せられてしまった。




（あなたみたいな人だけは好きにならない……勢いに任せて、そう言ってやりたかったのに）

　心臓の奥までずっと振動するようなエンジン音が、果歩の想いを急かす。

　さっきの航介の気持ちは、本当なんだろうか。もしそうでも、もう戻れないところにいる気がする。圭吾のところではない……もっと別の場所だ。

　昴生の背中にしがみつきながら、どこか前と違った感情が湧くのを感じた。緊張とは別のドキドキや、安心して身体を預けていられる信頼感。

　友達……思わず口走ってしまったけれど、昴生は一体どう思っているのだろう。




　結局、スーパーまでバイクでひとっ走りし、ポツポツと肩を濡らす雨を振りきるようにマンションに帰ってきた。

　そして、エプロンをつけて、まんまとメシ係になる自分……。

　料理を作って食事を終えたあと、雇用契約書にもしっかり目を通して、署名、捺印を済ませた。

　最初はアルバイトから、その後、契約社員を経て正社員に……というのも理解したつもりだ。

「代表、神野昴生殿、私、そんなに貯金があるわけじゃないんですからね？　念を押しておきますよ？　ちゃんと仕事させてくださいね。恩を仇あだで返さないように、頑張るつもりなんですから」

　言いながら片づけを終えて振り返ると、ソファでうとうとしている昴生がいた。

「神野さん……いつから、そうなってたんですか」

　全然聞いてなかったっていうこと？

　がっかりして果歩が近づくと、目をつぶっているくせに、気配でも読んでいるのか、手を引っ張られた。

　ソファに座らされて、膝枕をねだられる。

「ちょっと、やだ……」

「……襲われないだけ、マシだろ。もうちょい待って。そう焦るなよ。事務所を案内して、ちゃんと手続きして。それまでは俺たちは、上司でも部下でもない。おまえはアルバイトでもない、単なるメシ係……」

　そう言い、昂生はふぁーと欠伸を噛み殺し、果歩の腰にちゃっかり腕を回して、頬をうずめてきた。

「単なるって……もっと悪いです」

　いつもの彼の香りがふわふわと漂い、胸の奥がトクンと音を立てる。

「ねえ、寝ちゃったの？」

　すうっと寝息が聞こえてきて、果歩はがっくりした。

　サラサラの黒髪がうらやましいくらいきれいで、何も整髪料をつけていない今だと、ヤンチャな顔立ちが穏やかに見える。

「神野さんのバカ……トイレくらい行かせてよ」

　押しても引いても、どいてくれない……。寝たフリというわけじゃなく、相当疲れているみたいだ。

　びっしりと詰まった長い睫まつ毛げ、凛々しく整った涼しげな顔。うらやましいほど高い鼻梁や、すっと引き結ばれた甘い唇……黙っていれば、こんなにかっこいいのにと思う。

（子供みたいな顔して眠るときもあるんだ……ちょっとだけかわいい）

　あどけない表情を見て、ふっと笑みがこぼれる。

　甘えられるのは別に……嫌いじゃない。

　ついでだから、観察してみる。

　バスケットボールを易々とつかめそうな大きな手のひら。節くれだった指先……彼の体温はいつも高い。広い肩幅、きれいな背中、ちらちらと見える胸板や、二の腕には、筋肉がしっかりついていて逞しい。

　容姿にも才能にも恵まれている人。だけど甘んじないで才能を咲かせようと頑張ってる。隣の間仕切りの先にある仕事部屋をちらっと見たけれど、やるべきことはやっているのだ。こう見えて。

（ただのダメ男だと思ったのに、急にイイ男に見えてくるから困る）

　どうして今ふたりはこうしているのだろう。隣に住んでいたというだけ、それだけなのに。

「……誰が一番、都合よくって、惑わしてると思ってるの？」

（勝手にドキドキしてる。本当に困る……この心臓の音）

　意識するな、そう抗えば抗うほど、リズムが狂っていく。

　けれど、昴生には好きな人がいる……『彼だけはやめたほうがいい』と結衣からの忠告があったことを思い出して、心にブレーキをかける。

　それはあくまで親友を思っての推測にすぎなくても、当たらずとも遠からずに思えるのだ。




　数日後、ＡＣＣの商品デザインの打ち合わせのため、果歩は『神野デザイン事務所』を尋ねた。

　駅から歩いていくと、シルバー色のオシャレな建物が見えてきた。

（あれかな？　すごくきれいな建物……）

　二階建ての一軒家ふうで、白を基調とした洗練されたオフィスだった。

　中に入ると、昴生が出迎えてくれた。従業員は十人ぐらいで、男女半々の割合である。

「社長、お疲れさまです。もしかして、新しい子ですか？」

　ひとりの若い男性社員が聞いてくる。次いで、隣にいたショートカットの女性社員も。

「モデルさん？　新卒？　アルバイト？」

「いや、今日は打ち合わせに来たついでに見学するだけだから、挨拶はまた今度な」

　昂生が断りを入れると、皆が「えー」と残念そうにしていた。なかなか気さくな人たちのようだ。

　果歩も彼らに興味があったが、とりあえず昂生に肩を押されたので、頭を下げるだけにとどめた。

　その後、二階の社長室で打ち合わせを終えたあと、昂生が電話をしている間、果歩はデザインブックに目をとめた。ソファに座ってペラペラとめくっていくと、一枚のデザインを見て、手が止まる。

　男の人の広い背中に、寄りかかる女の人のシーンで、女の人が男の人の背に愛いとおしそうに口づけしているあたたかみのあるワンカット――。

　どこかで見たことがあるような気がして、弾かれたように顔を上げた。

「この広告、いつか見たことある。スクランブル交差点のとこの？」

「ああ。某ミュージシャンのジャケットデザインとパターン違いのな。ＰＶのワンシーンにも入ってる。モデルの服を手掛けたんだ」

　電話を終えた昴生が、こちらに近づいてくる。

「へえ……」

　裸のバージョンとシャツを着たバージョンがある。果歩はそれを見比べながら、気づいた。背格好、それから横顔、女の子の唇の形……これは。

　ドキン、ドキン、と心臓がざわついた音を立て始めた。

「これ、もしかして……神野さん……と、果菜さん？」

　果歩が口走ると、昴生の視線が急に鋭く差し込んだ。

「あ、えっと」

（しまった。せめて彼女の名前は伏せておくんだった）

「調べたのか」

「……気にならないほうが不自然です。謎だらけだもん」

「どこまで調べた？」

　果歩は首を横に振る。そんなに追及されるほどのことは知らない。昴生も自滅するのがイヤだったのだろうと思う。責めてはこなかった。

「まだ……好きなんですか？」

「おまえに言う必要ある？」

　急に疎外感を抱いて、胸が塞がる。

「……メシ係だけはイヤです」

　ついそう言ってしまうと、昴生がいたずらに顔を覗き込んできた。

「おや」

「……別に、やきもちじゃないですからね」

「ふうん」

「からかうのは終わりです。ここは仕事場なんですし、ちゃんと仕事の話をしましょう。契約書なくしたとか言いださないでくださいよ？」

「まあ、焦るなよ。ちゃんとおまえには働いてもらうつもりだ。ただ、おまえはまだ向こうの社員なわけだし、今日から仕事ってわけにはいかないだろ」

「それはそうですけど……」

「ゆっくりやっていこうぜ。気のいいやつらばっかりだから、おまえもすぐになじむよ」

　昴生はそう言い、やさしく微笑んだ。

　その瞬間、トクンと鼓動が跳ねた。

　こんなふうにいつも穏やかにいてくれたら、いい男なのに……と心の中で思う。会社にいるからいつもより行儀よくしているのだろうけれど。

「後悔はしてないだろうな？」

　昂生に問われて、果歩は頷く。

「私、嬉しかったんですよ。神野さんが……私のことを認めてくれて」

「おまえなら、俺らデザイナーの伝えたいことを、ありのままに表現してくれるんじゃないかと思ったんだ。あのプランを見て、ビビッときた」

　昂生はそう言い、窓の外に視線を向けた。

「それから……なんでだろうな。おまえを見ていると、落ちこぼれの自分がもうひとり、あがいてるみたいで、ほうっておけない気にさせられるんだよ」

　彼の瞳には何が映っているのだろう。昔の彼自身を思い出しているのだろうか。

「落ちこぼれ……それは当たってますね」

　自嘲ぎみに果歩が言うと、昴生は励ますように頭をぐりぐりと撫でた。

「しっかり働けよ。ちゃんと事務所があるってわかってホッとしただろ。まあ、おまえには常に、俺のそばにいてもらうけど」

「あの部屋で仕事するってことですか？」

「もちろん、シたい時間に、シ放題」

「……最低」

　相変わらずのチャラけた表情を見ると、安心する。

　一瞬の真顔と射抜くような瞳には、相変わらず慣れない。

「本気にとりすぎなんだよ。マジでおまえをかまってると面白いな」

　ぽんと頭を撫でられて、胸がきゅっと締めつけられる。

　さっきの広告を見てから、なんかヘンだ。

「神野さん……」

「うん？」

「私、どこか、おかしいかもしれない」

　うずうずと胸の中が疼いてたまらない。

　果歩がたまらずに言うと、昴生は眉を寄せて隣に座ってきた。

「とっくにおかしいよ、おまえ。また熱でも出したか？」

　ぐいっと顎を上げさせられた拍子に、ぼうっと頬に熱が灯り、果歩は慌てて身体を放した。その弾みでソファから落ちそうになる。

「あぶねー」

　とっさに昂生が支えてくれた。ふたりの顔が近づき、唇が接触してしまいそうだった。耳まで燃えそうなほど顔を赤らめたまま、目をぎゅうっと閉じた。

「アホ。なんていう反応してんだよ」

　昂生がため息をついた。

「ご、ごめんなさい」

　果歩はそろりと瞼を開き、上ずった声で謝り、視線を逸らした。「ほら」と抱き起こされ、果歩は「ありがとう」と小さくお礼を言う。

　それから気まずい沈黙が流れて、背中にヘンな汗が流れた。

　やっぱり、どこかおかしいのかもしれない。

「よし、見学は終わり」

　頭にぽんと手を乗せられ、果歩は立ち上がる。ドキドキする鼓動を押し隠して、顔の赤味を見られないように俯いて、さりげなく昴生の背中を目で追う。

（……どうしよう。止まらない……なんでいちいちドキドキしてるの。バカバカ、やめてよ……）

　意識してはダメだと言い聞かせても、危うい予感がじわじわと果歩の心を侵食していく。いくら必死に打ち消そうとしても、どんどん近づいてくる。なんだか、ずっと微熱が続いているみたいだ。

　もう、泣くような恋は、したくないのに――。










スタンド・バイ・ミー？




　九月三十日、誕生日の夜。

　果歩は、黙々と製図板に向かっている昴生を眺めながら、真っ赤に熟したスイーツをフォークでひと刺しした。

「美味しい」

　舌の上にじわりと広がるのは、甘酸っぱいイチゴの味。

　まもなくショートケーキ二個分を食べきるところ。

「だろ？」

「……って、私が買ってきたんですけど」

　本日、誕生日の夜には、有名パティスリーからお取り寄せしたとっておきのお祝いスイーツが待っていた！　……というわけではなく。

　必要な物を買いに行ってくれと昴生に頼まれて、果歩はメモを持たされた。その中に『選り抜きコンビニスイーツ！』と書かれてあったのだ。

「あのー、私まだアルバイトにもなっていないんですよね。なのにアシスタント、ううん、メシスタントにされて……これってただのパシリじゃないですか」

「しょうがないだろ。まだ働かせられないなら、とりあえず、この隠れ家でイチャイチャしとくしかないんだよ」

「だから、私にもちゃんと仕事があるんです。最後の大仕事が。しかもなんですか、選り抜きって……三十分ぐらい悩んじゃいましたからね。いちいち評論家さん、あれこれうるさいし」

　果歩がぶつぶつと文句を言うと、昴生はわずかに口角を引き上げる。

「おかげで、一番おまえ好みのスイーツをプレゼントできたわけだ。誕生日の夜ぐらい感謝しろよ。独りぼっちじゃなくてよかっただろ」

　あー言えばこー言うのはいつもの通り。

「はいはい……大きなお世話。ごちそうさま」

　自分好みのものを選んだつもりが、自分に返ってくるなんて、果歩は思ってもみなかった。

　なんとなく『今日は誕生日だったんだ』と口走ったあと、おつかいを命じられたのだ。彼なりのやさしさだとわかったら、少しだけ胸が熱くなった。でも、悔しくて、素直に『ありがとう』が言えない。

　果歩は昴生の横顔を見つめた。

　彼の視線はずっと向こう側を向いている。

　どんなデザインが描かれていくことだろう。

　真剣に仕事をする彼は初めて見た。こっちには目もくれないでまもなく二時間が経過しようというところ。

　基本的にデザイン事務所の仕事は社員に任せていて、社員のリーダーが現場を仕切っているそうだ。この部屋でやる仕事は、昂生が個人的にやりたい仕事なのだとか。それがなんなのか、果歩はまだ教えてもらえていない。

「普段スイーツって言う口じゃないのに」

　憎まれ口を叩いて完食すると、間髪いれず昴生が言う。

「ＭＥＬＬＯＷメロウ好みなおまえが言うな」

「わざと発音よく言うのやめてくださいよ」

　そのＭＥＬＬＯＷな男というのは、結衣に以前言われたように、一見、物腰穏やかで紳士的な優男だけど、危険を孕んでいる人のこと。砕けて言うと、タチの悪い男のことだそうだ。

「ていうか、男の好みと食の好みは違いますよ」

「そうか？　共通してるとこあると思うけどな」

「じゃあ、神野さんはどうなんですか……？」

　聞けば無視。教えてくれない。

　時計の針がカチカチ時を刻んでいく。都合の悪いことには、いつも無言でスルーだ。

「ズルイんだから」

「黙秘権っていうのも、あるんだよ。おまえが喋りすぎなだけだ」

　苦言を呈されて、果歩は押し黙った。このところ喋っていないと落ち着かないのだ。

　それが昂生のせいだということを、彼はきっと知らないだろう。

「……神野さんのせいなんだから」

「ん？」

　手元を休めないで、昴生は仕事を進める。

「……う、ううん。なんでもないです」

　女心をうまくコントロールする人だ。打算的なところがいっぱいあるのに、それ以上に、さりげないところが上回る。

　いつも、何も考えていないようで考えてくれている。仕事のことも、圭吾とのことも、航介とのことも……いつだってそばにいて、気づけば知らない間に守られていた。

　その力量を見せつけられると、存外魅力的に映ってしまうから弱る。

「……なんて言えるの？」

　思わず、呟く。

　自分たちの関係に名前をつけるとしたら、友達でも恋人でもない。

「だから、なんだよ」

　昴生の右手が止まって、こちらを胡散くさげに見る。

　返事の代わりに胸がトクンと鼓動を打った。

「や、なんでもないです」

「さっきからヘンだぞ」

「そろそろ解放してほしいんですけど。ちゃんと自分なりに入社の日に合わせて勉強しますから、こういうの、本格的にアルバイトが始まってからでもよくないですか？」

「それはダメだ」

　残念ながら、あっさり断られる。

「人がいると集中できないでしょう？」

「おまえは特別」

「そうやって、女の子を口説いてきたんですね」

　果歩の愚痴は見事にスルーされてしまった。

　はぁ、とため息がこぼれる。

（……特別感を与えて、そうやってそばにいさせるのも手なのかな）

　彼の外見はかっこいいし、有名人も彼欲しさに集まってくる。未だに週刊誌にスクープされるぐらいなのだから、相当モテるのは理解できる。

　だけど、性格はあいにく果歩のタイプではない。自分勝手で、傍若無人で、傲ごう慢まんで振り回されてばかり。

　それなのに……ドキドキが落ち着かない。

　この心臓の音は何を示しているんだろう。

（まだ失恋を引きずってるからだよね。弱ってるのよ……だから、神野さんのこと美化しちゃうんだ。有沢さんのときだって多分、そう……ダブル失恋で、まいってるのよ、ただ……それだけ……）

　ソファの上で膝を抱えて丸まり、沸々と湧き上がってくる想いを閉じ込めようとした。けれど、そばにいる昂生のことがどうしても気になって、見つめていたくて。ほうっておかれると寂しいし、もっとかまってもらいたい気持ちが芽生えていく。

　特に昂生が仕事に真摯であればあるほど、ひとりだけ置いていかれるような気がして、胸が苦しくなる。こんな感情は自分でも戸惑う。

　そろり、と顔を上げて、昂生を見つめる。

（……私、おかしいよ……どうしちゃったの……静まってよ、心臓……）

「あれか？　ほうっておかれて寂しくなった？」

　ぼうっと考えていたら、昂生がちらりとこちらに視線を向けていて、果歩はハッと我に返る。昴生の瞳が射抜くようにじっと見てくるから、たまらず立ち上がった。

「ち、違います。お茶、持ってきます」

　しまった。昂生が仕事に夢中になっていると思って、気を抜いていた。

「何？　この間から、かわいい反応を見せてくれるね。ああ、さては俺に惚れたな？」

「……ぜんっぜん、そんなことないですから！　どうぞ、仕事してください」

　もうそれ以上は言ってほしくなくて、果歩は必死に否定してキッチンに逃げ込んだ。しかしマグカップを握る手が頼りない。指先が震えてしまう。

「言い逃げはやめようぜ」

　そう言い、昂生がワークチェアから立ち上がり、こちらにやってくる。

　果歩はドリップコーヒーの封を切り、お湯を沸かそうとする。だが、その手は止められてしまった。

「……私、何も言ってなんかない」

「知らないで口にしてた」

「嘘……」

　口元を塞ぐと、引っかかったな、という視線が横から注がれる。

「ず、ずるいですっ……」

「言いわけはいいから、来いよ」

　手首を引っ張られ、キッチンから連れ出されると、そのまま背後から抱きしめられてしまった。

「ちょっと、やだ……」

　抗う隙さえなく、昴生の腕がきつく締まった。

　首から背中にかけて当たる昴生の胸。彼の心音がゆっくり駆け上がっていくのがわかる。その倍で自分のも。

「は、離して……」

　小さな声は、か細く頼りない。

　そういう雰囲気を作るつもりじゃなかったのに、完全に墓穴を掘ってしまった。

「こっち向けよ」

　耳の後ろにかかる吐息に、頬がかっと熱くなる。

「ダ、ダメ」

「なんで？」

　低い声が誘惑めいている。

　今振り返ったら、絶対に危険だと思った。

　石のようにカチコチに身体を強こわ張ばらせていると、昴生のほうが先に動いた。

「果歩、顔、上げて」

　腕を解かれて、両肩をつかまれる。

「やだ……」

　俯いた果歩の耳に昴生の指が当たる。ビクッと震えると、昴生は髪を耳にかけてくれただけだった。

　弾かれたように上げた顔が、自分でも朱あけに染まっているのがわかる。

「おまえ、その顔……」

　昂生が目を丸くして、果歩をじっと観察する。

（だから言ったのに。気づかないでほしかったのに）

「……洋酒が入ってたってことにしとくか？　まあ、俺は飲んだけど」

「……不真面目ですね。仕事中なのに」

　言いながら、ますます顔が熱くなっていく。

「不真面目なのは誰だよ。人に欲情しといて。その気なら、つき合うぜ？」

「……欲情してないですっ」

　見ないでほしい……果歩が首を横に振り、俯く。

　熱っぽいのはずっと……夏の夜から続いていたのかもしれない。少しずつ、少しずつ、近づいていく……あの予感。

　もっとそばで、相手の体温を感じられるほど触れ合ったとしたら、どうなってしまうんだろう……と、密かに心の奥で思っていた。

「スイーツのお礼に、キスひとつくらいもらっても、バチは当たんねーよな」

「私の誕生日だから、でしょう？」

「だからだよ。もっと気持ちいいこと、してやる」

　お互いの顔が近づいて、そこから逃げればよかったのに、昴生の睫毛がゆっくり伏せられて、ぎゅっと瞼をつぶってしまった。

　ほどなくして、あたたかい唇がゆっくりと表面に重なり、啄むように何度も重なる。

　少しも声が出ない。この間みたいにはできない。言いわけが見当たらない。導火線にパチンと火がついたように、止まらなくなってしまった。

　これまで拒んでいたことが、嘘のようにあっけなく……貪るように唇が重なり、舌と舌を絡める。最初はやさしく宥めて、少しずつ激しく深く、まるで発情したみたいに、縦横無尽に舌を絡ませていくうち、身体中のあちこちが熱を帯びていった。

　唇がついと離れて、ふたりの息遣いが入り乱れた。

　まともに昴生の顔を見られない。瞼に唇がくっついて、頬と耳に触れる。もう一度、唇を求めようとする昴生の胸を押した。

「……んっ……や、もう、しないで」

（キスだけで、こんなに気持ちいいと思うなんて、どうかしてる）

　果歩の目元はたちまち充血して濡れてゆく。

　いつになく真剣な顔をした昴生が艶やかな獣に見えて、果歩は小さな子猫のように未知の甘美な快感で震えていた。

「それ、最高の誘い文句だぞ。おまえの声、いちいちエロすぎなんだよ」

　それを言うなら、昴生の甘めの低い声だって身体に毒だ。

　頬が熱い。それ以上に熱いのは昴生の手のひらのほうだった。

　キスを交わしながら、彼の手が半分強引にブラウスをまくり上げて、素肌に触れてきて、そこから先は遠慮なんかなかった。

「……連れてく、そっち」

　耳のそばに甘い声が滑り落ちてくる。

　昂生の腕に抱かれてベッドに下ろされたあとは、倒れ込むように彼が覆い被さってきて、さっき触れた続きを求めるように、素肌に彼の手のひらが這はっていく。

　ふたりの重みで沈んで、彼の腕の下に敷かれ、胸を触られても、逃れようと思わなかった。というよりも、何も考えられなかった。

「今度は、抵抗しねーの？」

　もっとつかむように揉まれる。指の腹が頂に到達してやさしく爪を尖らせる。

　本当に獣みたいだ。

　ブラジャーをずり下げ、ぱくりと咥えるように唇の中におさめる。生あたたかい舌が今しがた尖った感覚をくれたところを、宥めるように舐なめていく。

　ぞくと背筋から伝う歓喜の快感に、果歩は思わず昴生の髪に触れた。

　肌に伝う息遣いが荒い。

　胸の先に口づけるとろけそうな快感に、たまらなくなって彼の背にしがみついた。

「かほ」

「んーっ」

「……そんなしがみつくなよ」

　耳たぶを食みながら、昂生は言って、乳房をやさしく手のひらに包んだ。

「だって、ダメ。そんなふうに触らないで」

「何もできねーだろうが。誘うぐらいなら、もっと足を開けよ」

　そう言い、昂生が果歩の膝を押し上げる。

「誘ってなんか……」

「この顔がそうじゃなかったら、なんだ？　やめろって言われんの期待してたけど、違うみたいだしな」

　やさしいキスをされると、勘違いしそうになる。ずっと、意識をしないでいたはずなのに。今度は反対側を舐めて、片方は指の腹で転がされる。噛んで、吸って、舐めて、繰り返し愛撫されて、焦らされているみたいで、身体が疼く。思考回路はもうグチャグチャだった。

「あっ……やぁっ……」

　意外なほどやさしい愛撫は、心以上に身体を戸惑わせていた。

　スカートが強引な指に引きずり下ろされていく。

「……こういう気分にさせたほうが悪い」

　昴生の唇と舌が執拗に胸の突起を愛でる。

　なめらかな舌触りを感じると、半身から下にも熱がじわじわやってきてしまった。何度も甘あま噛がみされて、泣きたくなる。

「……やぁっ……ぁっ」

「気持ちいいって思ってるなら、もっと声に出せよ」

　ショーツの中に手が入って、指が浅い茂みをかき分け、隠していた花芯を探り当てる。強引なのにやさしい指の動きが、淫みだらな感覚を撫でていく。

「……ダメっ」

「やらしい音、出してる。ほら、おまえのここ……」

　入口に指をうずめて、知らしめるように淫いん靡びな音を立てる。

　もう観念しろと言われているみたいだった。

「あっ……あんっ……やだっ」

　初めてじゃないとわかっているからか容赦がない。濡れたそこを指で焦らして、主張している花芯を重点的に責めてくる。邪魔になったショーツを脱がせて、膝を立たせられた。

「……あぁっ……」

「声、抑えんなよ」

　昴生の長い指が、果歩の唇の輪郭をなぞる。噛みしめようとするそこへ指を入れて舌を絡ませ、一方で胸への愛撫をやめない。

「……んんっ……や……っ」

「思った通り……やわらかくて、甘いな」

「……味見するみたいに、しないで」

「すげー……気持ちいい。果歩の身体」

　撫でるように触られるたび、ぞくぞくする。

　胸の尖った先端を食んで、脇腹にキスをして、どんどん下がっていく昴生の肩を果歩は押した。

　長い指が一本、二本、試すようにそこに埋まり、淫らな音を立てる。

「……あ、やだっ……」

「……おまえの身体はイヤがってない」

　臍へその上に感じるキスが、もっと下へと動く。ひくひくと痙けい攣れんしている突起を遠慮なく舐めて、いじられると、ぞくっと全身が粟立った。

　強弱をつけるような甘噛みをされて、指の腹でやさしくなぞり上げられる。それだけで、どんどん流されるように淫らな気分が昂たかぶって、昇りつめてしまいそうだった。

「あっ……ダメ……触っちゃイヤ、本当にイッちゃう……」

「ああ、そうしたくて……してる」

　胸の先端が呼応するように硬くしこって、昴生の片手がそこを触って、一方では濡れた秘所に舌をくぐらせる。割れ目へ入れた舌に蹂躙されると、果歩の呼吸が今まで以上に乱れた。

「はぁっ……んっ……やっ……あぁっ……ダメッ」

「感じやすいんだな。あんまかわいい声でねだるなよ」

　違う……声にならないで首を横に振った。昴生の触れ方のせいだ。

　水音が鳴る。ふたりの間で、共有する淫いん靡びな響きが、いやらしくて恥ずかしかった。

　胸の先端を食まれて、手のひらが内腿を撫でていき、指が入っていく。内襞が絡まりついて、そこでもまたキスし合っているみたいになめらかに貪られる。

（ここでやめれば終わる。進んでしまったら最後まで）

　抗いながら、身体が脈を打つ。静かに昇りつめて、今にも達してしまいそうだった。

　昴生がコンドームのプラスチックを噛んで、ちらつかせる。

「やめるなら、今」

　ほどよく引きしまって割れた腹筋や、広い胸板やしなやかな背中、服の上からしか知り得なかった部位が、また記憶されてゆく。

「……神野さん」

　甘い息遣いと、濡れた唇、このまま溶けていきそうだ。

「って、言いたいとこだけど。俺のほうが無理だな」

　熱く猛る昴生のモノが、ぐいと窪みにうずまると、果歩は息を押し殺して昴生を見つめた。

「おまえの中……狭い。もう少し、力抜けよ」

「……っ」

　少し無茶に入ってくる。

　たまらず背中にしがみついた。

　その先はゆっくりうずめて、抜いて、もう一度、奥まで……到達させていく。

「すげー……やらしい顔。そういうふうにして誘ってたわけ？」

「やっ……」

　果歩の小さなそこが昴生の熱い脈動をいっぱい受け止めて、襞が絡まりつくようにうねった。ゆっくり抜いて貫いて、もどかしい速度で満たされていく。

「やっ……神野さんらしくない……やさしくしないで」

「もっと無茶していいなら、とことんさせるぞ。何時間でも」

「はぁっ……それはダメ……」

「ああ、多分、今夜は……誰かさんの誘惑で、早いかもしんねーな」

　少し苦しそうに眉を寄せて、奥を突いてくる。

「ずっと、がいい」

「ずっとってのは……？　朝まで……？」

「……ずっと」

　熱に浮かされて、なんの策もなく、自分の意志とは関係なく、言葉がこぼれていった。何も考える余裕が残っていない。

　思いがけない果歩の甘えた声に、昴生は微笑を浮かべ、やさしく唇を求めた。まるでヒナ鳥に惜しみない愛情を注ぐように、何度も、何度も、啄んで。

　でも、それは……百パーセント、果歩に向けられているものかどうかはわからない。

　昴生の手が腰をつかんで、奥を突きながら揺さぶる。表面からしか知り得なかった彼の情熱を、果歩は応えながら覚えていく。

　どれほど、夢中だったかわからないぐらい。何度も、昇りつめて、その先は途絶えていた。

　昴生の脈拍が何度か弾けるのを感じて、汗ばんだ肌を抱き止めた。

　昴生の顔が見れない。これまで彼を男と意識しなかったわけではないけれど、本当の男女の関係になってしまったわけで……。

（これからどんなふうに接したらいいんだろう）

　果歩はぐるぐると考えながらシーツに絡まり、薄手のブランケットに頬をうずめる。昴生のトワレの香りがして、ドキンとする。目が合って、蛇に睨まれたカエル状態だ。

「今頃、照れてんのか。ヘンな女だな」

　抱き寄せてくれた昂生の胸に、果歩は頬を寄せた。今はまだ顔が見られない。

　お互いに感じてはいけなかった温度を分かち合ってしまったくすぐったさで、再び沈黙が訪れる。

「やっと俺を意識してくれたね、果歩ちゃん」

「……え？」

「あー俺も雄だから？　かわいい子のことは気になるし、泣かれてたらほっとけないし、女の子の俺を意識してるような反応で、ちょっとした隙に勃っちゃうわけ。果歩ちゃんのあーいう顔、すげーシたくなるんだよ。今度から気をつけな」

　やさしい言葉を期待していたわけではないけれど、胸がズキッと痛んだ。

　昴生の言いたいことはすぐに理解できた。つき合うとか、つき合わないとか、それを挟まないセックスだったということだろう。

「航介には自分のものだって言ったくせに、エッチしたいときだけ、そういうふうに都合よく言うんですね」

　悔し紛れに航介のことを持ち出してしまったけれど、あのとき昴生が強引に割り込んでこなくても、航介と寄りを戻すつもりはなかった。

　航介のことは関係ないのだから、こんな文句を言うのは筋違いなのに。でも、止められない。

「悪いか？」

「超自分勝手です」

（好きというわけではないのに。抱かないで）

　幸せになれる恋を望みたかった。本気で好きになってくれる人との恋を。

　それなら、どうして昂生相手に自分から抱かれたいと思ってしまったのだろう。

　そんなふうに今さら思っても、もう遅い。自分の理性を上回るような、知りたい、触れたい、感じたい、という欲求が膨れ上がって止まらなかった。それは事実だから。

「おまえも同じだろ。シたかったのはお互い様だ。人間だって発情するんだよ。大人なら、流れでそういうひと晩を過ごすのもアリなんじゃないか」

（この場で好きだからシたかったと言ってしまったら、負けのような気がする）

「果歩、これ」

　昴生は平らげたケーキの箱をトントンと指で鳴らした。

「え？」

「洋酒入り十三パーセント」

「嘘でしょ？」

「そーいうことにしといてやる。おまえにとって都合が悪いことなら、忘れればいい」

（つまり、なかったことにしてやるってこと？）

　昂生がこういう男だって知っていながら……求めてしまったことが悔しい。

「わかりました。そういうことにして、もう帰ります。さっきのことは全部、忘れてください」

「そうじゃない。最後まで聞け」

　果歩はそそくさと服を着て、隣の部屋に帰ろうとしたのだが、昴生が後ろから抱きしめて引き止める。

「懲りない女だって思ってる？　結局、神野さんの思うように事が運んで、してやったりと思ってる？」

「いや。おまえはツンツンしてるけど、感情がモロ顔に出るし、そういうとこ、素直でかわいいと思ってるよ。男がほうっておかないタイプだろ。自分でそろそろ気づけば？」

「遊びで充分ってことを言いたいんですか？　神野さんは自分が気に入ったものをどうしても手に入れないと気が済まないの？」

「あのな、果歩ちゃん。それは、拗ねてるっていうんだよ」

　つき合わないというのにキスを求め、やさしく髪を撫でて包むように抱きしめる。

　そんな彼の矛盾に腹が立った。

「なんで、こういうことするの？　あれだけ航介や圭吾のこと悪く言ってたくせに」

「だから、シたかったのはお互い様だろ」

「……違うのに」

　少なくとも、昂生とは違う。彼への想いがあったから、抱かれたいと思ったのだ。

　でも彼はそうじゃない。本能的にシたかったからシた。それだけに違いないのだ。

「違わない。だから素直だって言ってんの。気持ちいい関係って、あると思うんだよ。俺とおまえは、そーいうのが合う。そばにいるだけでほかと違うんだよ、君の存在はね」

「おまえ、君、果歩ちゃん、果歩……いろんな呼び名がありますね」

　果歩がツンケンして言うと、昴生は製図板に向かいながら、ふっと口の端を上げた。

「なんて呼ばれたいんだよ」

（……果歩）

　〝恋人にするように甘い声で呼んでくれたら、彼女になってあげてもいいですよ〟とか、〝散々口説いてきたくせに……〟などと、冗談で返せなくなってしまった。

　少しずつ傾いていく夕陽のように、何かが心に灯るのを感じる。

　デザインに没頭している広い背中を眺めて、果歩は胸の鼓動がトクンと小さく鳴ったのに気づいた。

　どうして今まで、せき止められていたのだろう。きっとこうなることが怖かったから、見て見ぬフリをしたのかもしれない。昴生を相手にしたら、もっともっと、今まで以上につらい恋になるかもしれない……そう思ったからだ。

（居心地がいいなら、今のままでずっとよかったのに）

　たとえ嘘でも、愛された余韻がずっと切なかった。

「俺といるときのおまえは、怒ってるか泣いてるかのどっちかだな」

　昴生はぽつりと呟いた。

「そのうち慣れろよ」

「なんにですか？」

「俺の愛し方に」

　果歩は横柄な昴生の態度にムッとした。

「いいです。エッチだけの関係でも。私だって流されちゃったから……仕方なかったんです。だけど愛するなんて言葉、せめて今の神野さんは、軽々しく言わないでください！」

「何？　勘違いしてる？　セックスの仕方だよ」

　昂生は不慣れな乙女を嘲笑するように、そう言った。

「……信じられない。帰る」

　果歩は言って、慌ただしく身なりを整え、玄関の外へ飛び出した。

　胸の奥がヒリヒリする。喉を絞り上げられているように苦しい。

　期待していたわけじゃないと言い聞かせながら、笑い飛ばせない自分が恨めしい。どこかで、昴生にとって、自分が一番だと思い込んでいたのかもしれない。

　自分の部屋に戻ってしばらくすると、壁がコンコンと鳴る。果歩はハッとしてその場所を見つめた。

　再びコンコンコンと音がしたが、無視していると最後に……四回やさしく鳴った。

〝おやすみ〟

　そう言われているかのようだった。

『慣れろよ。俺の愛し方に』

「なんなのよ……」

（慣れるわけがないっ……慣れていいわけがない。セックスの仕方に、だなんて）

　果歩は思わず壁にクッションを投げつけた。

　一度で終わらせるつもりのない昴生に対してだけでなく、こんな状況になってもなお、期待している自分にイラ立ったのだ。

　同時に鳴ったケータイに驚いて画面を見ると、航介からのメールが入っていた。

『都合のいい日を教えて』

　自分は終わるつもりでも、航介は違うのだったら、きちんとしておかなければ。

　少し前の自分は、航介から復縁を迫られることなど想像もしていなかった。

　グチャグチャになって、ようやく冷静に考えられるようになったのに、航介はヨリを戻したいという。いつもタイミングの悪い自分に嫌気が差した。

　クッションをぎゅっと抱きしめると、シャワーを浴びたあとなのに、まだ昴生に抱かれた感覚が残っていて、切なくなった。

　やさしい愛撫だった。糸を紡いでいくように丁寧で、ゆっくり種火を灯すような。激しく情熱を交わし合ったあとも、決して独りよがりではなかった。

　そんな彼のやさしさを、身体の奥が思い出して心がキュンと跳ね上がる。

　昴生の眼差しにときめいて、全身で彼を愛おしく感じてしまった。彼も同じ気持ちだと思っていた。

（バカは自分）

　彼への気持ちを自覚していなかったときのほうがよかった。ただじゃれ合うだけの関係でいればよかった。好きとか、愛してるとか、ひと言も口にしない彼と一線を越えてしまったことを本気で後悔した。

（恋をしたら、一番危険な相手だとわかってたのに）

　ベッドでうだうだ考えていたら、結局、二時過ぎまで眠りに入っていけなかった。










夜を越して




　夜を越して、果歩はしばらくぼんやりして、時間を持てあましてしまった。とりあえず熱いシャワーを浴びて、カフェインと砂糖をたっぷり含んだコーヒーを飲み干した。

　クリエイティブ・エモーションズの退職日は十月末だ。それまでに有給を消化するかたちになるので、実際はあと一週間で終わりになる。ＡＣＣの仕事もきっちりと最後までけじめをつけられそうだし、思い残すことは何もない。

　その後、神野デザイン事務所には十一月一日づけで入ることになっているのだが、昂生のデザイン事務所で働くことを本気で考え直したほうがいいのではないかと悩み始めた。

　もしそうなったら、何か仕事を始めなくちゃ食べていけない。独身女のひとり暮らしはこういうときに焦る。貯金がまったくないわけではないが、食いつぶすほどあるわけではない。

　気晴らしにもなればいいし、とコンビニまで出かけて求人情報誌を手に入れ、マンションに戻ろうとしたときだった。

「君」

　とエントランス前で声をかけられ、振り返る。

　長身で細身の男性がこちらを見ている。さらっと風に流されるやわらかそうな髪と、色素の薄い碧へき眼がんにドキッとすると、彼は「待って」と近づいてきた。

　世の中には、こんなふうに王子と呼ばれそうなタイプが本当に存在するんだ、と一瞬見惚れるが、次の言葉を聞いて、果歩はすぐに後悔をした。

「ここから出てきたよね？　もしかして、神野さんの次の子？」

　昴生の名前を出されて、果歩はムッとした。

　大体、『次の子？』なんていう聞き方はどうなのだろう。もう少し違う聞き方あるんじゃないか。初対面なのに。感じが悪いったらない。

　だから、果歩もツンケンと返してやろうと思った。ただでさえ、機嫌が悪いのだ。

「あなたもオフィスＡＭＧの人ですか？」

　羽振りのよさが窺える上質なスーツだが、王子と表現したことを撤回する。どことなく攻撃的な感じが見え隠れする辺り、営業で稼いでいそうなタイプだ。

　果歩が思った通り、次には名刺が差し出される。

「勘のいい女性はいいね。仕事探してるの？　もし興味あったらどうかな。クリエイターがたくさん活躍してる会社だよ」

　めざとく求人情報誌を見つけてそう言う。

『オフィスＡＭＧ　営業部　三上 学まなぶ』と書かれてあった。

　見た目はハーフっぽいと思ったが、名前は純日本人だ。

「神野さんに会いに来たんですよね？　今なら、次の女の子を連れ込んでるかもしれませんよ」

「いや、君の噂を聞きつけて来たんだ。想像通り、かわいいね。モデルやらされてるの？」

「まさか」

「それはもったいないな」

　三上はそう言うとエントランスのほうへ目を向ける。つられて果歩が振り向くと、真二がこちらにやってくるのが見えた。昂生の姿はない。

　少しホッとしている自分が悔しい。

　気まずいと思っていると、三上のほうが早かった。

「今日のところは、これで。何かあったら名刺の裏見て」

　名刺の裏……言われてひっくり返すと、別の番号が書かれてあった。

　にこりと微笑んだ邪気のない表情にドキッとする。

「じゃあ」と手を上げ、そばにあった黒いベントレーに、乗り込んでいく。

「あっあの！」

　一体彼が何をしに来たのか、よくわからないまま見送った。

　真二が近づいてきて、果歩はひとまずポケットに名刺をさっとしまった。

「果歩ちゃん、どうしたの？　コンビニ？」

「う、うん……」

「さっき訪ねていったら、神野さんが探してた。仕事の話があるって言ってたよ」

「あ、もしかしてアシスタントの件？　私は……ほら、繋ぎだったわけだし。神野さん、寂しかったんじゃないですか。それに私だって失恋したばっかりだったし、あれこれ忙しくて。なんていうかノリ……みたいな。だから、いいんです」

　果歩がそう言って俯くと、真二が「まいったな」と呟く。

「本当、しょうがない人だよな。あれでも、第一線で活躍していたときの神野さんは、輝いてたんだけど……。最近は無茶してる気がして。あ、ほら……これ、果歩ちゃんに見てほしくて」

　一応慕っている後輩としてのフォローを、と真二がバッグから雑誌を取り出す。

「ハイ」と渡されて果歩は頷いた。

　それはネットや雑誌で見た写真のひとつだった。

　清々しく輝いている昴生の、きっと幸せだったとき……トクンと心臓が鳴る。

「こういう顔してるとき、見てみたかったな……かっこいいのに」

「神野さんのデザインブック見た？　あれだけじゃないんだ。ファッション業界からは離れたけど、ブランド自体は存在してるからね。普段、果歩ちゃんが着ている服にもあるかもしれないよ。『マーベラス』、『フルーリ』、『アンジェラ』とか――」

　真二が指折り数えだす。果歩は弾かれたように顔を上げた。

「えっ？　嘘っ。『マーベラス』って神野さんのブランドだったんですか？　私も持ってる」

　結婚式の二次会、昴生と出会ったときに着ていたのは、『マーベラス』のドレスだった。

　だから彼は声をかけてきたのではないか、と今なら納得できる。それに普段からも果歩はよく着ている。それに対して、昴生は何も感じていなかったのだろうか。

「サンプルとか、もらったことない？」

「ないです。サンプルがあるなら見てみたい。気になってたけど、ブランド名とか知らなかったし。でも、びっくり。あんなふうにかわいいのが作れちゃうんだ……」

　あの昴生が、こんなにキュートでガーリーな洋服を作るということに驚かされる。

　果歩が半分興奮していると、真二がニヤニヤと顔を覗き込んでくる。

「あれ、もしかしてマジで惚れた？」

「そ、そういうわけじゃ。ただ、謎な人だから」

　と言うが、真二には効果がなかったようで、すっかり思い込んでいる。

「果歩ちゃんみたいなイメージの子、意識してるからね。見る目変わるよな。あんなぶっきらぼうな人が、こういう〝女の子〟っていうブランドを生み出すわけだから。それに俺、思うけど、神野さんも好きだと思うよ、果歩ちゃんのこと」

「〝も〟って私は別に……」

　果歩が口ごもると、真二が続ける。

「ファッション関係はもうやらないって言ってたけど、果歩ちゃん見て、またやる気出したみたいだからさ。再生しようと思ってるんじゃないかな。まあ、俺の勝手な印象だけど」

「ランウェイの事故のこと、知りました。ブランドを盗まれたっていうことも」

　と果歩が言うと、真二は顔を曇らせた。

　気まずそうな重たい空気が流れる。

「……それも、神野さんの言い分っていうだけで、記事では悪者扱いされてました」

「そっか。知ってたんだね。『デザイナーは名前を売るわけだから、そういう連中にやられるのは仕方ない』『罪を憎んで人を憎まずって言うだろ』……なんて言って、笑ってた」

　真二はため息をついて、また続ける。

「実際、表舞台から姿見せなくなったあと、神野さんを欲しがるところは多かったけど、あんな調子で誰かに従うような人じゃないし、しばらく姿消してたんだ。二年前にオフィスＡＭＧに入社したんだけど……そこでも同じようなことがあってさ。だからもう人間関係が面倒くさくなったんだろうなって」

「……同じようなことって」

（デザインの盗用？　それとも女関係？）

　そういえばいつだったか昂生が、社長業をする傍ら、自分の好きな創作活動に専念しているのは、人づき合いが面倒くさくなったからだと言っていた。

　果歩が答えを待つと、真二はハッと口を噤つぐんだ。

「やたら喋ると、さすがに叱られるな。ごめん」

「そういえば、さっき、久住さんと同じ会社の人がここに来たの。背が高くてすらっとした人……」

　果歩が思い出して説明すると、真二の顔色がガラリと変わった。

「……もしかして、茶髪のこうサラサラした髪の？」

「うん。どこかの王子様かと思っちゃった。碧みどりっぽい瞳してたから」

「果歩ちゃん、三上にだけは近づかないほうがいい」

　不安な顔をする果歩を見て、真二は何か話題を振ろうとするが、何かの気配で互いにエントランスのほうを向いた。

「やべ。鬼が来た」

　真二には目もくれず、昂生は果歩のところにやってくる。しかも手に持っていた求人誌を奪い取られてしまった。

「バカ。なんで求人誌なんて持ってるんだよ」

「これは……たまたま」

　言いわけは通用しなかった。昂生は本気で怒ってる。

「一大決心して俺のところに来るって決めたんだろ。勤続何年分を無駄にする気だ」

　頭を平手で叩かれて、思わず睨んだ。

「何するんですか」

「つべこべ言わないで、来い」

「あっちょっと……」

「おまえには必要ないな。真二、捨てとけ」

　昴生が雑誌を足で蹴り上げて遠ざけると、真二が仕方なしに受け取り、同情するように果歩へ手を上げる。

「果歩」

「な、なんですか」

「余計なこと詮索するな」

「……知りたいって思うのも、いけないですか？　これから自分の上司になる人のことを理解するのに、必要なことだとしたら？」

「だったら、なおさら無駄なことだな」

　冷たく言い放ちながら、彼の熱い手は果歩を引っ張る。

　結局、ズルズルと引きずられるようにして、部屋に投げ込まれてしまった。










ＢＥ　ＦＲＥＥ




「新しい仕事で、おまえに頼みたいことがあるんだ」

　部屋に入ってすぐ資料を渡された果歩は、さっそくソファに座って一枚目をめくった。

「ファッションブランド……『chouシュ-chouシュ』？」

　新規ファッションブランドが立ち上がったことと、そのブランドショップの内装デザインについて書かれている。

　驚いたのは、二枚目の内容だ。

　ファッションデザイナーの欄に『ＫＯＵＳＥＩ』の名前があった。

「え、待って。これって、神野さんの新しいブランドなんですか？」

「ああ」

「ファッション関係はもうしないって……アパレルから手を引くんじゃなかったんですか？」

「真二から聞いたのか？」

「……はい、少し。それに……神野さんほどの有名デザイナーが第一線から退いたっていうのは、話題になってましたし」

　果歩は言いづらそうに口ごもる。モデルとの熱愛、ランウェイでの事故、デザインの盗作……それが脳裏を駆け巡る。

　不要なことを言えば、きっとまた不機嫌になるだろうから、自分からは聞けない。

　昂生は果歩の隣に座って、彼女の手から資料を奪い取る。

「俺は腐ってもデザインの仕事が好きなんだよ。新しく会社を起こしたのは、デザイナーとしての居場所が欲しかったからだ。社員は皆デザインの仕事が好きなやつらばかりで気が合うし、モノ中心のデザインも仕事としてやるのは悪くない」

　昴生は一度言葉を区切り、考え込むそぶりを見せてから、再び話しだした。

「けど、どこかで過去にやりきれなかった仕事のことがくすぶってるんだ。このままで終わっていいのかっていつも考えてた。おまえも知ってる通り、世間を騒がせた以上、あんまり表に出ていけないからな。事務所の二階とここの隠れ家使って、こそこそ準備してたわけ」

　果歩は部屋を見渡し、ファッション関係のものが見当たらないのを察して、問いかけた。

「じゃあ……神野デザイン事務所の二階に、神野さんが作った服が？」

「ああ。自分用のアトリエ。気が向いたら今度おまえにも見せてやるよ」

　初めて昂生の本心に触れて、果歩は胸を打たれていた。彼がいつも適当な人間を演じているのは、傷ついた部分を見せたくないから、その強がりなのではないだろうか。

　彼のことを想ったら、瞼が熱くなってきた。

「そんな顔するな」

　急にピンとおでこを弾かれて、果歩は悶もん絶ぜつする。

「いたーっ……なっ……何するんですか」

「おまえのせいだよ。いつもおまえにはムラムラさせられる。脱がせたくなる女っていうのは、大概、着せたい女だからな。もう少し、時間をかけてやるつもりが、早くかたちにしたくなった」

　デザイナーなりの持論だとしても、少しだけ嬉しくなるのだからイヤになる。

「それって……褒めてくれてるって思ってもいいですか？」

「好きなように」

　ふっと笑う昴生のイジワルな感じにムッとするが、彼は視線を逸らしはしなかった。

　昴生の瞳に映ると、それこそ、裸にさせられている気分になる。何も持っていない自分を見透かされてしまっているようで落ち着かない。

　彼はデザイナーとしての視点でも見てくれていたのだ。

「二次会で私が着ていた『マーべラス』のピンクのドレスも、気づいてて？」

「ああ……あれだけ着こなしてくれれば、声をかけないわけにいかないだろうな。作ったほうとしては。俺の理想にピッタリだったから」

「言ってくれたら……よかったのに」

　少しずつ昴生のことを知れるのが嬉しい。まるで謎が解けてゆくみたいだ。

　けれど、深い事情には、やはり触れるつもりはなさそうだ。

　理想にピッタリだと言われて、嬉しかった反面、果歩と似た雰囲気の恋人を思い出しているのではないかと思ったら、胸が苦しくて仕方なかった。

「それから、浴衣だ」

「え？」

「おまえに似合ってない濃紺の浴衣だよ。おまえを無視したかたちだった。俺なら、違うのを仕立ててやるのにって、はがゆくて仕方なかった」

　そう言い、昂生は思い出したかのようにすっくと立ち上がり、「待ってろ」と果歩に声をかけて部屋を出た。

　数分後、目の前に現れたのは、白銀のたとう紙だった。

　昂生は「ほら」と果歩の両手を急かす。

「……え、何、私に……？」

「ああ。あの似合わないのやめて、これにしろよ」

　ケーキのときもそうだ。プレゼントや贈り物という言葉にしない。でも、果歩のためにしてくれたのだということは伝わってくる。

　それが嬉しくて……嬉しいからこそ、ありがとう……という言葉が出てこなかった。そう伝えてしまったら、抑えている感情が溢れてきそうで、怖かった。

　ゆらゆらと涙が浮かんできそうになり、慌てて果歩はまくし立てた。

「で、でも、今頃もらったって……夏、終わっちゃいますよ。それに、私、浴衣で誰かとデートする予定ないし、このまま、何年もタンスの肥やしになっても知りませんよ？　あ、花火といえば、見るのもいいけど、自分でやりたかったなぁ」

　わざとらしい言いわけに気づいたのだろうか、昴生の目元がやさしく緩む。

「つき合ってやろうか。ひと晩込みで」

「また、そういうこと言う」

「着るのと脱がせるのはセットだって、今話したろ」

「脱がせるつもりなら、今は開けません」

「ああ、いいよ。おまえが好きなときに、開けて」

　果歩はその場でたとう紙を開けたい気持ちをぐっと抑えて我慢した。そうでなければ、彼に気持ちを知られてしまう。

「ブランドの『chou-chou』って、どういう意味ですか？」

「〝お気に入り〟って意味」

「神野さんにしては、なんかいちいちブランド名がかわいいですよね」

「おまえもいちいちイヤなやつだな」

　照れ隠しでケチをつけつつ、かわいらしい洋服のデザインに惚れ惚れする。また、それに合わせた内装デザインの案も、ふんわりと甘い雰囲気が、とても素敵だ。

　生のデザイン画を初めて見せてもらったが、ディテールまでしっかりと描かれていて、その繊細さが見せかけの性格とは正反対で、とても意外だった。

「デザインの仕事が好きなのは、自分の世界が表現できるからだな。特にファッションはモノと違って、クライアントの制限に縛られることがあまりない。もちろん、ある程度、ターゲットになる顧客層の好みは考えるんだけど。ブランド名の〝お気に入り〟っていうのも、俺が自分で好きで作ったものだけ集めたっていう意味なんだ」

　昂生がいつになく熱く語るので、果歩は真剣に耳を傾ける。その傍ら、彼の秘めた情熱に、ますます心が揺さぶられていくのを感じていた。

　――『自分の世界』という言葉が、果歩の鼓膜に響いていく。

　果歩がかつて航介に惹かれたのも、自分の世界を持っている人だったからだ。まっすぐでひたむきな情熱に、惹かれずにはいられなくなる。その視線を自分に向けてもらえたなら……と願いたくなる。

　もちろん、航介と昂生は全然違うタイプの人だけれど、夢を追う人の眼差しは、キラキラ輝いていてきれいだ、と思う。

「やっぱり事務所にいたほうが、仕事やりやすいんじゃないですか？　モノのデザインは社員のリーダーが引っ張ってくれるんですし、ファッション関係のブランドショップをオープンさせるなら、もういっそ堂々としていたらいいのに」

「確かに、事務所のほうが効率よく短い時間で作業できるけど、たとえ長くかかっても部屋でじっくり好きなようにやりたいんだよ。そのほうが集中できることもある。それに、好きなときに女を抱けないのは、つまらないからな」

　昂生の視線を感じて、果歩はドキリとした。

　昨晩のことに触れられるのは、まだ少し痛いから避けていたい。

「結局は下半身で物事を考えちゃうんですね。せっかくかっこいいって見直したのに、そういうところ残念ですよ。それと、もっと別の言葉に変えようって思いません？　そしたらすごくかっこいいセリフに変わりますよ」

「へえ、例えば、どんな？」

「好きなときに女を抱けない……んじゃなくって、自由なときに好きな女を抱けないって。ニュアンスが違うだけで、意味合いが変わるでしょ。後者のほうがすっごく真面目じゃないですか」

　――きれいになるのは、誰のため？

　――きれいになるのは、誰のせい？

　結衣と話していたあのキャッチフレーズを思い浮かべながら、果歩はそう言った。

「自由なときに好きな女を……ね」

　昂生がそう言いながら、果歩をちらりといたずらっぽく見る。

「な、なんですか」

「いや、願望もちょっとあるのかなって」

「べ、別に。例えですよ」

　果歩はドキッとする。確かに彼のフレーズに一早く反発したのは、彼が果歩を抱くのは好きだからということを前提にしてほしいからかもしれない。それを見透かしている感じが、イヤになる。実際に言ってしまったら、はぐらかされるのがオチだろう。

「まあ、だてにプランナーはしてないね。さっそく、コンセプトのキャッチフレーズを考えてもらおうか。そういう些細な違いにもビビッと気づいてくれる果歩ちゃんだから、俺のところに来てほしいって思ったわけだし」

　昂生はそう言って、果歩の目の前に、とある雑誌を差し出した。

「『ファッションスクープ』って、二十代ＯＬのファッション誌ですよね。これに載ってるんですか？」

「いや、これからだよ。新ブランド誕生を記念した特集を組んでくれるらしい。で、ブランドショップのオープン前に、恋愛とファッションを絡めたコラムを連載するのはどうかって、昔から懇意にしてくれていた編集長から依頼されたんだ。それ、おまえがやってくれないかな」

「……私が？　この通り、コラムを書けるほど恋愛豊富じゃないですけど」

　果歩は目を丸くする。仕事も恋愛もグダグダな自分が偉そうに恋愛のコラムなんて書けるとは思わない。

「ああ、いいんだ。内容は恋愛初級者の視点で書いたほうが、面白くなるって言われたから。おまえには広告塔になってもらいたいんだ。写真も載せたいから、女としてあまり手を抜いた日々を過ごさないでもらいたい。ああ、そうだ。必要なら、毎日毎晩、抱いてやってもいいぜ」

「な、何を言ってるんですか。それとこれとは違うでしょ！」

「女がきれいになるのは、男のせいだ」

　今しがた、果歩が脳内で散歩させていた言葉が、また戻ってくる。

「女がきれいになるのは、男のため……と？　それは愛されてこそ、ですよ」

「愛されてるって、どうやって知る？　デザインやキャッチと同じだ。言葉より感覚じゃないか。見て、触れて、感じて……互いの体感温度を知る」

　昂生がそう言いながら、果歩の髪に手を伸ばす。

　不覚にもドキリとしてしまい、それから言葉を失った。

「表面じゃ何も本当のことはわかりはしない。おまえだって、愛されてる……って思ってても、そうじゃなかったんだろ」

　それを昂生の口から言ってほしくなかった。航介や圭吾のことだけでなく、昴生に対しても同じことが言えるからだ。

　果歩だけが彼のことを好きで、彼は果歩に本気になどならない。彼の心には……きっとまだ輝いているままの、元彼女の存在がある。

　言葉よりも感覚で、見て、触れて、感じて……同じ体感温度で、求め合える恋人がうらやましい。昂生と彼女はそういう関係だったのだろう。きっと、普段のふざけた様子とは別の、彼なりの愛し方があったのだろう。そう考えたら、胸が苦しくなってしまった。

「果歩、こういう仕事は波が大事なんだ。乗ったらそこからいくらでもやってくる。そのチャンスを逃したくない。おまえとだったら、いろいろ見えてきそうな気がするんだ」

「私にできることは？　デザインの仕事は、少しはわかるつもりですけど、てっきりプランナーとしての仕事があるんだと思っていました。デザイン事務所なら、営業を担当するとか」

「ああ、そうだよ。だから、これからおまえには広告塔になってもらう。ブランドを広めてもらうためにね。さし当たって、ブランドのイメージモデルとして撮影に参加してもらいたいんだ」

「えっ……モデルッ……む、無理ですよ」

　思わず、頓とん狂きょうな声が出た。

　プランナーの経験を生かしてデザイン事務所で働きたいと思ったのは事実だし、商品をプロデュースして、それを宣伝するというのはわかる。が、モデルになるのはわけが違う。

　だが、昂生は果歩の拒絶を無視して話を進めた。

「なあ、航介とはいつ会うんだ？」

「ちょっと待って。なんで知ってるんですか。誰にも言ってないのに」

「おまえのことだからやり直したいって言葉巧みに言い寄られて、ズルズルするのが目に見える。俺が一緒に行ってきっぱり断ってやるよ」

「い、いいですよ。大丈夫ですって。そんな『保護者になるつもりはない』とか言ってたくせに」

「まあ、それ抜きにしても、マジで航介に話したいことがあるんだ」

「なんの話をするんですか」

「おまえを撮ってもらいたいんだ。確かあと半年は日本にいるって言ってたよな」

「なんで……」

「カメラマンだろ」

　さらっと昂生は言うけれど。

「そういう問題じゃなくって。困ります……別の人だっていいじゃないですか」

　果歩は思いきり動揺していた。

「俺との関係を暴ばく露ろされたくないからか？　安心しろよ。そんな下世話なことするつもりはねーから」

「……それに、航介は、私を……撮ったこと、ないです」

　果歩はシュンと俯いた。

　そう、ただの一度もない。

　カメラは仕事のためのもの。客観的に見つめて、撮影しなくちゃならないから。

　航介はそう言って、果歩を被写体にすることはなかった。

「おまえには、そう言ってるだけだと思うけどね」

　矢吹果菜……モデルだった昴生の元彼女のことが、ぼんやりと浮かんだ。

「神野さん、言っておきますけど、私、もう都合のいい女にはなりたくないんです」

「……何が言いたいの？」

　低く淡々とした声で問われて、胸がきゅっとなる。

「だ、だから……」

　そこから見つめ返すのだけで精一杯で、また落ち込んでしまった。

「そういう顔するなよ。自分の服を着せたい女を、悪いようにはしねーよ」

　昴生はそう言うけれど。ランウェイ事故のことは……さすがに、持ち出せなかった。

「果歩」

　手を引っ張られて、昴生を見つめる。

「なんですか？」

「こっち来いよ」

「やっ。またヘンなこと考えてる」

　手を引っ張り返すけれど、ときすでに遅く……彼の膝の上に乗せられてしまった。

「さて、脱がされるのと、着せられるのと、どっちがいい？」

「セットって言うんでしょ？」

「当たり。おまえが、挑発的なことをするのが悪い」

　昂生の唇が、耳たぶを這い、ふっと熱い吐息を吹き込んでくる。

「あ……」

　ビクリと震えた隙に、うなじに唇が這い、胸をやさしく触られる。たまらず吐息をこぼすと、彼の指先は果歩の昂った胸の先端を探して、布越しに愛でる。

「果歩、イヤなら言えよ。……じゃないと、このまま抱くぞ」

　熱っぽい瞳で、昂生が言う。

「……っ……」

　どう答えたらいいのだろう。イヤじゃないと言えば、自分から誘っているみたいだし、イヤだと言ったら、彼は触れてくれなくなる。果歩は身体を硬くして、瞼をぎゅっと閉じることしかできなかった。

　ダメと言えばきっと今の彼ならやめる。もう二度と中途半端に触れないだろう。あれほど散々なこと言って部屋から出ていった果歩のことを見ているのだから。

　今すぐダメだと言えばいい。なのに、間近で濡れた瞳で見つめられると、どうしても抗えない。

　と、昂生はふっとため息をついた。おそるおそる瞼を開けると、彼はふてくされたような顔をしていた。

「おまえに言っておく。二度受け入れるってことは、もう、完全に俺のものだってことだからな」

　そう言い、果歩の両頬を包むように引き上げ、チュっと軽いキスで封じられてしまった。

「ヤッたあとに、おまえにあーだーこーだ言われるのはきついんだよ。おまえがしたくなったら、恥ずかしがらないでちゃんと言え。したくないなら、きちんと拒め」

「……そんな……まるで、してあげてるみたいに、言わないでください」

「あのな、目の前でそーいう顔されて、そんな態度で誘われたら、触りたくならないわけがねーだろ」

「それって、男なんだからヤリたくなるのはしょうがないっていうこと？」

　果歩は顔を赤くしたまま、恨めしそうな瞳で昂生を見る。

　だが、返ってきた言葉は意外にも真摯なものだった。

「いや。好きだからだよ。おまえに惚れてる」

　熱っぽくて、真剣な顔を見たら、ドクッと心臓がヘンに脈を打った。

　散々はぐらかされて、弄もてあそばれてきたけど、今の昴生は、今までの彼と違った。

「……ま、また、そういう冗談とか。嘘でも言わないで……」

　全身の血液が沸騰してしまいそうになる。精一杯封印しようとしていた気持ちが溢れてきて、止まらなくなってしまう。

「……否定してください。じゃないと私、どうにかなっちゃいそうです」

「冗談でも、嘘でもねーよ」

　昂生はそう言って、果歩の髪をやさしく撫でて、頬にキスをした。

　触れられたい。キスされたい。夢中で、愛されたい。

「わかったか？　……だから、そーいう顔したら、俺のものになるっていう合図だから。覚えておけ。次はないぞ」

　頭をグチャグチャと撫でられた果歩は、昴生の表情を読み取ろうとする。

　しかし彼はもうすでにポーカーフェイスだ。一体どういうつもりなのだろう。

（好き……って言ったの？　本気で……？　本気にしていいの？）

　戸惑ったまま、果歩は自分の気持ちを伝えることができなかった。

（だって……果菜さんのことは……？）

　いつまでも、そのことが心に引っかかっている。そして聞けない……。昂生が触れたがらないからだ。それがますます果歩には、彼の本心に思えてならなかったのだ。

　昴生のトワレの香りがふわりとする。

　ただそれだけで、今彼に触れられたところがたまらなく疼いた。




　航介との約束の日、待ち合わせ場所のカフェに昴生を引き連れていくと、航介は面喰らった顔をしていた。彼にしてみれば当然の話だろう。

「ごめんね、航介……ちょっと事情があって」

「ああ、やっぱり彼氏っていうこと？」

「ううん、違うの」

　と否定を入れたところで、昴生は改めて名刺を差し出した。

「仕事のお話をさせていただきたくて、お邪魔しました」

「……まいるな。今日は、プライベートで、彼女に用事があったんだけど」

　困惑の入り混じったため息がこぼれ、果歩は恐縮する。

「彼女の助けになることなら、今のあなたはノーと言わないでしょう？　それから、彼女のよさを写せるのはあなたしかいないって思ってます」

　昴生は凛とした姿勢を崩さなかった。

「わかった、話だけは聞くよ」

　それから事情を話すと、最初は困惑していた航介だったが、ブランドのコンセプトから丁寧に説明すると、次第にカメラマンとして昴生の考えに理解を示し始め、最後には、航介が了承をするかたちで無事に商談を終えた。

「航介、ありがとう」

　果歩もホッと胸を撫で下ろした。

「まあ、いつか果歩を撮りたいって思ってたからね」

　航介はそう言い、微笑む。

「……そんなふうに思ってくれていたの？」

「今の果歩がどんなふうに写るか……そっちのほうが興味あるかな」

　航介は、昴生と果歩を見比べ、試すような目を向けた。

　思わず果歩はドキリとする。

　気まずい沈黙が流れてしまいそうなところで、昂生が口を開いた。

「プライベートの時間、お邪魔しました。僕はこれで」

　そう言って頭を下げると、ふたりを残して店の外に出ていってしまった。

「ごめんね、航介……」

「いいよ。けど、今日果歩が言おうとしてた返事は、先延ばしにしてもらおうかな」

「え？」

「果歩の好きなやつって、彼でしょ」

　前触れなく言われて、焦る。

「あ、前に言ってたのは、別の人のことで、とっくに振られてて……彼はまた、そういうんじゃなくて」

「わかってる。今の話さ。彼もよっぽど果歩に惚れてるのかな。こういう提案をするぐらい」

「……わからない。あの人が本当は何を考えてるのか……ときどき見えなくなるの。今日のことだって、どうしてわざわざ航介に？　それは……もちろん実力があるからっていうのはわかるけど」

　小さくため息をこぼす果歩の頬に、航介の手のひらが触れた。

　つられて顔を上げる果歩を、彼はまっすぐに見つめてくる。

「ありのままの君を撮りたい、と思った。俺がやりたいと思って引き受けた仕事だから、果歩はもう謝らないで」

「……うん」

「それから、今日会いたかったのは、君にちゃんと冷静に伝えたかったから。もっと、たくさん……君を撮ってあげていたらよかった。一番に好きだって言ってあげられたらよかった。寂しがりで甘えたがりで泣き虫で……そういう面を見られていたら、少し違っていたのかなって」

　航介がそう言い、切なげに睫毛を伏せる。

　少し前までのふたりのことが次々に思い出されて、涙が溢れてきてしまった。

「君のそばにいると居心地がよくて、俺はそれに甘えてばかりいて、君が求めていた大事なことに向き合おうとしなかった。泣ける場所も作ってやれなかった。だから、今日君に会って言いたかったのはね、今度こそやり直して、君のことを何もかも受け止めたいって伝えたかったんだ。でも、少し遅かったみたいだね」

「……航介」

「話したかったのは、それ。思いがけずいい仕事をもらったよ」

　航介はそう言って、店の外へと果歩を促した。

　そこには昴生の姿があった。バイクに寄りかかりながら、ケータイで誰かと話をしている。

「これからデートする？　それとも、送っていこうか？」

　まもなくヘルメットを手にしてバイクに跨り、走り出そうとする昴生の姿が見える。

　そして、果歩が出した答えは――。










Ｃａｎ　ｙｏｕ　ｈｅａｒ　ｍｅ？




　デートの誘いを断って、果歩は店の外へ飛び出した。

　果歩が息を切らしてそばに行くと、昴生はヘルメットを持つ手を緩め、目元に少しイジワルな笑みを浮かべた。

「航介は？」

「……わかってるくせに」

　言いながら、涙が溢れてくる。

　少しずつでいい。昂生と一緒に前を向きたい。今、ここにある気持ちを信じたい。彼と恋がしたい。そんな想いが次から次へと溢れてくる。

「そういう顔で見られたら、触れたくなるって言わなかったか？」

　それが合図、昴生は確かにそう言った。

「だから、私……」

　勢いあまりすぎて、言葉に詰まる。

　何を言ったらいいかわからなくなり、昴生を見つめる。

「花火するんだったよな」

「え？」

　突然そんなことを言われて、肩透かしに遭う。

「あの浴衣を着て、集合だ。十九時半でいいか？」

　時計の文字盤を指差して、昴生が言う。

「どこにですか？」

「愛すべき、壁の薄いマンション？」

　昴生が軽い調子で言うので、果歩はがっかりしてしまった。

「そろそろ空気を読んでくれません？」

「そんな顔するな。おまえと繋がり合えた場所だぞ」

「神野さんが言うと、なんていうか意味が違うの。いやらしいんです」

　昴生は意味をはき違えているようで、そうじゃない。わざと絡めてくる。

　いつもの調子にますますがっかりした。

「今やらしいこと考えてたおまえが言うな」

「思ってないですったら」

「じゃあ、なんだよ。俺と何かをしたいって思ったんだろ？」

　憎たらしいくらい整った顔を近づけられて、果歩は首をすぼめた。

「うっ……」

　彼と恋がしたい。彼とキスがしたい。それ以上のことを……したい。確かに間違ってはいないけれど。

　昂生は、「ハイハイ」とピンク色のヘルメットを差し出してきた。それは昂生が用意してくれた果歩専用のものだ。

　昴生の手に被せてもらう瞬間が、前よりドキッとする。この角度から見える表情が好きだ。

「何、じろじろ見てるんだよ。やりづらいだろ」

「別に。自意識過剰ですよ」

　果歩が昴生のほんの些細な仕草にドキドキしてしまうことを、きっと彼は知らない。わかっているようで、わかっていないだろう。

「ほうっておけって言って拗ねたかと思えば、甘えたり、泣いたり……突き離せばついてくる。手のかかるペットだ。面倒くせーな」

　昂生はそう言い、舌打ちをする。果歩は思わずムッとした。

「ペットじゃないですっ」

　アシスタント、メシスタントのほうがずっといい。

「どーでもいいけど、しっかり捕まってろよ」

　バイクはそのままマンションに向かうと思ったのに、そうじゃなかった。

　湾岸沿いを走って、台場のほうに抜けていく。レインボーブリッジを通り過ぎて、海浜公園に入る。

　ウインカーの点滅がゆっくりとやんで、エンジンが静寂に戻ると、果歩はすぐに看板を見つけた。

「渋谷の、ここに移動してたんだ……」

「看板広告はあっという間に、早変わりするからな。中でも賞を獲った作品は、いつまでも残ることがある」

「今の季節にぴったりの感じですね。だから……ここに？」

「かもな」

　果歩が見ているのは、遊歩道の脇にライトアップされている広告の看板。あの、『背中にキス』の広告だった。

　昴生が先に降りて、果歩の手を引く。

　果歩はヘルメットを持ったまま、広告に魅入る。

　暮れかけの夕陽が水面に揺れて、街灯がキラキラと彩る中で、広告はよりいっそう、目を引いた。

　しばらく眺めたあと、果歩はぽつりと呟いた。

「背せ中なか幻まぼろし……」

　すると昴生は振り返り、風に流される髪をかき上げ、果歩を見つめる。

「あ、タイトルをつけるなら、そんな感じかなって。この写真では、女の子のほうが背中を追ってるのに、神野さんにとっては……逆なんですね」

　追及すると、叱られるかもしれない。

　けれど言わずにいられなかった。

「海の向こうに……大切な人が？」

　今日ここに連れてきた意味、その答えは、どこに行き着くのだろう。

「さあ、かもしんねー。あいつは……おまえに似ているようで、そうじゃなかった。料理はうまくなかったし、ジタバタうるさくなかったし、わがままでもなかった」

「つまり、ライオンはメシで釣られたわけですね」

　褒められて、けなされて、果歩がむくれると、昴生はふっと笑った。

「そういうわけじゃない。ただ、おまえの料理はサイコーだと思ってるよ」

「……ほかは？」

「まだ、吟味中だ」

「つまらないの」

　それでも、謎めいた彼女のことを、彼の口から聞けたのは進歩だ。彼が心を開いてくれた証拠だと思うから。けれど、『まだ彼女のことが好き？』『私のことを新しく好きになってくれる？』そんなふうには聞けなかった。

　悶々と考えながら見つめていると、昴生が少しかがんでくれた。

「言いたいこと、あんだろ？　言えば」

「ただ、キスしたいなって思っただけ」

　聞きたいことの代わりに果歩はそう言った。

「誰と？」

「目の前にいる人と」

　すると、昂生は笑ってキスをしてくれた。

　彼とするキスの温度は、いつも微妙に違っている。今夜はいつもよりあたたかくてやさしい口づけだった。

　果歩は彼の思いに夢中で応えたかった。昴生の背にすがりながら、抱きしめてほしい……と願う一方で、彼を抱きしめてあげたい……と感じていた。




　帰り道、花火セットはあいにくどこを探しても売りきれだった。

　予定時刻の十九時半はとっくに過ぎ……やりたかったのになぁと残念がる果歩をよそに、昴生の目的は別だったらしい。

「おまえの浴衣姿が見られれば、俺はそれでいいよ」

　そう言われるのもなんだか照れくさい。昂生が作ってくれた浴衣を、あれから果歩はどうしても開けられなかったのだ。彼への想いが溢れてしまいそうで怖かったから。

　でも、今はすごくドキドキしている。白銀のたとう紙から現れた浴衣は、やさしい薄紅色の淡い色使いの中に紫陽花がアクセントで入っていて、果歩の表情を華やかに魅せてくれる。その美しい浴衣のデザインに惚れ惚れとした。

「神野さんがデザイナーだって知ってから、出会いたかったな」

「最初からわかってただろ」

「そうじゃなくって、こういうかっこいいところを知ってたら、ちゃんと惚れたのに」

「よく言うよ。幻滅してたくせに」

　帯を締める昴生の慣れた手元に、果歩は思わず、ドレッサーの鏡越しにひと言。

「なんかすごい慣れてる。やっぱり脱がせまくってきただけありますね」

「バカ。デザイナーは作った服をモデルに着せてチェックをすることもあるんだよ。マネキン相手でも嫉妬すんのか」

　昂生は珍しく真面目に反論した。

「別に……嫉妬じゃ……」

　果歩のほうが逆にきまり悪い。すると、「ほらできた」と背中を叩かれた。

「おまえには、やっぱりこういう色のほうが似合うよ」

　満足げに昂生が言う。

「なんだかひとりファッションショーみたいで、もったいないなぁ」

　鏡に映った自分を見て、果歩は呟く。

　どうせなら昂生にも男性用の浴衣を着てほしかった。骨組みがしっかりしている身体だから、和服を着てもすごく似合いそう。

「何？」

「ううん。神野さんも和服とか似合いそうだなって」

「ああ、デートしたかったのか。そこまで気が回らなかったわ、ごめんな」

　いつになくやさしいので、なんだか調子が狂う。というよりも、物足りなさを感じてしまう。確かにデートしてみたかったけれど、それ以上のことをしたいと思っている。

　シたいと思ったら素直に言え、と昂生が言ったことを、果歩は思い浮かべた。それを合図にするから……と。

　それは、本気の気持ちを受け止めるととっていいのだろうか。でも、やっぱりいざとなると自分からどう言っていいか……。

　考えあぐねた結果、果歩はさりげなく、昂生の袖をつんっと引っ張った。

「それで、脱がせるのはセットでって言わないんですか？」

　昂生が固まった。

　らしくない沈黙に、果歩のほうが恥ずかしくて頬が熱くなる。

「なんですか、その反応は……」

「ああ、何？　シたくなった？」

「だから、あの、この間みたいに、勢いに任せて、とかじゃなくて……」

　おずおずと果歩が言うと、帯をぐいとつかまれて、ストンと昴生の腕の中におさめられてしまった。

「構えてするもんじゃねえだろ。ついでに言うと、浴衣の下に、ブラジャーとかナンセンス。美しいラインの妨げになるだけだぞ」

　言いながら、昴生はさっそく帯紐を解き始める。

「わかってるけど……そんなこと言ったって……今は神野さんが見てるし」

「どうせ今から見るんだ。脱がされるっていうのも、わかってんだろ？」

　袷が緩くなり、帯をほどかれて、試すように見つめられてしまった。

　キスの余韻がまだ続いている。身体がどんどん熱くなっていく。

　肩から浴衣を脱がされて、長襦袢に手が伸びて、昴生の唇が耳に触れた。

「もっと触っていい？　果歩」

　瞼に、頬に、キスをして、今日に限ってやさしく名前を呼んだりするから、身体の奥が溶けるように熱くなっていく。

「待ってっ」

「素直に感じてればいいんだよ」

「言いたかったの」

「……何？」

「もっと知りたい。もっと神野さんのこと教えて……」

　甘えるように見つめると、昴生はやさしく微笑んだ。

　骨格も、体温も、感覚も、形も、クセも、すべてを……知りたい。

　降り注ぐキスの合間に、たくさんのことを考えた。

「いいよ。覚えれば。言ったろ？　慣れろって」

　唇を塞がれて、何度も啄まれ、やがて舌が追いかけるように絡まり合う。

　激しく貪るような、息継ぎする隙さえ与えない濃密なキスに、頭がくらくらした。

「んっ……」

　耳たぶを這い、首筋を這い、肩にまでキスをされていく。触れられるたびに、愛される喜びで、身体が震えてしまう。

「おまえの心臓の音……すごいな」

　昂生が言いながら、微笑んだ。

「……だって、ドキドキして……慣れたりなんて……できない」

　長襦袢をめくるように手が這い、ショーツの中に彼の手が入る。

　彼の指が滑っていき、ぷっくりと秘めた花の奥地へ行こうとする。焦らすように花芯を捉え、やわらかく濡れた隘あい路ろに入っていく。

「……神野さ……」

「……もうこんなに濡らして。果歩……これじゃ、ちゃんと脱がないとダメだ」

　肩から脱がされた長襦袢は、浴衣が広がっている床へと投げ込まれる。

　果歩は昴生に抱き上げられ、ベッドに横たえられた。

　昴生は、熱を振り払うように、シャツを脱いだ。彼の裸は、しっかりと均整がとれて引きしまっており、思わず魅入られてしまう。

　やがて、一糸まとわぬ互いの姿が、ゆっくりと重なっていく。

　触れた肌がとても熱くて驚いた。唇と唇が触れるだけで、胸がときめいてたまらない。昂生に髪を撫でられ、見つめられるだけで、身体の奥が熱くなる。

「本当、おまえ……桃みたいな色してんだよな……」

　昂生はそう言い、やわらかい乳房をやさしく揉みながら、硬く隆起した先端を指の腹でさすり、自分の口こう腔くうに含めて、濡れた舌を這わせた。

「……あ……」

　熱く濡れた舌の感触が伝うと、ジンと下腹部の奥がしびれてしまう。

　一方で、彼の骨張った長細い指が、秘めた隘路にゆっくりと沈んでいき、女の細くて短い指では届かないところまで、果実を味わうかのように動かした。

　彼の節くれだった指の腹で内襞をやさしく擦られると、花芯のほうへも甘い熱がこもる。そこを、もう片方の指の腹で転がされた瞬間、燃えるような愉悦が走った。

「あっ……そんなにしちゃ……ダメ……っ」

「……暴れるなよ、果歩。止まらないんだ……。おまえに触ってると、たまらない気持ちになる……」

　思わず仰け反ると、昴生の唇がさらに胸の先端をきつく吸った。じゅっと音を立てながら、筆を下ろすように何度も舐めてくる。

　巧みに這ってゆく昴生の舌が、胸の突起から離れて臍を舐め、膝をつかまれて、ゆっくり開いた内腿に、唇が滑ってゆく。

「ずっと……こうして、ほしかったんだろ？」

　ついに舌が秘所から滴る蜜を吸った。もっと奥へ入ってきて、思わず腰が浮いた。

「あ……っ」

「……俺も同じだよ。おまえを……こうして、抱きたいって思ってた」

　昴生はがっしりと果歩の両膝を抱え、顔をうずめてくる。大きな手で胸を揉みしだきながら、唇と舌をそこから離さない。音を立てながら執拗に啜すすったり吸いついたりする。

　故意に舌で突いて音を立てられると、耳の奥や神経まで甘い微熱に犯された。

　まるで獣のようなその行為は、羞しゅう恥ち心しんを与えるばかりか、これまで感じたことのない快楽の萌ほう芽がへと導く。好きな人に愛される喜びで、身体の芯がジンと重たくしびれるのだ。

　絶え間なく蹂躙されるそこは、熱を持って張りつめていくのがわかった。硬く蕾つぼんだそれを唇に挟んで、きつく吸われた途端、目の前が真っ白に染まる。

「あんっ……やぁ、あっ……」

　拷問のような執拗な愛撫に、声にすらならない。軽く絶頂へと達した身体が、ビクビクと揺れた。

「もっと、足を開けよ。見えるところまで……俺に見せて」

　ビクビクッと脈を打ってつま先まで流れてゆく。命じられるがまま足を開いて、自ら誘惑するみたいな格好さえ、恥ずかしいと言っていられなくなる。昴生の指がさらに深くまで挿入され、感じるところを探るように動く。

「ああ……んっ……やっ……いっ」

「イヤなのか、イイのか、どっちだ……？」

　丁寧に舐められ、巧みに動く舌ぜつ戯ぎに翻弄される。

　もう気持ちよすぎて何も考えられない。外側からの刺激だけじゃ足りない。今すぐにうずめてほしい。外ではなくて中を満たしてほしい。彼とひとつになりたい。

　果歩は思わず、昂生の腕をつかんだ。

「神野さ……」

「わかってる。指と唇だけじゃもう満足できないんだろ？」

　濡れて熟した秘所に重たい感覚。

　うっすらと瞼を開けると、彼の屹きつ立りつがようやくあてがわれるところだった。

「おまえが……いやらしく誘うから、こっちも限界だ……」

「んぅっ……」

　唇と唇が重なる。

　耳を撫でられながら、彼のいきり立ったものを受け入れる。

　ずぶりと入ったような感覚が走った。

「……ふっ……あぁっ！」

　大きな手が腰をつかんで、膝を折り立て、深くまで沈んでくる。

　最奥までずんっとうずまると、思わず声が出た。

　間髪いれずに腰が動く。

　まるで互いが吸いつくように揺れて乱されていく。

「果歩……おまえが、素直に欲しいって言うの、好きだよ。……かわいくて、仕方ない」

　低い声が耳を犯して、耳たぶを舐めて、穴の形を舌でなぞってくる。ぞくぞくと震えが止まらない。胸の頂が興奮して硬くなっていくのが自分でもわかる。

　〝好きだよ〟ってもっと言ってほしい。

　昴生の腕にすがりながら、がくがくと揺さぶられる中で、そんな感情が滾たぎってくる。

「あっ……んっダメ……イッ……ちゃう……」

　奥がぎゅっと絡みつくたび、彼のものが膨らんでいく。切なげな吐息が落ちてくるたびに、果歩の身体にも切ない快感が突き上がってくる。

「……いいよ。もっと……イかせてやるよ」

　激しく叩きつけるようなのに苦しくない。むしろもっと奥を突いて貫いてほしい。這い回る欲求を早くおさめてほしい。彼が、愛おしくて仕方ない。

（神野さんが……好き）

　言葉にできない代わりに、たくさん手を伸ばし、彼を受け入れた。そうして無我夢中でしがみつきながら、いくつも降り注ぐキスと浴びせ打つ彼自身をずっと奥で感じる。いつ昇りつめて意識を手放したのかさえわからないほど、彼を求めていた。




　視界がゆらゆら揺れていく。愛おしい身体の重み。切ない吐息。広い背中にこうして腕を回す瞬間が、たまらなく好き……。

　気づいたら朝を迎えていて、昴生の腕の中にいた。前に抱かれたときよりも、なんだかあたたかい気持ちだ。

　長い睫毛が伏せられていると、あどけない少年のように見えて、つい微笑む。

　……と、突然、昂生がぱちっと目を開けるから、驚いた。すると、額にキスがちゅっと下りてくる。

　昴生は「ヤバイ」と言って、身体を起こした。

「遅刻」

「えっ」

「撮影」

　時間を見て、慌てて果歩も身体を起こす。

「わっ。大遅刻になっちゃう！」

「だから、急げって。メイクは向こうでやる。服装も適当でいい。早くしろ」

　果歩がバタバタと駆けていくところに、昴生はつけ加えた。

「キスマークだけは消しとけよ」

「えっ」

　どこ……と探せば、確かに鎖骨や胸の辺りに唇の形があちこちと。

「やっやだ。衣装着るんだったら、ちゃんと考えてくださいよっ」

「おまえが誘惑するからだろ。あーいうときってのは、理性ぶっ飛んでるんだからな」

　彼がつけてくれた愛の形に、思わずにんまりしてしまうと、バレたのかコツンと頭を叩かれた。

「いたっ」

　と言いつつ、全然痛くない。むしろ嬉しくて……。

「いいから、早くしろ」

　ハートになりきれないキスマーク。

　不器用な形だからこそ、愛おしいと思う。気づいたら、彼にどんどん惹かれている自分がいた。もうあと戻りできないくらいに好きで……些細なことで傷ついたり、切なくなったり、愛おしくなったりする。

　ふたつには、まだなりきれていない、独りよがりでもいい。自分は自分で、昂生のことを大切に想っていたいと感じた。




　いろんな職種はあるけれど、モデルになりたいと思ったことは、生まれてからただの一度もない。かわいい洋服は好きだけれど、それはあくまで自分のファッションでのこと。仕事の一環で、これっきりのことだとわかっていても、緊張する。

　昂生の新しいブランド『chou-chou』の店は自由が丘にある。すでに外装や看板はできていて、これから内装のデザインを詰めていくみたいだ。

　中に入ってみると、まだ壁も真っ白のままで、新築の匂いがした。撮影は店の中と外で、場所を変えながら行うらしい。

　店の中には多くのスタッフが待機していて、昂生は打ち合わせに入り、果歩もこれから着替えに入る。

　そんな中、カメラマンの航介の姿を見つけて、果歩は彼に声をかけた。

「カメラマンさん、今日はよろしくお願いします」

　改まってお礼を告げる果歩に、航介は微笑んだ。

「ああ、こちらこそよろしく」

「航介とこんなふうに仕事を一緒にするようになるなんて、思いもしなかった……。忙しいのに引き受けてくれてありがとう」

　撮影日直前の、急な依頼にもかかわらず、航介の厚意で受けてくれたのだ。だから、どうしてもお礼を言いたかった。

「悔しいけど……彼はきっと俺が断らないと確信してたんだろうね」

　航介はそう言い、ほかのスタッフと打ち合わせをしている昂生のほうを見た。

「……なんでも強引な人なのよね」

　果歩が肩を竦めたところ、声がかかる。

「モデルさん、入ってください」

「は、はいっ」

「じゃあ、果歩、頑張って」

　航介に手を振って、果歩はスタッフのところへ行く。

　スタイリスト、ヘアメイク、各スタッフが果歩の周りに集まってくる。

　一番緊張したのは、昂生のブランドの服を着る瞬間だ。資料を渡されたときにいくつかデザインを見ていたが、かたちになったものをこれから自分が身につけるのだと思うと、ドキドキしてたまらなかった。

　スタイリストに準備してもらい、果歩は撮影用のワンピースに着替えることになった。

　淡い桃色のシフォンワンピースは、二の腕がフレンチスリーブになっていて、胸元がざっくり開いて、女の子の鎖骨をきれいに見せてくれるデコルテラインだ。襟を象かたどるようについたファーがまたかわいらしい。

　腰の高い位置にはギャザーが入っていて、膝丈のスカートがふわふわと軽くて気持ちいい。パステルカラーのワンピースに対して、細身のパンプスはビビッドなスカーレット色。

　それがとても映えていてかわいい。秋冬のコレクションのようだけれど、ファーを外せば、春にも着ることができそうだ。

　鏡の前でひらひらと動かすだけで、気持ちが弾んでくる。

（これが……神野さんの作ったワンピース……）

　胸がいっぱいでいると、スタッフのひとりに声をかけられた。

「果歩さん、次、こちらにお願いします」

　モデルは忙しい。次は洋服に合わせたヘアメイクだ。ベースメイクをしてから、眉毛を整えてもらい、アイラインを引き終わると、ヘアメイクアップアーティストがアイシャドウを調整しながら、鏡越しに声を潜めた。

「すっごくキュートだから、プロのモデルさんだと思ってたら、そうじゃないんだって聞いてびっくりしました。それに、神野さんの熱視線……妬けちゃいます」

　果歩が鏡の奥を見ると、昴生がじっとこちらを見つめていた。

　鏡越しに目が合った気がしてドキッとする。

　だが、彼は真剣な表情のまま、果歩の様子を観察しているようだった。

　彼は一体どんな思いで見守ってくれているのだろう。

「ピッタリな子が見つかったって張りきってたみたいですよ。これからの撮影が楽しみです。精一杯、魅力を引き出せるように、私たちも頑張りますね」

「ありがとうございます」

　褒めてもらえるのは気持ちがいいけれど、鏡に映る自分を見つめながら、背後にいる昂生の元彼女の存在を感じてしまう。自分は彼女に似ていないということを昂生の口から聞き、果菜になぞらえられているわけじゃないとわかっている。しかし、意識してしまうと急に不安になってしまう。

「目をつぶってください」と言われてじっとしていたところ、ようやく声がかかる。

「できましたよ」

　鏡を見て、果歩は驚いた。

「これが、私？」

　雑誌に出てくるモデルそのもの。かわいらしいメイクで、睫毛ぱっちり、頬はチークで華やか、唇はつやつや。だけど、ものすごい厚化粧……撮影用だからなんだろうか、とおそるおそる触ろうとすると、ストップがかかる。

「果歩さん、スタンバイだって」

「は、はい」

　果歩は、撮影用の場所に連れていかれ、大勢の人の目にさらされ、緊張で固まってしまった。

「身体の力を抜いて」

「は、はい」

　航介に声をかけられ、言われるまま、次々とポーズをとる。そのたびにシャッターが切られ、ときどきフラッシュが光る。

　集中するカメラマンの航介を視線で追いながら、ずっと写りたかった場所に自分が存在している……と思うと、胸が熱くなった。

　いつの間にか、ぎこちなかった表情も、航介の指示通りにしているうちに、自然と微笑んでいた。こんな素人がカメラの前に立って大丈夫だろうか、と不安に思っていたが……輝いている別人の自分がいた。

　最後の休憩に入ったときのことだった。

「写真には被写体への想いが写る。おまえちゃんと、愛されてたんだよ」

　頬に冷たい缶コーヒーの感触があり、その原因となる主を見上げる。

　ずっと離れたところで見守っていた昴生が、ようやく果歩に声をかけてきたのだ。

　果歩は昴生の言葉を噛みしめた。

　航介のカメラを見つめながら、果歩は……たびたび視界に映り込む昴生を意識していた。自分をこんな表情にさせているのは、誰だろうか。

「果歩、もうなんショットか、続けて」

　チェックを終わらせた航介に声をかけられ、ハッとする。

「ありのままの君で」

　にこやかに航介が微笑む。

　果歩はその言葉通りに、たまらなく惹かれる存在を想いながら、ポーズを決めた。

「すみません。メイクさん」

「何？　果歩ちゃん」

「鎖骨のところに、キスマーク」

　消すのかと思ってコンシーラーを用意するメイクスタッフに、果歩はううんと首を振った。

　割れたハートを繋いでほしい。

「口紅でもっとくっきりと、ハートの形を」

　さっきよりも妖よう艶えんになった素肌に、かわいらしいキスマークが浮かび上がる。

「これで撮ってもらってもいいですか？」

　果歩が問いかけると、航介は黙って頷き、レンズを向けた。

　ポーズを決めた先に、昂生の姿が映る。

　果歩はまっすぐに彼を見て、『chou-chou』のコンセプトを口ずさんだ。

「ありのままの私で、愛してほしいから……」

　お気に入りの私、ありのままの私、全部を……愛してほしいから。

　そんな果歩の様子を、昴生はまっすぐに見つめていた。

（どうか、そうして私のことをずっと、見つめていてほしい……私は、私のままで）

「ＯＫ」という言葉が飛んで、果歩はホッと胸を撫で下ろす。極度の緊張から解き放たれた途端、ぐらりと目眩がした。

　そこに昂生がやってきて、声をかけてくる。

「大丈夫か？」

「うん。こんな経験、もう二度とないと思ったら、張りきっちゃった」

　果歩がはにかむと、昂生は果歩の耳のそばで囁いた。

「すげー、よかった。この場で……押し倒したいぐらい」

「……また、そういうこという」

「いや、マジで」

　やさしく微笑む昂生の様子に、果歩の頬がほんのり朱に染まる。

　ドキドキしながら、果歩は昂生の袖をつんっと引っ張った。今なら、素直に自分の気持ちを伝えられる気がしたのだ。

「帰ったら……キスしてくれる？」

　昂生は一瞬、真顔のあと、果歩をやさしく包み込むように抱きしめた。

「お望みのままに……百万回でも」




　仕事を終えてマンションに戻ったふたりは、のんびりと夕飯を済ませて今日撮影した写真をパソコンで見ていた。この中から雑誌や広告に使うものを選ぶらしい。

「本当に、不思議な気分」

「航介はおまえのこと、前にも増して見直したみたいだな」

「神野さんは？」

「んー？」

「私のこと、かわいいって……好きって思ってくれましたか？　今も思ってくれてますか？」

　果歩が覗き込むと、昴生はコーヒーを噴き出しそうになるのを押さえて、ティーカップをテーブルに置いた。

「バーカ」

　昂生の照れた顔を見られたことが嬉しくて、果歩はじゃれつく。

「ね、ちゃんと聞こえました？」

「察しろよ」

　返ってくる言葉は、いつになく素っ気ない。

　本気で照れているらしい。

「神野さん」

　果歩は昂生の袖口を引っ張り、彼が振り返った瞬間、頬にキスした。

　柄にもなく拍子抜けした顔をする昴生がおかしくて、果歩は笑う。

「引っかかった」

「おまえな、そーいうことすると、こーだぞ」

　がしっと捕まえられて身動きすると、ふたりはそのままずるりとソファに落ちていく。

「だって、約束したじゃないですか。忘れちゃったんですか？」

　そう言いながら逃れると、いつの間にか昂生の下になっていた。

「あー……」とごまかす昂生に、果歩はじっと疑り深い目を向ける。

　果歩がそっと瞼を閉じると、ようやく素直にキスが下りてきた。

　やさしく重ねられるキスに身を投じたあと、唇を離された瞬間に、果歩はひらめいた。

「……決まりました、コラムのコンセプト」

「どんな？」

「一回のセックスよりも、百万回のキス」

「それ逆にしねーか」

　と言いながら、昂生は果歩の頬にキスをする。

「言うと思いました。即却下――」

　そんな言葉とは裏腹に、果歩の唇にいくつもキスが落ちる。そのうち、キスのカウントが増えていき、本当に百万回に感じる頃には、互いに吐息が乱れていた。

「……神野さん」

「ん？」

「百万回でも足りないかもしれない」

　自分から、ちゃんと向き合いたいと思った恋は、初めてだ。

（昂生の気持ちが欲しい。もっと好きになってほしい。過去にこだわっている彼を癒せるぐらい大きな存在になりたい）

　いつかそうなれるように努力したいと思う。

「……だから、一回分に込めるんだよ」

　昴生が意外にロマンチックなことを言うので、なんだかくすぐったい。

「じゃあ足りない分は、名前を呼んで」

　甘える果歩の要望は、叶えられるだろうか。

「果歩」

　耳のそばで一回分を呼ばれて、果歩はぱちりと目を開ける。

「そろそろキス以上のことに、進みませんか？」

　オオカミが尻尾を振っている。

「ダメって言ってもするんでしょ？」

「もちろん」

　そう言い、昂生は果歩の身体にキスを注ぐ。首筋に、肩に、背中に、胸に……。そうしてふたりはキスを重ねていく。

　そのたびに身体はどんどん熱くなっていく。

　今夜は……今までにないぐらい、熱帯夜になるかもしれない。







第２章　Ｋｉｓｓ ｍｅ？　～言ったら、キスしてくれる？～










私がいるから




　それから一ヵ月が経過し、果歩は正式にクリエイティブ・エモーションズを退職し、神野デザイン事務所で働き始めた。

　十一月に入って銀杏並木が美しく街を彩り、ますます秋の色が濃くなっていく頃、事務所にＡＣＣのコーヒーサンプルが送られてきた。その赤と青の二種類の缶コーヒーが今、昂生の部屋の隅に箱積みされている。

　果歩はそのうちの二本を取り出して、青と赤のデザインを眺めながら、コツンと乾杯させた。いつだったかのマグカップのようにハートの形に見えるデザインは、昂生が担当したもの。これから、商品化した缶コーヒーがコンビニ、スーパーなどの小売店や、自動販売機に並ぶようになるだろう。

　そして果歩が担当したＣＭも今月末には放映されるはずだ。

　果歩がテーブルに並べて、満面の笑みを浮かべていると、昴生が呆れたように笑った。

「気味わりーぞ。懸賞応募で当たった～みたいな顔してんなよ」

「だって、自分が関わったものがこうしてかたちになるって……嬉しいじゃないですか。それに、これは神野さんが担当したデザインですし」

　達成感に溢れる果歩を尻目に、昴生が一本よこせと手を伸ばしてくる。プルタブを開けてハイと渡すと、昴生はひと口飲んだあと、ぼそっと言った。

「やっぱ、缶コーヒーは微妙だな……悪くはないけど」

「それは関わった人間としてタブーでしょ？　こんなラブリーにデザインしておいて」

　果歩は宝物のようにしているのだが、昂生は「あくまでも仕事とプライベートは別だ」と言って素っ気ない。

「夢中になりすぎて、雑誌のコラムの締め切り忘れるなよ」

「もちろん、仕事はしっかりやりますよ」

　果歩はそう言い、出版社から送られてきた見本誌をパラパラとめくる。

　コラムを担当するファッション誌ではすでに冬物一色だ。キャメル色のコート、真っ白なファー、チョコレート色のブーツ、クリスマスの話題も始まっている。キラキラしたジュエリーやクリスマスコフレの特集も組まれていた。

　果歩がコーヒーを飲みながら雑誌を眺めていると、その上にカタログが置かれて邪魔をされてしまう。

「来週の金曜日、あるブランドのレセプションパーティーに招待されてるんだ。そのブランドの出資者に宝飾界のＶＩＰがいて、宝石を記念にもらえる。おまえも連れていこうと思ってるから、予定覚えておいて」

「わかりました」

　果歩は昂生から言われたスケジュールを書きとめつつ、カタログをパラパラとめくると、眩い新作ジュエリーの数々が載っている。中でも『Color Jewel』と書かれた色鮮やかな宝石のアクセサリーに目を引かれた。

「ここに載ってるのがもらえるんですか？　なんかすごいゴージャスですね」

「ああ。ブランドのイメージを色づけるためによくあることだよ」

「もちろん宣伝のためってわかりますけど、ノベルティで充分なのに、大盤振る舞いですね。新作披露パーティーっていう大掛かりな感じですか？」

「ああ、そうだな。業界の人間が大勢いるから、今後のために顔出しとこうと思うんだ」

「ＫＯＵＳＥＩ復活まで、あと少しですね」

　果歩はそう言い、頬を緩ませる。

『chou-chou』のオープンもまもなくだ。それに合わせて雑誌で特集が組まれるなど、メディアへの露出も多くなる。

「おまえには感謝してるよ。いろいろなきっかけをもらったからな」

　昂生がそう言い、果歩の頭を撫でる。

「あ、せっかくなら、『マーベラス』のドレスを着ていこう。営業するなら、自社ブランドを身につけないと」

「いや、それはダメだ」

「どうしてですか？　華を添えるなら、最高なのに」

　……というよりも、それしかない。パーティー用のドレスを何着も持っているセレブじゃあるまいし、どれもこれも結婚式へのお呼ばれに着ていたものだ。一番のお気に入りが、あの昂生と初めて出会ったときに着ていた『マーベラス』のドレスなのだ。

　それも、昂生が似合っていると褒めてくれたから着たかったのに。

「おまえが、俺の女だって目で見られるからだよ」

　その言葉に果歩はショックを受ける。

　シュンと沈むと、昂生は髪をかき上げながら言った。

「あー……誤解するなよ。紹介したくないわけじゃない。おまえには仕事のパートナーとしてそばにいてほしいんだ。秘書的な役割っていうか……」

「ちゃんとわかってますよ。浮かれたようなことはしませんってば」

「わかってねえな。そういう目で俺を見てたらアウトだって言ってんの」

　昴生がすぐそばにやってきて、顔を近づけてくる。至近距離では完全に負け試合だ。

「どういう目？」

　首をすぼめて見上げてみれば、昂生は勝ち誇った顔をして言った。

「好き、好き、好きーって、なんかの小動物が目をキラキラさせてる感じ」

「私、そんな顔してません」

　ぼっと顔に火がつきそうになる。

　思っていることが顔に出るタイプ、と周りからよく言われるが、あからさまに甘えた表情になっていたのだろうか。恥ずかしすぎる。

「おまえが俺に惚れてるのがバレバレだろ。そういう色恋沙汰を表に出したくないってこと。クライアントにＰＲしようって女が、男に酔っているようじゃダメなんだよ」

　辛しん辣らつなひと言と一緒にデコピンを一発もらい、果歩は額を押さえる。

「仕事はちゃんとしますってば。今までの私を知ってたら、わかってくれてもいいじゃないですか」

「それだけじゃないんだよ。あのドレスは露出多すぎ。おまえの場合は黙ってても男を寄せるからな……仕事もそうだけど自己防衛もしとけってことだよ」

「なんだ、そういうこと……心配してくれてるんですか？　私にほかの男の人が寄ってこないように」

「わかってるなら理解しろよ」

　昂生はきまり悪そうに言って、ソファに背を預けてカタログをめくり始めた。

　彼なりに心配してくれているのだろう。彼の仕事に対するストイックな面も理解しているつもりだ。

　ただ、昴生をサポートしたいと思う反面、彼が自分との関係を隠そうとするところに引っかかってしまう。知られると仕事に支障を来すから、というのはわかるけれど、何か他意があるような気がした。

「私、貯金に余裕があるわけじゃないんですから。そんなに、まともなパーティー用のドレス買えない……ハマちゃんに借りようにも体型違うしなぁ。これだって結構したのに、ダメだなんて鬼です」

「俺が用意してやるよ。パーティーの当日に見立ててやるから安心しな」

「『マーベラス』？」

「いや、だから……」

「『フルーリ』」

「……だーかーら」

「『アンジェラ』」

「あのな」

　怒るかなぁと、果歩が試すような目で見ると、やれやれという顔をされてしまった。

　困らせる気はないけれど、好意があることを知ってほしかった。うざいと言われたら、やめるしかないけれど……今までのふたりには偶然や運命的なことが多かった分、実はもろい縁でできている気がして不安なのだ。

「おまえのことは、ちゃんと特別だと思ってるよ」

　よしよしと頭を撫でられて、果歩はため息をついた。

（まだ、元彼女のことを想ってる？　……聞きたいけど、未だに聞けない）

「なんだよ？　まだ不満あるのか？」

　〝好き〟を封印するのは、やめようと誓ったけれど。

　〝好き〟と連発したら軽く思われるんじゃないかと考えたら、また言えなくなった。

「ううん、なんでもないです」

　せめて悲しい結末にならないように頑張りたい。彼と向き合いたいと願ったのは、自分なのだから。

　感傷的になりかけたが、昴生がやさしくキスをしてくれて、果歩は顔を上げる。

「……おまえってさ、ほかの男を見てたときと全然違うのな。最初は俺に散々なこと言ってたくせに、最近は甘えたがりで、寂しがりで……かまってほしがる。かわいいやつ」

　昂生のやわらかい唇がこめかみに触れ、胸が熱くなる。

　こうされたいと前より強く思うのは、どんどん好きになっているからだ。

「それは……今までと違うなんて、当たり前でしょ」

　素直に〝好きだから〟……と言えたらいいのに、昂生のほうが素直だと、逆に素直になれなくなる。顔が真っ赤になるぐらい、熱くなってしまう。

　そんな果歩を見て、昂生はふっと微笑を浮かべた。

「はいはい……わかったから、もう拗ねるなよ」

（もっと好きになっていいの？　もう大切な人が去っていくのはイヤ）

　いろいろな恋をしてきたけれど、こんなにつかみどころがなくて、こんなに失うのが怖いと感じた恋は、初めてかもしれない。




　――翌週のレセプションパーティー当日。

　昂生にセレクトショップに連れていってもらい、ドレスを見立ててもらうことになった。

　いくつか試着して、清楚なイメージの膝丈ワンピースを選んだ。胸が開きすぎることもなく、パーティーだけでなく、仕事にも着ていけそうな感じである。ファッション雑誌ふうに言うと、エレガントなお嬢様スタイルだ。

「いいな。似合ってるよ。色はそれが最高」

「今着てるピンクベージュ？」

「ああ」

「本当？　心から思ってる？」

　果歩がじゃれつくと、昴生は片眉を上げて苦笑し、知らないフリをした。

「首元が寂しいな」

「どういうドレスを着るかわからなかったから、ネックレスはやめたの」

　代わりにコサージュとボレロを昴生が選んでくれた。

　店のスタッフに羨せん望ぼうの眼差しで見られているのが、落ち着かない。

「スタイルいいですね。とてもお似合いですよ。もしかしてモデルさんですか？」

　そう聞かれて「いいえ」となんとなく愛想笑いをする。

「大事なパーティーに出席しなくちゃいけなくて」

「そうだったんですね」

　和やかな会話の途中だったが、昴生に「行くぞ」と肩を抱かれる。

　いつの間にか会計が済まされていた。

「あっ……いいの？　私のために」

「そのつもりで連れてきたんだからいいんだよ」

　昴生の手が伸びてきて、ぎゅっと繋いでいてくれる、それが今は心強かった。転ばないようにフラットなパンプスを選んでくれたこともありがたかった。

　けれど、些細なことが気になってしまう。

（〝私なら平気。どんな靴だって大丈夫だから〟そう言ってしまいたい。でも、言ってしまったら、傷つけるかもしれない）

　彼女に負けたくなくて、言ってしまいたくて……繰り返し、頭に浮かんでは消えていく。

　手をきつく握り返していると、急に昴生は立ち止まり、くるりと振り返った。

「わかってるから」

　ため息にも似た寂しいような声を聞いて、胸の奥が切なくなる。

「私、なんにも言ってないのに」

「自然と伝わるんだよ。おまえからは、いつもそうだ。もうちょいプラスに考えろよ」

　ただ繋いでいた手が、指と指を絡ませて、ぎゅっと締まる。

　何も言わずにまた歩きだす昴生を見上げて、果歩は緩みそうになる頬を引きしめて、ぎゅっとまた握り返した。




　パーティーは代官山のフレンチレストラン内で行われるそうだ。昴生のそばに常にくっついていた果歩だったが、お手洗いに、といったん離れた。

　それからパーティー時刻を確認して、急いで戻ろうとしたとき、トンと誰かにぶつかってしまい、果歩は弾かれたように謝る。

「ごめんなさい」

　と顔を上げて、ハッとする。

　薄茶色のサラ髪、碧色の瞳がキラキラとシャンパングラスのように煌めく。

　果歩は彼が誰かすぐにわかった。

「……三上さん」

「やあ。この間はどうも。名前を覚えていてくれたんだ。それは光栄だね」

　三上が雅びやかな微笑みを浮かべ、一歩近づいてくる。

『三上にだけは近づかないほうがいい』と真二から忠告を受けていたことを思い出し、果歩の表情が強張る。

　青味がかったグレイのスーツがとても似合って、色素の薄い髪は艶めいている。中性的で温和な感じからは、とても危険な男……には思えないのだが、なんとなく警戒心を抱かせる空気を持っている気がする。

「三上さん、こういう場、とても似合いますね」

　とにかく当たり障りのない世間話をしようと思った。パーティーが始まれば、彼も行かなくてはならないだろうから。

「それは君のほうじゃない？　『マーベラス』のドレス着ないんだ」

　三上が試すように果歩を待っている。

「神野さんと一緒でしょ？」

「……はい」

「こういうとき普通パートナーには自分のブランドを着せるんだけど。そうじゃないみたいだね。っていうことは、君に着てほしくなかったのかな。その理由、わかる？」

　なぜわざわざそんな挑発的に言うのだろう。イヤな感じだ。

「ちゃんとわかってるつもりです」

「そう。ずいぶんと寛大なんだな」

　小バカにするかのように笑うので、果歩はたまらず反発する。

「何が言いたいんですか？」

　毅き然ぜんとした態度のままでいたいのに、膝が震えてしまう。

　やはり彼は好意的な人間ではない。早く彼から離れてしまいたい。

　だが、三上はなおも果歩を追いつめるように言った。

「君に、ずっとついて回る問題だよ。いくらうわべで好きだとか愛してるとか、あの人が言ったところで、君には彼女を越えられないよ」

　三上は果歩を見下すように言い、耳のそばで囁いた。

「その理由を、詳しく知りたくはない？」

　三上の挑発と誘惑に、その場から動けないでいると、ふわりと別の香りが漂った。

　この香りは……果歩は弾かれたように見上げた。

　昂生が息を切らし、険しい表情で三上を詰問する。

「どういうつもりで、こいつに近づいてきた」

「正義の味方が登場ですか」

　やれやれと興ざめしたように三上が言う。

「こいつは仕事のパートナーってだけだ。余計なことに巻き込むな」

　昴生は言って、果歩の肩を抱き寄せた。

　体温の高い手の指先に力がこもっている。昂生もまた三上をかなり警戒しているようだ。

「ふうん。仕事のパートナーか。うまい言いわけだな。そういえば独立してデザイン事務所を作ったそうですね。新しいブランドもオープンさせるとか？　まあ、あなたに関する情報はいろいろ得ていますよ。そこにいる果歩さんのこともね。もしかして、誰かさんに似ているから、錯覚しているんじゃないのかな？　それとも、過去の栄光にすがりたくて、自分だけの女神を探しているとか？」

　喉の奥であざけるように笑いながら、三上が言う。その声はどこか狂気を孕んでいて、果歩はだんだんと怖くなってきた。

「三上、おまえは俺に執着しすぎだ。俺はとっくに第一線から退いてる。おまえはおまえで自由にやればいい。それとも、おまえ自身がやったことを後悔してるのか？」

　昂生の最後の言葉に反応し、三上が不愉快そうに表情を歪める。

　果歩には依然として話が見えない。

　とても異様な雰囲気だ。オフィスＡＭＧにいた頃からではなく、それ以前からも因縁があるんだろうか。

「いえ。もっと、あなたと仲良くなりたいだけですよ。追いつめるつもりはなかったんだけどな」

　果歩は手も足も出ないまま、彼らふたりの様子を見守るほかになかった。

　突如、パーティー会場がわっと盛り上がる。三人はほぼ同時に振り返った。

　件のジュエリーがお披露目になったらしく、女性たちの歓喜に湧いていたのだ。

「果歩、行くぞ」

「はい……」

「じゃあまたね、果歩さん。近いうちに」

　三上は微笑みを浮かべ、手を上げた。

　果歩は頭を下げて、昴生に背を押されながら、ジュエリーお披露目の場所へと移動した。

　しばらく三上から遠ざかったあと、なんとなく気になって振り返る。とても険しい眼差しでこちらを見ている三上の姿が映り、ぞくっと震えが走った。

　それを察した昴生が、果歩に声をかける。

「……おまえ、三上にこれ以上近づくな」

「……はい」

　果歩は昴生の横顔を見た。厳しい表情でピリピリしている。いつものように冗談で話を逸らすような雰囲気ではなかった。




『君には彼女を越えられない』

　なぜ、あんなことをわざわざ言うのだろう。もう充分すぎるほど感じているのに。

（イヤだ、怖い……震えが止まらない）

「果歩？」

（いけない。感傷的になったら。三上から言われたことを気にしてはダメ）

　話題探しに困っていると、ふたりのもとへひとりの女性がやってくる。

「こんにちは。神野さん」

　女性は、清潔感溢れるストレートの髪を耳にかけて上品に挨拶をした。女優にでもいそうなきれいな人で、クリーム色のスーツとゴールドのピアスが嫌味なく似合っている。

　昂生は果歩に耳打ちして、教えてくれた。

「雑誌編集長の秋あき吉よしリエさんだよ」

　果歩は改めて身を引きしめ、彼女がこちらに来るのを待った。

「秋吉さん、こちら、モデルとコラムを担当する安井です」

　昂生が紹介してくれたので、果歩はさっそく挨拶をした。

「初めまして。安井果歩と申します」

「初めまして。もっと早くにご挨拶するべきだったんだけれど、遅くなってごめんなさいね」

　名刺を差し出され、果歩も慌てて手渡した。

「いえ。とんでもないです。お会いできて光栄です」

「ええ。進しん捗ちょく状況はいかが？」

　コラムの状況を窺う彼女に、「順調に進んでいます」と答える。

　連載は、ショップのオープンに合わせてスタートする。

「コンセプトが決まって、いろいろ書きたいことをまとめているところです」

「ブランドオープンとともに、コラムのほうも楽しみにしていますので、よろしくお願いしますね」

　にこりと微笑まれて、なんとなく不安なことを口にしてみる。

「でも、恋愛初心者として書いて、大丈夫ですか？」

「それがいいのよ。恋もファッションも初心者の目線は大事だわ」

　ふふふっと秋吉は笑う。

「そうそう、特集ページ用に送っていただいた写真をピックアップさせてもらったんだけど、それを見て思ったの。せっかく果歩さんがイメージモデルをしているなら、『chou-chou』の服をほかのページでも何枚か着てもらいたいんだけれど……どうかしら？」

　秋吉の提案に、果歩と昂生は顔を見合わせる。

　秋吉はさらに続けて言った。

「きっと果歩さんなら、とっても人気が出ると思うわ。それで、ちょっと気が早い話だけど、今後も特集とは別にうちで専属契約をしてもらえないかしらって考えていたのよ。もちろん、ＫＯＵＳＥＩブランドの専属で。ね、いい考えでしょう？」

　すっかり秋吉は乗り気になっている。

　果歩が戸惑っている様子を尻目に、昂生は断りを入れた。

「いや、秋吉さん、すみません。彼女に本格的なモデルをさせる気はないんですよ。あくまでうちの広告のためです」

「あら。もったいないわ。きっと、あちこちのプロダクションから声がかかるんじゃなくて？　だから、今のうちに売れっ子モデルさんのスケジュールを押さえておかなくちゃって必死になって来たのよ？　やっぱり……過去のことがネックなのかしら」

　秋吉が窺うように昴生を見る。

　昂生は明らかに困惑していた。

「……ごめんなさい。余計なことを言ってしまったわね」

「いえ」

　気まずい雰囲気が漂う中、果歩はじっと考えていた。

　間違いなく、昂生は昔の恋人と果歩を重ねている。だから必要以上に果歩を何かから守ろうとしている。三上のことをあれほど警戒しているのも、きっと過去のことが強く絡んでいるからだ。

　でも、果歩は昂生を見ていて思った。どこかで過去を悔んでいる人間は、いつかは再生したいと願うはず。昂生がそのために準備をしてきたことを果歩は知っている。

　もしも昴生が何かを望んでいるなら、力になりたいと思う。それとも彼にとって、過去は封印すべきことなんだろうか。

　逡しゅん巡じゅんを繰り返したのち、果歩は重たい口を開いた。

「私は、やらせてもらえるならやりたいです」

　秋吉が表情を明るくする。

「神野さんのブランドの専属モデルとしてなら、お受けしたいと思います」

「……果歩。やめろよ」

　昴生が静かに諭す。

「私は、神野さんのファンですから。一時的な気持ちじゃなくて、これからもずっと力になりたいと思っているんです」

（そう、いつも神野さんの味方でいたい。一時的じゃなくてずっと……彼の力になって、望むことを叶えてあげたい）

　果歩がまっすぐに昂生を見つめると、昂生の瞳はまた陰を帯びてしまった。

「ほら、彼女もそう言っているじゃない」

　秋吉がもてはやすが、昴生はやはり気乗りしないようだ。

「少し考えさせてください。また改めてご連絡します」

　それだけ告げて、その場をおさめた。




　パーティーが終わり、帰りに乗ったタクシーから降りると、果歩の足はフラついた。

　だが、料理の味は覚えているし、飲んででき上がっているわけではない。三上のこと、モデルのこと、いろんなことを考えて目眩がするだけだ。酔おうとしても酔いきれないということもあるのだと知った夜だった。

　果歩はあえて酔ったフリをして、さっきから黙ったままの昴生を刺激しないでいようと思った。おやすみ、また明日……じゃあ仕事で、と言って、自分の部屋に入ってしまうつもりだった。

（でも、すごく寂しい。恋しくてたまらない。一秒でも離れたくない）

　航介からさよならの予感がしたときと似ていて怖かった。

　やっぱり、もう少しだけそばにいてもいい？と、素直に言おうかどうか迷う。

　部屋の前に来て、衝動的に口を開こうとしたその時――。

「帰るのか？」

　昴生のほうから誘われ、瞳を輝かせたのが伝わってしまったらしい。

　ふっと小さく笑われ、バツが悪い。

「疲れてると思うけど……もう少しだけ……そばにいてもいい？」

「いいよ。今さら遠慮するなよ」

　昂生がドアを開けてくれ、果歩はおずおずと入っていく。

　パンプスを脱ごうと踵かかとを上げようとした瞬間、急に後ろから抱きしめられて、息が止まりそうだった。

「欲しいなら、そう言えよ」

　耳の後ろに熱い吐息。うなじを伝う唇。

　今頃になって、酔いそうになる。

「……神野さん、身体熱い」

「おまえの妙な気分が伝染ったのかもな」

　前を向かされて、キスをされた途端、ついにはスイッチが入ってしまった。

　昂生のネクタイを外してボタンに手をかけると、彼は邪魔と言いたげに自分で外した。

　再び唇を啄んで、貪るように舌を絡めた。その間も、昴生の手は果歩の身体のラインを確かめるように触れていく。しがみついているうち、ひょいと抱きかかえられた。

　まだ履いたままのパンプスを脱がせながら、昂生は果歩をベッドにそっと下ろす。

「いつから、おねだり上手になったんだか」

　そう言いながら、昂生は果歩のドレスを脱がせ、ブラジャーのホックを外した。乳房が露わになる。昂生は自分のシャツもさっと脱いで、果歩のまろやかな双乳をやさしく両手で持ち上げ、先端に口づけた。

「あ……」

　舌で頂を舐められるとぞくぞくした。熱くて生あたたかい感触が気持ちいい。

（もっとしてほしい。溺おぼれるようなセックスじゃなくて、互いに愛し合っている時間を感じていたい）

　それに応えるかのようなやさしい愛撫に、涙が溢れそうになる。

「もう、ここまで来たら、かわいこぶらなくていいんだ。言えよ。どうされたい？」

　胸から離れて、みぞおち、脇腹、ウエストへとキスされていく。

　足首をつかまれて、下着の中心を擦られると、もうすでに湿っているのを知られ、燃えるように羞恥心が駆け上がる。そのまま下着を脱がされてしまい、とろとろになった秘所へ舌がうずまった。

「んっ……あっ」

　唇で吸われて、舌でゆるゆるとかき乱されるそこが、とろとろにとろけていく。花芯が燃えるような熱を持って、びりびりとしびれた。それだけじゃない。秘めた膣内がひくひくと反応して、彼を待ち望んでいる。

「……神野さんこそ……言ってよ……どうしたいのか、言って」

　泣きたくなりそうなのを堪えながら、果歩は絞り出すように声をあげた。

　快感がじわじわ押し寄せてくる。それと同じだけ切なくて喉の奥がヒリヒリした。

「俺？　挿いれたいよ、おまえの中に」

「そうじゃなくて……」

「……じゃあ、何？」

（指や唇だけじゃなくて……）

　おねだりは言葉で伝えるよりも身体が訴え始め、果歩の腰は知らず知らずのうちに動いてしまう。

「やらしく腰が動いてる」

　凛々しい瞼の奥に潜む形のいい瞳がこちらを見つめ、美しい獣のように妖しく笑みを浮かべた。

「ほら、言わないと、このままイかせるぞ」

「やんっ……ダメッ……っ」

　果歩がイヤイヤとかぶりを振ると、猛った彼が窪みにあてがうように密着してくる。

　昴生がぐいと腰を前に傾ける。入口でとどまっていた彼自身が中へもぐってくる。キスをして抜き差しを繰り返しながら、ゆっくり奥へと急がないで進めてくる。

　その焦れったい動きに、甘いため息がこぼれた。

「どうされるといい？」

　少しずつ動きが激しさを増していく。潤滑油を得ながら、彼が激しく腰を打ちつけてきた。

「あ、あっ……」

　昂生が果歩の唇を挟むように吸い、その一方でやさしく胸を揉む。

　指と指で胸の突起を摘ままれた。甘い刺激が下腹部に流れて、吐息が乱れる。だんだんと動きが速まると、昴生の表情は歪められ、果歩は両手を伸ばした。

「……果歩……」

　切羽詰まったような彼の声が愛しくて、果歩もまた彼の名を呼んだ。

「んっ……神野さっ……」

　彼への想いとともに熱が駆け上がっていく。

　泣きそうな声が絞り出された。

「……もうっ……」

「いいよ、イッて」

　昴生はやさしく唇を求めてくる。

　舌を絡めてくぐもる声が、身体全体を熱くさせる。

「……果歩……俺がこうなるのは、おまえだからだよ」

　昴生の動きが速まり、激しくなっていく。

　内部がとてつもなく暴れている。熱くて、たまらなく切ない。

　次第に、身体全部を使うように揺さぶられ、勢いよく奥へと打ちつけられた。

　その瞬間、果歩の身体が大きくしなり、内腿をぶるぶると痙攣させながら絶頂を迎える。膣内で跳ねるような脈動を感じると、彼が吐精させたのだとわかった。




　ふたりの息遣いがだんだん静まる頃に、彼はゆっくりと抜け出ていく。

　まだ繋がっていたくて、ぎゅうっとしがみつくと、あやすように瞼に唇を寄せられた。抜け出ていく感覚は、恋の喪失感とよく似ていて、切なくなる。

　昴生の胸にピッタリ頬を寄せると、やさしく腕を回してくれた。

　しばらくは喋る気になれない。余韻をただ味わっていたくて、疲労感に酔いしれながらお互いを感じていた。

「これでも、おまえのこと、大事にしたいと思うようになったんだ。だからあんまり自分を苦しめるようにはしないでくれ」

　切なく掠れる昴生の声に、胸の奥がしびれる。

（苦しいのは、神野さんのほうじゃない。いつだってそんな顔をして……。いっそ、すべてを話してくれたら楽なのに）

「言いたくなったらでいいんです。私にも……つらいこと、苦しいこと、分けてください。パーティー会場でも言ったでしょう？　何があっても、私は……ずっと神野さんの味方でいるから……だから……」

　果歩が必死に訴えると、愛おしむような眼差しを向けられ、ドキッとした。

「おまえがあまりにもかわいいこと言うと……どう扱っていいか本気で悩む」

　コツンと額を当てられて、鼻を摘ままれる。

「……んっ、いたっ……」

　その後、鼻先にキスをされて、果歩はムッと唇を尖らせた。

「もう、私をオモチャにしないでくださいよ」

　昂生は笑って、それから目を細めるようにして果歩を見つめる。

「正直言えば、おまえに、俺が作った服を着せたい気持ちはあるよ。一着だけじゃなくて、何着でもな。けど、過去を掘り返して、モデルになってほしいなんて押しつけるようなこと、さらさら思ってないんだ。わかったか？」

「ひとつ認めたんならもう隠さないで。私だったら、もう何言われたって平気なのに」

（ただ、神野さんがそばにいてくれて、離さないでいてくれたら、過去のことなんて気にしないと言ってあげられるのに）

　それを曖昧にかわされると、まだ彼女のことを諦めきれていないんじゃないかと思ってしまう。三上が意味深に言ったあのことが気になってしまう。

「違うんだ果歩。失うのが怖いんだよ。好きで……自分を見失うぐらいのめり込むような恋愛は、先が見えなくなるから。俺の事情でおまえまで……そんなふうにさせてたとしたら……それが怖いんだ」

「……神野さん」

　昂生が過去のことでこんなふうに弱味を見せるのは、初めてだ。

「ごめんな。おまえが不安に感じてるの、わかってて言えなかった。そうさせないようにしたいと思ってるんだけどな」

　悲しげに睫毛を伏せて、昂生は言った。

「ううん……いいの。だから言ったでしょ？」

　いつになく弱っている昴生を、やさしく包んであげたいと思った。

（もしも願いが叶うなら……いつか私を望んでもらえますように）

「私がいるから……だから、もうそんな顔しないで」

　さっきの仕返しと言わんばかりに、彼の高い鼻梁を摘まんでやり、コツンと額を当ててみた。すると彼は、少し悲しいような嬉しいような顔をして、黙ったまま果歩の唇を求めた。




　翌日の午後、果歩がコラムの原稿を進めていたところ、秋吉からモデルの件で電話がかかってきた。果歩と直接会って、打ち合わせがしたいとのことだ。一応、昴生に代わろうとしたのだが、『出先だからまた改めて』と切られてしまう。

「誰？」

　作業に夢中になっていた昂生が、こちらに視線をよこす。

「えっと、秋吉さんからです」

「……ああ、コラムの件？」

「いえ、例の返事は、私から聞きたいって。十三時半に渋谷の『ミニヨンカフェ』で、だそうです」

　昴生は仕方ないと言いたげに腰を上げるが、「あ、『神野さんはナシで』って言ってました」と告げると、彼はため息をついて時計を見る。

　あと一時間もない。

「今のタイミングか。メシ係が抜けるとつらいな」

「冷蔵庫にあるもので適当に食べててください」

「まあいいけど、余計な入れ知恵されてくるなよ」

　昂生は念を押すように言った。

　今朝からどことなく沈んだ様子の昴生に後ろ髪を引かれつつ、果歩は玄関を出た。

　待ち合わせ場所の『ミニヨンカフェ』に顔を出すと、秋吉の隣に航介もいた。

「こんにちは」と秋吉に挨拶をしたあとで、果歩は航介を見た。

「航介も……一緒だなんて」

「この間と、逆のパターンだね」

　航介がいたずらっぽく笑う。

　そうだ、航介と待ち合わせをしたあの日、ふたりで会うはずだったのに、昴生を連れていったのだ。

　はにかんだ笑顔を見せると、目を細めるように航介が微笑む。

「なぁに、ふたり、親密な雰囲気ね。もしかして、つき合ってる？」

「い、いえ。私、前に広告代理店に勤めていたんですけれど、そのときからの知り合いなんです」

「あら、そうなの」と秋吉が興味津々にふたりを見る。

「ええ。そのよしみで『chou-chou』のモデル撮影に声をかけてもらったんですよ」

「そういうことだったのね」

　航介の気持ちを知っている果歩は気まずかったが、彼が動じることなく大人の対応をしてくれたので助かった。

「実は、今度開催されるファッションショーを撮ることになったんだ。『chou-chou』も出るから、イメージモデルの果歩に密着して、特集用の写真を撮ってほしいって、秋吉さんに依頼されたんだ」

「ファッションショーで？」

　果歩は驚いて秋吉を見る。この間の専属契約の話をプッシュされるだろうと思っていたのだが、ファッションショーにまで飛躍するとは、考えていなかった。

「そうそう。それでね、こないだ谷口さんが撮影したあなたの写真を持ってきてるんだけど、ちょっと見てみて」

　ハイと差し出されたのは一冊のアルバムだった。

　果歩は航介を気にしつつ、そっと開く。

　すると『chou-chou』のワンピースを着た果歩の写真が飛び込んできた。それもスタイリストやヘアメイクと一緒にいるときの様子や、撮影が終わったあとの様子、昂生の姿まで写っている。

　多数のオフショットに驚いて、果歩は次々にページをめくった。

「あのときの私の写真……まだこんなにあったんだ」

　最後に、航介がそっと指差す。

「これが一番よかったカットだよ」

　それは、あのキスマークに口紅を塗って撮ってもらったものだ。

〝ありのままの私で、愛してほしいから〟

　そう口ずさんでポーズを決めていた自分の視線は、カメラに向かいながら……昂生を捕らえていた。

　航介と目が合ってドキリとする。レンズの奥から人の心を読み取れる彼には、とっくに果歩の気持ちは伝わっているだろう。

「あのときは……必死で……なんだか、やっぱり、プロのモデルさんに比べると全然で……恥ずかしいです」

「そんなことないわよ。谷口さんに言われるまでもなく、私もこれが一番いいって思ったわ。ファッションショーでもきっと皆が果歩さんに夢中になる。特集記事とコラム連載とファッションショーと、そうしたら『chou-chou』はすぐに広まるわ」

　秋吉は自信に満ちた様子で続ける。

「彼はデザイナーとして再起をかけてる。そういうときに無名のモデルさんが話題をさらう。こんなにいい宣伝方法はないと思うの。広告代理店に勤めていた果歩さんなら、わかるでしょう？」

「ええ。それはわかりますけれど……」

　言葉を濁す果歩に、航介が口を挟んでくる。

「これは果歩にとってもチャンスだと思う」

「私のチャンス？」

「うん……君が、神野さんのことを大切に想っているなら……したいことがあるんじゃないかな。雑誌のモデルになってもいいって思ったんだろ？　それは誰のため？」

「でも……」

　途端に、果歩は表情を曇らせてしまった。

　さっきの昴生の様子からして、安請け合いをしたら叱られるに決まっている。

　航介と果歩のやり取りを見て、秋吉は察したようだ。

「ねえ、過去の痛みは、それ以上の喜びを得てこそ、乗り越えられるものよ。その喜びを与えてあげられるのは、一番近くにいる人だと思うの。大事な人のために、あなたがスポットライトのような光になってあげたらどうかしら？」

　光……照らしてあげたい、と思う。

（苦しんでいる神野さんを、癒してあげたい。輝いていた頃の彼を、この目で見たい）

「……でも、引き受けるなら、絶対に失敗したらダメ。私、それが怖いんです。失敗したら神野さんが……」

　もしも自分に何かあったとしたら、過去のことをまた思い出して、傷ついてしまうかもしれない。そしたら彼はどうなってしまうのだろう。

「彼が、じゃなくて。君は、どうしたいの？」

　航介が問いかけてくる。

　二者択一、答えはわかっているのに選べない自分を試されているようだった。

「過去にこだわる男は、そこが原点になってるんだ。乗り越えるべきときは今だっていうこと、彼自身がわかっていると思うよ。それは、君という大事な存在ができたからだと思う。だからこそ、君が彼の背中を押してあげるべきなんじゃないか」

「……航介」

「チャンスのときというのは、あらゆる偶然が見事に重なった瞬間なんだ。それは奇跡のようなものなんだよ。逃がしたら、もう二度とそのときは返ってこない。だから俺は、そんな一瞬を切り取りたくて、カメラマンをやってるんだ。ありのままの君を撮りたいって思う。たった一度しかない、一瞬の中にいる君をね」

　航介の言葉を聞きながら、昴生の寂しそうな背中や切なそうな横顔を思い浮かべた。どうしたら彼は前を向いてくれるだろう。一緒に足を踏み出してくれるだろう、と最近そればかりを考えている。

　彼に愛されているという自信が欲しい。過去に囚われることなく、向き合えるふたりになりたくて……もがいている。

「あのときの果歩、すごくよかったよ。目力があって凛としていて。そういう君をショーの中でも見てみたいと思う。コンセプトのキャッチフレーズにもすごく合ってる」

　航介に励まされ、秋吉に見守られ、果歩は怖じ気づいている自分が小さく思えてならなかった。

「でも、私は素人なんです。どこまでやれるか自信がなくて……」

「果歩さん、だからこそいいのよ。業界の中で、『あれは誰だ？』って話題になるでしょう？　それにね、モデルはひとりで出るんじゃないのよ。たくさんのスタッフに支えられて、ようやくランウェイに立つの。あなただけじゃない。バックアップしてくれる人たちがいるわ。心配しないで、よく考えてみて？」

　一週間後に返事をする約束をし、果歩はとりあえず改めることにした。




　帰ってからその件を昂生に伝えると、予想していた通り、冷たい回答が返ってきた。

「それで？」

「私は、やりたいって思ってます」

「周りにうまいように乗せられてるだけだぞ。宣伝はありがたいけど、おまえを見世物にしたいわけじゃない」

「そうじゃなくて、私がやりたいんです」

　過去を乗り越えてほしい……と言ってしまいたい。過去のランウェイ事故のことを。そして自分をまっすぐに見てほしい、一緒に前を向きたいと伝えたい。けれど、傷を抉るようなことはしたくないから、はっきりとは言えなかった。

　果歩がまっすぐに見つめていると、昂生はしばらく考えたあとで、ため息をついた。

「……仕事としてやるのはノーだ」

「じゃあ、私が個人的にやるのならＯＫなんですね？」

　食い下がると、一瞬の沈黙のあと、回答が返ってきた。

「好きにしろ」

「言いましたからね？　わかりました。そうします。これでやっと、『マーベラス』、『フルーリ』、『アンジェラ』……それから、また新作の『chou-chou』を着せてもらえるんですね。楽しみ！」

　わざとらしく果歩が言うと、勝手にしろ、と言わんばかりに背を向けられてしまった。昂生の広い背中を見ていたら、あの広告のシーンが蘇ってきて、胸が詰まった。

（その寂しい背中のせいなんだから……わかってよ、バカ……）

　独り言を心の中で唱えていたら、くるっと振り返られてしまい、慌てる。

「な、なんですか」

「おまえ、心の中でバカって言ったろ」

　ぎくっと顔が引きつった。

「……なんで、わかるんですか」

「おまえはすぐに顔に出るからわかるんだよ」

　昴生が、はあっとため息をつきながら言う。

「こっち見てなかったのに？」

「伝わるんだよ」

「肝心なことは伝わらないのに？」

「あーはいはい、わかったよ」

　面倒くさくなったのか、昂生のほうが先に折れた。

「えっと、コーヒー淹れましょうか？」

「たまには缶じゃないのにしようぜ。さすがに飽きた」

「ダメです。まだまだあるんだから」

「自分だけカフェに行ってきたヤツが言うなよ」

「商談ですもん」

　言い合いをしながら、気持ちを落ち着けて、キスして抱きしめて、互いの熱を昇華させていく。

　それが、以前よりもずっと切なく、苦しく感じるようになった。それほど昴生への想いが強くなっているからだ。

　自分の想いと同じぐらい、彼にも好きになってもらいたい……そうなるように、この恋を頑張ろうと決めた。

　好きだからこそできることがあるはず……果歩の答えはそこに辿りついた。航介が言っていたように、昂生と出会えて今がある。

　この奇跡をどうしても生かしたいと思った。










さらわれたモデル




　都内のイベントホールで開催されるファッションショー当日。

　果歩は会場に朝からやってきていた。

　目玉のモデルが出ると、秋吉が各メディアに宣伝してくれていた。ファッションショーの実行委員会と打ち合わせして、各社宛にプレスリリースを配信したのだ。

　ショーの運営をしているのがクリエイティブ・エモーションズということもあり、モデル欄に果歩の名前があるのを知った圭吾や結衣からもケータイに応援のメッセージが入った。

　大手出版社の雑誌編集長が押しているモデルが登場、しかもＫＯＵＳＥＩの新ブランド発表ということもあり、各方面の業界関係者が多数詰めかけた。

　ヘアメイクやスタイリストがそれぞれのモデルを囲む中で、肝心の昂生が来ていない。会社から呼び出しがあり、それからこっちに向かうのだ。

　モデルのモチベーションを上げるために周りがもてはやす中で、果歩は鏡の前で何度も深呼吸した。手が震えるし、足までがくがくしてしまう。

　モデルウォーキングを練習してきたものの、素人の果歩が短期間でマスターするのは難しい。一生懸命リズムを思い出しながら、廊下を行き来して練習する。

　ただ煌びやかに見えていたそこは、プロの集まるハイレベルな世界なのだと痛感させられた。

「本番です」という声がかかって、一気に緊張が走る。

「果歩さん、こちらへ」

　白いタオルを頭に巻いて、サングラスのような眼鏡をかけた男性スタッフが果歩を急かした。

「はいっ」

　緊張の塊を抱えたまま、果歩は男性スタッフのあとをついていく。

　長い廊下を歩いていくにつれ、果歩は緊張で卒倒しそうだったのだが、だんだんと歓声が聞こえるほうとは別のほうへ向かっているのがわかると、首をひねった。

　やがて目の前に非常口の緑ランプが見えてきた。駐車場へ出ようとしているらしい。

　何か様子がおかしい。

「あの」

「さあ、乗って」

　やはりおかしい。

　白いフェラーリを前に、果歩は動揺したまま、立ちすくんでしまった。

「ちょっと、車って、あの……」

　スタッフが助手席のドアを開けて、果歩を無理やり押し込める。

「急がないと間に合わない」

「きゃっ」

　ドアがバタンと閉まり、果歩は焦った。男性は運転席に座ると眼鏡を外し、ターバンのように巻いていたタオルを取った。

　そして、にこりと薄く微笑んだ顔に、果歩は息を呑む。

「み……かみ、さん」

　いつもと違って瞳の色は黒……コンタクトレンズをしているらしい。

　果歩の顔は完全に凍りついた。

「覚えていてくれたようで、光栄だね」

「どうして……一体、どこに。私、戻らないと！」

　エンジンがかかって急発進した。

　身体が揺さぶられて、慌ててシートにしがみつく。

「死にたくなかったら、シートベルト締めて」

　スポーツカーの加速度は、いつも昴生に乗せられているバイクと少し似ていて、強引に突き進んでいく。

　果歩はシートベルトを握りしめながら、ひと言も発そうとしない三上にこれまで感じたことのない恐怖を抱いた。




　＊　＊　＊




　昴生が事務所からファッションショーの会場に駆けつけると、すでにショーが始まっていた。急いで控室に向かったが、果歩の姿はどこにもない。スタッフに聞いたところ、忽こつ然ぜんと姿を消してしまったらしい。

「いなくなってた!?」

「はい。一体どこに行ったのか、手の空いているスタッフを探しに行かせましたが、どこにも……素人さんだっていうし、すっぽかしちゃったかな」

　目玉と謳っていたモデルがいなくなったことで、実行委員のスタッフたちは困惑している。

　出番は着々と近づいている。

「……いや、果歩はそんな無責任なことをする女じゃない」

　昴生は控室にあった果歩の写真を持って、出番待ちしているモデルたちに声をかけた。

「誰か、この子がどこに行ったか知らないか？」

「なんか緊張してるみたいで、廊下で練習してるの見たけど」

「あ、私見たー。この子なら、スタッフに声をかけられて出ていったはずだよー」

「スタッフに？」

　昂生は眉をひそめる。

「どんなやつだった？」

「えー……皆忙しいからいちいち見てないよ」

「わかった。サンキュ」

　昂生は礼を告げ、控室から出ていく。

（……果歩、どこに行った）

　昂生は廊下を見渡し、忙しく動いているスタッフたちに聞いて回った。

「さっきモデルが非常口のほうに案内されているの見たけど、この子じゃなかったかな」

　照明スタッフが機材を運びながら、緑のランプが点灯しているほうを指した。

　昂生は礼を言って、非常口のほうに急ぐ。駐車場に出ると、人の姿はまったくない。

　イベント会場の音が響いてくる。どう考えてもおかしい。

　昂生の中に、ふと、三上のつきまとうような影が思い出された。胸騒ぎを抱き、ケータイを取り出す。

「真二、今日の三上の外出先、どうなってる？」

『今日は横浜で打ち合わせがあるみたいで、あの真っ白なフェラーリ吹かして行っちゃいました』

「わかった。サンキュ」

『何かあったんですか？』

「いや、なんでもない。急ぐから悪いな」

　ケータイの通話をオフにして、警備員のもとに急ぐ。

「ここから白いフェラーリが出ていくのを見ませんでしたか？」

　そうであってほしくないと内心願っていたが、警備員はすぐに「ああ」と指を差した。

「ついさっき、ものすごい勢いで出ていったよ」

　昂生は確信した。

　果歩を連れ出したのは、三上だ。

「くそっ」

　三上の考えつきそうなことだ。

　果歩のことで頭がいっぱいになっていた自分の危機管理の甘さに呆れる。

（あいつに何かあったら……急がないとまずい……）

　バイクのハンドルを握る手に思わず力がこもった。




　＊　＊　＊




　――連れてこられたのは、どこかの墓地だった。

　助手席を開けられ、ついてこいと言わんばかりに三上は背を向けた。

　果歩は逃げなくては……という衝動に駆られるが、膝ががくがくして動けなかった。

「ああ、今、君が逃げようとするなら、殺すかもしれない」

　三上は考えを見透かしたように言い、震え上がった果歩を見て、くくくっと下げ卑びた声で笑う。

「冗談だ。命拾いしたと思って感謝してほしいね。僕は君を救いたくてさらったんだから」

「どういう……ことですか」

　三上は墓地の中に入っていく。不安になりながら彼についていくと、あるお墓の前で彼は立ち止まった。

「矢吹果菜、ここに眠る」

　三上が低い声で、淡々と告げた。

　矢吹果菜……それは、昂生の元彼女の名前だ。

「え……？」

　三上の肩越しに『矢吹家之墓』という文字が見え、果歩はショックで言葉を失った。

「なんで君がそんな顔するの？　おかしいね。逆だろう？　邪魔者がいなくなって、ホッとしたんじゃない？」

　三上は、薄笑いを浮かべる。

「残念だね。彼女はここにはいないよ」

　高笑いする三上に、果歩は顔を強張らせる。

「彼女はとっくに海外逃亡さ」

　サラサラと風に流されていく髪の間から、冷たい氷のような瞳がこちらを試すように見ている。

　果歩は恐怖以上に、腹が立って仕方なかった。

「ふざけないで……っ。どうしてこんな悪趣味なことするの？　最低よ！」

「最低？　最低なのは誰なんだ。奴隷のようになっているあんたが気の毒だと思って、救ってやったんじゃないか。同じようにランウェイで怪我をさせられるかもしれないと思ったら、当時を知る者として、ほうっておけなくてね」

「三上さんは一体何がしたいんですか？　神野さんのことが嫌いで、そうやって邪魔するのが目的なんですか？」

「いや、デザイナーとしては尊敬してるよ。孤高でプライドの高いあの人のことをね。だからこそ、被害者ぶってるところに、イライラさせられるのさ」

「だからって、どうしてこんなやり方で邪魔をするんですか？　神野さんがやっと前を向こうとしていたのに」

「前を向こうとしていただって……？　あんたを使って、同じようなことをしようとしてるだけじゃないか。悔しくないのか？　前の女に重ねられているんだぞ」

「……それはわかりません。でも、神野さんがすごく彼女のことを愛してたことはわかります……その分、たくさん後悔してきたと思うんです。だから――」

「愛してただって？　笑わせるな。少なくとも彼女は違った」

　意外な話に、果歩は眉を寄せた。

　三上の顔が、憎悪で歪む。

「矢吹果菜は、もともと僕の恋人だったんだ」

「……三上さんの？」

　果歩は驚いて、彼を見る。

「ああ。僕は彼女のためにデザインからパターンまで起こして、ランウェイに立たせようと必死だった。それが、いつの間にか果菜はあの人に夢中になって、僕から離れ、モデルとしての仕事もＫＯＵＳＥＩブランドのものばかり引き受けるようになった。そうこうしているうちにランウェイでの事故が起きた……あの人と一緒にいなければ、あの事故が起こることはなかったはずだ。事故のことはあんたも知っているだろう？」

　果歩は黙ったまま頷く。

　大怪我をしたあと姿を消してしまった彼女の、その後のことはわからない。……結婚式の二次会で昴生が果歩に声をかけてきたのは、彼女が着ていた、果菜のために作ったドレスに心惹かれたからかもしれない。そう考えるたび、胸が締めつけられる。

「本当にあんたは、雰囲気が彼女にそっくりだ。あの人は懲りもせずに……あんたを使って復帰しようと考えた……これが見過ごせるとでも思うか？」

「でも……神野さんだって傷ついているんです。誰より大切な人を……そんな目に遭わせたくはなかったはずです」

「違う。誰より傷ついたのは彼女だよ。ランウェイに立つのも、公の目にさらされるのも、怖くなったんだ。夢だったモデルの仕事ができなくなった。それは全部、神野昴生、あの人のせいだ。だから僕は……あの人のあとを追ってオフィスＡＭＧに入り、デザインを盗んであの人を再び陥れた……」

　デザイン盗用の話……そういえば真二からそれらしいことを聞いたことがあった。それなら昴生がオフィスＡＭＧを辞めたのも納得できる。

「三上さんは、果菜さんの恋人だったんですね。それで憎いんですか？　恋人も、脚光も、すべてを神野さんに奪われて。それが悔しいから当たってるだけじゃないですか？」

「かわいい顔に傷をつけられたくなかったら、それ以上は黙っておきな」

　三上に顎をつかまれ、果歩は唇を噛みしめ、睨み返すだけ。

　三上は果歩の唇を親指でなぞる。無理やり開かせようと指を強引に食い込ませてきた。

　負けるもんかと、果歩は睨み続ける。唇の端がじんじんと痛んだ。

「僕はあの人から、すべてを奪うために生きてきたんだ。あの人にはランウェイにモデルを上げる権利はない」

「そんなことしても……なんにもならない。人の気持ちは変わっていくもの。過去に縛られたままではいられないんですよ。三上さんだって同じです。憎んだままでいたって……自分が苦しくなるだけです。もう、前を向かなくちゃいけない時期なんじゃないですか」

「そう……前をね。なら、君が欲しい。果菜に似ている君が……。神野にもそう言われたんだろ」

　三上が唇をさらに近づける。

　果歩はぎゅっと歯を噛みしめて顔を背けようとした。

「イヤッ」

「所詮、あんたは着せ替え人形だ。身代わりでしかないんだよ。滑稽な話だとは思わないのか」

　三上の瞳は造られた闇の色に染まる。彼の心を現すかのように。

「……私は、私だわ。身代わりなんかじゃない。神野さんだって……そんなつもりじゃない」

「三上！」

　男の声が割って入る。

　その声に果歩はハッとした。この声は……昂生だ。果歩は助けを求めて、声を張り上げる。

「……神野さんっ……」

　昴生が息を切らしてふたりの前に飛び出てくると、三上は果歩を自分の腕にぐっと抱き寄せた。

　首が圧迫されて、息ができない。

「三上、やめろ。果歩を今すぐに離せ」

　昂生はそう言い、三上に迫った。

「よくここがわかったな」

「おまえの派手な車のおかげでな」

「そんなに彼女が大事か？　よく見つけたものだよ、身代わりとして最高の入れ物を」

　そう言い、三上は果歩の髪をぎゅっと引っ張る。

「やめろ。こいつを巻き込むな。おまえとは関係ない人間だ」

「関係ないだって？　本気でそう思ってるのか。この女は、果菜の代わりなんだろう？」

「俺が憎いなら、いつまでも陰湿なことしてないで、真剣勝負しろよ」

「ああ、そうだな。いいことを考えたんだ。次のファッションショーで決着をつけるのはどうだ？」

　三上は愉快そうにそう言い、果歩の髪を弄ぶ。昂生が口を開こうとする前に、三上は続けて言った。

「ただし、条件がある。こっちのモデルは彼女を使わせてもらう。あんたは別のモデルを探してくれ」

「そいつだけはダメだ」

「あなたにそう言う権利はない。フェアじゃないだろう。恋愛関係じゃないモデルを選んでもらわないとね。それとも……」

　三上がライターに火をつけ、その火を果歩の髪や頬に近づける。

「わかったから、やめろっ！」

　昂生が叫ぶと、三上はますます嗜し虐ぎゃく的な笑みを浮かべた。

「神野さん……」

　果歩の声が震える。

「……条件は呑むから、まずはそいつを離せ」

「了解」

　三上から背中を押された果歩が、ガクッと崩れそうになるのを受け止め、思いきり抱きしめた。

「バカやろうが。心配させるなよ」

「ごめんなさい。神野さん」

「本気で……寿命が縮まった」

「……私、どうしよう……戻らなきゃ」

「いい。代理が出てくれてる。あとは俺がフォローしてやるから」

「ごめん……なさい」

　混乱しているのは果歩ではなく、昂生のほうかもしれない。

　痛いほどに果歩を抱きしめながら、彼自身が震えていたのだから。










痛いほど抱きしめて




　頬に触れる昴生の心臓が壊れそうなほど暴れている。

　それが伝染したように、果歩の胸は張り裂さけそうだった。

　本気で心配してくれている。繋いだ手を少しも離そうとしない。

　悲しいような怒ったような、やりきれない表情のまま、昴生はひと言も喋らなかった。

（こんな顔にさせたくて、モデルを引き受けたんじゃないのに）

「じゃあね、果歩さん。打ち合わせの日、楽しみにしてるよ」

　先ほどの鬼気迫る表情とは異なり、最初に出会ったときのような爽やかな笑顔で、三上は車に乗り込んだ。

　白いフェラーリが去るのを見送ったあと、昴生と果歩は『港の見える丘公園』へ移動した。展望台からはベイブリッジが見える。

　ベンチに腰かけてひと息つくと、果歩は改めて実行委員へ電話し、スタッフにお詫びした。途中で事情を説明するために昂生に代わって、後日改めてふたりで謝罪に向かう約束を取りつけた。

「さっき、三上から何を聞かされた？」

　いつものようにはぐらかされると思ったのに、もうそのつもりはないみたいだ。

　黒いカラスのような三上の漆黒の瞳を思い出して、ぞくっとする。

　彼の碧の瞳に塗られたカラーコンタクト。彼の心の闇を現す色。その瞳の奥底で燃え上がる強い炎……。

　墓場に連れてくるなど、悪趣味すぎる。こんな卑劣なことをするほど、三上は昂生に憎しみを抱いているのだ。そして、いなくなった彼女を追い求めている――。

「彼女が……なんてこと、本当にないですよね？」

「……ちゃんと生きてるよ。居所を知っている人間がいる。ただ彼女は俺に会いたがらない。無理もないんだ」

　昴生が言って、静かに睫毛を伏せる。

「おまえが感じてる通り、俺は彼女に本気だった。自分の人生を賭けてもいいって思うぐらい……好きだったよ」

　それを聞いて、果歩は俯いた。

　覚悟はできていても、やはりつらい。鉛のように重たい感情が心の中にズシリと沈んでくる。

「ランウェイの件があって……彼女は俺を拒み、そして憎むようになった。当然だよな。リハビリ終えたあと、見舞いに行ったらそのまま姿を消しちまった。俺はできる限り償おうとした。彼女が表に立てないなら、俺もそうすべきじゃないってね。そう思って、過ごしてきた」

「……それでも、神野さんはやっぱりこの仕事が好きなんでしょう？　それで、再出発したいと思ったから……ブランドのイメージモデルに私を選んだんでしょう？　私も神野さんの力になりたいって思ったから……」

「でも、ファッションショーは余計だった。こうやって巻き込んで、おまえになんかあったらって考えるのはこたえるんだよ……そう思っていた矢先にこんな目に遭って」

　昂生はそう言い、果歩を抱き寄せた。

「おまえがやりたいって言っても、俺が止めるべきだった……結局、三上のことでおまえを巻き込んで……怖い思いをさせた……ごめん」

　果歩はううんと首を横に振る。さっきよりも穏やかな鼓動に、わずかに安堵のため息をついて彼の背中に腕を回す。

「……私のほうこそ……ごめん、なさい。神野さんの……大事な復帰戦だったのに。私のせいで、穴を開けちゃった……誰より、力になりたかったのに……そのはずだったのに……」

　涙があとからあとから溢れてくる。

「おまえのせいじゃない。今回のことは、俺がちゃんと守れなかったのが悪かったんだ……ショーのことはなんとかするから、何があっても気にするな。とにかくおまえが……無事でよかったよ」

　額にそっとやさしくキスが降りてくる。ただ、それだけで……涙がどんどん溢れてきてしまう。

　この人の痛みを、どうしたら癒してあげられるのだろう。そう思って日々模索していた。けれど、自分は、彼女を越えることなど到底できないと思った。

　光も闇も知ってしまっている彼と彼女の間に、割り込む隙などない気がして。




　果歩はバイクから降りて昂生にヘルメットを手渡し、バイクを停める昴生の姿を見つめていた。彼は疲れたような顔をして、お互いに何も喋らないまま、部屋の前に来てしまった。

　それじゃあ、と果歩が唇を開こうとすると、昴生の手が果歩の手首をつかんで引きとめた。

「待てよ。帰るな」

「でも……」

　今はきっと彼女のことを思い出している。そこに自分の存在を当てたくなかった。

　けれど……。

「俺のそばにいてくれ」

　思いつめたように引き止める、こんな彼は初めてだった。

「……神野さん」

　昴生の手に力が入り、果歩の胸に切なさが募る。

「おまえが、ちゃんとここにいるって……安心していたいんだ」

「……私はちゃんといますよ。大丈夫だから……もう心配しないでください」

　振りほどけなかった。広い背が頼りなく見えたから。自分よりずっと大きな彼なのに……。

（彼女を思い出して抱くのならやめてほしい）

　一瞬、喉元まで出てきた言葉を寸前で止めた。

　すると昂生は悟ったように、果歩の唇にそっと自分のそれを重ねた。

「こんなときに言っても嘘っぽく聞こえるかもしれないけど、俺はおまえを身代わりになんて思ってないからな」

「……うん」

　果歩はただそれだけ答えた。昂生がそう言ってくれるなら……それを信じたい。

　それからふたりで溺れるように抱き合った。まるで深い海の底をふたりで無我夢中でもがいているようだった。嵐の波に呑まれたみたいに、激しい鼓動と荒々しい呼吸が、いつまでもおさまらない。

　ベッドの中で、余裕のない顔で見つめてくる彼の……この表情だけは、自分のものだと思っていたい。

　泣きそうになって唇に力を込めると、昴生は息を切らしながら果歩の耳元で囁いた。

「好きだ……果歩」

　ひどく切なくて、もどかしいような声のトーンが鼓膜にやさしく響いていく。

「……神野、さ……」

「……おまえのこと、ちゃんと好きだよ」

　昂生の声が途絶えがちになりながら、愛情を伝えてくる。その声で、唇で、指先で、中で……。

　果歩の瞳に涙が溢れてくる。激しく湧き上がってくる感情が止められなくて、うまく返事できないまま、中で彼の熱がはぜるのを感じながら、目を閉じた。

　疲れ果てたように昴生はそのまま眠りに落ちた。

　果歩は昴生を眺めながら眠れないで考えていた。昴生と果菜と三上の三人の過去を。彼らはどんな思いでそのときを過ごしていたのだろう……と。




　朝を迎えて、果歩は昴生のデスクにたまったままのデザイン画を眺めた。いつもの傍ぼう若じゃく無ぶ人じんな彼からは考えられないほどのやさしいイメージに惹かれ、しばらく吸い込まれるように見ていた。

　パソコンにいくつものパターンを並べて、サンプルの生地の細かいところまでチェックしていた彼のことが思い出される。

　果歩には服飾のことはよくわからない。でき上がった彼のブランドだけしか知らなかったけれど、こうした過程が愛しいと思う。だからこそ、そこに込められた想いがどれほど真剣に彼女に向けられていたかと思うと、胸が苦しかった。

　昂生が過去を乗り越えるには果歩の力が必要なのだと、周りに持ち上げられて、その気になっていた自分の浅ましさにため息がこぼれる。

　乗り越えるべきなのは果歩のほうなのだ。けれど、どんどん自信を失ってしまう。彼をまるごと受け止めるにはあまりにも重たすぎて。




　翌週、ファッションショーの観覧席にいたという結衣から連絡をもらった果歩は、久しぶりに彼女に会うことにした。

　途中、コンビニに並んでいた雑誌に件のファッションショーのことが取り上げられているのを見て、果歩は帽子で顔を隠して足早に約束の場所へ向かった。

　あのあと果歩と昂生は揃って謝罪に向かったが、心配していた通り、マスコミからすさまじいバッシングを受けた。モデルを務めた果歩が失踪したことで、昂生の過去がまた掘り返されてしまった。〝失踪事件再び〟と、特に昴生を非難する記事が目立つ。彼を支えたかったのに、逆に彼を窮地に立たせてしまったのだ。

（私が……また神野さんを……傷つけちゃったんだ……）

　果歩はますます自信がなくなってしまった。昂生のそばにいていいのだろうかと真剣に悩んだ。

　だが、三上が持ちかけてきた次のファッションショーで決着をつけなければならない。

　代官山のオシャレなカフェで、美味しいローズヒップティーを口に含んでも、果歩の気分は沈んだままだった。

　すっかり落ち込んでいる果歩に、結衣はトントンと爪でテーブルを鳴らして、注意を引きつける。

「果歩はいつでも悩んでるわね。確かに今回のことは……ひどい災難だわ」

　同情の目を向けられて、果歩は睫毛を伏せる。

「うん……私が、神野さんを……追いつめちゃってるんだなって思ったら、たまらなくて……」

「そんなことないわよ。果歩の存在が、あの人を支えているんじゃないの」

「でも私のせいで……思い出したくもないことをまた掘り返されてしまったんだよ？　せっかく……前を向こうとしてたのに」

「それで、自分から距離を置いてるの？」

「……うん。私はデザイン事務所のほうで仕事させてもらって……神野さんは社長室のアトリエと……マンションとの往復。お互いに何を喋っていいかわからなくて、遠慮してる感じ」

「そっか……。でも、このまま離れる気じゃないわよね？」

「……離れたくないけど……私が近づくと、また足を引っ張るんじゃないかって不安で……」

　あのあと、三上から連絡が入った。果歩が三上のほうのモデルになり、昴生は別のモデルを用意することを改めて要求された。そうでなければ何をするかわからない、という脅しを含めて。

　三上の思惑に従うのは悔しいが、昂生とふたりで相談して、決着をつけるほかにないと結論を出したのだ。

「神野昴生はほかのモデルを使うわけか……。ひょっとして、そのモデルと昴生が男女の関係に……なんて心配してるんじゃないの？　ちょうど疎遠になってるし、むしろ足手まといの自分よりもほかの人のほうがいい……とか思ってる？」

　結衣が痛いところを突いてくる。

「そんなふうには思ってないけど……そうなっても仕方ないって覚悟してる」

　昂生を幸せにできる人がほかにいるのかもしれない。

　悶々と考えていると、結衣からもっともらしいことを言われてしまう。

「バカね。果歩が信じてあげなくて、誰が彼を信じるっていうのよ。果歩も神野昂生も……自分を責めすぎね。似た者同士っていうか……不器用っていうか……」

　そう言いながら、結衣が何かひらめいたような顔をする。

「ねえ、わかった。いいアテがあるわ」

　結衣は言って、意味深に微笑んだ。

「モデルって……神野昂生のほうは、まだ決まってないのよね？」

「そう……だけど、候補者が何人かいるって――」

「よし、善は急げよ、行こう」

　結衣がバッグを持って席を立つ。

「ついでに、神野昴生に電話入れて」

「えっ、なんて？」

「今からアポ一件入れるの」

　ウインクをする結衣。

　果歩は彼女の考えが見えないまま、「いいから」と背を押されて昴生に電話をした。

　彼は今マンションの部屋にいるらしい。ふたりでお邪魔したいと言うと、訝しげな反応をされてしまったが、結衣の持ち前の強引さで約束を取りつけると、ふたり揃ってマンションへ向かった。










夢追い人




　昴生の部屋を訪ねると、彼は戸惑った様子でふたりを招き入れた。

「で？　話っていうのは？」

「神野さんは果歩をモデルにすることはできないでしょう？　そこで私がモデルに立候補しようと思ったんです。今の状況からいって、ほかのモデルと組むのは、果歩にとっては不安だと思うので」

　はっきりと言う結衣に、果歩はそろりと上目遣いで昴生を窺う。

　結衣の言うアテというのは、彼女自身が昴生側のモデルになることだった。そうすれば果歩の心配事も減るだろうという、友達思いの結衣らしい考えだ。

　果歩がお願いしたのではないことくらい、昴生にも丸わかりのようで、深いため息をついた。

　叱られるかな、と昴生をビクビクしながら見ていると、意外にも彼は結衣をじっくりと観察して、彼なりの見解を口にした。

「はっきり言って悪いけど、お友達の容姿はクールすぎて、俺の考えてるモデル向きじゃあない。まあ……三上も俺の手の内を知ってるから、逆に意表をつくような、面白い発想ができそうだとは思うけどね」

　クールすぎて、というのはわかる気がする。結衣はすらっとしたスポーツウーマン体型で、性格がさばさばしているから、ファッションもシンプルでクールな雰囲気だ。昂生が生み出しているブランドのガーリッシュなイメージとはほど遠いのだ。

「さっそく厳しいコメント受けちゃった。いいのいいの、そのほうが燃えるし。変身願望大ありだから」

　ヘンな空笑いが出る。

「ハマちゃんってば……」

　結衣は果歩に対してはいつもＳな発言をするが、男性に対しては果歩に負けず劣らず……Ｍ体質だった。

　昴生は「まいったな」とため息をつく。

「果歩はどうしたい？」

「……私？」

「果歩が望むなら、友達を預かってもいい。今、いい案が浮かんだから」

「本当？　やった。ね、果歩、そうしよう」

「でも、神野さん……」

「ただし、モデルになってもらうからには、手抜きするつもりはないからな。その辺り、覚悟してもらわないと」

　昂生が厳しい表情を浮かべ、結衣を見る。

　果歩はどうしたらいいのかわからず、はらはらした。

「もちろんです。そういう覚悟で来たんですから」

　果歩が不安な表情を浮かべると、昂生はデスクの卓上カレンダーのほうに目を向けた。

「何人か候補者がいるけど、スケジュールが合わない可能性があるんだ。正直、年明けのファッションショーまであまり時間がないから、モデルはそろそろ決めたいところだ」

　昂生はそう言い、再び結衣と果歩を交互に見比べ、「よしっ」とひと声あげた。

「モデルに決める。今時間あるなら、さっそく打ち合わせさせてほしい」

「神野さん、本当に？　私のことなら……気にしなくっても」

「気にしないわけにはいかない。おまえのことは無視できねーよ、果歩」

「……神野さん」

「でも、それとは別に、考えがある。だから決めた……ってことで、悪いけど、おまえは対戦相手なわけだから、席を外してほしい。打ち合わせが終わる頃、連絡入れるから」

　果歩は後ろ髪を引かれるような思いで返事をする。

「わかりました」

　結衣が励ますように果歩の肩を叩いた。

「心配しないで。いい方向にいくように、私も協力するから」

「うん、ありがとう、ハマちゃん。それじゃあ、神野さん……よろしくお願いします」

　昂生の部屋を出て、ポツンとする果歩だったが、すぐにケータイの音がした。

　慌てて電話に出ると、三上の声がして心臓がドクッと鳴った。

『さっそく打ち合わせをするから、来週の金曜日、十九時半頃、〝ミスリル〟のラウンジに、必ず』

「わかりました。打ち合わせですよね？」

『ほかにしたいことでもあるの？』

「ありません。来週、仕事終わったらすぐに向かいます。言っときますけど、防犯ブザー持っていきますから」

『面白いね。大丈夫だよ。武器になるもの、なんでも持ってきて。……君の身体だけで充分だと思うけどね』

「とにかく、失礼します！」

　頭に血がのぼっている。けれど、身体は震えている。心細さと嫉妬と不安……いろいろな気持ちが入り交じる。

　果歩は三上とのひと悶もん着ちゃくがあったあと、昂生と一緒に公園で過ごした時間を思い浮かべた。昂生に強く抱きしめられたとき……窒息しそうなほど、胸が苦しかったことを。

　それから、そのあとの部屋でのこと……溺れるように抱き合いながら、腕の中で囁かれた睦むつ言ごとを……。

『好きだ……果歩』

『……おまえのこと、ちゃんと好きだよ』

　あの言葉は、巻き込んだことへの懺ざん悔げのつもりだったのだろうか。それとも純粋に向けられたものだったんだろうか。昂生を信じたいけれど、自分に自信がなさすぎて、わからない。

　まだ、身体のずっと奥で感じ合った部分が疼いている。

（欲しくて、欲しくて……この恋を終わりにはしたくない）




「――打ち合わせ中なんだけど？」

　三上に指摘されて、果歩は、ハッと顔を上げた。

「俺と一緒にいるときに、あの人のことを考えたらペナルティを取らないとね」

　あれから一週間後の金曜日、水槽に囲まれたバー『ミスリル』の個室で、果歩は予定通り、三上から彼がイメージしたデザイン画を見せられていた。

「ちゃんと聞いてます。心だけはせめて自由でいさせてください」

「面白いこと言うね。なら、身体はどうされてもいいって？」

　舐め回すような三上の視線にぞくっとしながら、テーブルの下でぎゅっと拳こぶしを握る。

　おもむろに伸ばした指で胸元に伸びる毛先を触られ、ビクッとした。

「そう警戒しないで。いい関係を築いておかないと、あんたも果菜と同じことになるよ」

「同じことって……まさか、それが目的で」

　果歩は青ざめる。三上ならやりかねない。

「そんな浅はかな男だと思うか？　だったら今、あんたを突き落とすだけで済む。どうやらあの人はあんたに夢中みたいだからね。それがわかっただけでも、前回邪魔して脅しただけの価値はあった」

　耳障りな三上の笑い声を遮るように、反発した。

「……そのせいで、マスコミに過去のことを持ち出されてしまったわ。果菜さんのことだって……三上さんはそれでいいんですか？　大事な彼女を傷つけたくないなら、こんなこと終わりにしなくちゃいけないんじゃないですか」

「ああ、終わらせてやるさ。あの人は運でのし上がれただけだ。脚光を浴びたのは一瞬のこと。彼女が転落したのは、急ぎすぎたあの人のせいだ。思い知らせてやるんだよ」

「……そんなことで戦って、服は喜ぶのかな。デザイナーとして服への思い入れだってあるはずです。それに、どんなに人を憎んだって、過去は取り戻せない。時間は絶えず進んでいるんだから」

「あんたに何がわかる？」

　イラ立った三上の表情がより険しくなる。

「わかるからこそ、私、ここにいるんです。誰もがいつも正しい答えを持っているわけじゃない。大事なのは、気づいて前を向くこと。暗闇の中に光を見つけること」

　航介との恋が、まさにそうだった。彼に恋をしたことで、つらいこともあったけれど、自分にとって何が必要なのかがわかった。あの恋があったからこそ、今の自分があるのだと思う。

　それに気づかせてくれたのは……ほかでもない、たったひとりの人。

「それを……神野さんが、気づかせてくれたんです。だから、私も神野さんにとって、そういう存在でありたいと思っているんです。彼はあなたが考えている以上にすごく傷ついて、後悔しています。だから自分から姿を消して……」

「あの人が傷ついてるだって？　そういうところが気に入らないんだ。傷ついたのは、彼女だろう」

　三上が怒りを露わにする。だが、果歩は怯ひるむことなく、思うままに続ける。

「彼女の痛みがわかるなら、きっと神野さんの痛みもわかるはずです！　あの人は自分をチャラチャラしているように見せかけて、傷ついているのを隠しているだけ。人の痛みは、表面だけではわからない。彼の痛みに気づけないなら、ステージに上がったあと、神野さんを見ればいい。彼がどこを見ているのか、ちゃんとわかるから」

　……きっと、そのときにはっきりする。昴生が誰を見ているのか。

　それは、果歩にとっても避けられないことなのだと思う。

「……ふうん、あんた、意外とバカな女じゃなかったんだな」

「打ち合わせ、続けてください。言いだしっぺがしっかりしてくれないと困りますよ」

　怖くて震える。強いフリして強くない自分。

　けれど、甘ったれたままじゃダメだから……一緒に、戦いたいと思う。

（たとえ別々でも、向かうところは一緒だと感じていたい。もっともっと強くならなきゃ。彼のことが……すごく大切で、大好きだから……）










寂しさを分け合って




　帰宅途中、果歩はマンションのすぐそばのコンビニに入った。店内ではクリスマスソングが流れ、カップルが楽しそうに寄り添っているのが目に入る。週末一緒にのんびり過ごすんだろうなぁと思ったら、独りぼっちの自分が虚しくなってしまった。

　ＡＣＣの季節限定コーヒーを買って、コンビニを出る。

〝ふたりでひとつ〟

　苦いブルーと甘いレッドをセットで買うと……プレゼンのときのキャッチコピーを思い出して、深いため息がこぼれた。

（……これをひとりで飲むのは寂しい。会社にいたら職場の誰かや、結衣に差し入れできたのに。それから……）

　昴生とは一週間まるまる顔を合わせていない。用事のあるときはメールで指示が入る。

　果歩は今デザイン事務所のほうで仕事を続けながら、その合間に三上との打ち合わせで忙しくしていた。

　昴生とは、毎日顔を合わせるのが当然のようになっていたから、とても寂しい。

　いつの間にか昂生が、自分の生活の一部になっていたことに気づかされた。

（寂しいと思っているのが自分だけだったら……。そもそも、自分は彼女なの？　恋人と言えるの？）

　好きだと言ってくれるけれど、本心はつかめないままだ。

　果歩自身、昂生に直接言葉で「好き」と伝えたことは一度もない。

　思わず独り言を呟いてしまいそうになりながら公園に足を踏み入れると、人影を見つけてドキッとした。

　時間はもう二十二時を回ろうとしている。こんな夜遅く、しかも今にも雪が降りそうな中、公園でブラブラしている人はそうそういない。

　いるなら不審者だろう……そう思ったら、さすがに怖くなって引き返そうとしたが、目が慣れてくると、今度は別の意味でドキリとした。なんと、人影は昴生だったからだ。ベンチに座ってぼんやりしている彼に、果歩は近づいた。

「……神野さん、どうして……」

　向こうも気づいたようで、果歩はホッとした反面、ドキドキする胸を抑えながら近づく。

「よぉ」

　昴生に声をかけられて、果歩もつられたように「よぉ」と返した。

「つか、こんな夜に女ひとりで公園なんかブラブラすんなよ」

「あ、防犯ブザーちゃんと持ってます」

「そういう問題じゃない。あぶねぇだろ」

　昂生はあれからすっかり保護者気取りだ。

　そのことも果歩には気にかかっていた。気を遣いすぎて、それがふたりの間をぎくしゃくさせているように感じるのだ。

「神野さんのほうこそ……ここでひとりでサボリですか」

「ああ、さっきまでおまえの友達……ハマちゃん？と打ち合わせして、そこそこいいとこまでいったんだけど、彼女コピーライターの仕事が徹夜続きとかで、寝ちゃってさ。目覚ますまで、時間つぶして送ってくつもりだったんだ」

「あー……そうだったんだ。一度寝たら起きないよ、きっと。朝まで泊まったほうがいい気がする」

　不規則な生活をしている結衣は、徹夜して午前で上がることもしばしば。一回寝てしまったら、よほどのことがない限り起きないことを、果歩は知っている。

「おまえはそれでいいのか？」

　昂生が試すようなことを言うので、果歩は動揺してしまった。

「いいのって、そうするしかないじゃないですか。心配しなくても……ハマちゃんのこと信じているから」

「……俺も男だから、迫られれば反応しないわけでもない」

「それはよく知ってます。自分の身体で……確かめましたから」

　果歩が強気に言って、昂生を上目遣いに見ると、彼はふっと破顔した。

「俺はおまえに試されたわけだ。このくそ寒い中、公園をぶらついてる時点で察してくれよ。で、そっちは……大丈夫か？」

「はい。今、私に何かあれば、不利になるのは三上さんのほうですし」

「そうだな。けど、なんかあったらすぐに言えよ。いや、何もなくても……連絡入れろ。おまえの声が聞けるだけでいい」

　昴生は手を伸ばして、くしゃりと果歩の髪を撫でる。

　その仕草だけで、胸が切なくなる。一週間、会えなかっただけなのに……もうずっと会っていなかったような不思議な気持ちだ。昴生と同じように、果歩も彼の声を聞いて、顔を見て、そばにいたかった。

「けど、まあ結果オーライ。彼女でよかったよ。コピーライターとして、キャッチーなコンセプトとか、いい案くれるしな」

「ハマちゃんは友達というより、尊敬している先輩なの」

　なんとなく遠慮がちに近づいて、彼の隣にちょこんと座ってみる。ふたりの間に隙間を感じる。それが寂しくて、もう少しだけ詰めてくっついてみる。

「……反応なし」

　つまらなそうに果歩が見上げると、無言のままのキスが降りてきて、反則を食らったのは果歩のほうだった。

「キスする余地あり」

　昴生が勝ち誇ったようにほんのわずかに笑う。

　果歩はたったそれだけで胸が熱くなるのを感じた。久しぶりに顔を合わせられて嬉しいけれど、今までどんな会話のやり取りをしていたか思い出せない。たった一週間前のことなのに……。

「そんなもの欲しそうにされたら応えるしかないだろ」

「人をペットみたいに言わないで」

　今触れた唇の感触に鼓動が波打つ。ときめきや切なさや不安をない混ぜにしたような……寂しい感覚。

　隣を見ると、昴生はこちらを見ないで空を見上げていた。

　キスひとつぐらいで、どうして泣けてくるんだろう。

　寒いせいにしてごまかさないと。指がかたかた震える。缶コーヒーは結局飲まないまま、ぬるくなってしまった。

「それ、飲まねーのか？」

「あ、つい二本買っちゃって。せっかくだから神野さんに」

　手が滑って地面に落としてしまう。勢いよく転がっていくのを立ち上がって追いかけようとすると、その手をつかまれ、昴生の手のひらにおさめられてしまった。

「つめて。あっためれば」

　言いつつ、あっためてくれているのは昴生の手だ。こんなに寒いところにいても体温の高い手、男らしい手。

（箸の持ち方がきれいだな……なんて思ったっけ）

　久しぶりに触れられて、胸の奥がざわつく。泣きたくなるからやめてほしいのに。

「……神野さんが……」

「ん？」

「……なんだか、ずっと……ここのところ遠慮して、らしくなくて……別の人みたい」

　声が掠れてしまう。

「遠慮って、おまえに対してってことか？」

　こくんと果歩は頷く。

「そんな泣くことねぇだろ」

「……別に、泣いてません。ちょっと服を着すぎて、暑くて汗が出るんです」

「強がり言うなよ。こんな冷たい手なのに、暑いのか？」

「だって……」

　素直になれず、言葉が出ない。

「じゃあ……あっために行こうか？」

「え？」

「おまえの凍った心を、俺があっためてやるよ」

　ふっと冗談っぽく昂生が言うので、果歩はわざと興味なさそうな顔をしてやった。

「キザ……」

「マジでおまえがいないと、こう、ムラムラして落ち着かないんだよ。一種の禁断症状だな」

　ニヤ、とした顔を見て、果歩は呆れた声をあげる。

「はぁ……？　ただヤりたいだけなんじゃ」

　つい声が大きくなり、顔が熱くなる。

「さすがにこの寒さで外でヤるわけにいかねーしなぁ」

「相変わらずオサカンな下半身思考でいらっしゃいますね」

　こうなると空笑いしか出てこない。そこまで言い合って、互いにおかしくなって笑う。

　笑い声がやんで沈黙が訪れると、昂生の顔が近づいてきて、果歩の頬にそっと熱い指先を滑らせた。

　……気づけば、果歩は目をつぶって彼からのキスを受け入れていた。久しぶりに重ねられた唇は、とても心地よくて……ずっとこうしていたいと願う。果歩は背伸びをして、自分からも唇を重ねた。

　唇がそっと離れたタイミングで、昂生は果歩の頭をぽんっと撫でた。

「冷えるな。帰ろうぜ」

　果歩は思わず、昴生の袖を引き止めた。

　帰る、ということは……しばらく会えないということ。

「何？」

　昂生が振り返る。

「……ごめん。ただ」

　果歩はそこまで言って、言葉を呑み込む。

「なんだよ」

「……行かないで」

　航介はもちろん、昴生に対してもずっと言えなかった言葉だ。

　今までずっと自分を抑えて、相手の顔色を窺って恋愛してきた。でも、もう抑えられない。気づいたら声に出していた。

　さっきおさまったはずの涙が溢れないよう我慢しているからか、身体が震えだしている。

　昴生が何も言わずに見つめてくる。

　言葉にしてしまったからには、取り消しはできないのだから、ダメならダメと早く否定してくれたらいいのに。

「いいよ。一緒にいてやるよ。おまえが納得するまで」

　昂生に手を繋がれて、果歩は頬を紅潮させた。

　すぐに指と指を絡めるような繋ぎ方に変わってドキッとする。

「あ、でも、ハマちゃんが……」

「友達は朝まで起きないタイプなんだろ？　鍵かけてきたし、そのまま寝ててもらってかまわない。今にも鼻水垂らして泣きそうな彼女をほうっておくほうがずっと鬼畜だろ」

　〝彼女〟という言葉に、胸が熱くなる。でも、その言葉に強く反応したとは思われたくない。ただ、昴生の手をぎゅっと握り返した。

（この手を信じていたい）

　ふたりでひとつ……ではなくて、彼とは最初からひとつだったのではないか、と思うことがある。だから切り離されるのがこんなにもつらくて……重なり合った瞬間に、安堵を得られるのかもしれない……と。

　久しぶりに求め合った夜は、やわらかな喜びに満ちていて、ふたりはそのままホテルで一緒に朝を迎えた。




　ホテルを出て、交差点で信号待ちをしていたところ、昴生が何かを見つけて一瞬、動きだそうとした。

　果歩は不思議に思い、彼の視線の先を探す。どうしたの、と声をかけようとしたときだった。

「――果菜」

　と、昴生は彼女の名前を呼んだ。

（……え？）

　昴生は間違いなく、果菜……と言った。

（……彼女が？）

　交差点の向こう側に目をやるが、果歩には見つけられない。どこにいるのだろうか。

　今にも、昴生は駆けだしていきそうだ。信号が青に変わた途端、足早に歩いていく。人混みの中で握っていてくれた手が離れそうになる。必死になっている昴生の表情を見なければよかった、と思った。

（……行かないで）

　果歩は無意識に彼の手をぎゅっと握るだけだった。

　微かに確認できた、果菜らしき人影は横断歩道を渡り終える頃、見えなくなった。

　昴生のせわしかった目が、諦めたようにぼんやりとしたのがわかった。

　果歩はホッとしている自分が惨めになる一方で、昴生のことが気になって仕方なかった。

（やっぱり、まだ好き……なんじゃないの？　この人は過去を心の中にため込んだまま、流しきっていない）

　果歩は昴生がいつもそばで、過去の恋愛を昇華させてくれていたことを思い返す。

　自分にできることは彼女の身代わりを演じることだけなんだろうか。ときどき、これでいいと決めたはずの目標が歪んで見えてしまうことがある。特に、彼のこういう姿を見てしまうと。

「そんなに気になるなら、探せばいいじゃないですか。ね、そうしましょう」

　果歩は衝動的に、昴生の腕を引っ張ろうとする。

　だが、やんわりと押し返されてしまった。

「出てきたがらない人間を引っ張り出すことはない。それはおまえが望んでることで、あいつが望んでることじゃない」

　彼女の味方ととれるような反発は、想像以上にこたえた。

　昴生の表情は硬いまま、彼女が消えたと思われる反対方向へ行こうと促される。そんな彼の態度に、果歩は今まで抑え込んできた感情が、急に湧き上がってくるのを感じた。

「だって、そんな顔ばっかりしてるから。今回のことだって……果菜さんに見せてあげたいんでしょう？　神野さんが再生しようとしている姿。そのためなら、私のことなんかいくらでも利用してくれてかまいません。そうして、私も一緒に乗り越えたいって思ってるんですから」

　叱られるかと思ったが、言わずにはいられなかった。

　その代わりコツンと軽く小突かれて、彼の背が少し先を行く。

「……これは、三上との勝負だろ。それに、今、おまえはあいつのモデル。その辺り、頭冷やして考えておけよ」

「頭冷やしたほうがいいのは、そっちだから。寝るときだけやさしくしないで。あんなふうに……大事に……抱いたりしないでっ……ますます、悲しくなるだけなんだから……っ」

　雑踏にかき消されてしまった声が……頼りなく震えて、涙が込み上げてくる。

　今までの恋はずっと気持ちを抑えて、本当の自分を出せていなかった。昴生と向き合おうとしたときに、もう自分を抑え込むのはやめようと思った。

　でも、それは……間違いなんだろうか。

「果歩」

　ビクッと肩が震える。

　間違えて、果菜と呼ばれないだけ、まだよかった。

　顔を上げると、悲しい顔をした昴生と目が合った。そんな顔をされたら、責めることなんてできない。果歩はますます自己嫌悪に陥るだけだった。

「ごめんな」

「……いいです。謝ってほしいわけじゃないし」

「好きなもんおごってやるよ」

「餌で釣らないこと」

「先にメシで釣られたのは俺のほうなんだけどな」

　言い合っているほうが楽だ。けれど、それだけでは前に進めないと思う。

　そして果歩は、どこかで覚悟していた。昴生に抱かれている間か、何気ない会話の中でか、いつどこでかはわからないけれど、もし次に彼が彼女の名前を呼ぶことがあったら、それで自分たちの関係は終わるのだと。

　大事にしてくれていることはわかる。けれど、大きな氷の中に閉じ込められた肝心な場所へは、まだ入れてくれない。何度、熱く抱き合っても……その厚い氷は溶けてくれない……。










もっと、ずっと、遠くまで




　月曜日、神野デザイン事務所に入ると、新しい契約スタッフが数名顔を見せていて、果歩は既存の社員とともに自己紹介をした。

　ファッションショーに向けての準備期間中はほかの業務に手が回らなくなるため、差し支えがないように増員したらしい。それほど昂生は本気だということだ。

「いいセンスしているんだから、安井さんも企画チームに入ればいいのに。代理店の企画部にいたのに事務作業じゃもの足りないでしょう？」

　企画営業担当の相あい沢ざわに声をかけられて、果歩は顔を上げた。その通り、果歩はまだ大事な仕事を任されていない。というのも、イメージモデルや、今回のファッションショーの仕事を優先させるために、神野デザイン事務所では簡単な事務作業を行うのみで、定時で帰れるように配慮されていたのだ。

「いいんです。新しい職場に慣れるまで、小さなことから積み重ねていきたいと思っていますので。いずれ、もっといろんな仕事ができるように頑張ります。あ、私、ランチのお弁当買ってきますね」

「健気でいい子ー」とからかうように言われ、果歩は照れ笑いする。

「お弁当いる人？」と呼びかけると、手を上げる者や「よろしく」と声をかける者がいて、そんな賑やかな声を聞いていたら、ようやく本来の日常生活が戻ってきたような気がした。

　果歩が事務所の近くのお弁当屋に行き、十個注文していると、横にすっと誰かがやってきたのを感じて、顔を上げた。

　サングラスをした女性が頭を下げる。果歩もつられて同じようにするが、面識があるかどうか、サングラスをかけたままではわからない。

（えっと、誰だったっけ……？）

「それ、あなたひとりで持っていくの？」

「え？」

「十個じゃ大変でしょ。手伝いますよ」

「あ、あの……」

　サングラスを外した女性に、果歩はハッとする。

「ごめんなさい。驚かせて……」

　果歩はすぐに彼女が誰なのかわかった。

　――矢吹果菜だ。

　やはり、あの交差点で見かけたのは、彼女だったに違いない。




「すみません。手伝ってもらって。お昼まだだったら、これひとつどうぞ。誰かさんが気まぐれで急に来て食べるときがあるから、余分に買ってるんです。あ、誰かさんって社長のことなんですけどね」

　果歩は彼女を応接室に通したあと、落ち着かずにペラペラと喋るが、彼女はにっこりと笑顔を見せるだけだった。

　自分と似ている雰囲気がやっぱりどこかあるかもしれない。けれど、似ているなんておこがましい。彼女のほうがずっときれいだ。モデルになるために生まれたと言っても過言ではないほど、ただ座っているだけでも華やかなオーラがある。

　果歩は彼女の髪の艶やかなウエーブや、ゆったりとした表情を眺めながら、胸にちくちくとする痛みを感じていた。

　彼女のじっと観察するような視線を受けて、果歩はハッとする。

「すみません。自己紹介が遅れました。私、安井果歩と申します」

「こちらこそ」

　彼女が自己紹介しようとしたところ、待っていられずに、果歩は尋ねてしまった。

「矢吹……果菜さんですよね。モデルの……」

「ええ。今日は、昂生に会いたくて来たのよ。彼は、元気にしているかしら？」

「はい。でも社長は……ほとんど、ここにはいないんです。ほかのデザイナーたちに仕事を任せて、いろいろ……その、ファッション関係のことを」

　果歩がその先をためらうと、果菜が口を開く。

「あなたも知ってると思うけど……私、しばらく日本を離れてゼロからモデルをやり直して……ようやく心の整理がついて、戻ってきたの。昂生も今頃デザイナーとしてゼロからやり直そうとしているんじゃないかって……」

　ふたりの間に気まずい沈黙が流れた。

「そうですよ。神野さん、すごく大切だった果菜さんのこと……今でもずっと想ってて、後悔してて……引きずってて。でも、前を向かなくちゃって……それで……ファッションショーで新しいブランドを発表しようっていうところ……だったんですけど」

　果歩はそこまで言って、口を噤んだ。その大事なチャンスをぶち壊してしまったのは、自分だ。

「……知ってるわ。目玉の新人モデルを起用した新ブランド発表……関係者からファッションショーのことを聞いてたから、気になって……会いたくなったの。いろいろ、私のせいで……あの人を追いつめてしまっていると思ったら、いても立ってもいられなかったわ」

　彼女の気持ちが切々と伝わってくる。

「果菜さんは……今でも、神野さんのこと、好きですか？」

「もし、そうだと言ったら、あなたは身を引いてくれるの？」

　射抜くような瞳を向けられ、果歩は言葉に詰まる。

　ファッションショーのことを関係者から聞いたなら、果歩のことも、もしかしたら何か知っているかもしれない。

「それは……」

　果歩は答えられずに俯いて、ぎゅっと手のひらを握りしめた。

　あっさり身を引けないくらい、彼に深入りしてしまっている。

「昂生が見つけたモデルというのは、あなたでしょう？　安井さん」

　そう言われて、果歩は弾かれたように顔を上げた。

　やっぱり彼女は知っていたのだ。

　身代わり……という言葉が、今になってつかみかかってくる。そして、苦しんでいる昂生の姿が浮かんできて、たまらない気持ちになってしまった。

（私にできることは……？　神野さんに……笑っていてほしい。もう、苦しんでほしくない……）

「神野さんに会ってちゃんと話をしてください。きっと……まだふたりは間に合うはずです」

　だが、果菜は首を横に振った。

「もう五年目よ？　過去は取り戻せないわ。空白の時間もきっと埋められない。私は何もかもから逃げ出してしまった。彼だけをひとり残して。ズルくて弱くてひどい女なの」

「そんなことないです。あんなに……想ってたのに。ふたりはちょっとだけすれ違っただけで、きっかけさえあれば戻れるはずなんです」

「果歩さん……昴生のこと、とっても好きなのね。なのに、どうしてライバルに好きな人を差し出せるの？　デザイナーもモデルも勝負の世界なの。たくさんのモデルの中からどれほど前に出ていけるかが大事なのよ。恋愛も同じだけど、そんなふうに譲っていたら先はないわ」

　もっともなことを言われて果歩は閉口する。伝えたい想いだけが先走って、もどかしい。

「……じゃあ、どうして会いに来たんですか？　ただ顔を見て、それだけ？　何か伝えたいことがあったからでしょう？」

　果歩はせめてそれだけ問いかけた。

「もうお互いに過去にケリをつけましょうって伝えに来たのよ。過去はいくらでも美化してしまうわ。そしてきれいな思い出ほど、惜しくなるのよ。あのときこうしていればといつまでも引きずってしまう。あと少しで届きそうなところで醒めた夢ほど続きを追いかけたくなるの。彼にはそうでいてほしくないって思ったのよ」

　果菜の言葉からは、昂生のことを本当に大切に想っていたことが伝わってくる。

（終わりに……と言うけれど、きっと果菜さんも、そして神野さんも……今でも想い合っている）

「ありがとう。あなたと話ができてよかった」

　果菜はそう言って、立ち上がった。

「待ってください、果菜さん」

「三上にも会うのよ。これから約束してるの」

「……三上さんに？」

「ええ。私にできることだけは……ちゃんとしないと。いつまでも前に進めないと思うから。どうか、果歩さんは……ずっと昂生の味方でいてあげて。じゃあ」

　と微笑む。

「もう少し待っていただけませんか？　神野さんならすぐに帰ってくると思うので」

「果歩さん……ごめんなさい。約束の時間が迫っているの」

　果菜を追いかけて事務所の玄関を出ると、車庫の扉が開くのが見えた。

　そこには……昴生の姿があった。

　彼の視線は果歩を通り過ぎて、まっすぐに果菜のもとへ向けられていた。




　ふたりの空気は四年ぶりの壁をすぐに取り除けるものではなかった。

　昴生が「久しぶり」とだけ言うと、果菜は「うん」とだけ答えて、「じゃあ約束があるから」と立ち去った。

　会いたいと言って訪ねてきた果菜と、あれほど彼女を想っていた昂生のふたりがそれぞれ離れていく様子を見て、果歩は焦りを感じた。

　あっけなく終わってしまった再会の場に、果歩は釈然としないまま昴生に声をかける。

「どうして……もっと、なんか言葉があってもいいじゃないですか。せっかく会いに来たのに。海外から戻ってきて……それで、神野さんに会いたくて来たんですよ。神野さんだって、会いたかったはずでしょう？」

　果歩がそう問いかけても、彼は押し黙ったままだ。

「とりあえず車出して、取引先に行きたいんだ。おまえ一緒に来て」

　昂生の表情が見えない。目も合わせてくれない。

　不安で心が焦る。

「あの」

「果歩、いいから、事務所に報告してきて。今日はこのまま直帰でいい」

　こちらを見ずに、昂生はそう言い、運転席に回った。

「……わかりました」

　ひとまず今は仕事だ。公私のけじめはつけないと。

　果歩は社員のリーダーに報告し、昂生が待つ車のもとへ走った。

　大きな仕事の案件だったので、社長自ら挨拶に回る。その間、果歩は秘書の役割を担い、彼のそばに寄り添った。最後の打ち合わせを終えて、車に乗り込むと、車を走らせ始めてから、ようやく昴生は本題に触れた。

「……で、どういうつもり？」

　いつもより低い声。さっき取引相手に見せた笑顔からは想像もつかないほど、冷たい表情をしていた。

「……どうって、お弁当屋さんでバッタリ会って、それで話をして……そしたら彼女が神野さんに会いたいっていうから、それで……会っていってほしいって……」

「そうじゃない。余計なこと言ったりするなよってことだよ」

　どうやら黙っていたのは不機嫌だったからのようだ。

「……聞こえてたんですか」

「あれだけデカイ声出されればな。イヤでも聞こえる」

「でも」

「でも、じゃない。おまえは俺の何をわかってる？　あいつの何がわかるんだ？」

　こちらを見ないでイライラとしながらハンドルを握る昴生に、もどかしい気持ちで説明する。

「果菜さんは、神野さんに会いたくてここに来たの。話をしたいって……だって四年ぶりなんでしょ？　それなのにあんな態度……そんなのないよ」

「おまえには関係ないことだろ。次はないからな」

　言われて、カチンときた。

「……次？　そうだね。二度と会えないかもしれないよね。今度こそ。だったら、今、私から言うから。神野さんこそ、私のことなんだと思ってるの？　私の何がわかるの？　全部わかったフリして、何もわかってないの、神野さんじゃない。自分だけが一番傷ついたような顔して、何もわかってない。関係ないだなんてそんなこと言わないでよ。誰のために皆が走り回ってると思ってるの……？」

　最後のほうは堪えきれなくて涙が溢れた。

　余計なことだというのなら、もう自分には何もできない。

　昴生は押し黙ったまま、ため息をつくだけ。

　なんてつらい恋なんだろう。これまでだってつらいことはあったけれど、こんなに胸がつぶれそうになったのは初めてだ。

　いつだって、彼はそうだった。人の中には強引に入り込んでくるくせに、自分は扉の中に入れようとしてくれない。心を開いてくれたと思った態度は……見せかけの幻だったに違いない。

「降ろして」

　きつく果歩が言うと、昴生はスピードを緩めて、果歩のほうをやっと見た。

「果歩、俺は」

「いいから降ろして。もう仕事が終わったなら、ひとりで帰ります。自分で歩きたい、今は一緒にいたくないの。ううん、二度と会わない。もうこのまま、さよならしたっていいよ。じゃあね！　バイバイ」

　言いながら、涙がぽろぽろこぼれてくる。昂生の顔を見ずに、果歩はそう吐き捨て、車が路肩に停車したのを見計らい、シートベルトを外してドアを開けようとした。すると、昂生が果歩の腕をつかんで引き止める。

「放して」

「待てよ、果歩。そういうつもりで言ったんじゃない」

「じゃあ、どういうつもりで？　神野さんの考えてることがわからないよ……」

　いろんな感情が噴き上がってきて、身体の震えが止まらない。

　一番つらいのは、お互いがお互いを見つめ合えないこと。心を開いてもらえた気がしたのは、自分のおごりでしかなかったのかもしれない。

「お願い、放して……。誰だって……ひとりになりたいときもあるでしょ」

　果歩はそう言うと、昂生の手がわずかに緩んだ。その隙に、今度こそドアを開いて、できるだけ早く離れられるよう、必死に走ってその場から去った。










さよならなんて言うなよ




　……言ってしまった。一番やっちゃいけないことだった。取り返しのつかないことを口走ってしまった。でも言わずにはいられなかった。

　まだ身体中が沸騰している。やるせなさであちこちがズキズキする。

　マンションにそのまま戻ってしまうのも億劫おっくうで、ぼんやりと歩いているとケータイが鳴ったのでバッグから取り出す。表示は『航介』だった。

　誰かと話す気にはなれなかったけれど、もしかしたら仕事のことかもしれないと思うと出ずにはいられなかった。

「……はい」

『……果歩、仕事は終わった？』

「うん……」

『ちょっと会えないかな。仕事終わったばっかりなのに、仕事の話で悪いんだけどさ』

「うん。わかった……どこに行けばいい？」

『果歩は今どこにいるの？　マンションの近く？』

「えっと……どこ……だろう？」

　果歩は立ち止まって、きょろきょろと辺りを見渡した。勢いあまって車から出てきたものの、どこかわからない。マンションの近くだとは思うけれど、なじみのない通りだ。

『どこって……いいよ、じゃあ、タクシーでそこまで行くから、明るいところで待ってて』

　そう言われ、果歩は少し先にコンビニを見つけて、そこの住所を伝えた。十五分ほどでタクシーは到着した。航介は果歩を見るなり、驚いた顔をした。

「……どうしたの、その顔……」

　タクシーに乗り込みながら、果歩はなるべく航介に顔を見られないように俯く。

「……うん、ちょっと、いろいろあって……」

　そう言いながら、涙がまた込み上げてくる。

「果歩……」

　航介が慰めるように声をかけてくるから、ますます気が緩んで、涙が溢れて止まらなくなってしまった。

　それからふたりはバーの中に入り、乾杯をした。

「乾杯っていう気分じゃないとは思うんだけどね」

　ひんやりとした感触が頬に触れた。

　航介の手の甲に涙の粒が伝って落ちる。

「航介……ごめんね。みっともなく、泣いたりして」

「何があったの？　あのファッションショーのことがあってから実は気になってたんだ。彼と、喧嘩でもした？」

　果歩は涙を拭いながら、今日あったことを打ち明けた。

「そっか。でも……勢いで告げたさよならは後悔が残るよ」

「……航介」

「俺も経験してるからね。このままだと、果歩も、きっと彼も……後悔ばかりが残るよ」

「うん……」

　果歩は航介からさよならを言われた日のこと、その後、航介からやり直したいと言われたときのことを思い浮かべた。そのときに彼は後悔したと言っていた。

　昂生もまた、彼女との別れをそうして後悔しているのではないだろうか。

「彼もどうしていいかわからないんだろうね。過去のトラウマをあまりにも長く引きずりすぎた分、そこから這い上がるきっかけがつかめないんだと思う。きっと自分では、前に進もうと考えているんだろうけどね」

「……私もそう思ったの。だから……背中を押してあげたかった。でも、結局は……余計なことだったのよ、彼にとっては」

「それはね、人それぞれ体感温度が違うから。難しく考えすぎているだけだよ」

「私の存在がそもそも邪魔なんじゃないかって……思えてきて」

「そうかな。それは、当人が決めるものだよ。でも、果歩が彼と別れてくれるなら、こんなに嬉しいことはないけどね」

　航介のいたずらっぽい瞳を見て、果歩は困惑した顔で彼を見つめ返した。

「君を見てるとイライラするよ。せっかく努力して手に入れようとしたものを寸前で失おうとしてる。彼にそそのかされて仕事辞めて……モデルの仕事も引き受けて。今、彼を失ったら、君には一体、何が残るの？」

　果歩はこのとき、航介に言われて初めて、自分が昂生に依存していることに気づいた。

「果歩、俺と結婚しよう」

「……え？」

「今度日本を離れるときは、君を連れていきたい。君が今関わってる仕事が終わったらでいい。予定では……春頃かな」

「待って、航介……」

「君の存在が彼を足止めさせてるなら、君と俺がやり直して結婚すればいい。彼もじきに元彼女と新しくスタートできるかもしれない。君の望みは……彼が幸せになることなんだろ？」

「……だけど、急にもとになんて戻れない。何もなかったことになんて、できない。そんな都合のいいことできないよ」

　そう、昂生のことが好きになってしまったから、航介とやり直すことはできない。まして結婚することなんてできない。こんな自分が寄りかかってしまったら、航介を傷つけてしまうだけだ。

「もとには戻れないけど、その代わり、新しいことが見えてくるかもしれない」

「新しいこと……？」

「うん。今までとは違う、新しいことがスタートするんじゃない？」

　航介の言いたいことはわかる。けれど、どこかで引っかかりを覚える。

「……違うよ。私は前の会社にいて、航介に出会って……あのときに好きになったの。あの日々は一瞬ずつ過去になって、心に記憶されていく。けれど、その積み重ねがあって今があるの。終わったからってすべてが白紙になるんじゃないわ。それを新しいとは、言えないんじゃないのかな……」

「そう思うなら、きっと彼も同じだよ」

　航介は言って、グラスの残りを飲み干した。

「彼にとって、元彼女とのことは過去のこと。やり直したいわけじゃない。積み重ねてきた過去のことをすべてひっくるめたうえで、君と新たにスタートしたかったんだよ。信じて待つっていうことも、ときには必要なんじゃない？　それが君のよさなんだから」

　航介はやさしく微笑んで言った。最初から彼は、結婚を申し込むつもりではなかったのだろう。果歩を励ますために彼は教えてくれたのだ。

「……神野さんの気持ちを、尊重してあげたかった。待っていたかったの。いつか私を見てくれるんじゃないかって。でも、この通り……空回りばかりしてる」

　果歩はため息をついてグラスを両手で握りしめた。

　ひんやりと冷たい氷。昂生の心の中には溶けることのない氷の塊が閉じ込められているように感じた。それがいつか溶けていくのなら……心の底から笑顔になれる日を迎えられるなら……そう願ってきた。

『chou-chou』の撮影現場での昂生の真剣な表情や、いきいきとした彼の様子が、今も瞼の裏に浮かんでくる。彼は前に踏み出そうと準備していたのだ。ところが、あと少しというところで崩れてしまった。

「私のせいなの……」

「違うよ。彼が望んでいることと、果歩が望んでいること、少しだけすれ違っただけさ。きっと目指してるところは一緒だと思うよ」

「そうかな……」

「相手が動く人間なら追いかけるしかないし、動かない人間ならそっと寄り添うしかない」

「つまり、余計なことをするな……ってことなんだよね」

　果歩は大きなため息をついた。同時にとても癒されていることに気づいた。

「そうだね。果報は寝て待て、急がば回れってね」

　航介が微笑む。

　果歩はつい肩を竦めた。

「ありがとう。話を聞いてくれて……」

「ちょっとはスッキリした？」

「うん……」

「俺も、都合のいい男になるつもりはないんだけどね。君を幸せにできなかった……罪滅ぼしのつもり」

　航介はそう言って、果歩の頭をぽんっと撫でた。

「航介……」

「ああ、君と結婚したいと思ってることは、本当だから……君が、彼と幸せにならないうちは隣を空けておくから」

　航介のまっすぐな瞳を見つめて、果歩はううんと首を振った。ちゃんと自分の気持ちに誠実でありたいと思ったからだ。

　それからふたりはマスターから新しく受け取ったグラスを傾け、乾杯した。

「これ、飲んだら送ってくよ。彼に余計な誤解を与えたいなら、部屋まで行こうか？」

　冗談っぽく航介が言って、しんみりしないように配慮してくれる。彼の思いやりがあたたかい。

「明日から、どんな顔をして会えばいいのかな……」

「君はご主人様のイジワルにちょっと拗ねちゃったペットで、家出したんだって思えばいいんじゃないかな。素直にごめんねって言えば、ご主人様もごめんねって言って、大好きなペットを抱きしめてくれるよ」

　航介はまるで子供に言い聞かせるかのように言って、微笑んだ。

「大丈夫だよ。彼は君をすごく……大切に想ってるはずだ。写真は人の気持ちをちゃんと写すからね」

　そう言って、航介は最後に、『chou-chou』のショップで撮った一枚の写真を差し出した。

　そこには幸せそうに笑い合っている昂生と果歩の姿があった。キラキラ輝く光の中で――。

　果歩の瞳からまた涙がぽろりとこぼれだす。

「ありがとう。航介……一生、大事にする」

　写真を胸に抱いて、果歩は泣き笑いのままお礼を言う。

「その気持ちをちゃんと、彼に伝えるんだよ」

「……うん」

　それから果歩はタクシーで送ってもらい、マンション前で降りた。

　バイバイと見送ってから、あれ、と果歩は立ち止まる。

（仕事の話……）

「航介……！　仕事の話……」

　航介は笑顔のまま、果歩に手を振る。

　ああ、仕事というのは口実で、心配して誘ってくれたのだと悟った。

（ありがとう……航介）

　果歩はタクシーが見えなくなるまで、手を振り続けた。彼のやさしさに感謝の気持ちを告げたくて。




　エレベーターに乗り込み、部屋の前に行くと、玄関ドアに寄りかかり、ぼーっと立っている人がいて驚いた。不審人物だと思い、後退しそうになるが、果歩はすぐに誰かわかった。

「神野さん」

　背の高い影が、こちらを振り向く。すぐそばまで行ってどう声をかけようか悩む間もなく、手を引っ張られ、彼の腕の中に抱きしめられた。

「……おまえ、心配させんな」

　きつく腕が締まって、昂生の香りに包まれると、また涙が溢れてきそうになる。果歩は泣きだしてしまわないように、努めて明るく振る舞った。

「私は……ただ、ちょっと拗ねて家出してただけです。そっちこそ、そんなとこにいたら、風邪ひいちゃいますよ？　お隣なんだから、ペットの帰りぐらい、部屋で大人しく待ってればいいのに」

「ケータイも出ない、部屋にいる様子もないんじゃ、心配して当然だろうが」

　そう言いながら、昂生は果歩の涙がたまった目尻を親指で拭う。

　本当に心配そうに顔を覗き込んでくるから、胸の奥がジンとしびれるほど、切なくなった。

「電話してくれてたんですね。全然……気づきませんでした」

「誰かといたのか？　ほかの男の香りつけて、どこ行ってたんだよ」

　不満そうに昂生が言う。

　彼が嫉妬してくれることが、こんなに嬉しいなんて知らなかった。

「妬いてくれるのは、いつも都合のいいときだけですね」

　頬に触れた彼の手は、とても冷たい。いつもは触れたら溶けそうなほど、熱い手なのに……。相当長い間ここで待っていてくれたんだろう。上着も羽織らないまま、ずっと……。

「あんなふうに……さよならなんて言うなよ。おまえに泣かれるとこたえる」

　昴生の消え入りそうな声に、胸の奥がちりちりと痛む。きつく抱きしめられて、果歩は彼の背中にそっと手を這わせた。

「……ごめん、なさい……私……」

　そう言いかけて、果歩は異変に気づく。

「……神野さん……身体が……熱い？」

　ずるりと、もたれかかってくる身体が重たい。昂生の吐息が荒い。額にそっと手をあてがうと、手の冷たさを差し引いても、かなり熱いことがわかった。

　果歩は慌てて昂生を抱き止める。

「やっぱり風邪ひいちゃったんじゃないですか。早く寝ないと」

　果歩は、昴生の大きな身体を支えるようにして、彼の部屋へと連れていく。中に入った途端バランスを崩して、ふたりで玄関になだれ込んでしまった。

「いったー……」

　倒れ込んだ果歩の上に、昂生が覆い被さっている。重たくて動けないでいると、彼は果歩の胸を鷲づかみした。

「ちょっとっ……また懲りもせずに……反則技しないで」

「や、違うって……マジで動けねぇ……」

　どうやら、立ち上がろうとして力を込めただけらしい。

「じゃあ、もういっそベッドじゃなくてもいいから、そこ、ソファでもいいから転がってください。私、毛布か何か持ってきます」

　やっとの思いで昴生をソファのところまで引っ張って、彼に毛布をかけてやった。ほんのり頬が紅潮しているし、息が苦しそうだ。タオルを氷水で絞って、彼の額に乗せてやった。

「……どうせ何も食べてないんでしょ。お昼もそうだったし……身体壊しちゃいますよ。だいぶ前だけど風邪ひいたときのお礼……おかゆ作ります」

　果歩は言ってキッチンへ立った。

　好きになってしまった責任は、自分の中で解決したい。航介に言われた通り、昴生の恋愛と果歩の恋愛は別物だ。もしもふたりが別々の道を歩むことになったとしても、彼を嫌いにはなれないだろう。

　なぜだろう……彼のことはどうしてもほうっておけない気持ちにさせられる。昴生が前に言っていたことが今、とてもわかる気がした。

『なんでだろうな。おまえを見ていると、落ちこぼれの自分がもうひとり、あがいてるみたいで、ほうっておけない気にさせられる』

　果歩にとってもそうなのではなかろうか。お互いがお互いを、もうひとりの自分のように見ているのかもしれない。

　ふと、果歩はソファで眠っている昴生のほうを振り返り、深くため息をついた。

　余計なことかもしれない。けれど、やっぱり前に進むには、何かをせずにはいられない。ちゃんと自分の気持ちをはっきり伝えなくては始まらないのだ。

「神野さん」

　果歩はそっと声をかけた。

　目をつぶったまま、返事はない。

　眠りに入ってしまったのだろうか。それでも言わずにはいられなかった。

「私、もう少しあがいてみます。叱られても、嫌われても、それでも……後悔して時間だけ過ぎちゃうのはもったいないから。もう、今までみたいに傷ついたからって、後ろを向くのは、終わりにしたいんです」

　でき上がった卵のおかゆとリンゴをそっと置いて、果歩は昴生の手をそっと握った。

「それから……一瞬ずつを、大切にしたい。果菜さんと一緒に過ごした時間には敵わないかもしれないけど、だからこそ、私とのこと……これから一瞬ずつ覚えてほしい。見つめていてほしいの」

　果歩の言葉は昴生に聞かせるよりも、自分に言い聞かせたいことだった。

　バッグにしまった写真に目がとまり、果歩はそっとそれを取り出す。

　輝いて見えるふたり……これからもそうでありたいと願いながら、そのうち、うとうとと眠りに誘われ、そのまま眠ってしまった。

「……言い逃げするなよ。アホ」

　そんなふうに聞こえたのは……夢だったのだろうか。










おまえが好きだ




　うっすらと瞼を引き上げて、果歩は人肌の温度に包まれていることに気づいた。身体を起こそうとするが、重たくて動けない。昂生の腕に抱かれていたのだ。

「えっ……昨日、あれからどうなったんだっけ？　なんで、ベッド？　運んだんだっけ？」

　ふいにソファのほうへ目をやると、おかゆもリンゴも手をつけられていない。

　深いため息をついて時計を見ると、とっくに午後の二時を指していた。

「わっ……午後になってるし。やだ……仕事休みでよかった」

　果歩はふと、昴生の額に手をくっつけてみる。

　熱は下がっているみたいだった。

　ホッと胸を撫で下ろし、果歩はそのままベッドに身を横たえた。

「……世話の焼けるライオン」

　そう呟いたところ、昂生の瞼がぱちり開いて、目が合ったので驚く。

「きゃっ」

「……ヤバイ、腹減りすぎて死にそうだわ……」

　そう言い、昂生が果歩の唇を奪おうとした。果歩がいやいやと逃れようとしても、しつこくキスしてくる。そのうち手首をつかんで、首筋まで口づけしてきた。

「ん、ちょっと、ベッドに運んでくれたのって神野さん？　夜中起きたんでしょう？　なら、食べればよかったのに。もう作りませんからね……？」

　熱い手のひらが布越しに果歩の胸を触り始めたからたまらない。

　耳たぶを食みながら、舌を這わせてくる。

「ん、ちょっと……やっだ……」

「おまえを食べれば、元気になるよ」

「風邪ひいてるのに、何言ってるの。ダメ……っていうか、懲りてないの？」

「おまえこそ、昨日の夜、誰のとこに行ってたんだよ。はぐらかしただろ」

「そんなの勝手でしょ。恋人宣言したわけじゃないし、婚約したわけでもないし、私は誰のものでもないんだし」

「あ、そう」

「あ、そう、じゃないです。大体、私、さよならって言ったんですし……」

『さよならなんて言うなよ』と熱に浮かされて昴生が言ったことは、彼自身覚えているのだろうか。

　昴生がじっと見つめたまま動かないので、果歩はパッと視線を逸らした。

「どけてください。勢いとかに流されてエッチなことはしません。もうそういうの懲りたので」

「一瞬ずつを大切にする……おまえ、そう言ってたよな？　もう少しあがいてみるって」

　昂生が真顔で見つめてくる。

　果歩の頬にみるみるうちに熱が走った。

「……聞こえてたんですか……」

　果歩のほうこそうろ覚えだったが、確かに昴生に対して、自分の中で出した答えを宣言したのだった。

（眠っているとばかり思ってたのに）

「大事なことを言うから聞いてくれ」

　手を引っ張られて、ベッドの上にふたりで座る。

　昴生は言葉を選ぶようにひと呼吸置いたあとで、果歩の髪をそっと撫でた。

『さよなら』と自分から言ってしまったくせに、昴生から別れを言われるのが怖いのはズルイだろうか、と果歩は緊張で身を硬くした。

「とにかく、昨日のことは……ごめん。おまえを泣かせたこと……反省してる」

　昂生はそう言い、頭こうべを垂れた。

「……ううん。私のほうこそ……ごめんなさい」

　素直に謝り合ったあと、昂生は果歩の泣き腫らした目元をそっと撫でた。それから額に唇を寄せ、やさしく抱きしめた。

「おまえのこと、最初はちょっと気になるぐらいだったのにな。いつの間にか夢中にさせられて、バカみたいにはまって……最近の自分にはイライラさせられる。おまえが気にしている通り、過去に縛られて、あいつに重ねているところがどこかあったのかもしれない」

　そう言うと、昂生はため息をついて、身体を離した。

「……けど、前にも言ったように、俺はおまえを果菜の身代わりにしようなんて考えてない。おまえのことだけを考えていたいんだよ。デザイン考えてるときも、仕事してるときも、いつの間にか、最初におまえが浮かぶようになってた。おまえとこの先ずっとやっていきたいと思った。けど、うまく伝わらなくて……昨日おまえの口からさよならって言われて、自分がどれだけおまえの気持ちに甘えていたか、気づかされたよ。ごめん……」

「神野さん……」

　昴生の気持ちが痛いほど伝わってきて、胸の奥がジンとした。

「果歩、逃げないで、ちゃんと聞けよ」

　果歩は心の準備をした。

「……わかってます。ちゃんと覚悟を決めたんですから」

（何を言われても傷つかない。何を言われても受け入れる。自分の気持ちは変わらない）

　そう唱えながら固まっていると、昂生は果歩の頬を手のひらで包み込んだ。

「いや、わかってないから、ちゃんと言いたいんだよ。おまえが望んでるように、言葉にしてちゃんと伝えたいんだ」

　昴生はそう言い、切なげに果歩を見つめた。何かを言おうとしては、言葉を呑み込み、そのまま沈黙が流れ……互いにカチコチに固まっている。

「……神野さん、もう……はっきり言ってください」

　果歩が先を急かすと、ようやく昂生は口を開いた。

「何度も言わねえからな。一度だけだ。だからよく聞いておけよ」

　昂生は果歩を見つめたまま、顔をほんのりと赤らめる。こんな顔をする彼は初めてだ。それが伝染したかのように、果歩の頬にも赤味が差し込んだ。

　ドキンドキン、と脈を打ち始める鼓動が、どんどん速まってくる。

「果歩」

「……は、い」

「俺は、おまえが好きだ。それも死ぬほど」

　ベッドの中で身体を重ね合ったときではなく、曖昧な言葉でもなく、彼ははっきりとそう言った。

　驚いたけど……ただ、素直に嬉しくて、涙が溢れてくる。

「……もう一回、聞きたいです」

「……おまえな、俺がどんな想いで伝えたか、わかってんのか」

　ふてくされたように昂生がため息をつく。

「ちゃんとわかってます。だから……死ぬほど嬉しいんですよ」

　ちゃんと伝わってきた。昂生の想いが……はっきりと心の中に。

　そして、またはっきりと、果歩の胸に刻まれていく。彼への確かな想いが……。

「私も……好きです。神野さんのこと……いつも考えてる」

　ようやく、ちゃんと言葉にして言えた。

　溢れ出る感情のままに果歩がそう告げると、昂生の顔が近づいてきて唇が重なろうとする。

「……最初は、とんでもない人だって思ってたのに……いつの間にか……」

　そう言いながら、果歩は重なってきた昂生の唇を感じて、目をつぶる。

（いつの間にか、自分以外の誰かをこれほど愛おしく思うようになってた。ほかの誰でもない、神野昂生という人のことを……）

　ゆっくりと唇が離されて、ぼんやりとしていると、昂生が思い立ったように口を開く。

「あと、もう一個、大事なことを言うと、おまえの友達にはモデルを辞退してもらった」

「……えっ？」

　目の覚めるような声をあげ、果歩は目を丸くする。

「心配しないでも、ちょっとの間でも楽しかったからＯＫだって、ハマちゃんが言ってた」

「いや、そうじゃないでしょう。なんでそんなことになってるの？」

　急に振られた話に果歩がうろたえる一方、昴生は腹をくくったような顔をしている。

「ずっと考えてたんだ。彼女をモデルにしてイメージのギャップを狙おうと思った。デザイン案をたくさんあげて、どう魅せられるか、いろいろ考えたんだけど、やっぱり……しっくりこないんだ。おまえじゃないと」

「ちょっと待ってください。だって私は三上さん側のモデルでしょう？」

「あいつの望みは、俺との戦いだ。復讐したいだけ。つまり、俺がおまえに果菜を見立てていてこそ、成り立つ勝負なんだよ。だが、そうじゃない。あいつだって同じはずだ。果歩を果菜に見立ててイメージを作ってる。このままじゃ、お互いに浮いたデザインの服しか作れない」

「じゃあ、どうするんですか？　同じモデルで勝負するってことですか？」

「いや、三上からおまえも言われるだろう。ほかのモデルを見つけた……ってね」

　昴生の考えていることはいつもわかりづらい。

　果歩は、ただ彼の視線の先にあるものを探るだけだった。










ＬＩＶＥ　ＡＬＩＶＥ




　白昼の下で裸になり、ブラジャーとショーツしかつけていない状況で、果歩は彼の視線に絡め取られていく。

　デザイン事務所の二階のアトリエをひとつ使って衣装部屋にしたこの場所で、真面目に採寸されているわけだが、果歩はこの状況が落ち着かなくて仕方なかった。

　こんなふうにデザイナーの表情をする昂生を、間近で見たことがなかったからだ。

　一度も入ったことのなかったアトリエには、宝箱をひっくり返したかのように、たくさんの服や小物が並んでいた。すべて、昂生があたためてきた新しいブランド『chou-chou』のものだ。これからまたさらに新たな服が誕生する。ファッションショーで発表する新作コレクションだ。

　コンセプトは『Can you kiss me?』――思わず彼女を誘って、キスしたくなる服。

　昂生には何度も裸を見られているし、彼に抱かれているときはもっと恥ずかしい姿だって……。けれど、モデルの身体として見つめられるのは初めてだから、落ち着かないのだ。

「全部、細部までおまえのラインに合わせる。専任の講師をつけるから、本番までウォーキングの練習もしっかり頼むな」

「はい」

　果歩は気の引きしまる思いで、テーブルの上に置かれたスケジュール表を眺めた。

　あれから三上から連絡が入り、昂生が言っていた通りに『別のモデルが見つかった』と言い渡された。向こうでは果菜をモデルにするらしい。どうやら果菜が三上に会いに行ったあとで、なんらかのことがあったのだろう。昂生は望み通りに、果歩をモデルにすることが決まった。

　昂生と三上は、それぞれが互いのすべてをかけて臨む。互いになんのハンデもなく、すべて実力で決着をつける。

　こうしてファッションショーまでの準備が本格的に進み始めた。

　ショーは、昴生と三上のブランド以外もいくつか発表されるが、小規模なものだ。それが、前回のファッションショーで失踪した目玉のモデルが登場し、その失踪に昂生や三上が関わっているうえ、四年間姿を見せなかった果菜が現れるということで、大きな注目を浴びることになった。

　昴生の女性関係、ランウェイの事故、三上のブランド盗用疑惑、果歩の失踪事件など、しばらく耳を塞ぎたくなる芸能ニュースが連日メディアにさらされたが、果歩は、三人が覚悟を決めてファッションショーに臨んでいるのだと肌で感じながら、自分にできる精一杯の努力をした。

（ここから始まる。新しい時間が、回っていくんだ。そして、どんなふうに変わっていけるだろう）




　――年が明けて、迎えた当日。

　ファッションショーのイベント会場は、大勢の観客で溢れ、各マスコミ関係者が今か今かとショーの始まりを待ち構えていた。関係者の控室前にも記者たちが張っている。

　これは皆にとって、本当に大きなターニングポイントなのだと、果歩は緊張感に身を包みながらそのときを待った。

　失敗するわけにはいかない。昴生が前を向くための、第一歩なのだから。そして何より自分のためにも、最高のショーにしなくては、と身を引きしめる。

　急に控室前が騒がしくなる。果歩がメイク直しをしてもらっていると、昴生が記者たちをかき分けて入ってきた。

　果歩は支度を終え、昴生の前に立つ。

「悪い、しばらくふたりにしてくれないか」

　昂生がスタッフに声をかけると、スタイリストとヘアメイクが揃って部屋を出ていく。

「まもなくだな。やっぱりおまえは最高にかわいいよ」

　昂生は、果歩の全身を眺めた。

　頭のてっぺんに近いポニーテールが顔を小さく見せ、背の低い果歩を少しだけ高く見せてくれる。メイクもきれいに仕上げてもらった。何より昂生がデザインしてくれたワンピースが、果歩の愛らしさをよりいっそう引き立てている。

「……膝が震えちゃって。こんなに大きく注目されるなんてびっくり」

「まったく想定外だったな。でも、あとはもうやるしかない。俺は舞台の袖にいるから」

　がくがくと震えて動けない果歩に、昴生は笑う。

「笑わないでよ。本当に……緊張でどうにかなりそうなんだから」

「いや、今までで一番きれいなおまえに会えたから、嬉しいんだ。それも俺が作った服を着てくれてる……」

　昴生がそっと手を伸ばして、果歩の頬に触れる。

　あたたかい体温に触れると、不思議と震えがゆっくり落ち着いていく。

　一瞬、キスしようかと動いた昴生だったが、きれいに塗られたリップを見て、離れた。

「神野さん」

「ん？」

　昂生が時計を気にし始める。

　すでに会場ではカメラが回っていて、こちらのモニターでもその様子が見られるようになっている。

　ランウェイにはまだスポットライトが当たらない。当たっているのは中央のステージだけだ。司会者が舞台の袖にスタンバイしているのが映った。

　カメラマン……あれは航介の姿。画面は観客を映し出していく。その中に、果歩は知った顔を見つけた。結衣と圭吾、真二たちだ。

「果歩、本番だ」

　昴生の声にハッとして、姿勢を正す。

　スタッフが囲い込むように果歩を迎え入れ、スタンバイに入る。

「神野さん」

「なんだ」

　昴生の視線が落ち着かない。彼もいろいろとやるべきことがある。今はステージへモデルを誘導するのが一番の仕事だ。

「あのね」

「果歩、時間がない」

「お願いがあるの」

「何？」

「Can you kiss me?」

　果歩はそう言って、真っ赤な顔で瞳を潤ませ、昂生を見つめる。

「コンセプトなんでしょ。キスしたくなるぐらい素敵な洋服たち。ちゃんとＰＲしてくるよ。だから……頑張ったら、ご褒美にキスしてくれる？」

　果歩が懇こん願がんするように問うと、昴生は果歩の震える膝へそっと手のひらをあてがい、そこにキスをした。

「大丈夫だ。やれるよ、おまえなら。そしたら今度は……ちゃんとおまえの唇に」

　昴生が立ち上がり、やさしく微笑んで肩を抱いてくれる。そして果歩をランウェイの袖口まで連れていってくれた。

　ステージにスポットライトが当たる。中央のランウェイに繋がる舞台の袖口の向こう側に、果菜と三上の姿が見えた。

　音楽が鳴り、司会者の声が入り、観客たちの声がわっと色をつける。

　果歩は後ろで見守っている昂生に視線を送ったあと、定位置についた。

　そして今、ファッションショーが始まる。




　ショーは予定通りに進んでいった。

　音楽に混じって観客の歓声はどんどん大きくなる。

　さすがに果菜はとてもきれいなウォーキングで自信に満ちていた。

　一方、最初はぎこちなかった果歩も、だんだんと熱気に押されるようにランウェイを進んで、練習した通りにポージングし、笑顔を見せながらターンをした。

　そして早着替えを手伝うスタッフに汗を拭いてもらい、またランウェイへと飛び出していく。最初は顔が強張っていたけれど、少しずつ笑顔が出てくるようになった。

　歓声が大きくなった果菜のほうへ気をとられると、昴生はそのたびに果歩の背を押してくれた。

　果歩は観客の波に呑まれそうになる気持ちを奮い立たせ、暗闇に吸い込まれていきそうな不安やぐらつく足元を抑えて、光の中でまっすぐに前を向く。

　どのくらい続けたら終わりが見えるのだろう。光の波をかき分けながら、果歩は昂生の作った服を精一杯にアピールした。

　伝えたい、昂生が思いを込めて生み出したブランドの魅力を……その一心で、果歩は歩いていく。そのときはもう、永遠のようにさえ思えた。

　ランウェイを歩きながら、たくさんのことが蘇ってきた。彼のデザインのひとつひとつ細部に至るまでを思い浮かべると、今日までのことが光の粒のように次々溢れて、昇華していく。

「ラスト」と声がかかったとき、昂生の姿が会場の中に見えた。

（彼が見ている……）

　果歩は最後にもう一度身を引きしめ、ありったけの思いを込めて一歩を踏み出した。

（神野さん……一番に、あなたに見ていてほしい。……そして、ありのままの私を愛してほしい）

　最後のコンセプトに乗せたメッセージ「Can you kiss me?」の文字がスクリーンに浮かび上がると、わぁっと歓声があがり、それまで以上に眩いフラッシュが焚かれた。

（……終わったんだ）

　果歩は熱気に包まれるステージの上に立ち、熱く火照る身体をしばし時間に委ねる。

　ステージに上がった果菜と握手を交わし、ともに観客へと挨拶をすると、次にデザイナーたちへスポットが当たり、それぞれのコレクションが司会者によって発表された。

　熱気は最高潮に達し、果歩は目眩のする思いで会場を見渡した。

（なんて……眩しい世界なんだろう。これが……彼の生きてきた世界なんだ）

　改めてそう実感した。




「お疲れさまでした！　果歩さん、最高にかわいかったです！」

「もう感動しましたよー！　お疲れさまでした！」

　スタッフが次々に声をかけてくる。中には拍手を送ってくれる人たちも。

　果歩は笑顔で応えるが、脱力してよろめいてしまいそうだった。

　すると、目の前に昴生の姿が……。

　果歩が駆け出そうとしてつまずくと、彼が抱き止めてくれた。

「果歩、大丈夫か？」

「なんだか、私、よくわからなくって」

「あぁ。いいんだ。よくやったよ」

「ちゃんと見てた？」

「ああ、ちゃんと見てたよ、おまえのこと……やっぱり、おまえに着てもらえてよかった」

「……うん」

　昂生の言葉がとても嬉しい。身体中がとても熱くてたまらない。過度の興奮と緊張で、もうさっきまでのことが思い出せない。

「なんかもう、力が入らない……」

「控室まで連れていく。すぐそこだから、もうちょっと我慢しろよ」

　倒れ込むように寄りかかる果歩の肩を、昂生がしっかりと抱いて、控室に連れていってくれる。

　途中で、三上と果菜が揃って廊下を歩いてくるのが見えた。そしてふたりは立ち止まると、果菜が手を差し出してきた。

「ありがとう、とても楽しかったわ」

　彼女はそう言って手を握り、果歩の隣にいた昴生へやさしく微笑みかける。

　果歩はフラフラするものの、昴生のことが気になって仕方なかった。

　今、彼女に伝えなければ……そう思っていたところ、昂生が口を開いた。

「……ずっと想ってたよ。会いたかった。おまえのことを考えない日はなかった。それで今日、ランウェイに立っているおまえを見て、安心したよ」

　昴生の切実な想いに、果菜が泣き笑いのような顔をして返事をする。

「ええ。私も同じだったわ。ずっと……想っていたわ。今までごめんなさい。それから……今日のこと、ありがとう」

　すべてを口にすることが正しいわけではないのだと、果歩は朦もう朧ろうとする中で思った。想いが通じているのならば、もうそれ以上話す必要はない。互いにファッションショーを通じて、想いを昇華させられたのだろう、と。

　三上はしばらく押し黙っていたが、昴生がすっと手を差し出すと、その手を握り返して力を込めた。

「神野さん、あなたの才能は腐ってなかったんだな。けど、これからも負けるつもりはないから、そのつもりで」

「ああ。そのつもりでいるよ」

「ねえ、果歩さん疲れてるから、大事にしてあげて」

　果菜がそう言い、ふたりを促す。それから彼女は三上と一緒に立ち去った。

　ふたりきりの控室。昴生にきつく抱きしめられた果歩は、彼の背を同じようにぎゅっと抱きしめた。

　ふたりでひとつ。その意味が、今日を迎えてわかった気がする。

　腕を引き離したあと、約束のキスがほどなく重なった。何かを言葉にするよりも、ただそうしていたかった。

「……最高だった」

「……キスが？」

　わざとらしい昂生の言葉に、果歩はようやく笑う。

「嬉しかった。神野さんの服が着られて。それにね……大事なことが、やっとわかった気がするの」

「ああ、俺もだ」

　ふたりは顔を見合わせて、もう一度キスをした。

　あの熱気に負けないほどの、熱く、甘い、最高のキスを……。










Ｃａｎ　ｙｏｕ　ｋｉｓｓ　ｍｅ？




　ファッションショーは無事に成功をおさめ、数日の間、メディアでも大きく取り上げられた。〝デザイナー再起とモデル対決〟と書かれた記事がスポーツ新聞の一面を飾り、ネットでもトップニュースとして流れた。

　ブランクを感じさせない果菜の素晴らしさが語られる中、無名のモデルである果歩の存在も大きく取り上げられた。そして宣伝効果を高めたブランドショップには、多くの客が詰め寄せた。

　世間を賑わせた当の昴生と果歩はというと……眩いファッションショーが嘘だったかのように、力が抜けて、いつものマンションでゆったりとした休日を過ごしていた。その日の夜はふたりでおでんを食べて、ベランダの前でぼんやりとお酒の缶を開けていた。

　モデルの顔をした果歩も、デザイナーの顔をした昴生も、今はどこにもいない。

「なんだか……気が抜けちゃいますね。今でも信じられなくて。私ちゃんとステージに立っていたのかなぁって」

　テレビをつければ特集されていたファッションショーの様子も日を追うごとに落ち着いていく。

　ランウェイに立った自分がどうしていたのか、未だに思い出せない。ただ、必死にこなすだけで……。モデルの世界は華やかだけれど、その道を進むには大変な努力が必要なんだな、と改めて果菜のことを尊敬した。

「テレビ消してるのに気にするってことは、見たいんだろ」

　からかうように昴生が言う。

「だって一生に一度のことだったんですから」

　缶をペコッとへこませて、ほろ酔い気分で果歩が言う。

　長く冷たかった冬も終わりが近づき、ベランダの窓を開けると、春を予感するような風に吹かれて気持ちがいい。

「果歩」

「……はい」

　改まった声に、果歩はドキッとする。

「おまえに言わなくちゃいけないことがあるんだ」

　昴生が何かを切り出そうとしているのを察すると、果歩はゆっくりと昴生を見上げた。なんとなくだけど、彼が言おうとしていることが伝わってきて、果歩は心の準備をする。

「実は、俺を欲しがってくれてるメゾンがパリにあるんだ。このまま日本でやれることもあるだろう。けど、ずっと抑え込んでたものを一個解放したら、次々になんつーか意欲が湧いてくるんだよな。必要とされることがこんなに嬉しいと思ったことはない。向こうでやってみる価値があると思ってる」

　昴生の瞳の奥が、今まで見たことのない輝きを見せていた。

　果歩は、彼がこれから羽ばたこうとしているのを感じた。それはステージのあとから薄々感じていたことだった。彼はとどまったままではいられない人なのだ。

「パリに……行っちゃうんですか？」

「ああ、年内に考えてる。それで、おまえのこと……」

　と昴生が言いかけるのを、果歩は慌てて遮った。

「私のことだったら平気です。ほら、神野デザイン事務所は今、たくさん仕事があるんです。私もその中の戦力なんですから、抜けていられませんし。ひとつずつ大切なデザインを生み出していけるように、プランナーとして一生懸命頑張ろうって思ってます。社長が離れている間、会社がつぶれたなんてことがないように、リーダーを支えなくちゃ」

　果歩は昴生の瞳をまっすぐに見つめる。

「何より……私……神野さんのデザインが好き……だから、あのアトリエをたまに覗きたいんです。あそこに、私が一瞬にしてモデルになった洋服が飾られているでしょう？」

　昂生が気にしないでいいように、精一杯、果歩は伝えた。もちろんこれは全部本心だ。泣きたくなってしまい、ごくごくとビール缶を飲み干して部屋に入り、テーブルの上に空き缶を置いた。すると、昴生が追いかけてきて、同じように缶を置いた。

　振り向けないでいると、やさしい声が後ろから聞こえてくる。

「果歩、ありがとな」

　そう言い、昂生が後ろから抱きしめてきた。

　ごめんな、と言われるかと思った果歩は、昴生のほうを振り向いて、彼の腕をやんわりとほどいた。

「神野さん……前を向いて、顔を見せて」

　彼にこんなふうに触れられるのも、限られた時間しかないのだと思ったら、愛おしくて切なくて……たまらなくなったのだ。

「……なんだよ」

「ううん。お隣がいなくなっちゃうの……せいせいするなって、それだけです」

　ふいに涙が溢れ出そうになって俯くと、昴生は果歩を抱き上げた。

「きゃっ」

　昂生は果歩の唇にキスをして、頬にキスをして、耳にキスをして、目尻を濡らしている涙を、そっと拭った。

「強がるなよ」

「……ヘンなムード醸し出すからですよ」

「素直に言っただけなんだけど」

「……らしくないから。ほら、放してください」

　ジタバタする果歩。

「いや、ベッドに連れていく」

「ダメ」

「なんで？」

　果歩はもがくが、昴生はやめない。ベッドに下ろして、キスの嵐を注ぐ。そうして果歩は服を脱がされそうになる。

「ちょっと、……ダメ……そんな気分じゃ……」

「その気にさせるのは男の仕事だ。おまえは……俺にめちゃくちゃ惚れてるもんな」

「……バカ。何よ、自信過剰なんだから」

　ムッとして果歩が抗うが、カーディガンを脱がされて、裸にさせられていく。キスひとつ落ちるたび、跳ねるように感じてしまう果歩を、昂生は愛おしそうに愛撫していく。

「いちいちそうやって返ってくる反論も、俺にはかわいくて仕方ないんだよ」

　そう言いながら、昂生は果歩のやわらかい胸を捕まえる。

「あ……」

「あれほど嫌い嫌い言われてたのはいつのことだったか……最初はうざがられてたよな」

　うなじにキスをしてブラジャーのホックを外しながら、わざとイジワルく昴生が言うと、果歩は顔を赤くして、反論した。

「それはそうですよ。あんな……毎日、腹減った、なんか食べさせろとか、アシスタントになれとか、お使いに行けとか、仕事辞めろとか、あいつと別れろとか……もう散々じゃないですか」

　それから……いつも彼のやさしさを思い知らされてきた。彼のバイクの後ろに乗せられると、何もかも忘れてしまえた。そして自分じゃない自分に気づかされ、自分の本当にいるべき場所を見つけた気がした。

　昂生と出会って、大切なことをたくさん見つけた。本当に大切なこと……キラキラした一瞬の、光の粒たち……。

「惚れた弱味だろ。はいはい、そろそろ観念してこっち向け」

「どっちが」

　腕を振り払おうとするより早く、昴生にぐいっと肩をつかまれて前を向かされた。

「……俺のほうが」

　言って、真顔で見つめる昴生に、果歩はドキンとした。

「……俺のほうが、おまえに、いつの間にか、まいってた」

　慈しむように手の甲を持ち上げられ、薬指にそっと口づける。

　そのやさしい仕草に、果歩の顔がみるみるうちに耳まで真っ赤になっていく。

「あれ。顔、すげー赤い」

「バカ、ズルイ。そういうときだけ、ふい打ち」

「そうでもしなきゃ、おまえずっとそのまんま頑固だろ」

「……バカ。私の気持ち、わかってて……弄ばないで」

「ああ、これほどわかりやすい人間はいないな。そのたびに、俺がどれほど必死に理性を抑えてきたか」

「はぁ、抑え……て？　雄のフェロモン、むき出しでしたよ……」

　果歩が困ったように言うと、昂生は笑って、それから果歩の瞼に宥めるようなキスをした。

「おまえと出会って……人生変わった。妙な出会い方だったかもしれないけど、ここに越してきて、本気でよかったと思ってるよ」

　そう言う昴生は、今までで一番やさしい目をしていた。その瞳に映る果歩は、彼のことが本当に大好きだという顔をしていた。

「……一回しか言いません。私も」

「何？」

「……私も、神野さんと関わって、自分の生き方がちょっと変わったと思ってる。今、仕事も楽しいし、今の自分が好きだなって、前を向けるようになったから」

「そっか」

「うん……だから……」

「うん？」

「……ありがとう」

　ふたりの間に沈黙が訪れ、互いに目と目が合うと、なんとなくくすぐったかった。

　昴生のほうから顔を近づけて、彼の指で果歩の唇がすっと拭われる。やさしく啄むように重なるキス。胸の中にさらなる愛おしさと切なさが広がっていく。

「果歩」

「……ん？」

「キスの続き、しよっか」

「うん。……たくさん……して」

　たくさん溢れるほどに、キスしてほしい。

　いつになくやさしいキスが身体中に降り注ぐ。唇が滑っていくたび、例えようのない感情が溢れていく。泣きたくなるのを隠すように、昴生の背に腕を回して、彼を夢中で感じた。




　荒々しい吐息も、激しい鼓動も、ゆっくりと落ち着いていく頃、ぼんやりとふたりで天井を眺めながら、どちらともなくワークデスクの上にある卓上カレンダーに目を止めた。

「……年内っていうと……出発はいつ？」

　果歩が聞くと、昴生は言いづらそうにする。

　向こうのメゾンに行くということはわかったけれど、きっと彼のことだから、旅立つ直前まで言わないつもりなんじゃないかと果歩は思った。

　一瞬の緊張のあと、昴生が観念したように答えた。

「三ヵ月後」

　果歩は思わず、息を呑んだ。

「そんなに早く……」

　それ以上、言葉にならない。年内といっても、今年は始まったばかりだから、半年くらいはいるんじゃないかと思っていたのに。

「デザイン事務所のことやブランドショップのことがあるから、社長代理を立てて、細々としたことをきっちり終わらせたらすぐに行くつもりだ。向こうからは、なるべく早くって言われてるんだ」

「……どうりで。いつになくやさしいと思った……」

「俺はいつもやさしいだろ。寂しいなら、隣を残しておいて……誰か住まわせるか」

「バカ。冗談でも言わないで」

　悪態をついたはずの声が震えた。急に寂しくなって、涙がまた溢れてくる。

「ごめん……」

　抱き寄せられて、涙が次から次へとこぼれていく。

「バカ」

「泣くなよ、バカ」

「泣いてないから、バカ」

　本当にあと少しで離れなくちゃいけないのだと思ったら、愛された余韻でますます切なくなる。果歩はついに堪えきれず嗚お咽えつを漏らした。

　何かを言いかけようと動いた昴生の唇から、ため息が漏れる。

　そして、果歩を胸に抱き寄せて、落ち着くまで何度も髪を撫で続けた。




　それから三ヵ月後……桜が満開に咲きこぼれる日。出発前日の土曜日のことだった。

　神野デザイン事務所の皆で、お花見も兼ねて昴生を見送る会を開くために買い出しに行こうと玄関を出た。

　すると、真二が難しい顔をして、そこに立っていた。

「神野さんの電話が……繋がらないんだ。会社にもいないし、バイクも置いたまま、車もガレージにあって、果歩ちゃんもここにいる」

　うーん、と真二が首をひねる。果歩はまさか……と不安を抱いた。

「ここのところアトリエでこもりっぱなしだったから……」

「部屋で……倒れてるとか」

　ふたりで顔を見合わせ、そしてドアを叩いた。

「神野さん、神野さんっ」

　すると、昂生のさらに隣の部屋に住んでいる、大学生と思おぼしき男性がのっそりとドアを開けて、声をかけてきた。

「そこの人ならいませんよ。さっき荷物を持って出ていきましたけど」

　徹夜でもしたのか、迷惑そうに言って、バタンとドアが閉じられてしまった。

「旅行って……聞いてない」

　果歩の心に焦りが生まれる。

　真二はぽつりと思い立ったように言った。

「きっと……見送られるとつらくなると思ったんじゃないかな」

「そんな。何も言わないまま行っちゃうほうが……ずっとつらいよ」

　果歩は襟元をぎゅっとつかむ。

「うん、そうだね。急いで……タクシー乗っていこう。まだ、間に合うかもしれない」

　間に合うかどうかわからないけれど、玄関の前では、まだ彼の香りがした。ほろ苦くて甘い……そんな匂いだ……。

（どうして勝手にいなくなっちゃうの？　見送らせてくれないの？　さよならは……言いたくないけど……でも、ちゃんと顔が見たいよ。声が聞きたいよ）

　いつも振り回してばかりいる彼には、いい加減、何度も愛想を尽かしそうになったけれど……それでも、この気持ちは諦めきれない。




　真二とともに空港に到着すると、隈なくロビーを探した。フランス行きのアナウンスが流れる中、突如、果歩のケータイが鳴り、慌ててバッグから取り出す。

　ディスプレイには航介の名前。通話をオンにするなり、『果歩、今どこ？』という声が耳に飛び込んでくる。

「私、今、空港にいて……神野さんが」

　そう言いながら、果歩の視線はせわしなく空港の中を探す。

『彼なら、俺のところに来たよ』

「航介のところに？」

『君のことを、これからも譲るつもりはないからって……宣戦布告を残してね』

　航介がそう言い、果歩を励ます。

『出発を一日早めたって言ってたけど、果歩には黙って行きそうな様子だったから、気になって……。決心が鈍らないように、君の顔を見ずに行こうとしたんだろうね。でも、よかった。空港にいるならきっとまだ間に合うよ』

　航介の言葉を聞き終えたあと、果歩は目の前に、探していた人の背中を見つけた。

（あの広い背中……さっと足早に歩いていく後ろ姿、ちょっとした髪をかき上げる仕草、間違いない。あれは神野さんだ）

「ありがとう……今、見つけた」

　果歩は通話をオフにして、搭乗口へと行こうとする彼のもとへ急いで駆けていく。

（どうか……お願いだから、間に合ってほしい。この気持ちだけは届いて……）

「神野さんー！」

　果歩の大声に、昴生が振り返る。

　雑音にかき消される中で、果歩は叫んだ。

「好きだから……ずっと、ずっと……大好きだからねー！」

　搭乗する人たちが振り返り、くすくすと笑う。

　果歩はいたって真面目だったが、昴生は呆気にとられた顔をして、こちらへ戻ってきた。

　ものすごい勢いでズカズカと歩いてこられて、果歩はぎょっとし、彼をおそるおそる見上げた。

　叱られるかな、と上目遣いで肩を竦めたところ、昂生が真っ赤な顔をして口を開く。

「……おまえ」

「……デザインが」

　負けないように果歩が先に切り返すと、昴生はふっと破顔した。

「……おまえには負けるわ」

「逃げるなよって言ったの、誰だった？」

　果歩が唇を尖らせてそう問いかけると、昂生はため息をついて、果歩の頭をぐりぐりと撫でた。

「一回だけしか言わねぇからな。ちゃんと聞いておけよ」

　ふいに蘇ってくる。『好きだ』と言われたときのことが。

　昂生の顔が近づき、キスをされる……と構えた瞬間、耳のそばで密やかに告げられたのは、もっと愛おしい言葉だった。

「……愛してる」

　昴生の表情がやわらかく変わってゆく。

　果歩の胸がドキンと鼓動を打ち、たちまち早鐘を鳴らしていく。

　〝愛してる〟その言葉が胸に染みて、果歩にかけがえのない自信をくれた。

　果歩は昂生を見つめながら、込み上げてくる涙に邪魔されて、うまく言葉を出せずにいた。

「……神野さんの、バカ」

　やっと出てきた言葉は、たったそれだけ。

　その一瞬のあと、彼の腕にぎゅっときつく抱きしめられ、果歩は昂生の広い背中に腕を回し、ぎゅっとしがみついた。

　離れたくない、このままずっとこうしていたい……そんな気持ちが芽生えそうになり、そっと彼の胸を押し返すと、額にふわりとキスが降りてきた。

「今度帰ってきたときは……」

「え？」

「いや、まだ言わないでおくか」

「何、気になるじゃないですか。今から渡仏しちゃう人が」

　涙を浮かべながら果歩が言うと、昂生は涙をぐいっと拭ってやって、微笑んだ。

「いや、あのときのおまえが、めちゃくちゃかわいかったから……もう一回聞かせてほしいなって」

「え？」

「Can you kiss me?」

　昴生がからかうように片眉をきゅっと上げると、果歩の頬はみるみるうちに朱に染まった。

　背伸びをしてシャツを引っ張り、果歩が昴生の唇を奪ってやると、すぐにも応酬はやってきて……たくさんのキスが降り注いできた。溶けるほどの、熱いキスが……。




　飛行機が空を割って、遠い異国へと旅立っていく。

「……行っちゃったね」

　真二に声をかけられて、果歩は振り返る。

「ご主人様の帰りは……いつになるのかなぁ」

「アシ使いに」

「メシ使いを従えて」

　真二と果歩は顔を見合わせて笑った。

『戻ってきたらもう一回言えよ。今みたいに』

　昴生は去り際に、果歩の頭をやさしくぽんぽんと撫でながら、照れたようにそう言って笑った。そして一枚の書類を渡して、搭乗口へと消えていったのだ。

「次、戻ってくるときは……さすがにプロポーズくらいするでしょ」

　そう盛り上げる真二に、果歩は思い出したかのように声をあげた。

「あ、プロポーズといえば、聞きましたよ。婚約したんですって？　おめでとうございます」

「わ、あの人、ほんっと人のことはペラペラと」

「彼女、私の同期だったから、招待状もらってるんですよ。出席させていただきますので」

　真二が照れくさそうに頭をかくので、果歩はふふふっと笑った。

「うらやましい。いいなぁー……」

　呟いて、果歩は飛行機が空の彼方に見えなくなるまで見送った。見えなくなってからもしばらくそのまま見つめ続けた。まだ、もう少し見つめていたい気がして。

　真二は果歩が名残惜しそうにしている姿を見て、そっと声をかけた。

「果歩ちゃん、寂しくなったら会いに行ってもいいんじゃない？」

「いいんです。あの人すぐに調子に乗るから。でも……会いたいって言ってくれたら、そうしちゃうかも」

　果歩はそう言いながら、昂生の笑顔を空に思い浮かべた。

「素直じゃないふたりだな」

　真二は言って果歩を促した。

　不思議と、寂しさを感じるよりも……ふたりでひとつ、一緒に頑張っているような気がしていた。だから、彼が納得するまで頑張ってほしい。

（私も頑張るからね）

　そして今度、昴生に会ったら、そのときは……。




　Can you kiss me?

　言ったら、キスしてくれる？

「愛してる」

　あの言葉を囁いて。

「そういえば、書類ってなんだろう？」

　なんの気なしに、果歩は封を開けてみる。

　Ａ４サイズの封筒から出てきた一枚の紙……それを見て、果歩は声を失った。

　そこには、『From Kousei to Kaho』というサインの下に、ウエディングドレスのデザインが描かれていた。

「果歩ちゃん、これって」

　旅立ちの日が近いというのに、しばらくアトリエにこもりっきりだったことを考えると、きっと彼はこれを描いていてくれたのだろう。直前になって渡すのが照れくさくなって、持っていこうとしていたのだ。

「……こういうところ、本当に困っちゃうんだから」

　封筒の中から、最後にコロンッと何かが転がってくる。

　それは眩いほど純白に輝いた……大きな光の粒がついたリング。




『愛してる』

　果歩はウエディングドレスのデザインと、昴生の声を胸に抱いて、彼が旅立っていった空を改めて見送った。

　きっと、この先には、ふたりの光に満ちた未来がある。

　そして、何度でも思うのだ。

　あなたと、恋がしたい。

　これからも……ずっと、ずっと。





ＦＩＮ












あとがき




　初めまして、またはこんにちは。立たち花ばな実み咲さきです。このたびは『あなたと、恋がしたい』をお手に取っていただきまして、ありがとうございました。

　本書は実は、三年ぐらい前に小説サイト「Berry's Cafe」に掲載していた作品で、いつか手直ししたい、続きを書きたいと思いながら、眠っていた物語でした。

　分量としては文庫二冊分もあり、あちこち加筆修正しなければならないところが多く、とってもとっても大変だったのですが、出版社さん、校正者さんのお力を借りて、どうしたらもっとキャラクターたちが魅力的になるか、お話が盛り上がるか、見つめ直すことができました。

　おかげさまでセリフや展開などが、前に比べてキラキラ輝き、ドキドキ感が増したかな!?と自分自身がドキドキしながら、発売日を待っているところです。

　本当にこのような機会がなければ、今の昂生と果歩はいなかったと思います。この本を制作・発売するにあたってお力を貸してくださった各関係者さま、いろいろとわがままな要望を出して困らせてしまってごめんなさい。そして最後まで根気よくおつき合いいただけましたこと、心からお礼申し上げます。

　編集者さん、校正者さん、デザイナーさん、イラストレーターさん、皆々様、ありがとうございました。改めて本一冊をかたちにすることって大変なことなんだな……としみじみと感じております。また、未熟な私をいつも支えてくださる友人や家族や大切な人たちへ、ありがとうを伝えたいです。

　そしてそして何より、応援してくださり、本を手に取ってくださった読者の皆様に最大級の感謝の気持ちを込めて、ありがとう。

　これからも、より読みやすく、より面白く、よりドキドキを感じてもらえる本を執筆できるよう、精一杯努めていきたいと思っております。

　どうか今後もあたたかい目で見守っていただけますと幸いです。また近いうちに皆様にお会いできますように！

　私のホームページでは本の番外編やショートストーリーなどを公開しています。よかったらチェックしてみてくださいね！　本書の番外編もぜひぜひそのうちに☆

　このたびは本当にありがとうございました！





立花実咲









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










あなたと、恋がしたい





発　行　２０１４年12月10日　初版第１刷発行

著　者　立花実咲

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版ｅ文庫




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Misaki Tachibana 2014




item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第１章　Ｈｅａｒ ｍｅ？　～ちゃんとわかってんの？～



		体感温度



		お隣さん



		半年ぶりの帰国



		昴生という男



		オイシイ関係



		予感



		待っていてなんになるの？



		ふたりでひとつ



		触れちゃいけない



		ライオンハート



		三十七度



		気になる存在



		胸騒ぎの夜



		知らないフリはできない



		アシスタント命令



		広い背中



		スタンド・バイ・ミー？



		夜を越して



		ＢＥ　ＦＲＥＥ



		Ｃａｎ　ｙｏｕ　ｈｅａｒ　ｍｅ？



		第２章　Ｋｉｓｓ ｍｅ？　～言ったら、キスしてくれる？～



		私がいるから



		さらわれたモデル



		痛いほど抱きしめて



		夢追い人



		寂しさを分け合って



		もっと、ずっと、遠くまで



		さよならなんて言うなよ



		おまえが好きだ



		ＬＩＶＥ　ＡＬＩＶＥ



		Ｃａｎ　ｙｏｕ　ｋｉｓｓ　ｍｅ？



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





